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料理 部 門 ・ ペ ー カ リー 部 を 開催 
⑳ カリ フォ ルニア 産 チ ー ズ レシ ピコ ン テ ス ト 
カリ フォ ルニア 州 は 米国 で も 有数 の 酷 農 産地 。 豊 か な 大 地 で 生産 され た 生乳 は サス ティ ナブ ル で 高く 評価 され て いま す 。 


そし て 、 そ の 生乳 を 使用 し た チー ズ も また 、 高 品質 で バラエティ に 富ん で いま す 。 
カリ フォ ルニア 産 チ ー ズ の 特長 を 活か し 、 新 し い 発想 で 考え られ た レシ ピ を お 待ち し て お り ま す 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 予防 対策 を 講じ 、 状 況 に 応じ て 運営 し て まい り ま す 。 


【 応 募 資格 】 

業務 店 と し て お 客 様 に 飲食 物 を 提供 し て いる 方 

(レス トラ ン 、 カ フェ 、 居 酒屋 、 パ ティ スリ ー、 ベ ー カ リー) 

【 対 象 カ リフ ォ ル ニア 産 チー ズ 】 

⑥ コ ルビ ー ジ ャ ッ ク チ ー ズ 〇 スモ ー ク チェ ダー チー ズ 〇 ブラ ー タ チー ズ 
【 募 集 部 門 】 

罰 料 理 部 門 (テーマ: メイ ン デ ィ ッ シュ ) 置 ペ ー カ リー 部 門 

【 応 募 条 件 】 

* 対 象 の カリ フォ ルニア 産 チ ー ズ 3 種 の うち 、 い ずれ か を 必ず 使用 する こと 
(複数 種類 の 使用 も 可能 ) 

* カ リフ ォ ル ニア 産 チー ズ の 特長 を 活か し た メニ ュー で ある こと 

* 未 発表 作品 に 限る 1 人 2 作品 まで 応募 可能 

時 料理 部 門 

* 制 作 時 間 は 1 時 間 以 内 で ある こと 。 基 本 的 に 事前 仕込 み は 認め な い 。 

*1 人 前 ずつ の 皿 盛り で 、1 皿 の 食材 原価 を 1500 円 まで と する 。 

4 皿 分 の レシ ピ で 応募 する こと (チー ズ の 原価 は 除く ) 

時 ペー カリ ー 部 門 

ゃ 最終 審査 で の 調理 時 間 は 30 分 と する 。 事 前 仕込 み は 可能 。 

【 審 査 方 法 】 

① 書 類 審査 各部 門 の 応募 作品 か ら そ れ ぞ れ 3 作 品 を 選出 。 


② 最 終 実技 審査 書類 審査 を 通過 され た 方 に は 10 月 中 旬 ま で に 書面 で 
ご 連絡 いた し ます 。 


11 月 中 旬 に 東京 都内 で 最終 実技 審査 を 行う 予定 で す 。 


【 料 理 部 門 】 カ リフ ォ ル ニア 産 チ ー ズ を 使っ た メイ ン デ ィ ッ シュ 
【 ベ ー カ リー 部 門 】 カ リフ ォ ル ニア 産 チ ー ズ を 使っ た パン メニ ュー 


2020 年 8 月 1 日 ( 土 )9 月 30 日 ( 水 ) 滑 有 効 


[金品 優 秀 貸 : 名 2 の 0 万 円 
優秀 賞 : 各 10 万 円 
特別 覚 : 各 万 円 
【 審 査 具 】 


レス トラ ン ラフ ィ ナ ー ジ ュ オー ナー シェ ブフ 高良 康之 氏 
伊原 靖 友 氏 


バン 焼き 小屋 ツ オ ッ プ オー ナー シェ フ 


【 応 募 用 紙 . サ ンプ ル 請求 先 】 
カリ フォ ルニア 産 チ ー ズ レシ ピコ ン テ ス ト 事 務 局 

〒1 13-8477 東京 者 文京 区 湯島 3-26-9 イヤ サカ ビル (柴田 書店 内 ) 
TEL:03-5816-8255 FAX:03-5816-8272 

(電話 受付 時 間 :10 時 17 時 た だ し 、 土 日 祝日 を 除く ) 
contest1@shibatashoten.co.jp 


※ 先 着 30 名 様 に コル ビー ジャ ッ ク チ ー ズ 、 ス モー クチ ェ ダ ー チ ー ズ を 1 セッ ト 
に し た サン プル を ど ご 用意 し て いま す 。 ブ ラー タチ ー ズ は 問屋 また は 下記 サイ ト 
より 各自 ご 購入 下さ い 。 

https://the-foods.jp/distefano/ 

氏名 、 送 付 先住 所 ・TEL、 勤 務 先 、 「 カリ フォ ルニア 産 チ ー ズ 」 応 募 用 紙 ま た は 
サン プル 希望 を 明記 の 上 、 事 務 局 まで メー ル ま た は FAX で ご 請求 くだ さい 。 
サン ブル の ど ご 請求 は お ひと り 様 1 回 の み と な り ま す 。 


[主催 ] カリ フォ ルニア ミル ク 協 会 [後援] アメ リカ 農産 物 貿 易 事務 所 


オラ ンダ 産 他 牛 (フロー ズン ) の フィ レ 肉 を 使用 す 
る 。 冷蔵 庫 に 戻す 際 、 吸 水 > 
パー を 使っ て ドリ ッ プ が 出 な いよ 


た っ ぷり の オリ ー ブ オ イル に タイ ム 、 ロー ズ マ リー 
を 加え 、 下 味 を つけ て セ モ リナ 粉 を まぶし た 仔牛 
肉 を 焼く 。 面 お 返し た ら パ ター を 加え て アロ ゼ 。 


ー の ツチ 叶 羽 叶 万 避 S 骨 送 / 二 麗 隔 交 VN 


| 


ハー ブ の 香り を 加え つつ 、 オ リー ブ オ イル と バ 
ハー ブ の 番 り と パタ ー の 香ばし さ を ま と わせ な が 。 ター で アロ ゼ し な が ら 穏やか に 焼き 上げ る こと 
ら 焼 いた 仔 生肉 焼き 上 が っ た ら 、 ア ルミ ホイ ル で 、 オ ラン ダ 産 他 牛 フ ィ レ 肉 の し っ と り と きめ 組 


に 肉 を 包ん で 5 6 分 ほど 休 ませ 、 カッ ト する 。 か い 身 質 、 や さ し い 風味 を 際立た せ た 一 品 。 
誠治 り さ か は た アレ ーー ス い 中 
で まま た 生 人 委 る 旧 久 ロウ 7 の トキ ょ まち て キョ 
たく 9 ま を も を する る く K レ を リッスン 引く まい やり 
まい 放 で を て 人 廊 人 を り だ た た だ た を を みお 引用 の 導 っ ん 
て ま 千 つれ り の と が が を 演 シネ 料 量 発 を 
を を 人 江 人 到 うる いく を すり を 8 。 寺 生 店 邦生 理 を 符 代 
イシ 信 に いる <。 義 1 う 人 自 人 今 で か ビス 去 人 計 の 生 
ます ミュ イ セル 作 千 きす も っ より 
に 5 1 や り は た た 
人 骨 * 軟 て の す を が イ きん 9 呈 生 呈 生 9 と 昌 ク て ェ ミ 人 “東京 都 洪 区 南青山 4.11-13 
言 す まこ と ク る 加 ら し れ す 1 時 を 治まり る 軸 人 03.5772.8520 
まる と イタ も と そ 本 の ラ し g 修 が 由 れ テオ 人 @ 木 * 金 ・ 土 曜 12:0014:00(LO)、 
生 人 凍 了 民 本 蛍 学 クタ を て 軸 い こく だき 上 邊 くる る 8 月 ~ 土 曜 18: 00 20:00(LO) 
る 人 イ うま き を 合せ 衝 A り 産 ろ の コ た 計る 高 ダラ 祝日 の 月 雇 、 征 末年 燈 休 
= * レ し を 語 = を 務 記 表す ー い 産 で 
住ま す 業 "と 生 な を 部 T 4 生 品 ソ ク % る 2 訪 す 軸 @ き 
よ ゃ わ 内 が く ん 。 を 寺 を タタ セン め ラ 時 全 る 
9) を 導 介 りり 生 う 放 の る 産 る を 味 は キ 
に 2 と よ 細 や た 1 に の 立 で タラ 他 リ 産 わ 世 た 
「 第 3 回 オラ ンダ 産 仔牛 料理 コン テス ト 2020」 (応募 募集 中 
【 募 集 内 容 】 【 応 募 資 格 】 【 お 問い 合わ せ 】 
オラ ンダ 産 仔牛 の 特長 を 生か し た レス トラ ン ・ 外 人 店 の レシ ピ 葉 務 店 と し て お 客 様 に 學 食物 を 提供 し て いる 方 (レス トラ =。 「 オ ラン ダ 産 他 邊 料理 コン テス ト ] 事 務 局 
ン 、 日 本 料理 、 カ フェ 、 居 酒屋 、 中 食 、 給食 な の 、 ま TEL03-5816.8255 FAXO3.5816.8272 
【 応 募 期間 】 た は 企業 (メー カ を 含む) に 所 属し 、 メ ニュ ー 開 発 ・ 商 品 (電話 琶 付 時 間 :10 時 一 17 時 但し 、 土 日 祝日 を 除く ) 
開発 に 従事 し て いる 方 。 ( 例 : 調 理 師 学校 の 教務 の み は MAIL: dutch-veal@shibatashotercoJp 
2020 年 6 月 19 日 ( 全 ) 2020 年 9 月 19 日 ( 土 ) NG、 学校 で レス トラ ン 運営 を し て いる 場合 は OK) 
※ 当 日 消印 有効 
【 質 ・ 邊 品 
- 最 人 秀 穫 1 名 10 万 円 ] 
- - 作 秀 缶 1 名 5 万 円 介 川 
TRUSTED 方 ca ISNMM 
VEAL 番 査 スケ ジュ ー ル の 詳細 、 オラ ンタ 研修 旅行 を ご 缶 待 
サン プル 項 望 ( 先 著 100 名 ) 研 修 旅行 は 2020 年 1 1 月 下旬 一 12 月 中 名 
<unope re を 予定 し て お り ます 。 但し 、 新 型 コロ ナウ イル ス EN 
ご 連絡 くだ さい 。 の 感 状 況 に より 中 止 に な る 場合 も ご ざい ます 。 | 


その 場合 、 記 念 品 の 財 呈 を 予定 し て お り ま す 。 


切れ る 、 サ ビ に くい 3 
ミソ ノ の 技術 が 生き る 


名 スライ サー 
切れ る 、 研 げ る 、 サ ビ に くい 18 ク ロム ・ ス テン レス 負 、 
本 格 涯 の 中 華 包 本 。 
ーー』 ゃ 
ミン ソノ 刃物 株 式 会 社 
Aa 本 社 /〒501.3835 如 阜 関 市 観 音 前 1 番地 
2 本 社 工 場 /〒501.3210 収 上 関 必 大 町 27 番 地 


ビュ アス テン レス 銅 包 丁 。 ミ ソノ の 銘 品 。 TEL (0575) 22-0070 FAX (0575) 24-5500 


@ カ タロ グ 進 皇 い た し ます 。 http://Wwww. misono-hamono.Com 
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撮影 / 宮 本 信義 


EE 
五感 心 を 揺さぶる 料理 と は 


了 味覚 聴覚 唱 覚 視覚 触覚 、 
気 量 の シェ フ が 創る "五感 "が テー マ の 料理 
石井 地 ( ル ・ ミ ュ ゼ ) 宮崎 慎太郎 ( ザ が ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 東京 アジ ュー ル フォ ー テ ィ ー フ ァ イ ブ ) 


田村 亮介 ( 慈 華 ) 川 手 寛 康 (フロ リレー ジュ ) 葛原 将 季 (レミ ニセ ンス) 
宮木 康彦 (モン ド ) 斉藤 貫 之 (オル タナ ティ ブ ) 


P33 料理 写真 は 雄弁 に 語る 


心 を 揺さぶる ビジ ュ ア ル 料 理 集 
Pe 、 人 を 操 る 5 つの 感覚 


視覚 、 味 覚 、 喘 覚 、 聴 覚 、 触 覚 を 知る 


“五感 か ら 料 理 を デザ イン する 
川 寛 了 (味の素 


『P45 | 劇場 型 レス トラ ン が 種明かし !? お 客 の 心 を 掴む 技 


セク レト エラン ヴィ ター ル 


““ 皿 を 跳 電 する イマ ジ ネ ー シ ョ ン 
ーー ラ ・ シ ー ム 高田 裕介 が 思い 播 く 五感 く の ア プロ ー チ と これ か ら の レス トラ ン 一 一 


TOPIC 


P80 エディ ショ ン ・ コ ウジ シモ ムラ 下村 浩司 氏 に 見 る 


オー ナー シェ フ の 「 対 策 」 と 「 挑 戦 」 
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4 * と ミミ ES3EESYNESE や も 


3 低 輸 ・1 1 迷 詞 選 マ 1※※ 県 士 涯 時 ぐ 刻 慰 
私 由貴 半 誠 慌 四 「 団 か へ ネー の 息 
に と ゴゴ こ 4 こま いさ で コー て こと 1 
やく 。 所 許 思 理 「 定 ぶ 」 じき 圭 つ 
信 軍 る 邊 的 マーK。 京 台 G 注 短 し そら 
志和 も ne 民 上 才 6 で 侍 る 中 六 放 時 性 索 公 
し 人 こい て ナコ エ だ うい 
KB 凍っ ルー いい を 
に に 導い さこ で エート ドア くに ルー 導 こそ と っ に と て 
「 丘 齋 民 や 質 め 思 つ ゴ 和合 0 ビ る 丸 居 て 守 
層 央 *0 宋 則 軒 じゃ りつ 会 つづ" 釘 江 で し せら 
1 時 りつ し” そ 細 人 大 うり 還 つ 志 生じ る 仙 
守 お k9 忌 壮 レ つつ | の) 思 基 相 " 
EE に だ かいり 尊 こそ マ セコ ルミ 
展会 ン 人 8 や の で ンー 時 0 WS 記 " 
「 電 計 | の 避 ペ も ど JIS ポ し de“ 
移 二 マン 局 電 玉 人 「 殆 湊 」 及 心 の の 
= に に で で 1 て) こい | 
お で 叶 名 末 信吉 侍 る 主 攻 ※G 都 つろ 名 
に 3 イーkS い の パト プリ リー テス 
「 人 囚 密 定 品 の 密 ぐ じ る 2 『 父 溢 | "所 S 
S ぐ エロ 人 符 お Q 頑 口 鍋 完 @ 更 昌 ” KG つ し 寿 民 


スタ ンダ ー ド な うす く 


EE ギー 暴 


ゆ 比 ) に 仕上 げ て いま す 。 特 に 色 を うす く 、 素 


世 あ 2 


ち し ょ う ゆ と 比べ 、 色 を 半分 の うす さ ( 同 社 うす くち 


し ょ う 
本 社 / 兵 庫 県 た つの 市 龍野 町 富永 100-3 


合 0791-63-4635 (お 客 さま 相談 室 ) 


材 の 持ち 味 を 表現 し た い 料 理 に 最適 で す 。 
お 問 合 先 ヒガ シマ ル 牡 油 (株 ) 
https://www_higashimaru.co.jp/ 


国産 の 大 豆 ・ 小 麦 ・ 米 を 使用 。 


昌 H 


ヒガ シマ ル 秀 本 (うす くち し ょ う ゅ ) 1.86 


京都 府 京都 市 中 京 区 王 生 馬場 町 15-20 


容 075-777-4556 


で 
に 1 
PF 


太 林 


愉 革 形 湯 掛 hhS 


そ で 富 革 共 " 罰 " 造 史 人 や 机 組 し の 表 定 曲名 率 
祥 上 ぐ 人 る ン 人 0 も P 半 ご 7 りり 唱和 ヤミ 「 軸 工 
送 居 で 宮 長 0 じ 差 JJ 編 示 富 ン 46 
も 中 合う ン ” Se 邊 や? 応 攻 表 逝 岩 由 
に た と る に さだ べべ ・ い シリ 
し ペペ エミ つ ” 年 6 つや 更 | 室 承 や *Q? 著 そ 缶 や 
雷 く を うっ ao 旧 民 で 尺 可 表 送 近 由 食っ り 計 
GS 称 電 介 づつ で で Y 


et こも に Fc マル シン 

運 球 せ 史 流 G 宇 祭 め や 中 泥 つ 己 選 講じ る = 
款 呈 理 学会 傾 約 0 を いて 志 理 きつ お 
うー 人 くに りこ に に マト この) 
リー MS に つじ 2xGG 篤 。 固 交 相愛 払 
S 皿 掌 史 記 ン 圭 び 族 「 昌 法人 SS や" 
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2020 SEP. 表紙 デザ イン ノ 荒川 半 正 (hoop) 
定 字 / 固 原 和 凌 


撮影 / 石 田 理恵 
本 文 レイ アウ トノ hoop. 
二 記 ョ ea ョ ink in inc LLC 
休 3 1 E N T S @ LLC studio Zero-One 


玉 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感 菜 拡大 に 伴い 、 
一 部 連載 を 休載 させ て いた だ きま し た 。 
状況 を 見 て 、 順次 再開 させ て いた だ きま す 


柴田 書店 創業 70 周 年 記念 企画 


「 外食 ・ 宿 泊 業 70 年 史 」 
第 3 回 1980 年 代 


P7/P63 新 ・ 京 料理 の ここ ろ み ! @ 松 風 寺 (前 編 ) 日 | 本 半 用 古 財 会 
Pea | 自分 流 で > 笹川 商 平 (ボッテガ 
pzo | 色 味 追 素 湯浅 大 輔 ( 新 放 町 湯江 ) 
zz 父子 の 遺伝 子 と ガス トロ ノミ ー 音羽 和紀 、 音 羽 創 , @ 衝 
P74 わが 店 の 衛生 管理 対策 , Vol2 レ スト ラン ラ ・ フ ィ ネ ス 
Pe 生産 者 と と も に ! vo 石 欠 護 介 (シン シア ) | 音 
ze テイ クア ウト ・ デ リバ リー・ 通 販 継 続 派 ! Voli 本 多 暫 (リス トラ ン テ ホ ンダ ) | 半 江 
Pe5 京都 ・ 各 亭 高橋 英 一 氏 と 語ら う , @ 福 林 文 孝 (( 公 且 ) 京 都 伝統 人 半 振 興 時 団 ) 後編 
Pas 只 避 イン タビ ュー「 や まけ ん が 聞く !! 」 ! 第 69 回 泊 也 (コネ ク テ ッ ドロ ボテ ィ ク ス 側 ) | 杯 謙治 


P104 浪速 の 味 に て 御座 師 ぃ 上 野 惨 (引料 理央 完 ) 


Pez 今月 の 料理 界 Pews 海外 レポ ー ト (フラ ンス 、 ペ ルー、 米 国 ) Piie 用 語 解説 


Fiz 定期 購読 の お 知ら せ Pii8 バッ ク ナ ン バー Pi20 次 号 予 告 
me | 料理 解 説 で つ " 
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二宮 滝 束 叶 


昔 三 誠 障 革 ご %W 計 貴 球 半 


油 剛 普 
yrv 放 。 画 普 革 戸 


に 


に | 


童 庄 


ご % 潤 本 
剖 ご 上 け 議 


= 計 


紅 
工 
人 
参 
弁 
子 


L.】 
ロ 
1 
ス 
た 
ま 
り 
茹 
し 
九 
条 
功 


NVY で ママ 銘 法 
ゃ や ュ ヽ せ 。 装 > く で てき ぎ 岩 菩 


ー ご 恒 状 
誤 敬 司祭 ご 立 二 


に いい er 


夷 局 間 三 斗 画 誠 


青 回 般 弄 滞 


区 庄 田 貴幸 ゆー キ 


末寺 


並 臣 


一 用 途 
刺身 ・ お すし ・ う な ぎ ・ 天 つ 
ゆ ・ ふ ぐ の ポン酢 ・ 鳥 料理 ・ カ 
プ ト 焼 ・ 照 焼 ・ あ ら だ き ・ す き 
焼 ・ 中 華 料 理 ・ 煮 物 ・ 濱 物 

e 創業 明治 参 拾 基 年 

e 日 本 料理 研究 会 推奨 品 

e 長期 熟成 (2 年 ) 

@ 使い こなせ ば 益々 真価 を 発揮 す 
る 名 品 

@ お 刺身 な ど は [関ヶ原 ] で な いと 
食べ られ な いと お っ し ゃ る お 客 
様 が 大 変 に ふえ て 来 ま し た 。 


発売 元 

K&K 国分 ブ グループ 本 社 山 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 1-1-1 き 03-3276-4331 

醸造 元 

関ヶ原 醸造 株 式 会 社 


岐阜 県 関ヶ原 町 3330 全 ⑩584)43-0005 


中 | き 当 へ 生 丁 先 . 弄 計 [二川 せ 濁 ゃ 涯 | 較 


ー ン 


肖 臣 呈 殿 筆 塞 十 角 ⑭ 


「 括 ・ 切 索 埋 ぐり り 叶 」 吾 
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美江 記 三 裕 呈 球 麗 つ レ ベ ミ ※′ へ ヘー 釣 紅 we 療 公 避 選 さ ペー 裕 ち Ne 「 表 三 ニ 変型 守 所 了 | 
天王 Y 当 史 ( ま 三 ) 釣 定 富み の べ G 列 ズ 篤 交 計 多 党 濱 竹 介 称 回 尽 じ 1" 

ロロ 本 王 約 い P" 瑞 塞 列 トール ュ Je 湯 ※G 記 訪 %38 き 三宮 あと だ じ ろ 丸 公 で INt の 王 * 
「 守 富 翌 0」 トー ル ロ ” 裕 詞 写 つ 県 宇 上 吉 湯 守 多 諾 で" 


Pietro Isnardi S.r1. Via San Giovanni, 36・ 18100 Oneglia (IM) Riviera Ligure - Italy・Tel. 0183 7981 


NER 1292 アル ドイ ノ 社 製品 に 関す る お 問い 合わ せ は 
/⑮wwgww 信 、 株 式 会 社 フ ー ド ライ ナー wwwrfoodliner.cojjp 
( 1 
\ / [本 社 営業 部 ] 〒658-0031 神戸 市 東灘 区 向洋 町 東 4-15-19 森本 倉庫 5 階 TELO78-858-2043 www.foodliner.co.jp 
[東京 営業 所 ] 〒105-0014 東京 都 港 区 芝 1-14-4 芝 樹 田 ビル 5 階 TEL03-6414-2433 F 


晃 
4 し He 


見 恵 見 


。 9 
王 唱 覚 


h ) 
感 
2 い ハ 
心 を 揺 き ぶる 料理 と は 


社会 の リモ ー ト 化 が 進み 、 テ イク アウ ト や 通販 、 ケ ー タ リン グ が 充実 する 世の中 に あっ て な お 、 
レス トラ ン に 足 を 運ん で も ら う た め に は 何 が 必要 か 。 
その 答え の 一 つが 、 レ スト ラン で し か 体験 で き な い 高揚 感 を 提供 する こと だ ろう 。 
今月 号 の 特集 テー マ は 、 英 誌 で も 初 の 試み と な る 「 五 感 」。 
味覚 、 聴 覚 、 喚 覚 、 視 覚 、 触 覚 一 一 
いわ ゆる 五感 を 刺激 する 料理 に フォ ー カ ス す る 。 
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味覚 聴覚 喫 覚 視覚 触覚 
ヌ い 現 の シェ ブフ が 創る 
"五感 "が テー マ の 料理 


シェ フ た ち は 料 理 に お いて 「 五 感 」 を どう 捉え 、 ど う ア プロ ー チ し て いる の か 。 


こ ヽ 


日 頃 よ り タ リエ イ テ ィ ブ な 料理 表現 を 行なう 7 氏 【 
自ら が 考え る 「 お 客 の 五感 を 刺激 する 料理 」 を 作っ て も ら っ た 。 


1973 年 北海 道生 まれ 。 札幌 の 調理 師 学校 
を 卒業 し 、 市 内 の ホテ ル に 2 年 間 勤 務 し た 
後 、'95 年 に 渡 欧 。 1 年 間 で フラ ンス 、 イ タ 


た 


ル ・ ミ ュ ゼ 


ュ ゼ ] 


リア 、 ス ペイ ン を 巡り 、 料 理 と アー ト に 触れ 
を 開業 。'15 年 の 全面 改装 に 次 いで 、"20 年 
6 月 に 、2 度 目 の 大 規模 リニュ ー ア ルオ ー プ ン 。 


る 。 "98 年 、「 レ スト ラン エノテカ 札幌 ] の シ 
ェ フ に 就任 。2005 年 に 独立 し 、「 ル ・ 


の 74 で く で Cm 
WWG 夫 406 和 9 結 ぐ づり 短 つ し 4 上 「 さ ・ 
の 8」G 過 革 寺 区 " 志 人 GN マ ー ベ と 
会 Q 汗 当 称 空 ′ り 三 う hG 庄 を 泊 NG 診 宣 
つや エエ いび 守 証 つ ′ 欠 <P 王 人 宝 N ロ トリ ローK 
器 党 つる 0" JJG ら 選 ロ dd 計 肖 講和 0 妥 
A S | B エ SG トー の 詩 e ポ 記 
に さこ で いこ < 還 に に に てい < 


眼 淫 ′ ズ 認 合 相 て OU ビ 避 革 起り 田 失 全 
を mo の ぐだ で ぐ も ” 捉 お 8 の っ 0 人 Q 只 還 
3 さい ツー いこ た 
he 劉 弓 せ 人 Sd6p” 応 ) 本当 鍛 Dyo 
「38 る つ 各 」 8 学 折 富 WW 
鎧 紀生 富 ぐ SO 定 許 公 久 ご 表 呈 つじ る yo 
うつ 半 思 人 る ちゃ" 條 回 3MMG 甘 史生 そ ヘ ー 
ざ つ し 中 人 つ お の 中 的 宮 た つつ 6 
「 押 人 る や お の ⑤ー」 せ 還 淫 つ ン YA 呈 
も へ て il AS 泌 いじ る yom ぐに 人 
ト HG 厚 還 人 る 必 器 称 富 W5 つ お ” ペ 写 ト 
KRSKG 記 的 舞 が 0 WG 話 @ 公 ke 和 記 
し も トマ ー ト KKG 話 慌 28 王 つつ 
守り ざ 向 SeGP ゃ 篤志 せ 「 悪 害 つ 
に = て いか や とっ いい いい っ いい を 者 たい) 
だ G ぐ や" で 回 せ | 麗 瑞 人 目 や 還 年 つじ" 
交 世代 氏 民間 W い ン ム G 庄 講 如 引く レ 
っ px ぴろ 必 細 豆 せつ つや お " 

「 箇 ーー」 王 鹿 G 付 囚 や ” 弄 RSSn 民 愛 
銘 @ 深 薦 史 忌 述 王 つ | 本 うり で きせ 8 
6Gm ぐ 宮 や 選 ゴ Sho 設 認知 年 下 
中 人 る で 枝 旨 宮 紅色 ho 脆 表 お 人 る Gt の 
問 @ 季 選 称 穴 つ くも うろ 尽 補 ン 己 翌 し ちゃ 
ローK 王 癌 8 王 つ つ ” 86306G 奨 下 鑑 


多 定 人 Ke | い G コ 容 の つじ る 6" 

6 由 G 劉 注 例 36006 加 終り 
NG 泌 @ 吾 章 、 全 6NO う J 介 届い 
会 「 呈 壮一 ト で KG 所々 公務 いじ うろ 
忌 R ルキ 938 地 06 せ 居 ホ ー ト る 
よ トマ いざ つじ 和 腕 いじ うろ ポン ら 篤 還 芝生 
で ヘー し jp"「 選 民 P 完 多 選 いり ロロ 叱 替 」 
やろ いで 写 @ 地 信 生 SE 相当 くそ か マー 
SOS 匂 ジン 親 要 SG べ いせ 補 農 環 
夫 NO 旬 信和 キ 多 大 か ホー ツジ つゆ し 提 8 
余り 46NOMo6 慰 濱 生 ン 全 NRSNG 
半 暴 接 代 を 洲 散 和 WW じ AOeene が 0 各 
お り Sn 国 いひ お くも や ゃ "コン ロ 弄 直 S 介 
So 人 8R じ う ょ ooJ 目 く ぐ 時 王 尺 色 | 選 
福 6 いる yoG も の 信 つ 6 で 

に Y・ に に つこ に で いさ ペー ツキ トバ) に 
つや SG ド 押 還 車 、 侍 必 届 うめ 否 る / 仙 団 
9m お G 押 国 選 は つ *6m ひ りく 握り 避 避 
5 つ お " 婁 幸作 りり 宜 時 年 任 G 避 問 W レ 
や QNO レ 3 で さり リー ト さ 混合 避 る つ折 
い 還 G 鞭 史 弄 正 " め 押 し 押え くじ しろ 
ぐも ゃ 例 ^ 届 加 G 将 静 や せ 思 お 気 條 表し い o 
や @ 多 証 半 固 押 還 つじ 共 6 い の 飛 谷 。 麗 う 
聞い し 包 で ぐ | 守 ロ トー 月 多 祝 お 6 つま" 
Ko 明和 38 選 つ 7 敵 団 ” 弘 舞 
0 胃 午 軍記 一 に 弄 編 り の HMS 
や て レ 生生 > ふつ し 区 | Ne へ dB 人 St6 
愉し 直 幸生 ざ じゃ 人 全 OeS も や" 吉 征 
喝 責 団 つ し 捉 お 摂 合 軸 上 いさ 国 仙 釣 
党 いじ 2k@ ぐ Pe6 う 身 民 桃 還っ の 選 翌 
せ い 凡人 る の つつ で 6 や 人 敵 國 りつ 
し を いつ K ネ ーー 心 で へ 呈 装 レポ や 人 
拓 \ つ っ 居 ぶ じ お" 
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2020 年 9 月 号 
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描か れ た も の / 和 鮎 の モザ イク 


自ら 描い ぃ た アユ の 絵 (写真 奥 ) を モチ ー フ に 創作 し た 料理 。 絵 を 模 し て さま ざま な 色 
邊 を 組み 合わ せ モ ザイ ク 模 様 と し 、 凹 凸 を つけ た 平 皿 も 石井 氏 が 作っ た も の で 、 そ 
の 上 に 料理 の パー ツ を の せる 。 ア ユ は 丸ごと 味わっ て も ら うべ く あ ら か じゅ 乾燥 焼き 
し て か ら フ リッ ト に 。 絵 同様 、 北 海道 の アユ が 棲む 環境 を 表現 する 要素 と し て トマ ト 
の クー リ の シー ト 、 キ ュ ウ リ の コン カッ セ 、 抹 茶 の ソ ー ス 、 木 ノ 芽 や ハー ズ 、 赤 パプ 
リカ の ソー ス な ど 、 夏 らし い 色彩 と 香り を 配 す る 。 ア ユ の 下 に は 道産 小麦 の メイ ユ を 
表 い て 、 ア ユ を 丸ごと 使っ た ビス ク を ラン ダム に か ら め て 、 味 に 濃 淫 を つけ た . 
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香り / 明 夷 アワ ビ 

過 夷 バフ ン ウニ / 薔薇 と ハー ブ 

夏 の 北海 道 の 海 を チー マ に 、「 磯 の 香り 」 を 追 氷 し た 一 

品 。 ま ず は 燕 し た エゾ アワ ビ を 昆布 と と も に 熱し た 鉄 皿 

に の せ て 、 蓋 付き の 器 に 入れ て 提供 。 昆布 だ し を か け 

て 再度 著 を し 、 ア ワ ビ に 香り が 移っ た タイ ミン グ で 蓋 を 

開け て 、 立 ち 上 る 磯 の 香り を 存 分 に 感じ て も ら う 仕 立て 

だ 。 提供 用 の 忠 に は あら か じ め ボ タン エビ の ジュ の 泡 、 
パセリ の ソー ス 、 パ バラ の 花 の 形 に し た オカ ワカ メ や 旬 の 

ハー ブ を 盛り つけ て お き 、 サ ービス スタ ッ フ が アワ ビ を | 則 衣 
トン グ で 皿 に 移し て 、 ア ワ ビ の 肝 の エッ セン ス ( 下 の 写真 

左 奥 ) を 注い で 供する 。 別 皿 で 涯 えた の は パフ ン ウ ニ を 

の せ た 大 麦 入 り の リゾ ッ ト ( 下 の 写真 中 央 奥 )。 リ ゾ ッ ト y 日 
を アワ ビ の 皿 に すく い 入れ な が ら 食べ る よう すす め る 。 ( 宛 】 


L 料理 解説 136 頁 撮影 石田 理恵 取材 ・ 文 深江 園子 
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仔羊 / 分 離 と 凝固 プ マキ リ 

北海 道 を 代表 する 肉 で ある 仔羊 を 、 同 じ く 北海 道 に 多い シラ カバ の 新 の 燈 火 で 豪快 
に 焼き 、 ア イヌ 民族 が 男女 問わ ず 日 常 生活 や 狩猟 な ど で 使っ た 短刀 、 マ キリ で 切っ て 
食べ て も ら う 。 テ ー ブ ル に は あら か じ め メ ニュ ー 表 と と も に マキ リ の 説明 文 を 置い て お 
客 に 読ん で も らい 、 料 理 提供 前 に 実物 を 疲 し て プレ ゼン 。「 マ キリ で 肉 を 切る と いう お 
客 さま に と っ て 初め て の 行為 が 、 手 の 触覚 だ け で は な く " 思 考 "も 刺激 する と 思い ます 」 
(石井 氏 )。 付 合せ は 自家 製 の フク レッ シェ チー ズ に サン ショ ウ 平 相 橘 に 似 た 風味 の キハ 
ダ の 実 を 使っ た 泡 、 嫌 火 で 蒸し 焼き に し た 札幌 次 タ マネ ギ 、 黒 ニン ニク の ピュ レ な ど 。 
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触覚 聴覚 


6 月 の リニュ ー ア ル 後 、 デ ィ ナ ー は 「 イ デア ]」、 ラ 
ンチ は 「 コ ン セ プ ト "セー"」 と 称し 、 昼 夜 で 異な る 
レス トラ ン ブ ラン ド を 展開 。 2 階 建 て の 上 階 が メイ 
ンダ イニ ング で 、 壁 を 取り 払っ た 解放 感 の ある 空 
則 に 、 そ れ ぞ れ 椅子 や まわ り の 調度 品 を 変え た 夫 
囲 気 の 異な る 3 テー ブル を 配 す る 。 テ ー ブ ル の 一 
つ は 、 目 の 前 に 甘 の 爆 火 を 入れ て 使う 焼き 台 ( 右 
写真 ) が あり 、 ガ ラス 扉 か ら は 屋外 し た 鞭 
察 が 見 える 。 外 の 鞭 穴 は 陶芸 用 の 窯 だ が 、 尋 火 を 
汰 備 し た り 、 野 葉 を 包み 焼き に する 時 に も 使う 。 


住所 北海 道 札幌 市 中 央 区 宮の森 1 条 14-3-20 電話 / 01L640-6955 http://www.musee-co.com 


ィ 宮崎 慎太郎 


1975 年 千葉 県 生ま れ 。 調理 師 
学校 を 卒業 し 3 年 間 洋 菓子 店 
で 学ぶ 。「 ル ・ ブ ル ギ ニ オン ] ( 東 
京 ・ 六 本 木 )、「 ヴ ァ ン ピッ クル 
銀座 店 ] (東京 ・ 銀 座 ) な ど を 経 
て 渡 仏 し 2 年間 研 氏 を 積む 。 帰 
国 後 、2007 年 より 「 オ ー グー 
ドゥ ジュ ー ル ヌー ヴェ ル エ ー 
ル ] の シェ フ に 。 "14 年 5 月 より 
現 店 の 料理 長 に 就任 。 


よもぎ を 練り こん で 「 セ ルアン クル ー ト 」 に し た 萩 産 "アラ " 
焼き ナス と 金 時 草 、 ソ ー ス マル ブレ 


「 堀 釜 焼き に 適し 、 サ ー プ 中 に 骨 れ に くい 」 (宮崎 氏 ) と いう 筋肉 質 の アラ を 、 も ど し た 昆 
布 を 緩衝 材 と し て 挟ん で 、 ヨ モ ギ 入り の 塩 釜 生地 で 包ん で オー ブン で 火入れ 。 サー ビ 
スス タッ フ が お 客 の 目 の 前 で 生地 を 開い て 忠 盛 り し 、 ソ ー ス を 流す こと で 臨場 感 を アピ 
ー ル し た 品 だ 。 フ レッ シュ の ヨモギ と と も に 披露 し 、 ス に も ヨモギ を 用 いる こと で 喫 
覚 と 視覚 か ら ヨ モ ギ を 強く 印象 づけ る 。 な お 、 ヨ モ ギ ソー ス は あえ て 白い ベル モッ ト ソ ー 
ス と 完全 に 混ぜ 合わ せ ず 注い だ 時 に マー ブル 状 に 流れ 出る よう に し て 視覚 的 な 美しき 
を 加え た 。 また 、 ナ ス の ヘタ を 焼き ナス の パウ ダー で 描き 、 見 た 目 の 楽し きも 与え て いる 。 


ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 東京 


アジ ュー ル フォ ー テ ィ ー フ ァ イ ブ 


触覚 』 得 見 
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喚 覚 


ノル マン ディ 産 オ マー ル ブ ル ー の 「 190 で キュ イ ]」 


視覚 


に 


石川 県 NOTO 高 農 園 の 赤土 野菜 と 共 


G 思 べく ト し 了 下 や 
更 @ 幸二 て し ざ 人 を 
守り し 選 独 けり て 
S 。 ジ ご ミリ ロト で 
だ 4 ざ 箇 ト と や 生 
六 け りや びら 
王家 多 当 地理 で G 
SS だ Hd 還 野人 ムン 
イエ で て もめ e し まつ 徹 和 
| 』 ヤ セコ SS る うじ 
公 ヤ 写 で きじ で る で 
半日 二 玉 @ 古 品 
思 / 地 / 守 かせ や 
に 拓 を ま 湯 な: を 
要 つ 全 哲 つ 本 る 
尋 NE た 導 | 

0 かる どす 
ふぐ ミ ふ うさ ト も ャ て 
家電 KK 下 ら 条 とる 
赴く KK や さい そう 
ャ 1D よ SG ロン ジロ 后 
ポト 1 くし じ め 々 由記 
陸 衝 粒 持 も 
ら つ 傘 人 

SN 放 醒 や じゃま びり 


雷電 人 る いく AKG 聖 で 過 堂 玉 る G 放 塞 
賜 和 案 夫 Ne「 ト 私 ロ ーー NN ポー トマ ー 
N ト SN」 8 生 ・ つ 色色 ・ 胡 一 と へ 家 
Dc へ キー ピ キ ゴー トート = 細い ここ に よこ 
号 守 史 光 る AO 沿 容 概 ペ 千 還 中 さ せ 
つ 全 人 療 る や さ 和 ホー か mA、 電 久 和 0 
つ ′ 写 り 補 震 宙 6m い 2046EG 過 
劉 結 人 NO 話 守 AN 無 認 守 pho 


親 下 で 写 束 革 写 合 約 所 握 「 呆 ぐ っ 
KKー 選 へ 6 選 生 る 章 且 全 人 SO うけ の” 下 所 
コマ ミー ゴ G ネ ホー KK 私 提 うい 0 う の 
つろ な ed(E 聞 漆 0M6 つ りう 尽誠 直 
信和 め 共 る 他 守る ろ の 較 る 時 湯 人 る の 旬 
6G 守 話 民 G 選 生 移 NO のろい 編 
麗 志 い レス が 6m" 條 回 Q の "ホー 
K 移 聞 06G 天 向 選 る 本 8 人 る ー 
吐 mG 「6 っ の %0 科 消 届 さや シー」 8 展 ) 
コー 中 G 選 を 昧 名 移 弄 違う の 和 和 る 選 坦 
豆 介 夫 壌 》XW′ 目 さ ロ ーK じ め つ を 
や ター スズ お ぐーA mA もら wG 泡 
実地 8 トリー ペ つ 中 か) ホー 負 KK 光電 
So6GmG 揚 じ 周 民 交 陸 和 0 居所 意 い レ 
ペーK 記 坦 生 ” 悪 編 G 革 つ 季 史 坦 玉 つつ 
人 やこ ル > たもと っ に よこ 3 放さ 
ローK と で 牙 区 じ せ 悦 還 つや ぐる 「 比 部 上 
し 留 」 人 を 「 甘 々 留 」 史記 忌 ヨネ シン 間 
G 宝 QBEmG「 へ くさ トル へ 拓 で 押 生 ヤー 
ー」" か ペール 穴 呈し 釣 二 生 民 和信 
咽 %9 で 人 る weAKD ペ ヘー へ mA 電 選 なじ 7 
置 圧 ハーー 対 静 い し 選 セ ー ス 史 38 地 06G 
廿 G 号 し 窯 人 Pyo 選 閉じ ” 缶 引 を 悪 門 下 
拓 避 玖 宗 宮 ロ トト ロー やつ じろう が 6 や "oo 
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"シガー" の 香り シュ ー ル ー ジ ュ と ブル ー ペ リー、 2 


ン 産 ピ ビジ ョ ノー 胸 肉 の ロティ 
ソー スコ ニャ ッ ク 


「 フ ラン ス 料 理 を 食べ た 後に 、 ア ルコ ー ル 度数 の 高 ぃ 酒 と と が 
ー を 噛む と いう 普 な が ら の 文化 を 若い 世代 に も 伝え て いき た い 」 
と 考え 、 五 感 と ら う テー マ に 合わ せ て 今回 新た に 考え た 品 。 ハ 
ト の ロティ を 火 の つ いた シガー と と も に ガラ ス の クロ ッシュ に 閉 
じ 込 め 、 肉 に ほのか な シガー の 香り を ま と わ せ て 、 客 前 で 開け 
て 視覚 的 な 楽し さと と も に 味わっ て も ら う 。 ソ ー ス に は 、 ビ ピッ 
ド な 色合い の 紫 キ ャ ベツ の ピュ レ を 用 いた 他 、 シ ガー と も 相性 
の よい コニャック を 使っ た ジュ ・ ド ・ ピ ジョ ン を 流し 入れ 、 一 品 
の 中 で も シガー と 酒 の マリ アー ジュ が 楽し め る 構成 と し て いる 


好 た の も 使 は お う は で で り し す チ 嘆 品 
循 め 向 あ つ 席 客 え コ 異 い ク を た が ツ 覚 目 
人 肝 人 る 生き 義人 か 8 けり ま g 義 め 当 
を モ 顔 9H 婦 ハ 湊 呈 下 六 名 感 ダ 口 
生 チ や す | 減 に こ 宰 大 き シ と ま 考 ラ 菓 オ ラ 
ん 共 吾 “" ビ ら 笑う だ 人 まさ エセ し え ジ "1 る みる 
で | ぶ ー ス し 顔 し か の す を た いい ス 新 カン 
ぃ シシ 姿 方 が て に た ら 香 が 開 業 の な ス 産 
ま 5 を で や も し 導 な 打 と り 以 チ 痢 みみ ど し だ 
す ン 起 ` や りう っ 出 そ を で ぃ い ` い | の が で た ジ 
" ア 接 ス す "て を 衛 す わ 香 ビ 煙 | つ 品 ョ 
クッ 見 タタ いそ いし 生 人 な ゅ め り ス で 文 け クノ 
2 と を を 2 人 を 
に こ ゝ ぶ だ と 
ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 東京 の 45 階 に 位置 する 同店 は 、 人 た 8 5 ん き を を 欠 。 発 多 お 生 と BR 
2018 年 に 青 を 基調 と し た 内 装 に リニュ ー ア ル 。 現在 、 ソ つが お メ ワ た 大 徹 コ に フ 胸 マ て が 灯 は 
ー シ ャ ルディ スタ ンス の 関係 も ふま え 、 席 数 は 20 席 で 個 な で 客 リ ゴ ぃ いり 胡 の 楽 が 肉 | 多 香 と 
室 1 室 (12 席 ) を 用 意 す る 。 現 在 は 、 昼 夜 と もち に お まかせ が き さ ッ ラン “上 し 煙 し 客 に ジ い ぃ い は くく 
コー ス 1 本 で 、 昼 8500 円 、 夜 1 万 9800 円 で 提供 し て いる 。 り 共 沙 ド 金 礼 昌 半 と ん 席 香 ュ で 桜 に 
住所 東京 都 港 区 赤坂 9-7-1 東京 ミッ ド タ ウ ン ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 東京 45 階 電話 03-6434-8711 2020 年 9 月 号 16 


http://wwwrritz-carlton.jD/restaurant/azure 


1977 年 東京 都 生 まれ 。 調 理 師 
学校 卒業 後 、 横 浜中 華 街 や 都 
内 の 中 国 料理 店 で 修 薬 を 積み 、 
2000 年 に 東京 ・ 西 麻布 の 「 麻 
布 長江 」 に 入 店 。 台湾 の 四川 料 
理 店 や 精進 料理 店 な ど で の 研 
修 を 挟み 、'06 年 に 料理 長 に 就 
任 す る 。 "09 年 に 店 を 引き 継い で 
店 名 を 「 麻 布 長江 香 柱 釘 ] に あ 
ら た め 、 オ ー ナ ー シ ェ フ に 。 "19 
年 4 月 、 建 物 老 朽 化 に 伴い 閉店 
し 、 同 年 12 月 に 「 直 華 」 を 開業 。 


香料 基 炉 過 
鶏 の 桶 米 詰め 
スパ イス 薫る 塩釜 仕立 て 


コー ス の 3 品目 ほど で 供する 品 。 
串 の 胴 肉 に モチ 米 を 詰め 、 形 
も 色 も さま ざま な 9 種 の スパ イ 
ス を 混ぜ た 塩釜 で 蒸し 焼き に し 
た 。 手 で 触れ て 温か い 程 度 まで 
塩釜 を 浴 ま し て か ら 卓 上 に 運び 、 
まず は 見 た 目 と 香り を 楽し ん で も 
ら う 。 そ の 後に スタ ッ フ が 塩釜 
を 半分 ほど 崩し て か ら 、 お 客 に 
手 貸 を 流し て お 客 自 身 に 鶏 の モ 
チ 米 詰め を 掘り 起こ し て も ら う 。 

岩塩 や ネス パ イス の 手 ざわ り に 加 
え 、 鶏 の モチ 米 詰め の ずっ し り 
と し た 重量 感 と プリ ッ と 張り の あ 
る 弾力 も 印象 的 で 「 記 億 に 残る 
経験 」 に 。 厨 房 に 戻し て 輸 切 り 
に し 、 さ っ ぱり と し た ショ ウ ガ の 
ソー ス と 五味 すべ て を 兼ね 備え 
た 怪 味 ソ ー ス を 添え て 供する 
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ーッ と い 


ハー ブ を 
に 焼き 石 を 束 


鍋 の 底 


定 の 品 。 タ チ ウ オ の 切り 身 に 
に 供し て 蓋 を 開け た 瞬間 、 シ ュ ワ | 


が る 仕立 て だ 。 厨 房 に 戻し 、 タ チ ウオ と 豚 の 
台湾 バジル を 添え て 提供 。 


まとめ 、 


- 気 に 蒸し 上 げ る 。 和 客 前 


ンチ を ぬっ た も の を 6 割 の 火入れ まで 燕 し 、 台 湾 パ ジル を メイ ン に ミン ト 、 レ モン バー ム 、 


に 勢い よく 蒸気 が 立ち 上 り 、 ハ ー ブ の 香り が 広 : 
ンチ の 燕 し 汁 を ソー ス と し て 流し て シン ブル な 味わい ト 


加え た 豚 の ミ 


り 太刀 魚 フレ ッシュ ハー ブ 蒸 し 
育 々 と し た フレ ッシュ な ハー プ の 香り を 前 面 に 打ち 出し た 初夏 限 
う 音 と と も 


ゼラ ニウム を 敷き 詰め た 土鍋 に の せる まで が 下 準備 。 提 供 時 に 土鍋 に 蓋 を し て 、 


いて 熱 潟 を か け 、 卓 上 へ 運 豆 間 ! 


香草 蒸 帯 急 
釣 


で =: デ テコ ー ド 1 
思 よ 加 ” 衣 吾 8 ド 失 下 で 変 寺 竣 つ 、 
りり 穫 ホ ー セ ツ ” 移 層 人 る 9NEG 過 留 電 
朱 や NGJaJS 当 姓 つ し 話 型 移 生 Ne 


記法 敵 慌 YSo 普 湖 交 和 yy う 1 
いひ 穫 「DS Nm 人 宮 つくも ろう て 合 」 
うろ 愉 JP 揚 う つ 得 写 w じ 情 半 分 Ne 下 
信 つ や ぐ 縮 つう 下 貢 生 ” 孝 G 凝 世 信 ら い 
完全 Me の 麗 必 人 る "人 る 午 WWS7 
拓実 ン 慌 才 ” 朋 編 " 澤 編 " 惑 編 0 
心 寝 札 No 人 る 孝 室 G 呈 部 箋 認 で No の うい 
7 振 包 28 が 6 合 和 ローKG 束 紀 い 
だ おり の の 人 SG ローK ど 棋 表 的 SNo 1 で 
人 G 幅 貞 の つじ ” 地目 「 国 信 G 議 装 お 称 選 」 
9 る OnenCNOA6 ひ は 8 で 6 つ " 

ローK3 2 で 8 「 交 」 ざ 「 鹿 」 で 敵 農 史 
く 必 ANK や て 下 束 く し 毅 堂 "「 的 」 党 
紋 品 衣 手 つ し っ 2 の 本 「「 記 」 MS ベ 去 
SG 劉 沼 杏 栄 や Ne 本 ぐ ャ ペー ちゃ "の 
8 ローK 湯 斗 や 拍 交 半 所 人 る ぐ 過 つつ 
し る 叶う B ざ いひ 8Kー ト 0 演 編 明 下 
つ し 無 霊 党 で る 移 庄 つ 訪 「 絶 」G 構 史 抽 つ 7 
WSd 語 を 染 斗 笑 編 を 束 客 谷 の 史 取 皇 才 
や し 妥 導 Ke 「 宙 」 貴史 居 証 "ANAOQ 人 
入 思 ン の 足 端 谷 ロン うろ ぐし WS や 
個人 KeG 宙 忌 害 6 

人 で 回 呼 た つ お ぐせ 了 護 東 き つじ し る ko 
「 書 」G 敵 國 ” っ 拓 祥 の 半 症 回 調 他 避 
ゃ Ne 号 @ 守 喘 や 呈 一 列 べし 606G 党 
者 ペ 未 G 劉 編 究 無地 内 ” 牙 際 り 区 
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悪 年 火 福 鴨 子 
味 賞 鴨 四川 火鍋 仕立 て 

表面 は 香ばし く 、 中 身 は し っ と り と ジュ ー シ ー に 焼き 上 げた 鴨 の 丸 
< 8 焼き を 、 火鍋 スー プ 仕 立て の 熱々 の ソー ス を 流し た 大 皿 に 盛り 、 卓 
串 下 朋 当 応 上 へ 。 写真 の 嶋 の サイ ズ は 約 8 人 前 の 3kg。 目 に も 鮮やか な トウ 
ガラ シ の 赤色 に 囲ま れ た 迫力 満点 の 鴨 は 、 視 覚 に 強い イン パク ト 
を 与え る 。 卓 上 で 披露 し た 後 は 、 胸 肉 を 食べ や すい サイ ズ に 切り 
視覚 [ も 分 け 、 同 じ ソ ー ス で 軽く 炊い た 葉 ニ ン ニク と 中 国 モ ロリ 、 ワ ラビ ピ 粉 

史 の 春雨 一緒 に 盛り 、 ソ ー ス に か ら め な が ら 食 べ て も ら う 。 


タレ 方 で の ビ れ 軒 有 ク い 欠 士 融 お めし 
突 人 ] 法 素 醒 こ ジ どる の ス ま る 々 鍋 " 和 客 ) て 
き 数 シ を 材 遼 の ュ 複 丸 を す の の 幻 さ 。 1 

詰 で ョ 採 を 味 よ ア 雑 焼 分 " 共 装 や ま は 人 

めも ゃ も ン り リ り 丸 で う ル で きる 中 気 を 双 に コ 前 

て 楽 上 た ご "な で 刺 を 品 や の 開 婦 直 1 ず 

いし 現 い と 本 大 イ 激 大 "ひさ ハ は 多 釜 る ス つ っ 

きめ 実 と で 来 皿 と 的 皿 熱し 1 た で を 前 励 

た る 的 こ 調 な 料 パ な に 々 ペペ ブ 散 ご 掘る 

和合 さる や る 千 和 全面 は つ 笑 江 

と 皿 は "し で は ト 人 呈 秒 T ミ 5 で 

考 料 な た いき 中 を と 鋼 ! り 替 」 も り + 

え 理 い だ 同 る 国 与 と ソ 風 を 2 : 拉 容 

て の の も じ 限 料 え も 1 味 の 楽 よ 中 っ つげ ユ 

s と ぃ い 演 で ちよ 理 ま に ス の クレ し 〈 盤 て る 鶏 

東京 ・ 外 苑 前 駅 か ら 徒歩 3 分 の ビル 2 階 。 木 材 と 石材 を 配 ま 出 ` ろ う な す いか ソラ ん 立 で 触 役 の 
し た モダ ン な 設え で 、 テ ー ブ ル 28 席 と 個室 (最大 B 人 ) を 侯 す を 今 ん な くら “" 圧 ら | イ で ち 提 覚 割 精 
える 。 お まかせ コー ス の み で 、 昼 は 6000 円 と 1 万 円 、 夜 に 料 会 指 全 は 巻 醸 スマ も 上 供 を で 米 
は 約 8 品 1 万 5000 円 、 約 9 品 2 万 3000 円 、 約 10 品 3 万 円 。 よ ょ は べべ 供 品 は の さと ッッ ら る し 刺 ` 詰 
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フロ リレー ジュ 


川 手下 康 


SD な うさ XXP 
ささ へ や 柱 < 
地 さ は 迄 と や い 根 
5 ンド さん 條 具 素 党 
も 格 で ご へ 生 ・ 有 
時 某 角 つた ck 折半 
に た お に 3od 
扱 ー 党 お 図 三 ピロ 
胡 前 信じ 堅 可 自選 
生還 出 謀 幸 ら 。 
記 球 せめ へ 准 立 Q 時 
人 さ ミ うふ レジ ト に 


な 音 と 手 の 
を 、 カ 


と 川 手 氏 。 フ ォ ー ク を 


ルフ イコ ユ 」 


ルフ イ ユ 
「 触 覚 と 聴覚 を 刺激 する フレ ンチ の 人 象徴 的 な 一 


皿 と 言え ば 


感覚 、 サ クサ ク と 崩れ る よう な 歯 ざ わり 


入れ た 時 の ザク ッ と 割れ る 軽やか 
ツ オ 節 と カツ オ で 再現 し 、 


に 仕立 て た 。 


前 菜 6 


エキ 


ゾ チ ッ ク な 味わい の ペー スト と 酸味 の ある スペ 


パ り の 
リヒ ュ の 葉 、 ピ ー ナ ッ ツ 風味 の 泡 な ど を 添え る 


を 挟ん で 


パリ メッ 


オ の 身 の 畑 製 
ルフ ィ ユ "に 
身 の 触 感 の コン トラ ス 
味 と 触感 の アク セ モント と し 


た 


見 立て 、 
と びき り エ アリ ー な 


青 ト ウ ガ ラ シ や バジ ル な ど を 合わ せ た 


120' で の 低温 で 掲げ た 藻 削 り の カツ オ 節 を パ 
生地 


カツ オ 節 と ね っ ちり し 
ト も 狙い の 一 つ だ , 


ィ 
て 、 


1 言う BA や かー 和民 則 つ ′ 交 寺 を 
志 天 弄る 9 ポー 人 和 の つ し 慌 信 虹 馬 
つじ が 選 「N ロ ユー 人 8 の 
て で へり 店 定 り 閉 党 つ じ 弥 輝 ひ 、 K 
ふ へ K 選 辿 豆 つ "や りり 央 貿 逢 湖 問 つ 選 
素 や 電 90 生 4 ン OS 「KK て KK」 
つつ し 党 へ いく で KGS 生 三 由記 営 G 中 守 


宮 編 り 結 ke 洲 つろ 甘い お 人 ” 端 編 " 
諸 編 シャ セン)o コ 下っ う 季 の 季 y つ ピ 
ロロ 半生 Mo 統 間 半 演 さく リリー" 諾 団 
半 導 ※′ 田 留 其 ご の G 向 准 い ひじ) 
つぐ の 思 る が 6 生 " 源 九 G 梁 を 富 際 痩せ 
S 記 と ーー 
や っ Sp で" 作 漠 敵 団 も 
8 人 全 僚 全 培 還 や 和 半 うに KK 一 必ず り る 
心 譲れ 代 ひじ SG 諸 主 党 や ” 四 )JJS 還 迫 
く ぐ S ト ロー を かさ ホー ハ Am AG 負 
る 釣 肖 で 中 且つ 下っ の SQ も つき 
親 還 P 県 四 芋 つつ し っ wo 族 虹 of 親 計 
人 会 中 要 8 本 人 を 党 G く SAAK 者 汚 交会 
半 じ AO 地 0 議 記 詳 G 生 で ヘー 時 0S 
^ 国 久 @ 悦 加 下 や つや 0 
る りつ 穫 記 人 壮 選 統 "OxnQ 人 SW 
ツア hhTyWvyih 
まい :ES0 つも NE を こと いり ic 
書留 銘 足 半 お や Xo の つろ いる 0 大 半 束 ち 


8 つく や 6 生 " 表 生 人 る 層 トト ロー ホキ 7 


「 才 定 9 2 今 財 生生 和合 」 の る 必 瑞 重 
っ 史記 りつ 信 民 生 6 上 8 赴 必 幅 @ 汰 図 伴 
芋 だ で 公 居 8 辻 06 玉 KK ペー テロ 
民 で 上 ロン ン 人 Ke 登り ド R 全 己 伸 生 
っ 設 慌 、 も QNO に 間 弄 交 守 8 地 
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味覚 無機 質 で 味 を 想像 し に く ぃ 「 黒 」 を 料理 の 基調 色 と し 、 実 際 の 味わい や 香り と の ギャ 
ッ プ を 狙っ た 品 。 ト ッ プ に の せ た の は 黒色 が 祭 徴 的 な 沖縄 料理 「 ミ ヌメ ダル 」 から 発想 
し 、 黒 ゴマ ペー スト に 資 け て 半 乾 燥 に し た 豚 ロ ー ス 肉 。 こ れ に ヴィ キネ グレ ッ ト や レモ 
ン 果 汁 で 調味 し トリ ュ フ と ナシ の 細切り を 混ぜ て 感 を 添え 、 ド ライ に し て 甘 
み を 凝縮 させ た ペン タス の 花 を 散ら し て いる 。 下 に は 黒 t モン の パウ ダー 
を 敷き 、 レ モン の コン フィ チュ ー ル 、 沖 縄 料理 「 て び ち 」 を ヒン ト に トロ トロ に 煮 て 叩 
いた 香草 入り 豚 ス 和 ネ 肉 、 カ リカ リ に 焼い た 豚 皮 を 重ね る 。 酸味 を 中 心 に 旨み 、 甘 み 、 
苦み で 構成 し 、 多 彩 な 触感 や 香り も 織り 交ぜ て 各 要 素 を 複雑 に か ら ま せる 組み 立て だ 


= た 
cm 
vV 
3 


太 の すね 肉 レモ ン 
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喫 覚 


た ら 


た 


が っ て い 


に も 、 シ ジー 
広 


に フォ ー カ ス . 
/ 


刺激 する 仕組 み 


冷凍 サワ ー ク リー ム の シー ト が 口 の 中 で 溶け る 瞬間 


ち 上 る 香り ト 


に 立 


一 気 ! 
剖 け 込む ババ 」 を ヒン ト と し 、 ヨ モ ギ を 


セア カシ ア 風 味 の 自 家 製 リ キュ ー ル を ひと 


ル が 揮発 し て 喚 覚 を スト レー ト 


、 上 に の せ た . 


生地 を ラム 入り シロ ッ プ 


げた て 熱々 の ドー ナッ ツ 
つて いっ た 時 に アル コ 


ツ 


く 。 少 量 の キャ ヴィ ア を トッ ピン グ し 、 そ の 塩気 で アル コー ル の 強い 風味 を 和らげ て いる , 


ト に 混ぜ 込ん だ カル ヴァ ドス と ニモ アカ シア の リキ ュー ル の 香り が 時 間 差 で 


熱々 の ドー ナッ ツ な ど を 手 掴み で 食べ る 時 に 、 鼻 元 


送 ドー ナ 
プリ オッ シュ ! 
練り 込ん 


%06938 叶 emyQ さ Kー 必 へ 包 人 末 直 療 り 
つと っ 2 人 SNo9 可 いぐち ゃ " 全 で 束 
eno 選 吉 お 革 交 て P | 思 GK 
て K” 設 國 X06 ひ つつ お ふ や A ヘ て 人 を 
宮 る 志和 ee の ぐう 6 や 

ポポ 一)J 塵 で つ ポ の 本 3 … つ 
親 記 自慰 のせ | 難 多 園生 国 迫 性 瑞 る 
0 選 N ペ 一 NKK つ し 因 共 圭 レ お 2 の ぐ "田鶴 
ぐ 守 交 史 訟 | 控 局 六 e 選 所 9 で 半 り の 祥 
も oko 信和 9)6 包 財 鈴 史朗 選 和 No)J 
和合 0xeG 全 つる 顧客 ちる 人 で 6 
に hm 記さ: ャ ト い SEJ こ な くつ くく 
さ S 宣 錠 ロ つ レ ウミ NHSK て 半 民 下 
まこ いい YO に で いい 
0 で ら 和 往 わし っ 2 の An の G" 本 演 足 史 
ン つ @ 環 祥 思 電球 思 Ke 選 没 守 学 引 じ 忠 
閉じ 丸 本 "の 叫 スキ リー る G 感 淀江 

IR し せわ つか な た ye 季 志 2 | ロー 色色 " 
に キー い まう に 3 が NVY や いり 
羽衣 Or く IS が 6 つ お りう いつ 本 半 新 
説き 8 つ つ し うく が 6 の で 代 引 虹 @G 羽 半 
4 るい の の 半 貴 代償 り 尺 杏 朱 且 中 
ざ つ いし) 下辺 Ao 人 る の つつ SS めで " 

加 室 還 上 G 変 団 衣 つ し うり の ボボ り 
導 味 相 豆 折 次 ゆう pn 1 0" 
ゃ や て ホ で て も SAX” 親 字 族 団 刀 
軸 つ し "りう SN し 中 毅 つね り の GS る 振 つ 
っ 羊 味 史 特 往 つ じゃ ーー お 谷 G 和 
へ 人 ホ つ ト で G 弄 家人 窓 の バ 商 団 G で 合 
で 人 年 生 0、 対 半 選 つつ 宗 穫 4 の 田 往 く ぐ 
トト ロー 本 誠 記 地 つ S 1 0 つつ し に る う 
仙 ぐ 杏 腕 多元 食 半生 人 へ 蛋 月 て ホ てい 
宗家 国史 統 衣 つじ ろ 地 お うつ 軸 る 6 
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電話 / 


-4 SEIZAN 外苑 地下 1 階 
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住所 東京 都 渋谷 区 神宮 前 2- 


カク テル 担当 の 高田 真 之 助 氏 
は 1990 年 千葉 県 生ま れ 。 大 
学卒 業 後に 地元 ・ 千 葉 の レス 
ラ り 、 7 年間 サ 
ービス ・ バ ー テ ンダ ー と し て 竹 
く 。 今年 「 フ ロリ レー ジュ ] に 
カク テル 担当 と し て 入 店 し 

川 手 氏 の 指導 の 下 、 新 た な カ 
ク テ ル を 生み 出し て いる 。 


フロ リレー ジュ の カク テル 作り と 
ペア リン グ に 見 る ` 五 感 、 の 表現 


2015 年 の 移転 リニュ ー ア ル 以 来 、 カ ク テ ル ペア リン グ を 店 の 
看板 の ー つ と し て 打ち 出す フロ リレー ジュ 。「 カ ク テ ル に お ける 
五感 へ の アプ ロー チ は 料理 同様 、 も し く は 料理 以上 に 重要 な 要素 
の 一 つ で す 」 と 川 手 氏 は 語り 、 自 身 が 新た に カク テル を 考え る 際 
は まず 昌 覚 と 味覚 へ の アプ ロー チ か ら 発想 を 広げ る 。 ペ アリ ング 
する 料理 に 足り な い 香り や 味 を カク テル で 補強 し た り 、 似 た 香り 
や 味 の 食材 を 加え て 料理 と カク テル を 共鳴 させ た り 、 逆 に まっ た 


く 異な る 要素 を ぶつ ける な ど そ の 方 法 は さま ざま で 、「 ワ イン よ 出汁 X 自 
り も 表現 の 幅 が 広い ] と 氏 は 言う 。 加 えて 触感 も 強く 意識 し て お 同店 が 常備 する 、 昆 布 と カツ オ 節 の 風味 を ウォ ッ カ 
5 9 に 温 出 させ た “旨味 ウォ ッ カ "。 これ に 旬 の 果物 、 今 
り 、 「 液 体 の 濃度 や ロ あ た り は も ちろ ん 、 最近 は カク テル に 液体 回 は 自 物 の ビュ レ と 、 レ モン ジュ ー ス 、 卵 白 、 シ ュ 
以外 の 食材 を 加え て 、 料 理 と の 触感 の 対比 を べ ア リン グ の 核 に し ガー シロ ッ プ を 混ぜ て シェ イク し た 。 だ し の 番 り の 中 
て も いい の か な 、 な ん て 考え て いま す 」。 に 自 桃 の 甘 い 香 り が ほのか に 感じ られ る 構成 で 、 味 
nn ニー の 面 で は 凝縮 し た 旨み と や さ し い 甘み を 前 面 に 出し 
ー 方 同店 の カク テル 担当 ・ 高 田 真 助 氏 は 「 当 店 は 劇場 型 の な が ら も 、 レ モン の シャ ー プ な 酸味 で 味 を 引き 締め 
オー プン キッ チン が 大 き な 特 徴 。 カ ク テ ル の 香り や 味 に 加え 、 お て いる 。 こ れ は ペア リン グ で は な く 食 後に 出す た め 、 
客 さま の 目 の 前 で カク テル を 仕上 げ る こと で 目 と 耳 で 楽し ん で も 界 自 を 加え て も っ た り 、 ね っ と り と し た 口 あたり に し 


ら う こと も 意識 し て いき た い ] と 語る 。 五感 すべ て に 訴求 する 同 AA の RE 


店 の カク テル は 、 レ スト ラン な ら で は の 醍醐 味 の ー つ だ ろう 。 


蕎麦 茶 X バイ ナッ プル 
シイ タケ と チー ズ の バッ カス を 合わ せ た 深 い 旨 み の ス ー プ に ペ 
アリ ング する カク テル 。 蕎 変 茶 の 風味 を 移し た ウォ ッ カ と パ 
イナ ッ プ ル ジ ュ ー ス を 主体 に し モン ジュ ー ス と シュ ガー シロ ッ 
プ を 合わ せ た も の で 、 シ イタ ケ の 旨み に 蕎麦 茶 の 旨み を 共 噂 
させ 、 バ パイ ナップ ブル の ほのか な 酸味 を アク セン ト と する こと を 
狙っ た 。「 ナ ッ ツ 感 が ある ご く < 番 ば し い 番 り 。 ど こ か な つか し 
さも 感じ る ] (高田 氏 ) と いう 攻 麦 茶 の 香り も 重要 な 要素 で 、 
まず 最初 に その 香り を スト レー ト に 感じ て も ら う べく 、 グ ラス 
の 縁 に は 蕎麦 茶 と 白 ゴ マ を 挽い た も の を 付け て いる 。 


東京 ・ 外 苑 前 駅 の 閑静 な 
商業 地 の 一 角 。 厨房 を ぐ 
る り と 囲む カウ ンタ ー16 
席 と 半 個室 6 席 の 店 内 は 、 
「 作 り た て を すぐ 提供 で き 
る 効率 性 を 第 一 に 考え た 
設計 | ( 川 手 氏 ) と いう が 、 

お 客 の 目 の 前 で くり 広げ 
られ る 調理 は 五感 を 存 分 
に 刺激 する 効果 も 。 昼 
7500 円 、 夜 1 万 5000 円 
の お まかせ コー ス の み 。 
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1985 年 愛知 県 生ま れ 。 名 古屋 の ホテ 
ル で アル バイ ト を 引 験 し た 後 、 同 地 の 
フラ ンス 料理 店 で 修業 。「 カ ン テ サ ンス ] 
(東京 ・ 品 川 ) で 約 3 年 半 、「HAJIME] 
(大 阪 ・ 肥 後 橋 ) で 約 2 年 間 研 鐵 を 策 
む 。 ウ ナギ 料理 店 「 あ つた 送 葉 軒 本 
店 ] (愛知 ・ 名 古屋 ) で の 研修 を 経て 、 
2015 年 7 月 に 独立 開業 。 


触覚 上 


視覚 - 吊 


余韻 雲丹 

葛原 氏 が 「 余 韻 が 長く 感じ られ る 食 
材 」 と 考え る ウニ を 使っ た 、 コ ー ス の 
冒頭 を 飾る 定番 の アミ ュー ズ 。 葛 粉 
の チッ プス の 上 に ユリ ネ の ベー スト を 
敷き 、 そ の 上 に 愛知 県 ・ 師 崎 産 の ウ 
ニ を の せ て いる 。 ウ ニ の 般 の 中 に 料 
理 を 盛る の で は な く 、 あ えて トゲ が 
ある 不安 定 な 場所 に の せる こと で 、 
印象 的 な 見 た 目 に 。「 こ れ か ら コ ー 
ス が は じ ま る 」 と いう 高揚 感 と 、 ウ ニ 
の 殻 の トゲ に 手 を 近づけ る と いう あ 
る 種 の 皿 張 感 を 同時 に 体感 し て も ら 
い 、 相 乗 効果 で 、 食 事 へ の 期待 感 
を より 高め て も ら う 狙 い だ 。 
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主役 で ある クル マエ ビ に 2 種 の ソー ス を 添え 、 味 の 変化 を も た ら す 。 甘 ず 


トマ ト ソ ー ス の 側 か ら 食 べ 進 め る と 3 口 目 ら いか ら 、 チ ー ズ ソー ス の 濃厚 


「 口 中 調味 で 味覚 の 変化 を 体験 し て も らい た い 」 と 考案 し た 品 


っ ぱい 発 本 ト マト ソー ス を 左 に 、 


チー ズ ソ ー ス を 右側 に 流し 、 


ソ ツー ス の 強い 印象 


な 味わい が 織り 交 ざ り 、「 ト マト を チー ズ が 支配 し に 来る 」( 葛 原 氏 ) と らい う よ う に チー ズ の 風味 が 強まっ て いく 《 仕 掛け 


に 負け な いよ う 、 ハ モ や ツク ネイ モ で 作っ た し ん じょう や 、 歯 ぎわ り の よい パー ト ・ フ ィ ロ を 合わ せ て 、 複 数 の 触感 が 楽し め る 品 を めざし た 


で 民 G エ や 絵 ・G 1 
41) いさ 、< 
と だ つ 沿 
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」 
ps 
1 リー 仁志 党 つ の せ 486 償 や ロー ベー 区 


1 言 史 記 寺 弄 肖 各党 つく PR SN し 完 
半 9 知 党 天 mo 48 過失 史 宮 肖 
の ocn いこ) こう) 


ー か へ 親 忌 人 る ローKK エ ーー 志 
つ " 鈴 | 営 じ Qto 豆 拉 ベ ーー 「 


回 」 つ 介 登 レ ” 出 事 ロ 穴 Ao 才 科 押 和 め 更 つ 
し %06 つ 穫 で 誠 者 還 和 や aQ お 全 
居留 く S ト トロ ー よ の 細 惑 奈 宰 藤 SO う 
人 re し っ の 人 Sd や で " つり” 因 劉 
く ぐ 幸 問 史 凡人 one や や ヘー の S 


AOG 穫 「 鹿 足 鶴 』 | 時 G 王 ロ 「 付 
2 いり いで そこ に を いい 19 


も "回 留 史 訂 %0 負 6 つ 朗 届く で 束 王 和 写 
信じ ろ お 所 と 選 瑞生 つじ 4) の 宮 
癌 頻 る 本 叶 noae 寺 若 つ しろ 6 生 " お の 
8 で 回" 宜 @ 和 も 下 製 宮 肖 to 「 


重 志 」 じ し K 還 胃 史 愛称 悦 環 つ 7 


生か 科す N 守 0 対 弄 いじ 層 計 そ へ 
ー 穫 つ 選 中 り 届 壮 レレ る 36 生 染 / S 選 レト 
HG 環 過 の へ へ ふつ ロン っ 20WG 篤 客 


マン 屋上 の お 人 る Xen スト へ 和泉 一 臣 る うり" 


瀬 未 幸い 痢 足 鈴 的 Me つ "「 祭 華 待 
軟 Q」 "者 々 騙し るい Q 業 列 MD 豆 や GE 
HG 二 0G38A0oH6G 座 れ 革 再 特 喧 内 王 人 る 
や 府民 め 志 羊 信 6 生 何 財 JaP 埋 か へ 
ーKG 肖 史 写 つ 仙 we 鋼 足 信人 S9 遂 
で うる 者 々 ロロ GS 王 も 型 の わら mm MG 
編 G 軍 称 ※ つ くし の ぐる 6 本 

款 壁 ぐ ミーー 直ら 吐 じ か 公選 信 で 
の 可 人 田 留 的 いさ せ 政 必 彼 団 移 記号 舞 w 
レ 2te お 全 ” 語 守 本 り 長 太志 所 記 人 る 御 
Ne 間 史 表 お Kー ト 史 38 つ つじ ろ 
6 で 革 記 邊 紅 6 つ 信 紹 史 | 製 潤 人 


し きい の | 頭 い 3 し ポ つ 2 人 る QY 運 穫 0 
居間 誠 守 eet0 け つも P「 | 製 つ や ター つ ピ 
振 お ロス て へ 修司 く で 計 守 し うお 所 季 お る 


つろ 必 還 2 系 SoSP ゃ " 

国 信 史 譲 肖 和 he 選 半 し 88 3 し" 衣装 で 
沈 王 和志 坊 し SNe う の 38K ロ nM つ 36 和 で 向 7 
半 訪 応 民 若 つ お we し SO う 和 素 冥 曲 " 
WS お 令 。 析 昌和 れ さ 移入 ホ ー 和 本 
へ 翌 合 氏 で NoG し 況 きる 6 や で" 
つる つ " ロロ 本震 控 せ 6 つり ヘー 小 マ へ 
ペペ ヘー 志染 宮 人 SQ ビス ン り つの 醤 人 る” 反 
お せく バ 財 答 で 塚 還 、8" | 目 G 王 連 
スー へ 史 皿 る ^ 缶 因 党 G 朋 定 、 じ 9 往 編 
バア こと こい りう に さこ (に っ) うま すい 
つ し 蛍 | 洋 1 1S 曹 称 信 99 つ し る 2 お 選 の 
枢 いし る 6 か 
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余韻 船 

克 し た 炭 を 敷い た 器 に 金 細 を の せ 
て 、 タ デ ヂ の 葉 を 盛り 、 そ の 上 に 香 
ば し く 焼 ぃ た アユ の 塩焼 き を の せ 
て お 客 に 披露 する 。 通 常 は 厨房 
で 盛り つけ て いた アユ を 、 今回 の 
テー マ に 合わ せ 、 客 前 で 見 せる と 
いう イン パク ト の ある プレ ゼン テ 
ーション に 変更 し た 。 立 ち 上 る 炭 
の 煙 と 野趣 に 富む アユ の 塩焼 き の 
香り を 体感 し て も ら っ た 後 、 皿 導 
り の 際 に は フリ ッ ト に し た アユ や ト 
リュ フ ソ ー ス 、 ハ ー プ オイ ル や コリ 
アン ダー を 合わ せ て フラ ンス 料理 
らし い 複 雑 な 香り も 表現 し 、2 段 
階 の 変化 を 楽し め る 仕立 て と し た 。 


名 古屋 の 中 心 部 の 白川 公園 
か ら ほ ど 近 い 場 所 に 位置 。 
「 東 海 の 技術 力 ・ 特 別 な 時 
空間 ] を コン セプト に し た 店 
内 は 、 飛 騨 高山 の 内 キ タニ 
ジャ パン の 椅子 を は じ め イン 
テリ ア も 特注 し た 。 白 を 基 
調 と し た 落ち つい た 印象 の 
空間 に 21 席 を 配備 する 。 昼 
夜 と も に お まかせ コー ス 1 本 
(12 唱 前 後 ) で 、1 万 6800 
円 。 ワ イン ペア リン ダ (1 万 
2000 円 ) も 用 意 し て いる 。 


住所 /" 愛 知 県 名 古屋 市 中 区 栄 2-15-16 コン フォ ー ト 栄 2 階 電話 052-228-8275 


http://wwwr.reminiscence0723.com 


前 菜 の 最後 に 提供 し 、 そ れ ま で に 刺激 が 高まっ た 
五感 を 一 度 鎮め て か ら メ イン 料理 へ 進ん で も ら う と 
いう 狙い の 一 ロス ー ズ 伊勢 神宮 か ら も 近い 「 天 の 
岩戸 」 と いう 神聖 な 水源 か ら 波 ん だ 水 と 名 古屋 コ 
ー チ ン の プイ ヨン 、 昆 布 だ し 、 塩 の み で 作ら れ て いる 
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= 7G 和 生 まれ 。 
2 全 問 理 師 学校 評 後 、「 ア 

クア バッ ツァ ] (東京. 広尾 ) 
で 修業 。 2006 年 に 渡 伊 
し 、 プ ー リ ア 州 、 ト レン テ 
ィーノ = アル ト ・ ア ディ ジェ 
州 、 ヴ ェ ネト 州 を ど で 約 2 
PH 帰国 後 、'08 年 
ンド ] を 開業 し '12 年 
ニュー アル 。 16 年 5 月 
昧 店 「 フ ァ ロ (東京 
代官 山 ) を オー プン する 。 
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味覚 


色 由 党 聴 3 
見 WU 


視覚 - 吊 党 


タマ ゴ ダ ケ 


客席 に 供 さ れる の は 、 調 味 料 を 端 に 盛っ た 木製 プレ ー 
ト と 、 此 付 き の " 卵 "。 お 客 自 身 に 卵 を 割っ て も ら うと 、 
中 か ら . ぷ る ん と し た 触感 の ゆで 玉子 風 ジ ュ レ が 現れ る と 
いう 趣向 で 、 視 覚 へ の サプライ ズ と 、「 手 で 卵 を 割る 」 と 
いう 触覚 の お も し ろ さ を 演出 。 ゆ で 玉子 に 見 立て た も の 
は 、 卵 白 部 分 が タマ ゴ タ ケ の 外皮 を アン チョ ビー と と も 
に バタ ー で 炒め 、 ア ー モ ンド と 和牛 乳 で 煮出し て ベジ タブ 
ル ゼ ラチ ン を 加え 、 卵 の 般 に 流し 込ん だ 。 次 備 部 分 は 
炒め た タマ ゴ タ ケ と 卵黄 を 低温 で 加熱 し 、 ペ ー ス ト 状 に 
し て ゼラ チン を 加え 、 卵 白 の 内 側 に 詰め て ぐい る 。 カ ルポ 
ナー ラ の よう な 濃厚 な 味わい が 特徴 の 品 だ 。「 料 理名 は 
* 卵 だ け " と いう 意味 合い と 、 食 材 の "タマ ゴ タ ケ "を か け 
合わ せ シ ャ レ を きか せま し た ( 笑 )」( 宮 木 氏 )。 


「PA 和 を 」 57 写 呈 て ふ つい ト や 雇 肖 志 征 さ 
で いこ < っ に まま ーー バー ビビ) 
過 で ふらの 人 ト 肌 守 補 " 課 二 敵 塞 地 ダ ー ベ ロン 
培 つのり 48 が 6 全 多 ロ ーK 寺 完 半 本 NO 話 
すす いた う トペ ーッ だ ルル = 細 
宮 り 8 うつろ 」 つ の 劉 つ レ じ oxQeN0 り けり 寺 多 
つじ 2xG 


、 コ ラ ト ゥ ー ラ 


さ き さ KA 仙 民 8” 田 錠 押 つ くし る 
ポ 天 と の ぐり ろう 心 握 底 湯 間 下 い し る 6m" 
ペ 写 8 悪 紋 品 だ で ヘミ ヘー 和 人 滞る 族 団 旭 
や ン 弄 球 つ し うつ 選 生 に Q ら ーQ 吐 
舞 交 リー ト さ つ 尺 容 き へ K 必 へ 
陸 導 豆 浴 次 移 利 Aeetn い BS8 で "AAN 
さり 皇 令 喧 りら G 世 ン 仙 団 旭 選 向う が 6 
ん 1 は や バル たいこ た めく に 2】 
3mK ふ で さき つの 信 お GS の nnnSONM 
S 緒 る ぐし "「 衣 合 つ る 所 GR され 月 
ホー」 避 坂 歯 樽 胡 人 る 必 洋 ひ 尺 間 G 和 
回 し 8 地 o638 東 や つじ 男 で じ の る が 6 
や の 尺 革 / 密 押 持 豆 DS 軍 迫 人 を 
性 る 季 竹 個 つ し の 4 うり” 還 お ど 
史 語 つ お ねい 守 久 編 的 坦 い し うお 天 季 おう 
っ いい ココ ie くだ と さこ うこ 人 
銘じ d 治 NO 出 @ 物 年 棒 居 押 夫人 D の 和 
で さ ふ ー 個 わし うお 和 S お 6 や" 蛍 も 
せ 代 ンジ | 目処 尉 つつ し 中 呈 策 kee じ G 
記 己 訪 祭 つく し om) の P38 直 06G 庄 
導 や 講 0 人 る お し noS も し ちゃ" う G 調 団 3 
似 家 宮 に さい で ヘーP38 つ hG | 

eSPSYN い トウ に PJ) 
て 人 ト 久 を 抱 つ 0 の ” 国 鈴 巡幸 肖 や *G 菩 拉 @ 
1 ひつじ っ が 6p" 


と か ら ス ター ト 。 その 後 、 お 客 の 目 の 前 で パス 


ー ト に 感じ きせ る た め 、 仕 上 げ は E.V. オ リー プ オ イル 、 カ ラス : 
で シン ブル に 。 それ ら を ラン ダム に 盛り つけ る こと で 、 あ えて 味 を 一 体 化 させ な い 仕 立て と し た 。 


山形 県 の お 日 さま 農園 か ら 届 いた ば か り の 野菜 を 、 根 や 葉 な ど が 付い た その まま の 状態 で お 
タ と 野菜 を ゆで て 忠 を 完成 させ る こと で 、 収穫 し た て の 野菜 の 香り 、 ゆ で た 時 の 香り 、 口 に 入 


客 に 見 せ 、 さ わっ た り 香り を 嘆い だ り し て も ら う 


香ばし く 素 朴 な 風味 が 特徴 の ブー リア 州 の 伝統 的 な ゲラ ノ ・ ア ルツ (魚がし 小麦 ) を 使っ た オレ 
キ エ ッ テ と 、 旬 の 野菜 を 10 種 類 以上 使っ た パス タ は 同店 が イベ ント 時 に 出す 一 品 。 料 理 は ます 
れ た 時 の 香り と いう よう に 食材 の 香り の 変化 を 体感 し て も ら う 。 野菜 と パス タ そ れ ぞ れ の 香り 


焦がし 小麦 の オレ キ エ ッ テ お 日 さま 農園 の お 野菜 の クル ダイ オー ラ 


や 味わい を スト レ 
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ホヤ と キュ ウリ 

ホヤ を 食べ る と 、 次 に 飲ん だ り 
食べ た りす る も の が 甘く な る と い 
う 特性 を 利用 し て 味覚 の 変化 を 
楽し ん で も ら う 一 品 。 最 初 に 、 
同店 で は 突出 し な ど で 提 供し て 
いる キュ ウリ の ぬか 漬け と トマ ト 
を ペー ス に し た 、 酸 味 の あ る ぬ 
か 注 け ジュ ー ス を 一 口 飲ん で も 
らい 、 そ の 後に 燕 し て ヴェ ッ キ 
オ ・ サ ン べ り で 風味 づけ を し た ホ 
ヤ を 一 日 、 さ ら に ぬか 漬け ジュ 
ー ス を 一口 、 と いう 食べ 方 を し て 
も ら う よう お 客 に 促す 。 ジ ュー ス 
と ホヤ を 交互 に 食べ る こと で ジュ 
ー ス が 甘く 感じ る と いう 味覚 の 変 
化 の 驚き を 与え る と と も に 、 一 つ 
の 料理 に 神経 を 集中 し て も ら う 
効果 も 狙っ た 。 


全 生 生還 内 は 因 症 人 を 学 立 す も ルコ 崩 う も め 
の 共 人 二 人 を 設 食 "うし 一 て が し ポン し レ し 熊 に 

き 込 の 止 ら こも と 酸 が べ ミ テ む 方 で ` ろ ナ いて 感 
る むせ で また うら ホ 味 ある 2 | 実っ あお ぉ お さ 1 レ いい のど 

と と す つ だ らい て のり と クマ 際 ※ る い の う 2 うそ 承 意 ス 多 

まさ くど 計 ま る ^ ル に 的 て こし ーー の ジン え 外 下 マ 

え で コ 考 ょ た す る す 後 フ 合 な と と さ つ よ な て 性 うな は 

ます えま すま ます すす すま ドキ 

東台 自由 が 丘 駅 か ら 徒 歩 約 10 3 、 時 人 きり 意 で 視 

Wot まり の い E 提 祭り を ペッ エ を 2 明仁 条 り 店 

生生 " リ に だ = 客 実 い の と も ア 回 つ - だ 立 先 いせ ミ の 

は 、2012 年 に リニュ ー ア ル 後 、 大 を こく あさ に ` ぬ の | 新た は と た に て ジ ま で サ 

テー ブレ を 財 け で イタリ ア の 店 さ の 和 ま の 多 れ ま シ と 味 か を 了 た 品 却 せ し な 食 ャ し 界 プ 

よう に わい わい と し た 回 発 の 夫 囲 みよ ょ 果 ? に ン の 沖の 甘 ィ に で 味 え る が る べ 1 た 放 ラ 

気 を 醸し 出す 。 ラ ンチ 6000 円 、 デ 出 う が 味 プ 変 け イ く チ 考 "の て た ちこ る ノ ュー% イ 

EE 症 まま すま キト まもる も 1 すす きる も まま も 

1 万 2000 由 は 体 止 ) を 提供 。 と を を 括 軸 知っ ツ 5 ク し と を す 任 で きみ カト を いと 
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いい 
虹 
守 
伯 


オル タナ ティ ブ 


最 記 ・@ 旭日 結晶 | 坦 
屋代 天 つづ 半 中 Wo 
皿 ロ ー ピ 当 下 PCGTW 
DNS は 
すっ 放 科す で 1 
だこ に: 
判 還 し 胡 ら 民 ・ 還 、 語 療 へ 
全 一 一 選 下 ミ 陸 こ 6 宮 | 
信人 0d1 を や て 5 
衣 米代 藤代 衣 口 出 害 
生生 と へ 間 ー 表 代 
ら 綱 置 へ 拳 生 。 二 ご 大 謀 人 
の 球 改 攻 ミ や さこ ロビ で で 
ーー 圭二 か 時 邊 無 16NS 人 で 


人 る る SStS き YYSw 

か の 鍛 迷 お 昌 さ さら | め 二 

ホリ SG 誠 % 普 G う て KA 

の 4 まる か 
で KUIS 逝 豆 広 に ペー ミ 結 る 
1GSIWSSJNG さ る G 呂 
ト 自 で ふ ,GPWG さ こる 婦 5 
GS 。 か ポ さか る へ 貞和 る 
吉 基 せく 敵 下 万 せ SS し も ル 
天 SS し て 口上 こ で しさ きら 
に を (人 の 半 ま コ 代 和 光り 留 
人 義人 る S っ 応じ ネ で | ニホン 
太 で 思 胡 史 訪 さ 民 5 寺 代 計る 額 
な ム へ S さ トト 忠司 浴 G@ の 
人 個人 る 1 る 選 せ 半 は さじ さ 
寺 じ さる きじ 全 そる きら 宙 各 
RW で | おま に 推計 
1 トド eSK < 生生 で さき 

トミ ・ 選 

箕 さ しら 公団 押 所 区 四 や ら 
時 や SGK や 人 の つの 民事 G 押 | 中 


逐 較 ・ 置 苦 呈 SG 「 さ へ で N」 GS 
敬 寺 N 避 8"「 寒 喧 G の Sp 党 い レ ジ Rto 
委 つ ろう の @ ぐ 」 つる 選 演 称 字 い 生 GS 時 
* 樹 96 る 40 の つろ 所 釣人 9op" 
届く SNN ロ ー よ 選 人 8 る し の 40 半 せる 
信幸 各 移 徐 つく PoxcwehQ 人 SA48 属 衣 
で こい De い に - な ) こ とい 


近 國 nh ロ か で さ KG 設 征 " へ Kー ホ 
AS 家 恒 記 滞 % 評 で G 韻 どい 叉 
いた に さい (IN 
代田 加 宮 党 で 「※※ も 疾 団 的 直 NG 
や 座 つ ろう 」 の 居 で る 8 央 倒 AD KK 
て か へ し お 尽 革 隊 計 や 和 計 7 田 信和 
さら 牛 na6n 誠 放言 3 下村 だ や 長 二 志 つ 
つじ で 光 *0Q 税 人 銘 民 SKU 否 る 36 和 

思 公 委 天 し 2AQG” 豆 人 る つや G 財 癌 
ーー の JO で 田 留 釣 要 泥 や NO うっ の 6 で 
% セ ーー も / 3806G 選 稀 和夫 N0 徐 団 
誠 障 寺 yO う "ae960 ローKG 王 り 
財 二 超 そ で" 二 お じ 同和 物 る し 狼 々 
AS2O 2806 由 対 明 い レ 2 の AO 中 和 
光 和 <SNO の Ja の GS 1 O" 條 回 MTK 
SAG 守 ぶ 剛一 」 人生 M で 夫 由 6 
| 楽 り 吉 引 和 ho ズ 臣 雨 色 区 の 年 半 的 疫 秀 
ESYJAyE エ SS3 
人 を 氷 丹 の 圭 96 で ye の 軸 い 人 る P ゃ " 尽 人 ホー 
て も 謙 窟 つ し るい QR さっ の 。 WS 筑 吉 い 
人 る や し 居 十 人 OS レ で レン いい 中 問 恩 が 6 
Ne も 6( 直 )) KA NT る 
MK、S 人 SNo 更 二 の 共 選 の 也 いじ う が 6 

さと うー に に そい Eo 
39 トン の や 3 こす こく JmCi 3 
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鮎 の ブリ ュ レ と カル ボナ ー ド の グラ ス 


泳ぎ 鮎 と クレ ソン 
船 の コン ソ メ 


旅 する 鮎 


一 皿 
屋 2%GH 丘 羽 1 凌 入 
や ぐ 王 ト ア ネン 所 克 ご 
選 信 G / か G 串 必 や 選 Xo 
S 厨 w ゼ くく NGK 暫 へ っ 
醒 Q 信 相 G へ 堂 名 で へ も 
衝 叶 で 目 中 へ 雪 折 記せ nS 
K 是 リー ト ふ や Sm 全 mmS っ 
> マ 。 公 SG 地上 加 避 目 銀 
和 か し 届 谷 格 で GO の ト 
NP 六 や SG や 1 s 
ざる 折ら 生 EE ああ 
りら 画 0 ト だ りさ S き ゃ 
さま: ま まり 
る る NH 呈 箇 全 SRNR 
如 コト セレ や 守恒 光 
中 コシ ジス K 居 語 挫 SG さ ビ 
田 衣 親和 公 1SK 角 邊 さっ 
人 佑 1 へ の の ト 避 物 
: 必 人 か TGMOgPuS 庄 
季 家 N 補 し 的 思 記 打 滞り 
生ま 
冶 尺 賠 握 て 共 ・ 千 すし 公 抽 
S 親 放 や で 。 つ 避 さ づつ 当 人 
SH つ や 回 いま 天 導 
表 ト 堂 G や 因 や Bo 
も ト 代 開 送 汰 宗 で や 半 っ が 
視 じ きき 届 信 記 訓 だ 皿 じ 移 
ご % 目 年 居 因 揚 和 つき 
こと 及 M%oOG 選 へ ヘコ 閥 る 須 地 


Ne 沈 の つじ 38NGio36G 悪 編 選 浮 we” 政 を 
回 必 選 知人 る 季 半 AG の 思案 パ ン 臣 る NO 中 


「「 光 he 局 」 S 「 有 聞 所 つや ふさ へ へ 」 人 を 


「 ト ー ミ ・ 人 n 祥 居 裳 」 合 WG 二 球 や ゃ " 
ツン ポ 豆 斑 史 補 き Ko-” 80 が 6GdN 組 
入り 6 いし 族 展 り 独 思 向 束 66 
や "MT うい 本 ぐり ヘー 紀 屋 立 失 
票 や NN で 利和 や へ 守 0 人 る 必 写 No) 
つの うち か 

演 編 全 歌 編 G 定 やせ" 区 の エー へ G 演 人 を 
物色 音 ン の 朝 々 楽 及 つが 6m 忌 信 。 ロー 
K し 8 党 mG 涯 藤 ) 表 うお や の うり 和 
油 史 つ し 26m" お aee9 員 型 考 GT6 肖 
史 下 る 過 中 び 選 昧 音 Gm6 肖 史 臣 る 明和 
思 人 る 補う パ で いつ お ねら "忠信 XN て さ ヘー 
つい IE くい Oc いり = 
uFSoe い OSK いり "っ きい 
鈴 つ し の xunaE9 還 選 玉 つ お で "Gt 
必 品 の いじ 国 劉 SGNN ロ ー ポ / 折 
認 居 へい 族 民 G 襲 答 ” 屋 RG 居 じ 個 薩 須 
史 下 で 藻 次 玉 G ぐ じゃ" 


撮影 / 天 方 晴子 取材 ・ 文 / 源 川 輸 子 


! 料理 解説 プ 131 真 
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スッ ボン の 炭火 焼 原始 へ の 回 帰 
* 肉 を 手 掴み で 豪快 に か ぶり つき な が ら 食 べ る "とい 
う 、 人 間 の プリ ミ テ ィ ブ な 感覚 を 思い 起こ させ る こと を 
狙っ た 一 品 。 素材 は 「 旨 み が 強 く プ リッ と し た 弾力 が 
あっ て 、“ 肉 "と し て お いし い 」 と 斉藤 氏 が 好む スッ ポン 。 

骨 付 き の ス ッ ポ ン を 塩 麹 で マリ ネ し 、 炭 火 で 少し 焦 が 
し 気味 に 焼き 上 げ 、 炭 と 菓 を 敷い た ココ ッ ト に 入れ て 
畑 し て 提供 。 客 前 で ココ ッ ト の 蓋 を 開け 、 立 ち 上 る 炉 
香 を 楽し し で も らい つつ 、 サ ービス スタ ッ フ が 手 で お 
客 の 皿 に 取り 分 ける 趣向 だ 。 お 客 に 手袋 を 渡し 、 ナイ 
フ や フォ ー ク を 使わ ず 、 手 で スッ ポン の 肉質 を 感じ な 
が ら 味 わっ て も ら う こと で 、 記 憶 に 残る 食 体験 を めざす 。 


東京 メト ロ ・ 六 本 木 駅 より 徒歩 約 8 分 。 繁華 街 の 
喧騒 か ら 少し 産 れ た ビル の 2 階 に あり 、 落 ち つ いた 
雰囲気 を 醸し 出す 。 店 内 は オー プン キッ チン で カウ 
ンタ ー 席 と テー ブル 席 を 用 意 。 ラン チ は 3 本 (3800 
ー8800 円 )、 デ ィ ナ ー は 2 本 (1 万 円 、 1 万 5000 
円 ) の お まかせ コー ス を 輸 に 、 時 間 半 に よっ て は ア 
ラ カ ル ト や ショ ー ト コー ス な ども 提供 する 。 


住所 東京 都 港 区 西麻布 3-19 小山 ビル 2 階 電話 03-5772-7272 http://alternative-tokyo.com 2020 年 9 月 号 32 


料理 写真 は 雄弁 に 語る 
心 を 揺さぶる 
ビシ ジュ アル 料理 集 


五感 の 中 で も っ と も この 誌面 を 通し て 伝わる 要素 が 、「 視 覚 ] 
で ある こと は 言う まで も な い 。 過去 3 年 間 ほど に 掲載 し た 料 
理 の 中 で 、 と くに ビジ ュ ア ル の イン パク ト が 強い も の を 集め 
た 。 料 理名 と 写真 と いう 限ら れ た 情報 だ け で 、 他 の 4 つの 感 
覚 を 想像 する の も 一 異 だ ろう 。 


1. エゾ 鹿 の ロ ー ス トピ ー フ 風 " 大 槻 重 伺 (Takumi) / 2018 年 4 月 号 

2. 山形 和牛 ズワイ ガニ 枝豆 荒木 栄 其 ( キ エ チ ュー ド ) 2019 年 12 月 号 

3. 菊 と 貝 / 都 赤見 セイ ジ (TSU・SHI・MI) 2018 年 4 月 号 

4. 極 彩 色 の スカ ー フ の 様 な クル マエ ビ と アボ カド の クレ ー プ 仕立 て 村 島 輝 樹 (アジ ル ) 2019 年 3 月 号 
5. 稚 鮎 牛 募 五香 粉 。/ 高 橋 雄 二郎 (し スプ ー ト ニク ) / 2018 年 7 月 号 

6. ヒメ ジ の 魚拓 / 徳 吉洋 二 (Ristorante TOKUYOSHI) 2019 年 8 月 号 

7. 番 葉 と ブイ ヤ ベ ー ス ノ 小 笠原 圭介 (オガ サワ ラ レストラン) 2019 年 5 月 号 

8. 向 付 井 に 鐘 摺 若 本 和 辛 子 / 植 村 良 輔 (料理 屋 植 お ら )" 2019 年 8 月 号 

9. ホワ イト アス パラ ガス と 毛蟹 の シャ ル ロ ッ ト 仕 立て 春の 訪れ 松本 一 平 ( ラ ベ )" 2018 年 4 月 号 
10. プラ ムレ ザー と フレ ッシュ な アロ マテ ィ ッ ク フ ラ ワー トー マス ・ フ レベ ル (INUA) 2020 年 3 月 号 


33 専門 料理 撮影 / 天 方 崎 子 、 石田 理恵 、 大 山 裕 平 、 小野 祐次 、 合田 昌弘 、 高見 尊 裕 、 仁木 后 彦 、 ハリ ー 中 西 
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- シ ケ レベ プチ ョ コレ ー ト 
12. ラン グ ス テ ィ ー ヌ 、 マ ヨネ ー ズ 、 キ ャ ヴィ ア 

小林 圭 (RESTAURANT KEI) 2018 年 7 月 号 
13. niuhans 梅 達郎 、 八 木 恵 介 、 北 川 引 介 (レス ピラ シオ ン ) 
14. イカ イカ スミ 区 田 村 浩 二 (ティ ルプ ス ) 2018 年 4 月 号 
15. 水 葉 土 石 / 清 水 崇 充 (LEAU) 2019 年 4 月 号 


フレ ッ プ ノ 白 樺 樹液 高尾 僚 将 (TAKAO) 


11 


2019 年 12 月 号 


2019 年 11 月 号 


16. アミ ュー ズン 下村 浩司 (エディ ショ ン ・ コ ウジ シモ ムラ )/ 2018 年 4 月 号 


17. 純血 岡崎 お う は ん (房総 地 どり ) の 墓 焼き" 打 矢 健 ( ウ シマ ル ) 


18.Iso 確 / 米 田 区 (HAJIME) 2019 年 6 月 号 
19. ズワイ ガニ 、 セ トカ 、 コ ラ トゥー ラン 田淵 拓 ( サ ッ カ バウ ) 


2018 年 6 月 号 
2019 年 5 月 号 


20. 才 巻 エビ アマン ゴー 人 参 生井 祐介 (オード) 2020 年 4 月 号 


2020 年 9 月 号 
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21. 相 橋 五味 色々 
小 起 洗 之 ( 誠 園 呂 色 ) 2019 年 5 月 号 

22. 寒 秘 、 発 酵 ト マト と ケー ル 
ジェ イカ ブ ・ キ アー (LURRA') 
2020 年 3 月 号 

23. 活 ヒ ラメ ボル ディ エバ ター で 藻 し 焼き に し 、 
その ヴ ル ー テ で コー ティ ング 
パセリ の クロ ロフ ィ ル 
ロメ イン レタ ス の ファ ル シ 
朝比奈 悟 ( ア サ ヒ ナガ スト ロ ノ ー ム ) 
2019 年 5 月 号 

24. ホタテ の チッ プス 
大 土橋 真也 (クラ フタ ル ) 
2018 年 4 月 号 


25. 融 鯖 浜 田 統 之 ( 星 の や 東京 ) 
2019 年 8 月 号 

26. みや た 農園 の トマ ト の 
キャ ラメ リゼ 能 古 甘 夏 と 
自家 製 リ コッ タチ ー ズ の シュ ー 
窪 津 朋 生 (リス トラ ン テ Kubotsu) 
2018 年 6 月 号 

27. 生 ハム と イチ ゴ の ダイ ヤ モ ン ド 
井上 憲 ( レ スト ラン ソル ト ) 
2019 年 6 月 号 

28. 紫 隔 花 た ま ご 
能 田 耕 太郎 (FARO) 
2019 年 4 月 号 

29.Air 山本 英男 (エー ル ) 
2018 年 5 月 号 


35 再 門 料理 * 店 名 や 所 属 な ど 情 報 は すべ て 掲載 当時 の も の 


人 を 操る 5 つの 感覚 


視覚 、 味 覚 、 員 覚 、 聴 覚 、 触 覚 を 知る 


「 料 理 」 と 言う と 、 味 覚 や 喫 覚 を 中 心 と し た "風味 "に 日 が 向き が ち だ が 、 
食 の 楽し み と い う 点 で 、 見 た 目 王 視覚 は も ちろ ん 、 テ クス チャ ーー 触感 、 さ ら に 音 王 了 覚 も 重要 な 要素 だ 。 
そし て それ は 中 の 上 だ け で な く 、 レ スト ラン と いう 空間 全体 で いか に 感 に 誕 え る か と いう こと に つなが る 。 
ここ で は 、 石 感 と 各 感 党 に まつ わる あれ これ を まとめ て みた 。 


[| 五感 と 感覚 


感 党 と 言う と 五感 が 一 般 的 だ が 、 そ れ 以 外 に も 人 間 は いろ いろ な 感 
覚 を 持っ て お り 、 受 容器 の ある 部 位 に 応じ て 以下 の よう に 分 けら れる 。 


| 特選 光 | 


感覚 器 が 体 の 一 部 だ け に あり 、 服 神 経 が 関与 する も の 
視覚 、 聴 覚 、 明 覚 、 味 覚 、 平 衡 感覚 


体 性 感覚 

皮膚 (表面 感覚 | 全身 の 皮膚 に 感覚 器 が ある 
触覚 、 圧 覚 、 温 度 覚 、 痛 覚 

| 深部 感覚 | 筋 内 や 骨 な ど に 感覚 器 が 分 布 する 
位置 覚 、 運 動 覚 


| 内 座 感 | 


言葉 通り 内 騰 の 感覚 を 示す 
空腹 感 ・ 満 腹 感 、 口 渦 感 、 咽 気 、 便 意 ・ 尿 意 


「 食事 の お いし さ に 関わ る 要素 


| 感覚 は 受容 器 が 刺激 を 受け る と 起こ る 


料理 の 演出 


料理 の お いし さ 


食 コ mm mn 
感 上 感 
る 回 - 還 - 門 - 葬 
お 
選 各 感 覚 に け 受 容器 が あり 、 そ れ ぞ れ が 用 け 取る べき 刺激 に 反応 する 。 一 定 
さ 以上 の 強 さ の 刺激 が 与え られ る と 、 受 容器 電位 が 発生 する 。 そ の 信号 は 
満 感覚 神経 か ら 大 脳 度 買 に 伝え られ 、 大 脳 皮 質 で は 刺激 の 種類 、 強 さ 、 刺 
足 激 を 受け 取っ た 部 位 を 認識 する 。 こ の 時 、 感 覚 は 大 脳 皮 質 で は な く 、 刺 激 
度 を 受け 取っ た 部 位 で 感じ る 。 な お 感覚 昌 容 器 へ の 刺激 は 、 光 や 音 な どの 
に 物理 的 刺激 と 、 味 物質 や に お い 物 質 の よう な 化学 的 刺激 に 分 けら れる 。 
て て 合 寝 前 野村 に は べ 場 感 の ま 触 時 現 っ 問 が 視 れ 覚 王 神 宮 賞 知 大 
見 炎 価 し が 頭 や 素 休 含 じ 抽 な 和敬 は さき 料 と あ 党 た や じ 合 知 つ ら 滞 人 
まかり 作 を を は 生 久 きせ は る 計り 人 を S 計 光 誠 2 衝 り 
ミ 隆 分 の 填 お る 野 休 紀 大 覚 い すず うお が 最 鋼 よ 理 る な 写 感 と と 十 っ 覚 の く 身 
う は 迄 表 を 2 肩 で いさ 肛 野 味 視 に い 続 も だ うぅ 感 お の 覚 い の の っ が が 体 
の 同和 伯 は 舞 和 れ 放 は 覚 を しき 同 け に で am な を くき ます 拘ら こせ 
前 介 作 する で る 入 本 ょ に 5 雪 いれ に を わく 覚 は 下 る に 2 疾 革 で ま 
た な 失う は ほ の ら あ は 野 覚 た ご た 脳 人 れる は 確実 いろ うた だ た 介 も ぎ 
藤 と 認 ま に る 唄い で と ら 倍 ' も る 條 皿 任 際 符 入 ビッ コ 代 ま 
星 ご と 炎 を 情 史 を 合名 飼っ を その 還 尺 四 れ の 如 で と の や 名 后 和 膨 全 あ 
の 出 行 て と な が に 報 感 野 ぶ れ ば 昔 を 埋 気 が - 覚 き リ も ー が け 仁 喝 的 刷 
旧 煎 訪 め 感 に は 覚 と つ を イペ 総 さ 嘱 何と と な ん の 方 衣 ら に いな 激 
信人 胃 視 の 窟 ん も は 全 と と 多 人 所 伸 か 語 拓 いん ル が が 後 和 れ 拓 下 感 を 
滞る 狂人 億 剛 壮 朋 に っ ト 語 コ 5 し て 区 を く 十 生 大 身 者 て ' 殻 覚 受 
すす すす ます 
G 上 自 は ち 散 會 る 杏 赴 合 態 食す で ご き 四 大 朋 中 きく 艇 味 も は と 味 て 各 
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知覚 の 8 割 を 占め 、 目 か ら 入る あら ゆる 情報 を 感受 する 
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料理 別 の 献立 作成 で 考慮 する 色彩 の 優先 的 割合 


調理 師 学校 の 学生 を 対象 に 、 献 立 作り に お いて 色彩 に つい て どの よう に 考え て いる か アン ケー ト 
調査 し た 結果 が 、 下 の 円 グラ フ 。 和食 、 洋 食 、 中 華 、 デ ザー ト に お いて 、 そ れ ぞ れ と くに 注意 す 
る 色相 ( 赤 系 、 黄 系 、 緑 系 、 黒 、 白 ) を 聞い た も の だ 。 こ れ を 掲載 する 本 で は 、「 葉 食 的 和食 が 緑 、 
肉食 的 洋食 、 中 華 料 理 が 赤 、 種 々 料理 を と っ た 後 の サ ッ パ リ さ を 要求 され る デザ ー ト で は 白 で あ 
る こと も 異 味 ある 結果 で あっ た | と 記さ れ て いる 。 


ー その 他 09% 


出典 

"食品 色 彩 の 科学 

(者 藤 進 工 著 / 幸 書房 / 
1997) 


パフ ォ ー マ ンス や 空間 演出 で 食 体験 を 盛り 上 げ る 


食事 に お いて は 、 肉 が ジュ ー ジ ュー と 焼け て 肉汁 が し た た る 状態 や 番 ば し い 焼 き 目 、 ビ ー ル が 泡 
立つ 模 子 な ど 食 欲 を を そる ビジ ュ ア ル * シ ズル 感 " が 大 切 だ 。 併 せ て 、 料 理 人 や サー ビス スタ ッ フ 
に よる パフ ォ ー マ ンス も 視覚 効果 は 大 きい 。 た と えば フラ ンス 料理 で は 昔 か ら ゲ リド ン サ ービス 
を 行なう が 、" イ ンス タタ 映え" と いう 言葉 が 世 を 賑わす 現代 で は そう ズ は より 高く 、 ま た 目 
を 引く 空間 デザ イン も 欠か せな い 。 数 年 前 に " 暗 間 レス トラ ドレ スト ラン "と い 
っ た 真っ 暗 な 空間 で の 食 体験 が 話題 に な っ た が 、 も っ と も 影響 力 の 強い 感覚 を 奏 う こと で 他 の 
感覚 が どう 研ぎ 浴 ま され る か を 知る と 同時 に 、 視 覚 の 重要 性 を 実感 する も の だ っ た と 言え よう 。 


脳 の 影響 に よっ て 視覚 は だ まさ れる ? 


cW さ 中 器 詳 き 慰 る 応 慕 土 べき 当 . さ 叶 上 
信 . 革 <Q 員 大 英 ら 漁 洛 避 装 さき "芝生 可 


「 鏡 視 ]」 と は 目 の 鏡 覚 の こと だ が 、 実 際 は 目 で は な く 脳 の 活動 に 由来 し て お り 、 た と えば 白い も の と 黒い も 


の だ と 、 同 じ 大 き さ で も 白 の ほう が 大 きく 見 える 。 そ れ ゆ え 囲 著 の 鞭 石 は 白石 より 黒石 の ほう が 若干 大 きく 、 


並べ た 時 に 同じ 大 き さ に 見 える よう 作ら れ て いる 。 他 に も 明度 対比 と 言っ て 周囲 に 存在 する 色 の 明度 に よ 
つて 同じ 色 で も 異な っ て 見 える 現象 や ( 右 図 )、 周 囲 の 彩 度 が 低けれ ば 中 央 の 色 は 鮮やか に 、 一 方 周囲 の 
彩 度 が 高けれ ば 中 央 の 色 が くす お と いっ た こと も 。 ま た マグ ロ の 刺身 に よく オオ バ や 緑色 の バラ ン が 添え 


て ある が 、 赤 と 緑 は 補色 の 関係 で 、 組 み 合わ せる こと で 互い の 色 が より 鮮やか に 見 える 効果 が ある 。 


シ 


rem 人 き St 。 局 英 い さ 
さす mvo き Hretr 呈 SS 岩 S 選 


) よそ ヽ い き 叶 せり 箇 c ( 自 且 え =) ツマ 


で SMIx き な さき (の 笑 加 洒 薄 へ 紐 箕 の St 
石 注 ③ 妊 題 , こ 世 Qt 正 症 送 へ 麗 呈 礎 . エ 


千 こ 臣 c 編 逗 寺 叶 愛 河 。 の 放 で 生き (rv 


に いり 


へ て 只 鞭 英二 中 浅 S 藻 器 昔 き 


着 和 lo 一 詩 さぶ 潜 h 瑞 別 瑞 へ 大 
若 ③ 両 Q . 在 開 間 3 ませ いり 吐 琴 き 紀 箕 
で 。 の 生ま 誠 計 いさ Ok 沿 器 生 ( 紀 筑 
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料理 の 色 は 
記憶 の 色 よ り 鮮やか に 


た と えば イチ ゴ な ど 、 人 は 圧倒 的 に 暖色 系 の 食べ 
も の を お いし く 感じ る 傾向 に ある 。 ま た 、 そ の 食 
べ も の が 有する 独自 の 色 、 ホ ウレ ン ソ ウ な ら 緑 、 
トマ ト な ら 赤 、 ニ ンジ ン な ら 槽 と いっ た 、 自 分 の 「 記 
憧 の 色 」 に 合っ て いる か が 食欲 を 左右 する 。 さ ら 
に 私 た ち は 実 際 の 食べ も の の 色 よ り 、 記 憶 に ある 
食べ も の の 色 を 強調 し て 認識 する 傾向 が あり 、 レ 
モン で あれ ば 、 実 物 よ り イ メー ジ し た レモ ン の ほ 
う が 黄 色 い 。 つ まり お いし い 料 理 の 色合い は 、 こ 
れ ま で 経験 し た 見 情 れ た 色 で ある こと が 前 提 に あ 
りつ つも 、 さ ら に その 色 を や や 強め た も の が 好ま 
れる 。 な お スー パー な ど で ミ カン は 赤 、 オ クラ は 
緑 の ネ ッ ト に 入っ て いる こと が 多い が 、 食 材 を 鮮 
や か に 見 せる の も こう し た 考え に も と づく 。 


そこ に 実在 し な いも の を 
感じ る クロ スモ ー ダ ル 現 象 


五感 の 中 の ある 感覚 が 刺激 され る 時 、 足 りな い 
他 の 感覚 情報 を 脳 が 補い 、 実 際 に は 起こ っ て いな 
いこ と を あたかも 現実 の こと の よう に 勘 邊 い する 。 
この 五感 の 相互 作用 を 「 ク ロス モー ダル 現象 ] と 
いう 。 足り な い 情 報 は 脳 が 勝手 に 作っ て いる わけ 
で は な く 、 過 去 の 経験 と 照ら し 合わ せ て 足り な い 
感覚 情報 を 補完 する の だ 。 視 覚 や 陸 覚 が 支配 的 
な 状況 の 時 に 起こ り 、 た と えば 大 トロ の 骨 の 映像 
を 見 な が ら ア ボカ ド を 食べ る と 、 大 トロ の 味 が す 
る 。 これ は 無意識 に 起こ る も の だ が 、 意 思 決定 
に は 非常 に 大 き な 影響 を 与え る た め 、 飲 料 ・ 食 品 
系 企業 な ど 多様 な 企業 や 研究 機関 が この 分 野 の 
研究 を 行なっ て いる 。 


RA | 生存 本 能 を 超え 、 嘆 覚 と と も に 食 文 化 を 発展 に 導く 


に て の を 次 胞 80 る に な 下 の 味 
口腔 内 に 点 在 する 味 董 と その 仕組 み の ま 本 本 59O5o に 四 人 に 
財 っ は 50 で 大 在 起 の 出 
て 小 5 ` き し で は ほ 劉 味 口 つ な 
まま すむ 3 1 
が 
どれ に 穴 0O 中 直 腔 乳 の の に 化 ロ 
注い に 年 内 豆 天 合志 は の 
化 昧 租 約 全 め 画 し 画 味 御中 
か 合 長 40 体 他 に た に 抽 で 
ん が し いで 見 時 あぁ あ が に 和 触 
た 化 だ 開 て 前 の ま 間 らち ら に る 分 よ 北 
丘 を 味 い い 人 口 れ 生 愛 っ た 
を で 僚 も て を 高 味 3 る 体 て 情 の 
姜 す が りり 味 し を る 画 衝 る に もち 剛 の 
て " 味 た 約 引 頭 の 穫 味 上 り を 性 
吹 そ 組 その 味 60 窒 を 小 だ 得 質 
の し る @ 売 縛 人 ず ど だ どき 定 そる に 
る ネ じ れ 奮 し る た 識 先 本 味 
を る ` さ ` と と 別 的 味 導 : 表 生 | 
中 細 因 " 完 由記 民 う が 
に ー 析 中 シ ば 味 閉 対 味 陳 し 用 
味 秋 は 、 知 の 先端 を 中 心 に 広く 分 布 する 芋 状 乳頭 と 天 の 奥 の 限定 され た 細 囲 : 王 電信 "全音 に 且 和 角 に X 愉 
に ある 有 部 乳頭 葉状 乳 頭 に 多数 存在 。 さ ら に 舌 以 外 に も 、 上 あご の 柔らか に る 強 て 共 の み レ る る る 苦 間 わ 
い 則 口 若 や の どの 奥 の 咽 頭 部 に も ある 。 味 共 の 数 は 年 齢 と と も に 減少 する と 結 と いつ の べ と 受 ? 上 が り 
考え られ て お り 、 乳 児 の 時 は 1 万 個 に も お よび 、 舌 だ け で な く 類 の 内 側 の 粘膜 合 別 計 甘 を 代 ル さ 人 個 認 … 
や 唇 の 粘膜 に も 。 そ れ が 成長 と と も に 減っ て いき 、 成 人 で は 舌 に 約 5000 個 、 し の い 【 表 で れ 々 う 識 遇 
それ 以外 の 部 分 は 計 約 2500 個 程度 と な る 。 ェ に し が ウ る よ の @ * 
の つ お い ヨ り ず と 知 
3718E34 
し れ っ が 
それ ぞ れ 特徴 的 な 味 を 持つ 「 五 味 」 明和 半 は 肖 妥 は ロ て の)5 を 由 
ら て ニニ と 送 を 結 入ら 味 を の 本 上品 " 
砂糖 の 主 成分 の ショ 糖 や 果物 に 含ま れる 果糖 が 代表 例 。 糖 質 別 い | 感 ら 興 合 れる の 優 基 の 人 ベ 
| H 叶 | に 由来 する エネ ルギー 源 の シグ ナル で 、 摂取 する と 血糖 値 が 
上 が り 、 意 肛 が 活性 化 さ れ 、 満 劇 感 を 得 られ る 。 人 濃度 か ら 
ら a せ 管 ま 液 か 下 ら と 顔 こ 激 射 れ の 
高 測度 に わた っ て 快感 を 示す 味 で も ある 。 る を を きれ す 箇 と だ ビ を て 和 
主 な も の が 食塩 = 者 化 ナ トリ ウム 。 こ れ が 溶け て で きる ナ ト リ と 量 る 由 5 省 着 味 じ 起 ` 昔 
塩味 ウム イオ ン と 塩素 イオ ン は 身体 を 正常 に 機能 させ る うえ で 必須 い 基 に さ ホ た 化 の の て き 昌 に 人 
王 の 成分 で 、 塩 味 は 生得 的 に 好む 味 。 体液 の 坦 分 濃度 と 等 し い プ に 人 せ ル と 液 変 和 無 る ミル 
0.9% 前 後 が も っ と も お いし いと され る 。 た 外 に や a モ 3 の 化 吉 昌 が 四 ず 高 
必 ン 
水素 イオ ン に より 生じ る 。 苦味 と 同様 に 危険 を 感知 する 味 で 串間 る 遇 内 導 四 定 Mu 還 
間 生 議 あり 、 食 物 が 遍 肥 し て いる か どう か の 情報 を 与え る 。 それ ゆえ 、 引 消 栄和 激 る 刺 骨 ・ る じ は 受 > ら 
幼児 は 酸味 の ある 食品 を 迷う が 、 苦 味 と 同様 、 食 の 経験 値 が 月 革 に 近 トコ 見 代 1 * 由 れ 
増す に 従っ て 好 お よう に な る 。 内 お 7 の で 表 周 邊 る じ た 
テ に w 的 と 
食物 が 有毒 か 否 か を 判定 する 要素 で も あり 、 他 の 味覚 容体 誠 江 覆 の 届 邊 副 層 な 胸 放 4 も 
に べそ の 班 拓 が 多い 。 基本 9 に は お いし さ に 計 び つか 紅 信 を 財 表 省 玉 時 氏 の 
記 M 議 | 7 は 反応 を 示す が 、 コ ー ヒ ー や ビール と いっ た 例 の よう 全休 を を 半分 ね ちと に な 分 
に 慣れ に よっ て お いし く 感 じ ら れ る よう に 。 さ 化 う 貴 民 低 げ 心 に の 刺 反 さ 


うま 味 成分 の アミ ノ 酸 や 徹 酸 は 、 人 間 の 活動 に 必須 の タン バ 

ニ ま 味 ク 質 に 含ま れる 。 ゆ え に う ま 味 は タン パク 質 の シグ ナル と し て 

ウ 機能 し 、 摂取 時 に は 嘩 液 の 分 泌 が 促進 され る 。 甘 味 と 同様 、 
か な り 高 濃度 に な る まで 不快 を 感じ な い 。 


食品 の 味 と は 、 ア ミノ 酸 や 有機 酸 、 類 、 核 酸 な どの 水溶 性 の 化学 物質 が も た ら す も の 。 甘味 、 塩 味 、 酸 味 、 苦 味 、 う ま 味 が 基本 の 味 、 五 味 
と し て 知ら れる が 、 そ れ は 、 脳 で これ ら の 味 が し っ か り 認 知 され る 他 、 分 子 生物 学 の 研究 に よっ て 各 味 覚 受容 体 が 発見 され た 事実 に よる 。 今 か ら 
100 年 以上 も 前 に 「 舌 の 味覚 地図 ] な る も の が 発表 され 、 長 い 間 、 舌 の 先 英 は 甘味 、 緑 は 塩味 と 酸味 、 の どの 奥 は 苦味 に 答 感 と いっ た 具合 に 、 
基本 味 の 感 受 性 は 舌 の 位置 に よっ て 異な る と 言わ れ て きた 。 し か し 今 は これ に 異 を 唱え る 説 も 。 人 間 の 感覚 を 用 いて 食品 の 特性 や 品質 を 評価 す 
る 官能 検査 を 通じ て 、 舌 の 先端 も 掃 も すべ て の 味 に 紋 感 で ある こと が わか っ て きた の だ 。 な お 最近 は 、 口 の 中 で カル シウム に 反応 する 受容 体 や 、 
油 の 構成 成分 で ある 脂肪 酸 に 反応 する 受容 体 が 見 つか っ て お り 、 今後 、 カ ル シ ウム 味 や 脂肪 味 が 基本 味 に 加わ る こと も ある か も し れ な い 。 


味覚 の 感度 と 温度 の 関係 
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LU/ 22 27 32 K/ 4 
温度 (C) 


旧 ーーー- 食塩 水 (塩辛 さき) 1=0.0005% 


ローー ロ ズル チン ( 甘 さ ) 1=0.0001% 
ャ ーー 塩酸 (すっ ぱ さ ) 1=1/200N 
びーー- つ 太 酸 キ ニー ネ ( 苦 さ ) 1=0.0005% 


出典 :『 食 品 の お いし さ の 科学 一 味 ・ 香 り ・ 色 ・ テ クス チャ ー』( 石 高 優 治 午 南 山 貢 / 1992) 


高 甘 味 、 高 脂肪 が 起こ す “やみつき” 


山 語 温度 に よっ て 味 の 感 じ 介 境 ] 
方 が 異な る と いう 実験 
結果 が 複数 報告 され 
る 中 、 同 分 野 の 研究 
に お いて よく 引用 され 
る 一 例 を 紹介 する 。 
17 42 で の 間 で は 、 
塩味 と 苦味 は 温度 が 
低い ほど 感知 する た め 
に 必要 な 最低 限 の 値 
( 間 値 ) が 低く 、 感 じ 
や すい 。 ま た 、 甘 味 
は 体温 付近 が いち ば 
ん 感じ ゃ すい と され て 
いる 。 そ れ に 対し て 、 
酸味 は 温度 に 関わ ら 
ず 常に 一 定 の 感じ 方 と 
いう 特徴 が 見 られ る 。 


味 物質 の 濃度 と 味 の 強 さ 


SE 


康夫 :「 お いし さ の 科学 」( 財 基 正 ・ 山 口 子 / 電 人 書 語 / 1994) 

出典 "楽し く 学べ る 味覚 生 理学 一 味覚 と 廊 行動 の サイ エン スー』( 山 本 陸 著 / 間 社 / 2017) 
グラ フ は 5 つの 基本 味 の 各 濃度 の 試料 10m を 5 秒間 口 に 含み 、 吐 き 出し 
た 時 に 感じ る 味 の 強 さ を 記し た も の 。 注 度 と と も に 味 の 強 さ は 直線 的 に 増 
大 する 。 苦味 や 酸味 は 本 来 摂取 を 避け る 味 で ある た め 、 低 い 濃度 で 検知 
する が 、 身 体 に 必要 な グル タ ミ ン 酸 ナ トリ ウム (MSG) や 食塩 (NaCl) 、 シ ョ 
継 な ど は より 高 濃度 で 感じ て いる 。 ま た MSG の グラ フ の 勾配 は 、 他 の 味 に 
比べ て ゆる や か 。 濃度 が 高く な っ て も 味 は 穏やか に 強まる わけ で 、 うま味 
の 特徴 と 言え る 。 うま 味 は 舌 の 後方 部 の 刺激 で も っ と も 強く 感じ る が 、 こ 
れ は うま 味 物質 は 舌 後方 部 の 有 部 乳頭 、 葉 状 乳 頭 の 溝 に 入り 込ん で 多く の 
味 細胞 と 結合 する た め 。 強く 長く 持続 し 、 そ の 結果 、 味 が 舌 全体 に 広がる 
よう に 感じ 、 貴 液 も 持続 的 に 分 泌 さ れる 。 


自然 と 身体 が 欲す る も の 三 お いし いも の 


高 タン パク 質 、 高 脂肪 の ハン バー ガー に 甘い ドリ ンク と いう 
組合 せ は 、 本 能 的 に お いし いも の の 寄せ 集め だ 。 し か も 高 
甘味 、 高 脂肪 な も の は "やみつき "に な り が ち 。 お いし いと 感 
じ た 時 に 出る 脳 内 物質 に は 依存 性 を 生じ る も の が あり 、 そ 
れ が 摂 食 意欲 を エス カレ ー ト させ る 。 それ と 比べ 、 う ま 味 に 
よる お いし さ は 、 甘 みや 脂肪 ほど 強い や みつ き を 生じ な い 。 
拓 食 欲 の 発現 に 関わ る 脳 内 の 報酬 系 に 対す る 異 礁 作用 が 
甘味 より 弱く 、 適 度 な と ころ で 食べ る の を や め る こと が で きる 。 


いろ いろ な 効果 が 見 られ る 味 の 相互 作用 


同時 8 : 甘味 に 少 硬 の 塩味 革 味 の 電 
対比 効果 旭 計 的 : 酸 昧 や 苦味 の 後 水 が 甘い 


相乗 効果 昆布 の うま 味 + カ ツ オ 節 の うま 味 一 1 上 1 > 2 


マス キン グ コー ヒー に 砂糖 一 苦味 が 減 碧 


相 効 果 屋 味 砂糖 一 と も に 派 


お いし さ の レパートリー と 食後 の 余韻 


食べ も の を 味わっ た 時 に 生じ る 行動 を 味覚 行動 と 呼ぶ が 、 こ れ は 生得 的 な も の と 後 
天 的 な も の に 分 けら れる 。 人 間 は 、 食 物 摂 食 時 に 生じ る 味 ( 強 さ や 質 ) と 情動 性 ( 快 
感 、 不 快感 ) を 連合 し て 学習 し 、 記 憶 に 留め て お く こ と で 、 食 べら れる も の と 食べ ら 
れ な いも の の 仕分 け を し て お り 、 お いし さ の レパートリー を 広げ る に は 、 数 多く の も 
の を 積極 的 に 食す 必要 が ある 。 な お 、 お いし いも の を 口 に する と 食後 も 余韻 が 残っ 
て 満ち 足り た 気分 に な る が 、 こ れ に は ペン ゾ ジ ア ゼ ビ ン や 』- エン ドル フィ ン な ど 耕 内 
の 神経 伝達 物質 が 関係 する 。 抗 不安 薬 に も 用 いら れる 前 者 に は 、 お いし いも の を よ 
りお いし く 感 じ さ せる 作用 が あり 、 一 方 後者 に 代表 され る 鷲 内 麻薬 様 物質 に は 内 酔 
状態 を 生み 、 嗜 癌 性 、 連 用 後 の 依存 性 な ど を 生じ させ る 効果 が ある と いう 。 


人 間 に と っ て お いし いも の と は 、 エ ネル ギー の 素 に な る 炎 分 (甘味 ) や タン パク 質 の 素 に な る 
アミ ノ 酸 (うま 味 )、 ミ ネ ラ ル と し て の 食塩 (塩味 ) な ど 、 常 に 身体 が 必要 と する も の 。 生き る 
た め 、 活 動 す る た め に 必要 な も の を 摂取 し た 時 の お いし さ の 発現 は 、 長 い 進化 の 過程 で 遺 
伝 子 に 組み 込ま れ た 生得 的 な も の だ 。 こ れ ら の 物質 を 含め て 身体 が 必要 と する も の は 、 欠 
逐 時 は と くに お いし いと 感じ 、 欠 到 状態 が 解消 され れ ば お いし さ は 減 す る 。 た だ し 、 身 体 
が た め 込 むこ と の で きる 生得 的 に お いし いも の は 充足 状態 で も 魅力 的 。 た と えば 大 量 に 発汗 
し て 体内 の ナトリウム イオ ン が 欠 逐 気味 に な る と 、 人 塩 辛い も の を 欲す る が 、 ナ トリ ウム イオ ン 
は 保存 が きか ず 充 足 状態 に な れ ば お いし さ の 程度 も 下がる 。 一 方 、 ケ ー キ や アイ スク リー ム 
な ど は 満腹 状態 で も お いし いと 感じ る も の 。 甘い も の は 常に お いし く 感 じ る 傾向 に ある の だ 。 


異な っ た 味 の 溶液 を 混合 し て も 、 融 合 し て 別 の 味 に な る 
こと は な い が 、 組 合せ の 種類 に よっ て 互い に 強め 合っ た 
り 、 層 め 合う と いっ た 相互 作用 が 生じ 、 増 強 効果 と し て 
対比 効果 と 相乗 効果 、 抑 制 効果 と し て マス キン グ や 相殺 
効果 が 見 られ る 。 各 効果 は 用 いる 味 の 質 に 依存 する が 、 
溶液 の 届 度 の 影響 も 大 きい 。 た と えば ショ 縮 に 少量 の 
食塩 を 混ぜ る と 対比 効果 が 起き る が 、 濃 度 を 上 げ る と 抑 
制 効果 に 。 な お 味覚 同士 の 相互 作用 で 有名 な の は 、 枝 
酸 (イノ シン 酸 、 グ アニ ル 酸 な ど ) と グル タ ミ ン 酸 の 組合 
せ で 生じ る うま 味 の 相 乗 効果 だ ろう 。 


辛み や 渋み は 味 で は な く 、 舌 が 感じ る "刺激" 


辛み は 味 董 を 介さ ず 、 そ の 近く に ある 神経 自由 終末 に よっ て 受容 され 
る 。 痛覚 や 温度 覚 と 同様 で 、 味 覚 神経 と は 異な る 三叉 神経 を 介し て 伝 
達 され る た め 、 基 本 味 に は 含ま れ な い 。 た だ し トウ ガラ シ の 辛み 成分 
で ある カプ サイ シン に 反応 する 受容 体 が あり 、 わ れ われ は 辛み を 痛み 
な ど と 同様 に 刺激 と し て 感じ て いる 。 英語 で は 辛い 料理 を hot と 形容 す 
る が 、 辛 み は 度 膚 感覚 の 一 つ で 、 触 覚 や 温度 覚 な ど を 含む 体 性 感覚 
に 分 類 さ れる 。 他 に 野 葉 の アク な どか ら 感 じ る えぐ み 、 収 載 味 も 味 で 
は な く 、 舌 が 感じ る 刺激 。 渋 み も 舌 粘膜 の 収 盆 に よる も の で 、 強 いと 
不快 だ が 、 微 量 の 場合 は 緑茶 な どの よう に 好意 的 に 受け 止め られ る 。 


も っ と も 原始 的 な 感覚 
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員 覚 と 記憶 の 仕組 み 


レト ロ ネ ー ザ ル 


喫 覚 受容 体 と 香り の 関係 


に お い 物 質 ご と に 結合 する 明 覚 
その 組合 せ は 天文 学 的 数 字 に 


・ と いっ た 具合 に 、 
受容 体 の 組合 せ が 異な る 。 た と える な ら ば 、 に お い が 「 鍵 」 で 、 


喫 覚 受 容体 は 「 鍵 穴 ] と 言え る 。 
な り 、 わ れ わ れ は 微量 な 香り の 邊 い を 嘆 ぎ 分 け て いる の だ 。 


複数 の 受容 体 の 組合 せ に より 、 一 つ ひ と つの に お い を 識別 する 。 
に お い 物質 A は 喚 覚 受容 体 〇 で 認識 され 、B は ① と ② で 、C は 


@ と ⑨ で … 


お い の 
に お い 


ここ で 
も 伝わっ て 本 能 的 な 気持 ち が 左 
右 さ れ 、 ホ ル モ ン の 分 泌 に より 情動 
記憶 を 支え る 海馬 
に お いか ら 記憶 


お い の 電 気 信号 は 脳 の 喫 球 を 経て 
が 動く 。 ま た 、 


梨 状 皮質 に 伝わり 、 


イメ ー ジ が で きる 。 視床 下部 や 扇 桃 
の 味 より も 香り は 情動 や 記憶 に 直接 


強く 訴え る わけ だ 。 ト 
ルー スト の 小説 失わ れ た 時 を 求め 


の 信号 は 大 脳 辺 緑 系 に 直接 伝わり 、 
また その 経路 も 短い た め 、 食 べ も の 
が 呼び 起 され る こと を マル セル ・ プ 
て 」 の 1 シー ン に ちな ん で 「 プ ルー ス 
ト 効果 」 と 呼ぶ が 、 あ る 実験 結果 ( 
よれ ば 、 数 時 間 後 の 記憶 は 視覚 が 
優位 な の に 対し 、 数 年 後 と な る と 明 
覚 が 圧倒 的 に 優位 だ と いう 。 


体 ( 
も 信号 が 伝わる 。 この よう 


【 


シン クロ する 喫 覚 と 味覚 


基本 味 は 5 つ だ が 、 数 十 万 種類 と 言わ れる に お い の 情 報 と 組み 合わ せる 
こと で 、 わ れ わ れ は 実際 に 食べ る 前 に より 詳細 に 食べ も の を 判断 で きる 。 
多く の 人 が カレ ー の スパ イシ ー な 番 り を 嘆 げ ば 、 カ レー の 味 を イメ ー ジ で 
きる よう に 、 特 定 の 香り か ら 味 が 連想 され る の は 、 嘆 覚 と 味覚 が シン ク 
口 し て いる と いう こと 。 た と えば 、 キャ ラメ ルフ レー バー ティ ー は 、 キ ャ 
ラメ ル の 甘い 番 り に よっ て 甘 さ が 増し た よう な 感覚 に な り 、 甘 み の 満足 感 
を 得 な が ら も 分 を 減ら すこ と が 可能 で ある 。 ま た 、 減 塩 醤 油 に 青 油 の 
番 り を 添加 する こと で 、 塩 味 の 不 足 感 を 和らげ る な ど 、 さ ま ざ ま な 商品 
の 開発 に も 利用 され て いる 。 


味 よ り も さら に 複雑 で 振り 幅 の 大 きい "香り" 


甘味 と 酸味 を 足す と 、 脳 の 中 で 甘 ずっ ぱい 味 の 感 覚 が 生ま れる が 、 に お 
い は 2 つの 異な る も の を 足し た 時 、 1 十 1 ニ 2 と いっ た 足し 算 で は な く 、 
相乗 効果 が 見 られ た り 、 逆 に 打ち 消し が 起き る な ど し て 、 ま っ た く 新しい 
番 り と し て 認識 され る 。 ま た 、 濃 度 に よっ て 香り の 印象 は 大 きく 変わ る も 
の 。 味覚 の 場合 、 た と えば 甘味 の 受容 体 は ー つ で 、 濃 度 に よっ て 感じ る 
甘 さ の 強弱 は あっ て も 味 に 差異 は な い 。 し か し 、 喋 覚 受容 体 は 約 400 種 
も あり 、 濃 度 に よっ て 反応 する 数 や 度合 いも 違い 、 結 果 、 香 り の 感じ 方 
は 大 きく 異な る 4。 た と えば 、 イ ンド ー ル と いう ジャ スミ ン の 花 に 多く 含ま 
れる に お い 物 質 は 、 濃 度 が 薄い と フロ ー ラ ル な 香り だ が 、 濃 いと 大 便 臭 
と も 言わ れる 悪臭 に 。 


経験 値 で 異な る に お い の 好 き 嫌 い 


に お い に 対 する 価値 は 先天 的 な 影響 も ある が 、 多 く は 経験 や 学習 に よっ 
て 決ま る 。 た と えば フラ ンス の 研究 で 、 妊 娠 中 の 母親 が アニ ス を 使っ た 
食事 を 摂っ た 場合 と 所 ら な か っ た 場合 で の 赤ん坊 へ の 影響 を 調べ た も の 
が ある 。 摂っ た 母親 か ら 生ま れ た 赤ん坊 は アニ ス の 香り を 嫌がら な か っ 
た が 、 摂 ら な か っ た 場合 、 赤 ん 坊 は アニ ス の 香り を 嫌がっ た と いう 。 ま 
た 国 、 文 化 に よっ て も 好み は 違 い 、 カ ビ 臭 い 教会 の に お いや アニ ス の 香 
り を ヨー ロッ パ 人 は 好む が 日 本 人 に は 不評 で 、 一 方 納豆 や ほう じ 茶 の 香 
り は 日 本 人 の ほう が 好む 。 い ずれ も その に お い を 経験 し 育っ た か どう か が 
影響 し て いる 。 


喚 ぎ 続け る と 低下 する に お い の 感 覚 
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同じ に お い を か ぎ 続 ける と 感じ な く な る 、 と いう 体験 は よく ある こと だ ろ 
う 。 理 由 は 次 の 3 つ 。① 強 い に お い を 嘆 ぐ こと に よっ て 感覚 療 労 を 起こ し 、 
機能 が 一 時 的 に 抑制 され る ( 六 労 )。② 特 定 の に お い を 嘆 ぐ こと に より 、 
その に お い の み を 一 時 的 に 感じ な く な る (馴化 )。③ あ る に お い を 順 ぎ 続 
ける こと に より 、 そ の に お い を 感じ な く ・ 感 じ に くく な る ( 嘱 応 )。 視 覚 や 
聴覚 に は 見 られ な い 現象 で 、 こ れ は 嘆 覚 の 特性 だ 。 な お 上 の グラ フ は 、 
順応 に よっ て に お い を 嘆 ぎ は じ め て 1 分 後に は に お い の 強 さ が 半 小 す る こ 
と を 示し て いる 。 


出典 :「 感 泊 の 地図 帳 The Atlas of Human Sense』 
(山内 昭 潜 ・ 錠 中 二 共著 講談 社 / 2001) 


香り の 素 で ある に お り 物 質 
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に お い 物 質 は 、 元素 は 水素 () 、 炭素 (C) 、 窒素 (N) 、 酸素 (0)、 硫 黄 (S) 
の 5 種類 だ が 、 分 子 構造 内 に 「 宮 能 基 ] と いう 体 や 腕 の よう な 部 分 を 備え 、 

これ ら の 組合 せ に よっ て 数 十 万 種類 に も な る 。 一 見 似 た 構造 の 分 子 も 官能 革 
が 異な る と 店 うに お いと な り 、 た と えば 上 の 3 つの に お い 物質 も 左 か ら 、 蒸 
溜 酒 の よう な 香り 、 コ コア の よう な 香り 、 納 豆 の よう な 香り と 異な る 。 ち な み 
に 、 コ ー ヒ ー や ワイ ン か ら は 数 百 種類 と いう に お い 物質 が 検出 され る が 、 わ 
れ わ れ は その 複合 臭 を 嘆い で 一 つの に お いと 感じ て いる 。 


口内 で 変わ る 香り の 感じ 方 と 
調理 で 生ま れる 香り 


香り は 温度 や 湿度 に よっ て 立ち 方 が 変わ る た め 、 口 に 入れ る と 口腔 内 の 温度 
や 骨 液 に よっ て 、 鼻 か ら 喫 ぐ の と は 違っ た 香り が 感じ られ る 。 ま た 、 ゆ で る 、 
炒め る 、 焼 く 、 撮 げ る と いっ た 調理 ・ 加 工 に よる 状態 変化 な ど に よっ て さま ざ 
まな 香り が 生ま れ 、 お いし さ の 素 と な っ て いる 。 その 代表 例 と し て 、 メ イラ ー 
ド 反 応 に よる 番 ば し さ が 拳 げ ら れる だ ろう 。 タン パク 質 を 熱し た 時 に 球 の 分 
解 物 と アミ ノ 酸 が 反応 し て 掲 色 物質 の メラ ノイ ジン が で きる わけ だ が 、 ア ミノ 
酸 の 種類 に よっ て いろ いろ な 香り を 持つ 。 他 に は 、 締 類 を 熱し た 時 の カラ メ 
ル 番 も 特徴 的 で あり 、 こ ちら は マル トー ル な どの 甘い 香り に よる 。 素材 や 料 
理 が 、 新鮮 ある い は で きた て だ と より お いし く 味 わ え る の は 、 こ うし た 香気 成 
分 が 豊富 に 揮発 し て 香り を 強く 生じ て いる こと も 理由 の 一 つ だ と 言え る 。 


臭み は "消す " の で は な く " 脳 内 置換 "する 


クロ ー ヴ の 特徴 的 な 審 気 成分 で ある オイ ゲ ノ ー ル が 順 覚 尼 容 体 に 結合 し た 時 
に 脳 へ と 伝わる 信号 は 、 肉 や 魚の 臭み と な る トリ メチ ル ア ミ ン の 受容 体 か ら 
の 電気 信号 を 抑制 する 作用 が ある と いう 。 また 、 煮 魚 を 作る 際 に ショ ウ ガ を 
臭み 消し と し て 使う こと が ある が 、 シ ョ ウ ガ の 香気 成分 の シオ ネー ル 、 ジ ン ゲ 
ロー ル 、 ジ ン ギ ペリ ン な ども 魚の 臭み 成分 で ある アミ ン 類 より 強く 耕 で 感じ る 
た め 、 魚 の 臭み が あま り 気 に な ら な く な る 。 つ まり これ は 、 物 理 的 に 料理 か 
ら 臭 い に お い 自体 を 取り 除い て いる わけ で は な く て 、 脳 で 抽 み を 感じ な くさ せ 
て いる と いう こと 。 われ われ は 肉 料理 や 魚 料理 に 、 シ ョ ウ ガ 、 ニ ン ニ ク 、 コ 
ショ ウ 、 オ オバ と いっ た 各種 ハー プ ブ や スパ イス を よく 合わ せる が 、 肉 や 魚の 臭 
み と そ れ ら の 香り を 脳 内 で 置き 換え て いる わけ で ある 。 


共通 の 香り を 持つ 食材 同士 を 
組み 合わ せる “フード ・ ペ アリ ング " 


人 は 1 万 種類 の に お い を 明 ぎ 分 けら れる と 言わ れ て いる が 、 ガ スク ロマ ト グ ラ 
フ と いう 検出 器 を 使う と 、 食 材 に 含ま れる 役 量 の に お い 物質 の 特定 や 、 各 物 
質 の 含有 量 を 測定 する こと が 可能 だ 。 そ うし た 結果 を も と に 、 食 べ も の の 番 
り リ の 事典 な ども 作ら れ て いる 。 さ ら に この 食材 の 香り に 落 目 し 、 共 通 の 番 り 
を 持つ 食材 同士 を 合わ せる こと で 一 皿 に お ける 統一 感 と 味わい 深 さ の 両立 を 
図る の が 「 フ ー ド ・ ペ ベアリング] と 呼ば れる 手法 だ 。 食 材 に 含ま れる に お い 物 
質 を 分 析 し 種類 や 特徴 を デー タベース 化し た も の を 活用 し な が ら 、 科 学 的 に 
好 相 性 な 食材 の 組合 せ を 探す て こと が で きる 。 


香り に よる リラ ックス 効果 は 
人 の 心理 に よる も の ? 


に お い は 人 の 心理 に 働き か け て 、 行 動 を 無意識 に 変え る 力 を 持っ て いる 。 た 
と えば ミン ト や コー ヒー の 香り は 、 精 神 的 な スト レス を 緩和 させ る こと が 報告 
され て いる 。 た だ し 、 こ の 作用 は 誰 に で も 起こ る わけ で は な い 。 ミ ント や コ 
ー ヒ ー の 香り を 正しく 認識 で き 、 ま た その 香り を 嘆い だ 時 に リラ ックス し た 状 
上 で あっ た 経験 を 持つ 人 で な いと 機能 し な い の だ 。 こ れ は に お い 物質 の 薬用 
的 な 作用 で は な く て 、 あ くま で も 人 間 の メン タル 的 な も の な の で ある 。 
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奥 に 音 を 感じ る うえ で いち ば ん 重要 な 役割 の 内 耳 が ある 。 内 く 雪代 各 の 本 箕 琴 衣 計 あ 
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経 を 伝わり 脳 で 処理 され る が 、 脳 と 耳 の 相互 作用 で 聞き た い 音 レコ 四球 が ご 寺 な や だ 三 全 そこ っ 衣 愉 施 
に 放 点 を 絞っ た り 、 実 際 に は 関取 れ な か っ た 音 を 脳 で 加工 処 生 は わ 起 いり に の ぴい く 目 に 沙 は り 多 会 
理 し た りす る こと まで 無意識 に 、 あ る い は 意識 し て 行なっ て いる 。 導 伝 る きる に 物 つ る で は 気 ち 提 1 和 
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が 多い 。 BGM は 重要 で 、 音 楽 は 脳 の 無意識 の 領域 に 働き か け 、 
店 の イメ ー ジ を 作る 他 、 感 情 や 行動 を 誘導 する 力 を 持つ 。 音 楽 
の テン ポ を 変え る と 、 お 客 の 食べ る 速 さ や スタ ッ フ の 歩く 速 さも 
変わ る も の 。 さら に BGM に は 上 音 を マス キン グ す る 効果 も ある 。 
音 と 食品 で 言う と 、 低 音 と 高音 それ ぞ れ の 音楽 を 聴き な が ら タ 
フィ ー を 食べ た 場合 、 ど ちら が 甘味 、 苦 味 を 感じ る か 調べ た 実 
験 が ある 。 結 果 は 被験 者 の 多く が 前 者 を 苦い 、 後 者 を 甘い と 答 
えた と いう 。 ま た 、 か つて 英国 の 「 フ ァ ッ ト ・ ダ ッ ク 」| で は 、 負 
介 の 品 を イヤ ホン で 濾 の 音 と カモ メ の 鳴き 声 を 聴き な が ら 食す 
料理 を 供し 、 音 が 味覚 に 与え る 影響 を 示し て 話題 を 呼ん だ 。 吊 
覚 も 記憶 や 盛 情 に 強く 働 きか け 、 他 の 感覚 器 か ら の 情報 に も 注 
意 を 向け させ る 力 を 持つ が 、 脳 が に お い に 反 応 する スピ ー ド は 
音 へ の 反応 より も ずっ と 遅い 。 ま た 視覚 情報 も 訂 を 広範 囲 に 活 
性 化 さ せる が 、 人 間 の 視覚 の 情報 処理 能力 は 1 秒 に 25 コ マ 程 
度 。 一 方 聴覚 は 1 秒間 に 200 コ マ の 情報 を 処理 で きる と いう 。 


店 内 の 騒音 "BGN" に 気 を つけ る 


日 本 で は まだ 耳慣れ な い 言 葉 だ が 、 世 界 の レス トラ ン で は BGN 
(バッ ク グ ラウ ンド ノイ ズ ) が 問題 に な っ て いる 。 人 々 の 行き 交 う 
音 や 会 話 、 食 器 の 音 、 厨 房 か ら の 調理 音 や 洗浄 音 な ど 、 さ ま 
ざま な 音 が 反射 共鳴 し て 高まる BGN。 周 囲 が うる さい と 料理 

会 話 に 集中 で き な い だ け で な く 、 味 覚 が 正常 に 働か な い 。 た 
と えば 飛行 中 の 機内 は 80dB 近 い 環 境 で 、 こ の 音 が 機内 で の 食 


お いし い 理 由 は 大 きく て メリ ハリ の ある 音 ? 


野 茶 や 果物 の サク サク 、 シ ャ キシ ャ キ と いっ た 音 は 、 新 鮮 さ を 見 分 ける ヒン ト で あり 、 
われ われ の 祖先 に と っ て 重要 だ っ た 。 新鮮 で あれ ば ある ほど 栄 養 が 損なわ れ て お ら 
ず ず 食す の に 適し た も の だ っ た か ら だ 。 さ ら に 人 間 は 調理 を する よう に な り 、 そ れ 
に よっ て 食品 は 消化 し や すく 、 ま た 焼い た 肉 や パン の 表面 は 茶色 く 色づい て クリ ス 
ビー に 。 そし て 食べ る と 、 お いし さと と も に カリ カリ と 香ばし い 音 が し た 。 こ うし た 
流れ が 、 わ れ わ れ が サク サク 、 パ リバ パリ 、 カ リカ リ と いっ た 音 を 重視 する に 至っ た 
理由 と も 考え られ る が 、 ポ テト チッ プス を 使っ て この 音 と 味わい の 関係 を 調べ た 実 
験 が ある 。 参加 者 は ヘッ ド ホン を 落 け て マイ ク の 前 に 底 り 、 ポ テト チッ プス を か じ る 。 
か じ る 音 は マイ ク を 通じ て 本 人 の 耳 に 届く の だ が 、 そ の 際 に 音 の 調整 を 行なう 。 参 
加 者 は その こと は 知ら ず 、 ポ テト チッ プス を 食べ た 時 の パリ パリ 感 と 新鮮 さ の 感じ 
方 に つい て 答え た 。 結 果 、 ポ テト チッ プス を か じ っ た 時 の 音 が 大 きく 、 あ る い は シ 
ャ ー プ に 聞こ えれ ば 聞こ える ほど 、 新鮮 な 感じ が する 、 と いう こと に 。 下 の 図 は 別 
の 研究 だ が 、 食品 を 食べ た 時 の 音 の 大 小 や リズ ム を 表し た も の 。 よい 和 触感 ( 良 食 感 ) 
は 音 の 大 小 に メリ ハリ が あり 、 ピー ク の 位置 も 大 きい こと が わか る 。 


さ 1cec テ ィ 


事 に 影響 を お よ ぼ し 、 革 み は 感 じ に くく 、 一 方 うま 味 は 感じ や す 1cec テ を 
く な る と いう 。 賑やか な 店 は これ と 変わ ら な い レ ベル か それ 以 
上 の 砂 音 だ 。BGN へ の 対応 と し て は 、 人 の 往来 の 多い 場所 に 悪 食 感 良 食 感 


吸音 カー ペット を 敷く 、 窓 に カー テン や 緑 を 配 する 、 音 を 意識 
し て 椅子 や テー ブル を 選ぶ と いっ た 策 が 考え られ る 。 


硫 只 :『 日 本 食 工 業 学 会 誌 』( 相 良 孝 ・ 佐伯 較 ・ 山 中 共 者 / 1969) 
出 内 :7 ポ ケッ ト 財 解 お いし さ の 科学 が よー くわ か る 本 (山野 著 正 者 / 秀 和 シ ステ ム / 2009) 


「 廊 品 の お いし さ の 科学 一 味 色 - テクスチャー]』( 石 食 侯 治 著 " 南 山 受 " 1992) 、「 砂 し く 学 べ る 味覚 生理 学 一 味覚 と 食 行動 の サイ エン スー (山本 降 著 建 所 社 2017) 、『「 な ぜ 、 あ の 「 音 ] を 聞く と 買 
いた く な る の か サウ ンド ング 昔 略 」( ジ ョ エル ・ ペ ベッカー マン 、 タ イラ ー・ グ レイ 共著 、 神 山 食 広 訳 東 洋 経済 新報 社 / 2016) 、「 ポ ケッ ト 図 衣 お いし さ の 科学 が よー くわ か る 本 ] (山野 若 正 著 秀 
和 シ ステ ム / 2009) 、「 料 理 と 科学 の お いし い 出会い 分 子 編 理 が 食 の 待 識 を 変え る 』 (石川 伸一 著 化 学 同 人 2014) 


べ の の で つ な の は 温 で に 様 覚 す 愛 
も 歯 料 1 は “" い 中 な 度 知 あな る 富有 中 
の ご 間野 と が で く な 学 る 感 閣 避 
を た の ご ご 小 く ` 触 ^ ど す 物 覚 覚 覚 か 末 覚 
日 え 紀 人 13 に 圧 汗 自 の る 理 が を ら 析 は 
に 界 貞 mm 指 の 呈 持 が 的 含 温 体 伝 術 明 
入 舌 で 中 に 導 の な ま 度 性 わ 弓 
れき 超人 店 の 高 准 を 桂 れ 江 感 る 郊 
"お 前 2 外 代 信介 そ 党 る * 打 計 
唱 り と 別 メ を の は き を 位 と 記 義 
中 まき | ほ を の 枚 ま さき 目視 言 謀 - 
し の えき ト 突 セ 割 知 まわ や 覚 覚 い や に を 
と は を ル 由 ン 合 し 栓 っ 貢 や 筋 剖 拉 
本 生ま 旬 ま まま すす まま 
4 本 17 中 靖 6 仁和 込 る に 0 ぁ 機 % る る の う は 汗 の と る 
eo まる た 坊 放 を と 呈 り 展 客 外 と 、 節 数 人 
0 も 全 作 分 昌 搬 蔵 て や 聞 界 多 圧 知 の の 
2 1 す が お た 味 影 力 で し 如 と る く c 質 れ 様 に 
29 風 除 内 22 顔 11 肝 人生 攻 が 坦 き 物 こ の 凡 陸 る を 作 
くま の 20 すい 邊 aa 
和 間 居 ーー の 記 コ 
墓 は に 接 い い “食品 な ス 化 る こ 的 ・ 
体 性 感覚 野 | 放り いて を の 382 代 くる と も 
を 昌 に ロ ま の 自 通 ャ 的 も お は 覚 ・ 
到 香 が 風 腔 た ま 形 類 し | な も わ 食 は ロ 
達 り 硬 味 内 テ ま 品 に で は お 質 に せ べ ーー 蓋 
し の く の で ク 交 は よこ て 料 い や 暫 を も テム 
大 脳 皮質 の 体 性 感覚 野 と すま ます も 4 まま たま すま 
3 く が と が 散 ャ 体 ス 2 
ーーーーー ン 時 を まり を を の ま 3 衣 し っ 8 も 
体 性 感覚 野 と 身体 部 位 と の 対応 関係 は 、20 世 紀 半 ば に 奉 は L る 
刈 民 ワイ ル ダ ー・ ペ ベン フ ィ ー ル ド に より 凍 べ られ た 。 上 上 た ら が すず 人 食 は | 遺 き 反 る が 世 6 理 一 感 
図 は 、 大 生 質 を 電気 刺激 し 、 ど こ に 触れ られ て いる よう 人 
に 感じ た か を 大 脳 の 断 面 に マッ ピン グ し た も の で 、 皮 質 の ゃ 各 ち な た る の の 署 歯 いる る すき | 性 ば 多 
面積 が 各部 位 の 感覚 の 錠 さ に 対応 する 。 思 
オノ マト べから 見 る 触感 好き の 日 本 人 新た な お いし さ を 作 り 出 す テ クス チャ ー 


炊い た 米 の 硬 さ や 弾力 性 、 粘 り 、 ト ロ や 福 降 り の 黒毛 和牛 の と ろ け る よう 
な 触感 、 天 ぷら 衣 の サク サク 感 な ど 、 日 本 に お いて テク スチ ャ ー の 役割 は 
想像 以上 に 大 きい 。 の ど ご し も 量 要 で 、 う どん や 蕎 放 、 と ころ て ん や 茶 確 
燕 し な ど 、 の ど を 通る 時 の 感覚 を 楽し む 料 理 も た くさ ん ある 。 日 本 語 は 外 
国語 に 比べ て テク スチ ャ ー を 表す 用 語 が か な り 多 く 、 そ の 豊富 さ は 単に 多 
彩 な テク スチ ャ ー が ある と いう だ け で な く 、 わ れ わ れ は その 触感 を 級 感 に 
感じ 取り 、 さ ら に それ を 表現 する 術 を 持っ て いる と いう こと だ 。 テ クス チャ 
ー 表 現 も 含め た オノ マト ペ (擬音 語 ・ 擬 強 語 ) が 、 日 本 語 に は 4800 種 以 


スペ イン の 「 エ ル ・ プ ジ ] に より 有名 と な っ た 、 人 エイ クラ の よう な 食品 の カ 
プ セ ル 化 技術 。 ア ル ギ ン 酸 ナ トリ ウム 水溶 液 を 塩化 カル シウム 水溶 液 に 滴下 
する と 、 表 面 が ゲル 化し て ゼリー 状 る こと を 利用 し て 作る 。 こ の アル ギ 
ン 酸 ナトリウム の 他 、 メ チル セル ロー ス 、 カ ラ ギ ー ナ ン 、 キ サン タン ガム 、 
レシ チン と いっ た : 、 増 粘 剤 、 乳 化 剤 、 安 定 剤 な どの 添加 物 を 使い 、 
さま ざま な 「 テ クス チャ ー] が 作ら れ て いる 。 こ れ ら は 単純 な 食材 の 調理 変化 
だ け で は 得 ら れず 、 新 し い 料理 を デザ イン する うえ で 然 感 の 創出 は 今後 も 重 
要 な トピ ッ ク に 中 いな い 。 ち な み に 食 品 が 歯 に 触れ た 時 の 感覚 、 歯 ざさ わり は 、 


上 あり 、 他 言語 の 5 倍 以上 と も 言わ れ て いる 。 


目安 は 体温 
プラ スマ イナ ス 25 一 330 で 


温度 を 感じ る の は 触覚 と は 別 の 温 覚 ・ 冷 覚 だ が 、 同 じ 度 膚 
感覚 と し て 一 言 触 れ よ う 。 食 べ も の の 温度 は 、 体 温 プ ラス 
マイ ナス 25 一 30 で 程度 の 時 に お いし く 感 じ る と 言わ れ て 
お り 、 冷 た いも の は 10 で 前 後 、 温 か いも の は 60 一 65C 
が 好ま れる と され る 。 と は いえ 、 その 時 の 気温 や 湿度 に も 
影響 を 受け 、 当 然 、 著 い 時 に は 冷た いも の 、 寒 い 時 に は 熟 
いも の が 喜ば れる 。 料 理 の 温度 は 口腔 内 の 温度 受容 器 で 
認識 され る が 、 トウガラシ に 含ま れる カプ サイ シン は 43 で 
以上 に 反応 する 温度 受容 器 を 、 ま た ミン ト の メン トー ル は 
25 一 28C に 反応 する 受容 器 を 活性 化 さ せる た め 、 そ れ ぞ 
れ 口 の 中 が 款 く な っ た り 冷 た く な っ た りす る よう に 感じ る 。 


歯 の 表面 で 感じ る わけ で は な く 、 圧 力 が 歯根 元 を 種 う 歯 根 膜 に 
その 中 の 感覚 受容 器 が 刺激 され て 秋 ご た え を 知覚 する 。 歯根 
経 に 属す る 感覚 神経 の 終末 が 豊富 に 存在 し 、 夫 ・ 圧 感覚 に 非常 に 紗 感 で ある 。 


食べ る の は 指 、 そ れ と も と ん な カト ラリ ー? 


世界 の ミシュ ラン 星 付 き 店 な ど が 、 ア ミュ ー ズ や 前 葉 な ど で 指 を 使っ て 食べ る よう な 品 を こ ぞ っ 
て 出し は じ め た の は 、 そ ん な に 昔 の こと で は な い 。 こ うし た 動き が 見 られ る よう に な っ た の は 、 
その 見 た 目 も さる こと な が ら 、 カ トラ リー の 代わ り に 指 を 使う と いう 行為 その も の 、 ま た 口 の 
中 で 風味 や 触感 を 感じ る だ け で な く 、 皮 膚 で 感じ る 触感 の 意義 に も 目 が 向け られ る よう に な 
っ た の で は な い だ ろ うか 。 ま た カト ラリ ー を 使う 場合 も 、 全 属 製 だ け で な く 、 木 製 、 磁 器 、 
具 製 な ど 、 口 あたり や 温度 を 考え て 使い 分 ける ケー ス も 増え て いる 。 海 外 の 料理 アー ティ ス 
ト や トッ プレ スト ラン で は 、 ス プー ン に 砂 入 や 少量 の 挽い た コー ヒー 豆 な どの 結晶 や 粉末 を ま 
と わせ 、 そ れ に 料理 を の せ て 提供 する と いっ た ケー ス も ある そう だ 。 併 せ て カト ラリ ー は 重 さ 
も 重要 で あり 、 あ る 研究 で は 、 人 は 重い スプ ー ン で も の を 食べ た 時 、 軽 い ス プー ン を 使っ た 
時 より も 、 そ の 食品 の 味 を より 高く 評価 する 傾向 に ある 、 と いっ た 結果 が 得 ら れ て いる 。 


参 孝文 献 :[「 お いし さ 」 の 結党 最新 科学 で わか っ た 、 美 味 の 真 実 」( チ ャ ー ル ズ - ス ペン ス 著 、 長 谷川 圭 駅 KADOKAWA 2018) 、「 覧 の 地図 帳 The Atlas of Human Sensel (山内 昭雄 鮎川 武 二 共著 
議 恋 社 2001)、『 葉 異 の 小 誠 官 芽 の 科学 聞こ える 仕組 みか ら 、 め まい 、 甘 掃除 まで ] (杉浦 和子 著 / 講 誌 社 / 2014) 、「 サ ウン ド バ パワ ー わた し た ち は 、 い つの ま に か 「 音 | に 計 導 され て いる !?] ( ミ テ イラ ー 寺 策 
著 だ ディ スカ ヴァ ーー トゥ エン ティ ワン 2019)、「 食 の 文化 フォ ー ラ テム 36 匂い の 時 代 1( 伏 木 吉 細 ド メス 出版 2018) 、「 食 品 色 移 の 科学 」( 間 藤 進 罰 矯 午 書 房 / 1997)、 
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2. 食べ 手 が 五 感 を 感じ る 順序 
視覚 。 | 


第 3 段階 


飲み 込ん だ 後 


料理 を 食べ る 時 、 私 た ち は 「 食 べ る 前 ]、「 品 の 中 」 、 
「 飲 み 込ん だ 後 」 の 3 段階 で 、 料 理 の 内 容 を 把握 
する 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の 段階 で 、 五 感 の うち 
の 何 が 働き は じ め る か に 時 差 が ある 。 ま た 、「 食 
べ る 前 ] つま り 事 前 の 想定 と 、「 品 の 中 」、「 飲 み 


3. 五感 と 親近 性 ・ 新 規 性 


親近 性 


すでに 知っ て いる も の 。 安心 感 


「 そ れ が 何 か ?」 


「 ど れ く らい の 硬 さ / 和 柔らか さ ?」 
|「 そ れ が 何 か ?」 


「 食 べら れる 硬 さ ・ 温 度 か ?」 
「 噛 ん で いる 時 の 音 は ?」 


ほぼ 同時 
「 何 の 匂い か ? 何 の 味 か ?」 


ほぼ 同 時 
「 何 の 匂い か ? 何 の 味 か ?」 


込ん だ 後 ] つま り 実 際 に 感じ た 感覚 を 同じ に する 
の か 、 ギ ャ ッ プ を 持た せる の か で 、 料 理 の 印象 
が 変わ る 。 以上 を 意識 し 、 そ れ ぞ れ の 段階 で 、 
食べ 手 の 中 で 五感 が どう 玉 く か を 想像 すれ ば 、 
料理 を より 意図 通り に デザ イン で きる 。 


新規 性 が 高い 


親近 性 が 高い 


親近 性 が 高い 


新規 性 が 高い 


風味 は 定 菩 


風味 は 新 新 


= 


これ か ら 
食べ る も の を 
予想 ・ 確 信 す る 


実際 に 


盛り つけ が 斬新 


盛り つけ が 定番 


45 専門 料理 


食べ て いる も の を 
認識 する 


ーー バラ ンス が 重要 


すでに 何 度 も 体験 し 、 記 憶 の 中 に 
定着 し て いる も の は 「 親 近 性 ] が 
高く 、 安 心 感 を 呼び 起こ す 。 一 方 、 
初め て 体験 する も の は 「 新 規 性 」 
が 高く 、 斬 新 な 印象 を 呼び 起こ す 。 
斬新 な 印象 を 料理 に 取り 込み た い 
場合 、 食 べ る 前 の 予測 ( 主 に 見 た 
目 = 視覚) が 斬新 な ら 、 実 際 に 食 
べた 時 ( 主 に 風味 喫 覚 、 味 覚 ) 
に は 安心 感 を 。 見 た 目 に 安心 感 が 
ある な ら 、 風 味 で 斬新 さ を 、 と す 
る と パラ ンス が よい 。 両方 と も 斬 
新 だ と 、 食 べ る 人 は 判断 の 基準 を 
失い 、 混 乱 し て し まう 。 


劇場 型 レス トラ ン が 種明かし !? 


お 竹 の 心 を 掴む 技 


科学 を 駆使 し た 分 子 ガ スト ロ ノ ミー 的 手法 を は じ め 、CG 映 像 を 現実 空間 に 投影 し て 
リア ル と バーチャル を シン クロ させ る プロ ジェ クシ ョ ンマ ッ ピ ング の 手法 な ど 、 レ スト ラン の 演出 も さら な る 進化 を 見 せ て いる 。 
先端 を 行く 話題 の 2 店 の 技 と アイ デア を の ぞい て みよ う 。 
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自 
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バ パ が 
プ に 
オ ジ 
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Sg | 
の チ た 
ス イ 
3 が 
叔 | 
せ 
る 


人 視覚 的 な 演出 の 柱 は 、 液 体 左 素 を 使っ た パフ ォ ー マ ンス 


同店 で は 液体 窒 研 を 使っ た 演出 を よく コー ス に 取り 入れ て お り 、 中 で も 定番 は お 客 の 目 の 前 で 行なう アイ スク リー ム 
て 1 分 間 ほ ど で 作 り 上 げ る 。 白 煙 が も くも く と 寄席 の ほう まで 流れ 、 ア ッ プ テン ポ の 音 
楽 と と も に 店 内 の 盛り 上 が り は 最高 潮 に 。 視 覚 や 鞭 覚 が 刺激 され 、 ラ イブ や ショ ー の よう な 熟 姓 感 が 寄席 に 生ま れる 。 


作り 。 大 量 の 液体 窒素 を 合 


無 チ 数 おい 
類 ツ 中 客 た 
の 交 だ 条 
食 な の の 理 
体 B トコ の 
験 G | ミ プ 
を M ク ュ レ 
覆 も ファ シン 
y 頭 に が 浮か ぶ ン 
FE すま 475 
着席 し た 朋 間 、[ こ れ は 何だ ろう ?」 と お 客 の ママ 
に 思わ せる 釘 型 の ショ ー プ レー ト や 、 箸 と 評 ン シン ヨ 
一 緒 に 置か れ た ビン セッ ト な ど 、 テ ー ブ ル 感 ス を に 
セッ ト は 、 こ れ か ら は じ ま る コー ス に 対す 攻 ド 視 加 
る 期待 感 を 高め る と 同時 に 好奇 心 を くす く 激 ラ レス 
に 。 な お 白磁 の ショ ー プ レー ト は 特 村 受 だ * 
作家 に 「 初 め て こん な 形 の 如 を 作 ヽ 2 
っ た | と 言わ せ た 品 だ 。 
多 ミニ チュ ア で 
視覚 的 な 楽し さ を 演出 


写真 は 今夏 に 提供 し て いる 前 葉 3 品 。「 ピ 
アガ ー デ ン 」 と 名 づけ 、 小 さ な ビ アグ ラス 
ョ ン フ ルー ツ の ジュ ー ス と ライ ム 
っ て ビー ル を 模 す 他 、1 品 は 液体 
ら せ た マン チェ ゴチ ー ズ の 粉末 を 
客席 で ふる な ど 、 見 た 目 の 涼 や か さも 表現 。 
「 ミ ニチ ュ ア サイ ズ の 品 は か わい らし さ が 
あり 、 と くに 女性 に 喜ば れる ] と 著 中 氏 . 


に > PE Sg 


す * 


迎 生 等 rv 叶 洲 賜 幕 閣 。 河 貴 き ペー 


1 品目 は ハー ト な ど 
お 客 の 目 を 引く 姿 に 


ハー ト 形 の シリ コン 型 で 凍ら せ た 
果汁 (取材 時 は キウイ フル ー ツ と シ 
ャ イン マス カッ ト ) を 、 赤 くそ め た 
カカ オバ ター に くぐら せ て 固め た 
「 秘 密 の ハー ト ]。 一 輪 反 し で ある 
ハー ト 形 の 器 に の せ 、 指 で つま ん 
で 食べ て も ら う 。 噛む と 液体 が 飛 
び 出 し 、 触 感 の 意外 性 で も お 客 を 
引き 込む 。 以 前 は 「 黒 い 真珠 ] と 名 
づけ た 黒い 球体 な ども 提供 


サ セ 席 け 立 客 と ペ 
込 ツ 料 が ら つ 席 バ パイ 
み ト 理 並 れ 場 へ | ン 
| の: 2 が 所 “" ス 語 
の 2 ! ` そ に ほ べ で 
み 万 13 舞 れ 料 の | 一 
で 円 品 台 を 理 暗 ス 秘 
の と を 囲 の い が 密 
1 お ドド 眺 む 仕 店 現 ご 
日 ま リ り め よ 上 内 れ 
1 が 必 あ る あう げに * 同 
回 な ク よ に を は 細 厚 
コ ペ ラ う カ 行 ` い な 
ー 」 ア な ウ な ひ 通 万 
斉 ス リ 構 シン うと 路 を 
スス ペン 造 タ 台 き を 開 
タ 税 グ だ | が わ 通 け 
1 ・ が “12 設 目 り る 


o 放 本 天 と の 州 自 人 寺 信 放 


避 量 羽 園 器 計 圧 交 叶い r き 一 申 


呈 机 本 
NN 


セテ は 


Wet 層 弧 区 ok 喉 t 計 人 


HI 「。 の ひさ 書 候 .NQ み atSC 壁 染 」 
。「 テ で さき 」 は て 一 党 古 所 さ ーON 


避 字 意 孝 旦 杏 ささ 司 一 パト ロー テハ 直 
SW ま Crnso も hNINI 


kr シェ フ 自 ら が 演者 と な り 、 店 の 世界 観 へ 引き 込む 


コー ス が は じ ま る 前 に 、 バ パッ ク ヤ ー ド か ら 幼 静 と 著 中 氏 が 登場 。「 よ うこ そ ! | と 大 き 
な 声 で 元気 に 挨拶 を し 、 お 客 の 緊張 感 を ほぐし つつ 注目 を 引き 寄せ る 。 そ の 後 も 、 客 
席 へ の 声 が け な ど フレ ンド リー な サー ビス を 心がけ 、 シ ェ フ 自ら お 客 の 懐 に グッ と 入 
っ て いく 。 ま た 、 料 理 提供 の 際 は すべ て 著 中 氏 が 料理 の 説明 を 行ない 、 説 明 後 に 一 
斉 に 食べ て も ら う こと で 場 の 一 体感 を 高め て いる , 


化学 実験 の よう な 
調理 工程 を 披露 し 、 
視覚 や 喫 覚 に 訴え る 


1 食後 の 飲み も の は 、 石 川 県 
能登 の 「NOTO 高 農園 ] の ハ 
ー ブ を 使っ た お 茶 。 数 中 氏 が 
寄 前 で 湾 れ て 、 さ わ や か な 香 
り で 寄席 を 包む 。2・3 アル 
ギン 酸 ナ トリ ウム を 加え た エ 
ル ダ ー フ ラ ワ ー ウ ォ ー タ ー を 
注射 器 で スプ ー ン に 採り 、 別 
容器 に 入れ た 塩化 カル シウム 
水溶 液 に 落と す 。 す る と 表面 
が 固まり 、 中 に 液体 を 閉じ 込 
め た カプ セル 状 の ゼリー が 完 
成 。 化学 実験 の よう な 演出 で 
お 客 の 好奇 心 を 刺激 する 


を 場 の 一 体感 を 盛り 上 げ る 
“シェ イカ ー" タ イム 


パー テン ダー の 安 司 敬 紀 氏 に よる シェ イカ 
ー の 演出 も 、 場 を 盛り 上 げ る 要素 の 一 つ 。 
た と えば 今夏 、 前 葉 の 最後 に 供する トウ モ 
ロコ シ の スー プ は 、 盛 りつ け 台 に て 安 司 氏 
が シェ イカ ー を ふっ て 仕上 げ る 。 口 直 
し 用 の カク テル を お 客 自身 に 作っ て も ら う 
こと も 。 シ ェ イ カー を ふる 座 を 際 の 寄 同士 
で 撮影 し 、 親 し く な る ケー ス も ある と いう 。 


挨拶 も 閑 ね て 、 フ ォ ワ グラ を 目 の 前 で 削る 


コー ス に 必ず 組み 込む 同店 名 物 の 「 フ ォ ア グラ フレ ンチ トー 
スト 」 は 、「 世 界 一 軽い 航 感 の フォ ワ グ ラ 」 が コン セプト 。 1 
棒状 に 凍ら せ た フ ォ ワ グラ の テリ ー ヌ を 、 著 中 氏 が 一 人 ずつ 
お 客 の 前 で 削る 。 お 客 と の 会 話 を 図る の も この 皿 の 狙い だ 。 
2・3 削っ た 後 、 お 客 に 皿 を 持ち 上 げ て も ら う と 下 か ら ド リ 
ンク 入り の カッ プ が 現れ 、 さ ら に ビ ピンセット を 使っ て 食べ て 
も ら う な ど 、 和 驚き を た た みか ける 。 


な じみ の ある 料理 を 、 意 表 を 突く 仕立 て に 


名 は 「OSHIBORI。 湯気 の 立つ お し ぼり が 置か れ 、 
着色 し た 色 鮮 や か な 肉まん が 現れ る 。 お し ぼり に 
され て いる 驚き と 同時 に 、 肉 まん を 熱々 の 状態 で 供し 

お 客 に 手 で 触れ て 温度 を 感じ て も ら う と いう 狙い も 。3 すし 飯 を 
米 の チッ プ に 換え 、 素 アナ ゴ と 木 ノ 芽 、 サ ン シ ョ ウ の 泡 を の せ た 「 未 
来 寿司 ]。 仕 立て は 斬新 だ が 、 味 は 本 来 の 鮨 か ら か け 離 れ な いよ うに 。 


ミル で ソー ス を 作る と いう 
体験 と で きた て の 香り を 


日 本 茶 用 の ミル の 中 に オオ バ 、 白 ゴマ 、 
オリ ー ブ オ イル な ど を 入れ て 客席 に 運 
び 、 笠 理 を 待つ 間 、 お 客 に オオ バ の ジェ 
イノ ベー ゼ ソ ー ス を 作っ て も ら う 。 体験 す 
る 楽し は と 、 す り た て の 香り の 鮮やか さ 
を 感じ て も ら う 趣向 だ 。 ミ ル は 、 攻 中 氏 
の 郷 里 で ある 石川 県 ・ 加 賀 の 山中 族 器 
の 和 浅 田 漆器 工芸 製 


撮影 / 天 方 晴子 取材 ・ 文 笹木 理恵 


に し 
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NN 
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に @ 流体 計 素 を 多彩 に 活用 し 、 刻 き の あ る 形 や 名 感 を 生み 出す 


1 一 4 空気 を 入れ た 水 風 毅 に 注射 器 で ガス パチ ョ を 注入 し 、 口 を 縛っ て 液体 窒素 の 中 で 
転がし な が ら 急 冷 す る 。 風 船 を は が す と 赤い 球 が 現れ 、 後 は 冷凍 庫 で 完全 に 冷や し 固め 
れ ば 、 中 が 空洞 の 球体 が 完成 。「 秘 密 の トマ ト ] と いう 料理 名 で 、 割 る と 中 か ら モッ ツァ 
レッ ラ が 出 て くる 形 で 提供 し た 。5・6 サイ フォ ン に 詰め た マッ シュ ルー ム の ムー ス を レ 
ー ド ル に 絞り 、 液 体 窒素 に 洲 け て 表面 を 冷や し 固め 、 土 に 見 立て た 黒い パン 粉 と グル トン 
の 輪 に の せ て キノ コ 形 に 。 ミ ニハ ンマ ー で 崩し て 食す と いう 演出 も 特徴 の 品 だ 。 


最後 は 体験 & オ チ で 
楽し さ を 最大 限 に アッ プ 


コー ス の 最後 、「 吐 息 ] と 名 づけ ら 
れ た 小 菓子 。 液体 窒素 で 凍ら せ た 


人 食後 の パー で も 心 を 掴む メレ ン ゲ を 、 大 きく 息 を 吸っ て か ら 
演出 で 、 さ ら な る 楽し み を 口 に 入れ 、 舌 に くっ つか な いよ う 炭 
み 続け る と 鼻 か ら 白 煙 が 出る と いう 

2019 年 に 店 内 の 一 郎 を 改装 し 、 ウ ェ イ ティ ング 一 品 で 、 お 客 の 笑い を 誘う 。 数 中 
スペ ー ス を バー に 。 食後 は この バー で 、 攻 中 氏 も 氏 や マダ ム の 富美 枝 さ ん ( 下 写真 中 
お 客 と 一 緒 に 酒 を 飲む こと も ある が 、 こ こ で も 楽 央 ) が 手 本 を 見 せ 、 お 客 全員 が 鼻 か 


し い 演出 を 用 意 す る 。 写真 は 「 ブ ルー・ ブ プレ イザー] ら 自 煙 を 出す (以前 は 盛り つけ 台 の 
と いう カク テル の 手法 を 活用 し 、 火 を つけ 周囲 に 集 っ て 行なっ た が 、 現 在 は 各 
スキ ー を 記 い と ころ か ら コ ー ヒ ー に 注い で 席 で 実施 )。 混 才 で 言う 「 オ チ 」 で 約 
が 美しく 、 お 客 か ら 数 声 が 上 が る , 2 時 間 半 の コー ス が 大 団 円 を 迎え る 


9 BGM で コー ス に 
緩急 を つけ る 


コー ス の 最初 か ら 終盤 まで アッ プ ダ 
ウン を つけ て 音楽 を 選曲 。 そ の 日 の 
料理 や 客層 に 合わ せ て リス ト か ら 刀 
定 し 、 乾 杯 に 合わ せ て 音量 を 上 げ 
る な ど 客 席 の 様子 を 見 な が ら パ ッ ク 
ヤー ド で 調整 する 。 液体 窒 を 合 
っ た デザ ー ト 時 に は ポッ プ な 曲 を 流 
す な ど 、 最 後 まで 盛り 上 が る よう な 
演出 を 意識 。 な お 音楽 は 数 中 氏 自 
身 の テ ンション を 高め る 狙い も ある 


お 土産 で 定番 化し た 
著 を スプ ー ン に 変更 


デザ ー ト の アイ スク リー ム を 食べ 
る 時 に 合用 し た ロゴ 入り の スプ ー 
ン は 、 そ の まま お 土産 に 。Bo 
Project. 製 で 、 以 前 は 同社 の 箸 を お 
土産 に し て いた が 、 他 店 と の 差別 
化 を 図る 


グッ ズ で お 客 さ ま の 家 を いっ ぱい 
に し た い ( 笑 )] と 著 中 氏 


客席 の “圧倒 感 " と それ を 
強め る た め の バ ー と 細い 通路 


1 ダイ ニン グ に は 細い 通路 を 抜け て 行く 形 
で 、 店 名 で も ある 「 秘 密 ] の 空間 を 演出 。 ま 
た 広 さ の ギャ ッ プ で お 客 を 圧倒 する 。2 店 
内 入っ て すぐ の パー は 、 ク リー ム 色 が 基調 の 
温か い 雰 囲 気 。 ウ ェ イ ティ ング スペ ー ス で も 
あり 、 黒 で 続 一 た ダイ ニン グ の 圧倒 感 を 
印象 づけ る た め の 空間 と し て も 機能 する 。3 
食事 の 終了 と と も に 、 ハ ー フ ミラ ー の 壁面 に 
ハー ト 形 の オブ ジェ が 現れ る 。4 ダイ 
グ 全 景 。 カウ ンタ ー は 重厚 感 の ある モー ル テ 
ックス 仕上 げ 。 真っ黒 な 空間 に 、 盛 りつ け や 
パフ ォ ー マ ンス を 行なう 台 が 浮か び 上 が る 。 
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を シ 
すぐ ドラ イア イス の 白 理 と と も に 香り が 流れ 出す 非 ヨゴ 
1 熱 融 魚 が 涼 ぐ サン ゴ 礁 の 海 の CG 映 像 を 投影 し な が ら 、 ー 2 
小石 や 貝 迷 を 秀 き 詰め た 征 に の せ て 提供 する 前 茶 。 ガ ラス の 日 ジ 
小江 が 添え て あり 、 お 客 自 身 が 開け て 箱 の 隅 に 注ぐ 。 小手 の > 字 
中 身 は 温め た 洋 ナ シ の 落 留 水 で 、 箱 の 底 に は ドラ イア イス が 吊 マ 
し の ば せ て あり 、 注 ぐ と 甘い 洋 ナ シ の 香り と と も に 白 煙 が 湧 ツ 選 
き 出 て 、 幻 想 的 な 雰囲気 に 。2 [真珠 ] と 名 づけ られ た この の 深 
料理 は 、 中 央 の 球体 は 人 細 工 で で き て お り 、 カ トラ リー と し 世 ビ 
て テー ブル に セッ ト さ れ た 巻き 貝 の 殻 で お 客 が 叩い て 割る 仕 の 作 
組み 。 中 に は ムー ル の ソテー や ウニ が 旋 れ て いる 。 界 ベツ 衣 
ヘ ハク 堪 
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徹 も 案 を 掛 容 り は 界 に ス 理 お 演 テ こ マ な タ く > 
し うす 掲 け は ン お に 分 料 の オ 客 出 | と ツ 店 | に 2 
1 る げ ご 3 グ ま も 子 理 修 | | の や ブ “ ビ の ル 上 0 
1 人 " や 1$1 込 か 項 調 店 業 ナ 五 謎 ル 料 ン 最 で 1 
組 の ス そつ 4 みせ か 理 の 後 | 感 め に 理 グ 大 a し 6 
し る る あ 間 六 寺井 導 引 委 癌 家 届 紹 お る の の 仙 前 
と で ッ に さき 月 1 」 / 異 エ 外 エ 会 た 影 と レ 特 1 2 に 
の いい フ も 太 で 万 ス そ 味 フ 食 フ 人 し に ス 役 ブラ 明 
世 営 は と 物 変 6 1 れ を を 企 の か . 自 下 ト は ルン 治 
界 業 氏 づ 語 わ 0 本 そ 抱 ま 業 深 ち らち け 科 作 ラ ` い e 々 ス 神 
を 中 と き 二 り 0 で れ く か に 作 東 を 学 の ンプ 凛 料 宮 
は 思料 な や 孝 8 弄 6 画 随 の C の 口 の 送 の 
切 と い 理 どの 円 ド 学 まれ 社 歳 す 所 実 G 演 ジ み 中 北 
に も を や 毎 ヨ 名 リ し た た し 氏 る に 駿 映 出 エ の 工 参 
す に 共演 回 ヨ 3 村 シ た 映 こ ご い は 散 の 像 に ク こ ラ 道 
る 黒 有 軸 テ ミク * 像 と フ 日 り よ を 用 シ の ン 入 
子 す を | 全 ? ペ 料 の を ラ 本 ぼう? 思い ョ 沙 ウ 日 
に る 考 マ 仕 内 アア 理世 機 ン 料 め な や る ン ィ 近 
は か な く 消え る 
"シャ ボン 玉 " の 中 に 
香り を 閉じ 込め る 


「 一 明 に し て 消え る シャ ポン 玉 
に 上 興味 が あり 、 食 用 で 作れ な い 


か 4 一 5 年 前 か ら あ れこ れ 研 究 
し て いた ]」 と 語る 深作 氏 。 海 外 
の ウェ プ ブサ イ ト で 器具 を 見 つけ 
て 実現 可能 と な っ た 。 ピ スト ル 
型 を し た 器具 に 香り の 液体 を 入 
れ 、 口 に 専用 の バブ ル 液 を つけ 
て ボタ ン を 押す と 、 中 に 香り を 
閉じ 込め た シャ ボン 玉 の よう な 
球体 が で きる 。 こ れ ま で は 、 グ 
ラス に この 球体 を の せ た ド リン 
ク を 供し て いた が 、 今 は 料理 に 
も 挑戦 。 ト マト の ファ ル シ の 上 
に オレ ンジ の 香り の "シャ ボン 
玉 " を の せ た 品 を 試作 中 だ 。 


金 ヒノ キ の 香り を 手 に ま と わ せ 、 
その 手 で 直 に 料理 を 食す 形 に 


フォ ワ グ ラ と 小豆 飽 な ど を 挟ん だ 、 同 店 
の スペ シャ リ テ で ある 「 最 中 ]。 1 三味 招 
の 音色 と と も に テー ブル に 置か れ た 桐 釘 
に 、 錦 鯉 、 続 いて 江戸 の 街 並 を 描い た よ 
うな 浮世 絵 の CG 映 像 が 投影 され る 。 よ 
く 見 る と 暖 衣 に 「 え らん ヲ ぃ た 一 る ] と 店 
名 が 入る 遊び 心 も 。2・3 桐 和 を 開け る 
と 中 に は 袋 入り の 最 中 が 。 食 べ る 前 に 、 
井 に 入っ た 圧縮 お し ぼり に 温か い ヒ ノ キ 
の 蒸留 水 が 注 が れ 、 手 を ふく よう 促さ れ 
る 。 ふく こと で ヒノ キ の 香り が 手 に 移り 、 
その 手 で 最 中 を 持っ て 口 に 運び 、 視 覚 、 
味覚 に 加え 、 嘆 覚 で も 和 の 世界 を 楽し ん 
で も ら う 狙い 。 


人 真空 凍結 乾燥 機 で 作っ た 
7 入 「 食 べら れる コル ク ]」 を 本 物 に 混ぜ て 提供 


ーー 器 に 本 物 の コル ク 栓 を 何 個 か 入れ 、 中 に 店 名 の 焼き 印 を 押し た 
コル ク 形 の 料理 を 1 個 忍 ば せる 。 こ れ は トリ ュ フ の リゾ ッ ト を 4 
ー5 日 間 か け て 真空 凍結 乾燥 機 で 宇宙 食 の よう に フリ ー ズ ドラ 
イレ た も の 。 リ ゾ ッ ト を 凍結 させ て か ら 滅 圧し て 沸点 を 下げ 、 低 
い 温度 で 水分 を 昇華 させ て 乾燥 させ る が 、 目 が 詰まっ て いな が 
ら も サク ッ と し た 歯 ざわ り 。 見 た 目 だ け で な く 削 感 も コル ク の 軽 
さ に 近づけ 、 探す 楽し さ に 加え 、 触 感 も 楽し ん で も ら う 趣向 だ 。 


され て 


金 お 客 自 身 が 盛り つけ て 仕上 ける 
参加 型 の 料理 も 用 意 


立体 的 な クマ の 形 ( た ホタテ の テリ ー ヌ と 下 に ス 
クラ ン ブ ル エ ッ グ の ソー ス を 敷い た 料理 「 意 斉 ]。 横 に 
は ゆで た エダ マメ や マイ クロ リー フ 、 ク ルト ン な ど を の 
せ た キ ャ ン パ ス を 置き 、 ビ ピン セッ ト を 使っ て お 客 自身 が 
自由 に 盛り つけ る よう すす め 、 料 理 を 完成 し て も ら う 。 
意 調 [ 森 の くま さん の 歌詞 に 出 て くる 「 花 咲く 森 の 道 ] か 
ら 連 想 し 、 ガ ラス 皿 に 色 鮮 や か な 花 の CG 映 像 を 重ね 
て ファ ンタ ジッ ク な 世界 を 創造 する 。 


全 テー ブル を 彩る 花 。 
| その 土 が 実は 
主 葉 の 調味 料 に 
着席 し た 時 か ら テ ー ブ ル に 
っ て ある 赤い パラ の 鉢 。 そ の 
土 は 実は 主 共 の 肉 料理 に 使 


! 
| ンコ っ 
さ 
。 う 調 味 料 だ - と いう ユ 
ー プ を 乾 地 させ て 作っ た フェ 
イク で 、 肉 料理 を 供する 際 に 
引き 出し に 入っ て いる ミニ ス 


コッ プ を 使い 、 土 を 掘る よう 
に し て 肉 に 浅 え る こと を すす 
め る 。 同 店 で は 、 こ の よう に 
ミス テリ ー 小 説 を と ど で お な じ 
み の " 伏 線 "的 な 要素 を コー ス 
の 随所 に 人 散り ば め 、 楽 し い 区 
き に つなげ て いる 。 


撮影 / 宮 本 信義 取材 ・ 文 沖 村 か な み 


人 " 過 冷 却 "の 現象 を 利用 し て 、 目 の 前 で 液体 を 凝固 させ る 


1 [黒い ダイ ヤ 」 と 呼ば れる トリ ュ フ を 使っ た グラ タン を 宝石 に 見 立て 、 緑 色 の 液体 入り の フラ スコ と 紫 
の 石 と と も に 供する 。2・3 液体 を 皿 に 注ぎ 、 続い て 石 を 入れ る と 、 石 の 周囲 か ら 徐 々 に 液体 が 固まり 、 
し か も 皿 が 温か い 状 態 に 。 こ の 液体 は * 過 冷却 状態 に し た 水溶 液 で 、 過 冷却 と は 


KR を すぎ て 冷却 


化 せ ず に 液体 の まま で ある こと 。 過 冷却 状態 の 液体 に 何ら か の 刺激 (衝撃 ) を 加え る と 結 
する が 、 こ の 水溶 液 は 結晶 化 の 際 に 凝固 熱発 する こと か ら 、 深 作 氏 は 料理 の 保温 効果 も 狙っ て 
こう し た 仕掛 け を 考え た 。 な お 、 こ の 化学 反応 は エコ カイ ロ に 利用 され て いる 。 


照明 を あて た テー ブル だ けが 
浮き 上 が る 真っ 暗 な 空間 


扉 を 開け る と 店 内 は 真っ 暗 で 、 シ ョ ー の 次 台 と も 
言え る テー ブル だ け に 照明 が あたる と いう 、 劇 場 
の よう な 空間 。 入 店 時 に は すぐ 席 に 案内 せ ず 、 あ 
えて 入り 口 近く の 椅子 で 一 度 待っ て も らい 、 食 事 
へ の 期待 感 を より 高め る 。 ま た テー ブル に は 赤い 
封筒 が 置い て あり 中 に メニ ュー 家 が 入っ て いる が 、 
「 真 珠 ]、「 宝 石 ] な ど 、 料 理名 と は 思え め ぬ 単語 が ラ 
ンダ ム に 書か れ 、 お 客 の 想像 力 を か き 立て る 。 


介 鍵 の か か っ た 
引き 出し に 、 
用 途 不 明 な 
アイ テム を 陳列 


コー ス の 合間 に 、 ス タッ フ が 
下げ た 皿 や は ず し た クロ ス の 
下 か ら 鍵 が 出現 。 店 内 が 暗 
いた め 最 初 お 客 は 気づか な い 
が 実は テー ブル に は 3 つ 引 き 
田 し が あり 、2 つ は この 鍵 を 
使っ て 開け て 、 中 の も の を 取 
り 出 し て 料理 に 用 いる 。「 最 
中 ] で 使う お し ぼり と 尋 や [ 章 
語 ] で 使う ビン セッ ト の 他 、 
「 奇 跡 の 実 ]、「 溶 岩石] と 書か 
れ た ガラ ス の 小瓶 な ど 、 不 思 
議 な アイ テム が 10 個 近く 並 
び 、 好奇 心 を 呼び 起こ す 。 
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$ 声 が 低音 に 変わ る ガス を 
“ウェ ルカ ム エ ア ー" と し 、 
お 客 の 緊張 を と き ほ ぐす 


レス トラ ン に 不慣れ な 若い 世代 の お 客 
も 多く 、 食 事前 に 緊張 を ほぐす た め に 
ウェ ルカ ム ド リ ンク な ら ぬ ウェ ルカ ム 
エア ー を すす め る こと も 。 ダ チョ ウ の 
卵 に ペイ ント し た 自作 の 器 に クリ プ ト 
ン の よう な 空気 より 重い ガス を 充填 。 
お 客 が スト ロー で ガス を 吸っ て 話す 
と 、 低 音 ボ イス と な り 、 笑 い が 生 まれ る 。 


専門 料理 


人 店 内 に 映像 部 屋 を 設け 、 
自作 の CG 映 像 で 
独自 の 世界 観 を 
ー か ら 表 現す る 

個室 を 映像 製作 部 屋 に 変え 、 深 

作 氏 と シェ フ の 藤原 俊 城 氏 の 2 人 

で 、 そ れ ぞ れ 3 台 の パソ コン を 使 

っ て 映像 や 音響 を 製作 。 「[ 編 集 |、 

「 切 り 抜き ]、「3DCGI」、「 モ デリ 

ング 」、「 ス カル プ ト 』、「 レ ンダ リ 

ング 」 な ど 、 す べ て ソフ ト が 異な 

る た め 結 構 高額 な 投資 で す ( 笑 ) 」 

と 深作 氏 。Adobe llustrator な ど 

の 基本 ソフ ト 以 外 に CorelDRAW 

や VideoStudlo な ど さ ま ざま な ソ 

フト の 使い 方 も 独学 し 、 プ ロジ ェ 

クシ ョ ンマ ッ ピ ング を 創造 する 。 


$ AR マー カー を 採用 し 
“拡張 現実 "の 世界 を 


AR(Augmented Healtty) と は 、 
実在 風早 に バー チャ ル の 視覚 
情報 を 重ね て 表示 する こと で 、 
目 の 前 の 世界 を "仮想 的 に 拡張 
する " 技術 。 同店 で は 本 形 の 箱 
の 蓋 の 内 側 に イラ スト を 貼り 、 
これ を AR マー カー に 登録 。 お 
客 が スマ ー ト フォ ン で AR アプ 
リ を ダウ ン ロ ー ド し て 読み 取る 
と 、 自 作 の 動画 が 画面 に 再生 
され 、 料 理 の 説明 が 流れ る と 
いう 仕掛 け を 作っ た 。 


人 注射 器 を 使っ た 
製菓 用 器具 で 花びら 型 の 
ゼリー を 作る 


「 フ ラ ワ ー ゼ リー」 を 作る た め の 注射 問 
と 専用 の へ ラ 付 き 針 。 注射 器 の 先 に へ 
ラ 付 き 針 を 取り 付け 、 透 明 な ゼリー に 
差し 込ん で 色づけ し た ゼリー を 注入 し 
な が ら 花 や 葉 を 形作る 。 花 びら の 組合 
せ や 色 使い に よっ て 、 オ リ ジ ナ ル の 花 
を 創造 する こと が 可能 。 


人 超 音 波 で 音 を 飛ば す 
スピ ー カ ー で 不思議 な 
音 の 世界 を 創出 


超 音 流 で 音 を 飛ば す パ ラメ トリ ッ ク ・ 
スピ ー カ ー を ポケ ッ ト に 入れ 、 た と え 
ば 鳥 の さえ ずり を 流し な が ちら 寄席 間 を 
歩き 、 壁 に 音 を 反射 させ 、 立 体 的 か つ 
臨場 感 の ある 音 を 暫 か せる こと も 。 な 
お 料理 や 映像 に 合わ せ て 流す 音楽 も 、 
著作 権 フ リー の 楽 申 を ベー ス に 編集 ソ 
フト を 合っ て 自作 する こと が 多い 。 


務 留 器 で 果物 や ワイ ン の 香り を 
抽出 し 、 演 出 の アク セン ト に 


香り が 溶け 込ん だ 液体 を 得 ら れる 単式 落 留 器 。 写 
真 は 、 素 材 と 水 な どの 液体 を 中 に 入れ 、 火 に か け 
て 使う タイ プ 。「 真 珠 ] で 使う 洋 ナ シ の 香り の 落 留 
水 は こ れ で 作っ て いる 。 他 に も 、 白 ワイ ン を 藻 久 
させ て スプ レー タイ プ の 香水 手 に 入れ た も の を 引 
き 出 し に 入れ 、 帰 り 際 に 手 な ど 好き な と ころ に つ 
け て も ら っ て 香り の 「 お 土産 ] と し て いる 。 


発 テー ブル に ソー ス を 描き 、 参 加 型 の デザ ー ト で 食後 を 盛り 上 げ る 


1 デザ ー ト の 際 は スタ ッ フ が クロ ス を は ず し 、 真 っ 白 な テー ブル に 直接 ソー ス を ぬり 、 時 に 
は お 客 の 名 前 や お 祝い の メッ セー ジ も 書く 。2・3 そこ に 宇宙 が テー マ の CG 映 像 を 投影 し 、 
茶色 い 球体 を 置く 。 チ ョ コレ ー ト で で き て お り 、 お 客 自身 に テー ブル に 打ち つけ て 割っ て も 
ら う が 、「 限 石 の 衝突 と 恐 意 の 絶滅 を 思い 浮か べ ] (深作 氏 ) 、 中 か ら 麗 意 の 骨 形 ケッ キー や 果 
物 を な ど が 転がり 出る 形 に 。 テ ー ブ ル 上 で 楽し さ を 共有 し 、 フ ィ ナ ー レ を 強く 印象 づけ る 狙い だ 。 


人 食品 用 シリ コン を 用 い 、 
オリ ジ ナ ル の 型 を 
自在 に 作り 出す 


独自 の 世界 感 を 玉造 する た め 、 作 り 
た い 形 に 合わ せ て 食品 用 シリ コン を 使 
っ て オリ ジ ナ ル の 型 を あれ これ 製作 す 
る 。 写 真 の レゴ ブロ ッ ク を か た どっ た 
型 は ゼリー に 用 い 、 デ ザー ト の パー ツ 
と し て 使っ て 遊び 心 を 表現 。 写 真 奥 は 、 
卵 形 の 型 。 


人 ステ ー シ ョ ナ リー グッ ズ で 
料理 を ポッ プ に 彩る 


グッ ズ マ ニア で も ある 深作 氏 は 、 調 理 
用 以外 の 道具 で も お も し ろ い も の を 見 
つけ て は 料理 や 皿 の 演出 に 取り 入れ 
る 。 紙 専用 の 型 抜 き パ ンチ を 使っ て 野 
葉 の スラ イス を いろ いろ な 形 に 抜い た 
リ (加熱 詩 理 を 前 提 に 使 有 )、 ス タン プ 
に 少し 粘度 の ある ソー ス を イン ク 代わ 
り に つけ て 皿 に 押し て 装飾 する な ど 、 
文房具 も 多彩 に 活用 する 。 
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な ど で 働く 。 帰国 後 、 マ ンダ リ 
モラ キュ ラー バー] (東京 
前 ) を 経て 2017 年 に 多 立 。 


1975 年 石川 県 生ま れ 。 ホ テル 
や レス トラ ン を 経て フラ ンス 
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シェ フ を 務め る 。 店 名 を 譲り 受 
け 、2016 年 に 独立 開業 。 


http://wwwr-elanvitalco.jp 
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《 フ ラン ス 料 理 》 


王道 探求 MA CUISINE FRANCAISE CLASSIQUE 


鳥 純 Gzー ド ョ ン / 著 
BS 変型 判 オー ルカ ラー204 頁 定価 : 本 体 3.800 円 十 税 


フラ ンス 料理 の クラ シッ ク = 王 道 を 知る た め に 


時 代 を 超え た スタ ンダ ー ド と も いえ る 「 王 道 フ ラン ス 料 理 」 の 神髄 、 技 術 、 未 来 を 探 完 
する 一 冊 。 パ テ ・ ア ンク ルー ト や ヤジ ビエ の トゥ ルト な ど 、 ザ ・ フ ラン ス 料 理 な 45 品 を 紹介 し 、 
「 味 と 味 を 複 層 的 に か ら ま せ て いく 」 独特 の 構造 を チェ ッ ク し な が ら 、 詳 細 な プロ セス と 
個々 の テク ニッ クボ ポイ ント を 解説 する 。 

何 世代 IC も わた っ て フラ ンス 料理 が 目指 し て きた 「 美 味 」 と は 何 か 。 そ れ を 現代 合わ 
せ て 輝 か せ る た め K 必 要 な と と と は ?ーー「 攻 め る 古典 料理 人 」 と し て 知ら れる 著者 が 、 
フラ ンス 料理 の 温故知新 に 真っ 向 か ら 取 り 組 ん だ 初 の 料理 書 。 昨 今 の “個人 の 独創 性 " 
を テー マ と し た 料理 と は 異な る 視座 で 、 フ ラン ス 料 理 の 未来 に 迫る 。 


【 フ ラン ス 料 理 の 構造 を 知る た め の レ シ ピ 】 

宮下 料 理 の 流れ を 波 む 古典 料理 は 、「 秦 材 と 素材 、 技 術 と 技術 を 掛け 合わ せ 、 そ の 融合 か 
ら 美 味 を 生み 出す ] こと が 特徴 で 、 と き に 複雑 な 多重 構造 に 大 き な 意味 が ある 。 ま ず は 視 
覚 的 に 把握 で きる よう 、 一 部 レシ ピ の 冒頭 に 「 コ ン ポ ジ シ ョ ン | の チャ ー ト を 提示 。 料理 の 
全体 像 と 各 作 業 パ ー ト の 位置 づけ を 明確 に し て 、 ル セッ ト が 展開 する 。 

【 見 た いと ころ を 詳し く 一 一 臨場 号 の ある プロ セス 写真 】 


すべ て の レシ ピ で プロ セス 写真 付き 。 と くに 細か い 手 技 が 必要 な 料理 に つい て は 詳し く 写 真 
で 追い か け 、 重 要 ポ イン ト を クロ ー ズ アッ プ し な が ら 、 調 理 の 流れ を わか りや すく 紹介 する 。 


本 書 の 構成 

【 コ ラム 】 

フラ ンス 料理 の 遺産 を 継承 する ご ソー ス の こと コンソメ の こと 季節 
感 の こと プ キ ュ イ ッ ソ ン の こと これ か ら の 料理 の こと 

【 料 理 例 】 

パテ ・ ア ンク ルー トン ジビエ の トゥ ルト キジ の ス ヴ ァ ロフ 風 / 仔 イノ 
シシ の ブラ ン ケ ッ ト プ マハ タ の シャ ン パ ー ニ ュ 風 味 / ブ レス 鶏 の ガラ ン 
ティ ー ヌ 仕立 て 、 ソ ー ス ・ ア ルプ フェ ラン ヒラ スズ キ の ポワレ 、 デ ュ グ レレ 
風 プ オコゼ の ファ ル シ の ロティ 、 スー プ ・ ド ・ ポ ワ ソ ン の ソー スジ ビエ 
の コン ソ メ ン クエ の フロ マー ジュ ・ ド - テ ッ ト ン アワ ビ の ショ ン ソン 和栗 の スー 
ズ 、 カプ チー ノ 仕 立て // 仔 鳩 の ブロ シェ ッ ト 風 グリ エ / 仔 和牛 の 骨 付き 育 
肉 の ロティ ン 仔 嶋 の ロティ 、 日 本 の 相 橘 風味 ほか 


〒113-8477 東京 者 文京 区 湯島 3-26-9 イヤ サカ ビル 議 と コ sa 世 当 P 
注文 夫 口 (柴田 書店 カス タマ ー セ ンタ ー) TEL 03-5817-8370 FAx 03-5816-8281 52 
お 求め は お 近く の 書店 へ また は 上 記 宮口 、 柴 R 午 店 WEB サ イト へ 今 http://Www.shibatashoten.co.jp 還 避 訪 奈 | 
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「 田 鶴 己 路上 全 到 Me 明 ] の つ 仙 トー ル 交 
補 S 公 お ” 窟 年 栖 剖 更 皿 田 は る いい お 球 謀 照 志 
nypQO 8* 

和合 束 し % さ さく 改選 因 @ 窒 疹 り 
EE よさ に よ 

装 ぐ し っ ぃ @1J) 祥 W じ 7 

値 舞 @ 持 や 民間 加 攻 名 Q 概 必 各 ロ 吉 @ 刺 表 " 
1JRQB460 じ 近田 出 王 「 目 G 坪 お レ 
斉昭 0WNIG 葉 せ 決 有志 国 WNe」 
Te ドド こ 

撰 つ D/ 宙 生 G「 田 令 」 己 路 mNtG 調 早 培 際 守 
悦 G 共 茎 ロ っ ソ 〇 令 味 信じ っ 尋 り っ 


程 は *、 し せ 侍 ソ ^ KSG 代 定 、 間 悦 尽 @ 地 田 中 * 
ぐだ 出 G 田 志 表 YW ト トロ ー 上 所 
1J で 公 QG さ く て 届 衝 幼 人 叶 コ に お じ 玖 6n* 
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wait 


な 圧迫 感 や 
を 我慢 し な が ら 、 料 理名 を 探さ な を く て は いけ な い 、 


文字 を 重ね て 印字 し た 紙 を 


ら 感 じ る 視覚 的 


日 く " 気 持ち 剖 さ " 


レ 
3 
に 
に 
や 
Yo 
セ 
半 
陽 
ロ 
表 
内 
る 
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読め な い ほ ど 大 量 


旬 の 食材 や その 時 季 ら し さ を 感 じ る 料理 の 名 を ラン ダム 
この 紙 か 


いと 


客 に 
客 だ けが その 品 を 食べ られ る (今回 は 左上 あ た 


に 3 


て 届 へ 御 閉 wp 世紀 つじ っ おり JS 察 
店 攻 且 くり 0 し の せっ WS 
MDO じ っ っ ン っ 葉 ロ 層 交 人 O NG 


心 症 如 二 
はお ド 2020GJWWX っ つっ 志 
昌 で 異 屋 や さ GU 著 本 GTJAY KNA 末 蜂 斉 
3 ミ e | 提 GiJ コ ーー で 代 革 ” 幼 ンマ 信 つら t い ロ 
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ち FE さ K テ AR 肖 HH よー へ mA 
ョ ぼう に 才 に や りり 入内 培 つ ら 昌 "役人 仁 く io 
6 昌和 き mn 加 」 JJ NrJ し 直 % で MO4 提 人 や トコ) 
に お CM KNAG 涼 つも 芝生 し っ 
まま つつ vp4 ト し ove 堅く NG 更 時 wp 
NN 無 Qt8 合 は AIN て APGTT よ 
ます ーATA 玉 科 SYOt い DSO っ we 
ー き 旗 つじ 索 り ズ My で 昭 ち モン 反 避 
また に し SH ホー 和 AA 栓 衝 さっ 
に 習い っ し つ で 6 継 和 y| 漆 りさ 


ベー て 届 へ り 村 や うつ し じゃ” 4 細 揚 や 寄り J 
3 時 環 因 つ 生 WW 代 っ りり 和室 家 人 Q で Me O 
必 ご 「 箇 長 枯 つ や JJ]@ 革 公 の 「Ty7 昌 

日 ホー ハル へ 間 若 つ ね] 公 尽 郊 や で 
じ 詞 昧 きこ” さく て NN ロ 介 の KO 人 
若 つき GS 10 禄 上 庄 つ ロン ン ひ 6 し? 


に に は SONEUIE 
さく て 心 へ @ 迫 つっ 睦 つ もせ 


WntSNeAJ ト J で し 牙 肢 くせ 「 っ 公 ロ 
香 っ つっ 諾 隔 旭 Me 公 ] MmD レ つれ 
目 G- ゴ SpWN じ っ で せき 1 公 O SG 
[っ 公介 生 も 8 難 つや Me 全う っ 心 


撮影 高見 尊 裕 
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| 議 3: 調 | abird cage | 


簡単 に は 開か な い 鳥 籠 の 中 に 料理 を 入れ て 提供 。 お 客 自 身 に 開け 方 を 試 
行 錯誤 し て も らい 、“ 苦 労 し て " 料理 を 取り 出し て も ら う 。 こ の 工程 を 経る こ 
と に よっ て 中 の 料理 へ の 集中 力 や 期待 感 を 高め 、 い ざ そ れ を 口 に し た 時 に 
風味 を より 強く 印象 づけ る 狙い だ 。 料 理 の 中 身 は 「 味 と 香り が は っ きり し て 
いて わか りや すく 、 お いし いも の な ら 何 で も いい 」。 今回 は 、 数 種 の 相 林 の 
果肉 の 上 に 、 新 ショ ウ ガ の エス プー マ を の せ た も の 。 
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咽 G 旭 っ つも 、 初 は つっ うう やう 
1 り せ 拘 人 っ G し ゃ 公 ” 守 NN じ 元夫 G 
表 GT み Hi ホー へ AADERue 百 つ っ 
涼 つ 丈 選 や に ゴン レ ゼ せっ な ン な 
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Black Box 


視覚 と 、 味 覚 ・ 触 


ゼリー を 上 の 穴 か ら 出 し て 手 掴み で 食べ て も 


ら う 。 目 で 見 て いる も の は 真っ 黒い 球 、 舌 で 感じ る の は モモ の 甘 さ 、 手 で 


感じ る の は ブル プル と し た 柔らか い 航 感 と いう 状況 で 、 
覚 の 情報 が 一 致し な いた め 、 お 客 に は 混乱 が 生じ る 。 


中 身 が 見 えな い ブ ラッ クボ ックス の 中 に 球形 の モモ の ゼリー を 入れ 、 お 
ス の 中 に 横 か ら 手 を 入れ て 、 


客 の 目 の 前 に 設置 。 そ の 奥 に 石 を 置き 、 ブ ー ダ ン ・ ノ ワー ル を 竹炭 入り 
の 黒い 生地 で 包ん で 揚げ た も の を の せる 。 それ を 見 な が ら ブ ラッ クボ ッ ク 


但 季 や NG 斑 い 要 家 咽 6” 画 選 ひで 用 本 
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生ま で も さ K 了 て NN 旧 表し っ 慌 ン 杜 崩せ る っ 
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MAKJNG NO7ES 


ー、 
に 


つい 


| 
」 


2 social distance 


『 食 べた いけ ど 届 か な い 、 届 か な いけ ど 食 べた い 』 っ て 
思っ て も ら う だ け の 料理 ( 笑 )。 ど ん な に お いし そう な 
見 た 目 で 、 ど ん な に いい に お い が し て も 、 あ た り ま え だ 
けど 距離 が 遠い と 食べ られ な いん で す よ ね 。 人 間 同 士 | 


の ソー シャ ル ・ デ ィ ス タン ス を 料理 で た と えて み ま し た 


4 Black Box 


目 で 見 て いる も の と 、 実 際 に 食べ て いる も の が 違う と 人 は 混乱 す 
る 。 つ まり 、 視 覚 の 情報 と 、 味 覚 ( 味 ) ・ 喚 覚 (香り ) ・ 触 覚 ( 手 ざ 
わり や 施 感 ) ・ 聴 覚 ( 歯 で 路 ん だ 時 の 音 な ど ) が 一 致し な いと 、 そ 
れ を すり 合わ せよ うと 必死 に な っ て 『 お いし さ 』 ど ころ じ ゃ な いと 
思う ん で す よ ね 。 そ れ を ちょ っ と 実験 的 に 体験 し て も ら う 一 品 で す 


6 tablet PC 


どん な 特徴 が あっ て …… っ て いう 情 
報 は 一 種 の 付加 価値 だ か ら 、 今 まで 
は それ を サー ビス が 長 々 と 説明 し て た 
じゃ な いで すか 。 で も コロ ナ 以 後 は 、 
サー ビス も 極力 会 話 を 減ら さ な い と 
いけ な い 。 そ れ な ら 、 も う タ ブレ ッ ト 
を 渡し て お 客 さま の 目 で 見 て 勉強 し て 
も ら っ た ほう が 早い ん じゃ な いか っ て 
いう 。 ま た 、 タ ブレ ッ ト は これ に 限ら 
ずい る いろ な 使い 方 が で きま す よね 。 
VR と か 活用 し た ら も っ と よく な る か 


も 。『 情 報 と 食事 を セッ ト に する 仕 
み 」 の 可能 性 は 無限 大 だ と 思い ます 


| 料理 に お いて 、 食 材 の 産地 が どこ で 
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3 abird cage 


人 間 っ て 何 か を 制限 され 
る と 、 そ の 奥 に ある も 
の へ の 湯 望 感 や 期待 感 
が 高まる で し ょ う ? そ 
れ を 利用 し て 、 な か な か 
開か な い 鳥 徳 に 科 理 を 
入れ た ら ど うな る ん だ る 
うっ て と ころ か ら 発 想 し 
まし た 。 よ う や く 鳥 籠 が 
開い て 、 料 理 へ の 集中 
カカ が すご い 高 まっ た 状 
態 で 食べ た ら 、 絶 対 い 
つも より 味 も 香り も 強く 
感じ られ る と 思う ん で す 


1 wait 


文字 で 埋め 尽く され た 紙 っ 
て 生理 的 に 気持 ち 悪 いと 思 


うん で すけ ど 、 こ れ を テー 
ブル に の せ ち ゃ っ て 、" 気 持 
ち 悪 さ を 感 じ さ せる 要素 は 
NG" と いう レス トラ ン の タ 
ブー を 打ち 破り た か っ た ん 
で す 。 レ スト ラン は どん な 
場所 か 、 こ こ で は 何 が 許さ 
れ て 何 が 許さ れ な い の か っ 
て いう 定 表 も 、 コ ロナ を 経 
て 変わ っ て いく は ず だ し 


5 CAPSULES 


コロ ナ を きっ か け に 自分 自身 、 健 康 へ の 意識 が 向 
いて サプリ メン ト を 飲み は じ め た ん で すけ ど 、 毎 日 


カプセル を 見 て る うち に 、 こ れ に 何 か の 味 が する 液 
体 を 詰め た ら お も し ろ い ん じゃ な いか と 思っ て 作り 
まし た 。『 料 理 の アイ デア は 、 毎 日 の 自分 の 生活 か 
らし か 生ま れ な い 』 っ て いう 意味 も 含ん で いる ( 笑 )。 


今回 は 牛 の 煮 込み 味 の 液体 を 入れ た の で 、 同 じ 和 牛 
肉 加工 呈 っ て こと で ビー フジ ャ ー キ ー も 添え て 
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Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfaction 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 
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= 州 三河 みり ん は 


ここ が 違い ます 


① 飲 み 比 べ て 下さ い 
500 年 る 前 に 甘い お 酒 と し て 醸造 され 、 飲 み 
親しま れ て きた みり ん 。 伝 統 的 な 醸造 法 を 受 
け 継 い だ 三河 本 場 の みり ん は 、 キ レ の よい 上 
品 な 甘 さと 渡 酔 な 味わい が あり ます 。 


② 純 も ち 米 仕込 み だ か ら 

「 米 1 井 、 み りん 1 井 」 の 本 格 み りん は 、 米 の 
旨み た っ ぷり 。 同 じ 米 か ら 、 醸 造 用 糖類 や 醸 
造 用 アル コー ル を 加え て 3 倍 4 倍 に 増量 され 
た も の に は な い 、 自 然 な な いし さ が あ り ま す 。 


③ 長 期 醸 造 束 成 だ か ら 

三河 の 風土 、1 年 を 越え る 季節 の 移り 変わ り の 
中 で 育ま れる 深い 味わい 。2・3 ヶ 月 で 造ら れる 
製品 や 、 海 外 の 安価 な 米 を 求め て 仕込 み 、 半 
製品 を 輸入 し て 、 さ ら に 2 次 加工 され る 一 般 的 
な 本 みり ん に は な い 、 味 の まとまり が あり ます 。 
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④ 焼 ちゅ う 仕込 み 、 自 家 精 米 
原料 の 米 を 厳選 し 、 自 社 精 米 工場 で 精米 し 
て 仕込 み ま す 。 も ち 米 と 共に 使う 焼酎 も 同じ 
く 、 自 社 蔵 で 仕込 み 、 蒸 留 し た も の を 使い ま 
す 。 無 味 無臭 の アル コー ル で は な く 、 み りん 
原料 に 適し た 香り 豊か な 本 格 焼 ちゅ め う や も ち 
米 を 吟味 し ます 。 


⑧ 生 詰め だ か ら 
も ち 米 の お いし さ を 引 き 出す 米 こ うじ は 、 び ん 


1.86 び ん 計 の 中 で る ゆっ くり 働い て いま す 。 加 熱 殺 菌 処 
理 さ れ た 製品 に は な い 、 味 の ふく ら み が あり 、 
コク が あり ます 。 

醸造 元 
( 草 ) 株 会 志 角谷 堪 治 亜 商 誠 
みり ん 一 筋 


http://www.mikawamirin.Com/ 


〒447-0843 愛知 県 碧南 市 西浜 町 6 丁目 3 番地 
TEL0566-41-0748( 代 表 ) FAX0566-42-3931 
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エビ の すり 身 と レン コン の すり お ろ し 、 
鷹 率 トウ ガラ シ の ペー スト で 、 フ ワッ と 


し た 触感 の 松風 を 作り まし た 。 見 た 目 の ア クセ ント 
に 、 ト ウ ガ ラ シ の 輪切り を 加え て いま す 。 


| paomu | 万 願 寺 トウ ガラ シ の 松風 で す 。 ベ ペー ス は 
当店 の 松風 の 生地 で 、 白 身 魚の すり 身 
に 全 卵 と 玉子 の 素 を 混ぜ た も の 。 そ こ に 2 種類 の 万 
願 寺 トウ ガラ シ を 加え 、 香 り よく 仕上 げ ま し た 。 


⑪ エ ビ の 般 を むき 、 少 量 の 塩 と と も に フー ド ・ プ ロ セ ッ サ ー に か け 、 裏 湾 し する 。 
⑫ 太 白 ゴ マ 油 と 卵黄 を 握 振 させ て 玉子 の 素 を 作る 。 

⑮ レ ンコ ン の 皮 を むき 、 す り 鉢 で する 。 

④ 護 導 ト ウ ガ ラ シ を 専用 の 容器 に 入れ て 冷凍 し 、 パ コジ ェ ッ ト に か ける 。 

⑮①、②④、③ を 混ぜ 合わ せ 、 自 味噌 と ミリ ン 、 淡 口 習 油 で 調味 し 、④ を 加え 混ぜ る 。 
⑮⑥ に 泡立て た 雅 白 を 加え 、 さ っ くり と 混ぜ る 。 

⑦ 流 し 缶 に 確 酸 紙 を 殻 いて を 流し 、 輪 切り に し た 雇 導 トウ ガラ シ を 並べ る 。110 で 
・ コ ン ビ モー ド に 設定 し た スチ コン で 約 15 分 間 加 触 する 。 

⑦ を 170 で の オー ブン で 7ー10 分 間 加 血 し て 焼き 色 を つけ る 。 

⑨⑧ を 切り 出し て 器 に 盛っ て ユズ の 度 を ふり 、 パ ブリ カ 、 グ リー ン ア スパ ラガ ス 、 カ 
ボ チ ャ の ピク ルス (すべ て 解説 省略 ) を 添え る 。 
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① 万 匠 寺 トウ ガラ シ を 半分 に 切っ て 種 を 取る 。140 で の サラ ダ 油 で さっ と 油 通し し 、 
すぐ に 氷水 に 浸け 粗 申 を と る 。 

⑧① を 氷水 か ら 引 き 上 げ て 水気 を 取り 、 フ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ ー に か ける 。 

③ 万 原 寺 トウ ガラ シ を 半分 に 切っ て 種 を 取る 。 粗 くき ざ み 、 水 で 洗っ て 水気 を 取る 。 
⑬ 卵 黄 1 個 分 を ボウ ル に 入れ 、 サ ラダ 油 100cc を 少量 ずつ 加え な が ら 混ぜ 合わ せる 。 
⑮②⑨200g に 白身 魚の すり 身 (解説 省略 ) 400g、 全 卵 10 個 、④ を 加え 混ぜ る 。 
⑮⑤ に 淡口 青 油 60cc、 砂 類 35g を 加え 混ぜ る 。 

⑦⑯ に ③200g を 混ぜ 、 流 し 缶 に 流し て 90 で ・ 湿 度 100% の スチ ー ム コン ペク ショ 
ン オ ー ブ ン (以下 スチ コン ) で 蒸す 。 冷 ます 。 

⑮⑦ を 湾 し 缶 か ら は ず す 。 表面 に 溶い た 卵白 を ね っ て ケシ の 実 を の せ 、 天 火 で 焼く 。 
⑱⑨ を 切り 出し て 器 に 盛り 、 キ ャ ヴィ ア を 盛っ て 全 穫 を 侯 る 。 


革 加 」 の 叶 喜 師 コ ら ー の 再 宮 契 薄 和 民 腔 基 


akRNON 寺 宰 計 ご 司 革 較 計 杯 宮寺 洲 。 議 さ 記 m 
re 隊 男 選 寺 油 時 拓 「 に ツー きい 歯 花 
料 媒 周 憶 問 沿 , き 党 記 圭 妥 メー シマ メッ が 時 


精進 松風 
調理 高橋 拓 児 CM 


。 計 計 き 議 CO 喉 次 は 計 さ ご 圧 GOK9 受 


を ん 技 中 の と の 今 て 松風 を 表 換 挟 
人生 導 す 委 語 突 沙 ら 軸 に 京 軸 きん コ 
っ つ “を 氏 方 うと つが 氏 て が 仕 都 | に 爾 だ ロ 
た 商 強 "合え 、 て な の っ 立 名 マ ケ や た ナ 
共 く ハ の で や いく 〈 仕 誰 万 て 産 に シ 魚 め 宰 
進 拓 打 モ その は や いい 立 た の ` の の ` に 
企 錠 の モ 〒 重 硬 も 触 て の トメ 実 す 4 あ 
立 子 ※* 要 く の 感 に い ト は ウン や り ヵ つっ 
て が す を 人 向 と 締 か も 対 い ウ ガバ ゴ 上 身 月 て 
の 紹 と 表 ら いま 和夫 し と 必 ラフ 1 マ さい 
松 介 と 面 た うつ と ら て 全う ラ 木 シ 9 を 訴 り ぅ 
風 し も ゃ に 人 計 こ た の か は 張 シ 氏 を 人 人 ふ を と 
(た に よ 量 と 第 音 す っ 評 の と 俊 が つう 後 な 
然 の る を だ 司 見 ぎ 中 だ た 概 果 つ 計 て っ つ 
粉 は 松 こ 基 ろ が も る は うら て 葵 焼 て た や 
を と 番 う い よ た が 氏 風 を 〈 生 本 特 
使 大 に で て 半 き だ きのこ 重松 地 暫 別 
う 豆 落 いた れ が の れ 生 ね 販 を 設 護 
こ ミ と ハ の の を 語ら 栖 か た 作 

と 1 し ゃ せき ヶ 人 夫々 て 丘 衣 作 きり 交 
で ト 込 の は を シ 風 シト 出 の 松 ざ 人 の を 


時 い 松 風 
調理 ノ 石 川 克 宗 


大 豆 ミー ト を 使っ た 、 精 進 の 松風 で す 。 
大 豆 ミー ト を 油 で 炒め て 精進 だ し で 炊 
き 、 ツ ク ネ イ モ の すり お ろ し 、 小 麦 粉 、 昆 布 の 粉末 
を 加え て 生地 に し 、 オ ー プ ブン で 焼き まし た 。 


作者 の 名 い 


| pmomo | ケシ の 実 か ら の 発想 で 、 あ ん ぱん を ヒ 
ント に し た デザ ー ト を 作り まし た 。 プ リ 
ン の よう な 生地 、 薄 切り の 餅 と 鮨 子 、 ツ ク ネ イ モ の 
すり お ろ し と 卵白 と いら う 3 層 に な っ て いま す 。 


① 適 宜 に 切っ た ゴボウ 、 ダ イコ ン 、 油 掲げ 、 シ イタ ケ 、 煎 り 大 豆 、 ペ ー パ ー タ オル で 
包ん だ 鉄 粉 を 鍋 に 入れ 、 素 出す 。 渡す 。 

② 大 豆 ミ ー ト を 太白 ゴマ 油 で 炒め 、① を 加え て 泰 含め な が ら 炊 く 。 

⑧②、 小 麦 粉 、 ツ ク ネ イ モ の すり お ろ し 、 昆 布 の 粉末 を 合わ せ 、 中 に 素 掲 げ し た ク 
ルミ を 入れ て 流し 缶 に 詰め る 。 

④③⑨ を 180 で の オー ブン で 20 一 30 分 間 加 圭 す る 。 

⑮(④ を オー ブン か ら 出 し 、 重 し を し て し ば らく お いて 押し 固め る 。 

⑯⑨ の 表面 に ミリ ン を ぬり 、 ケ シ の 実 を ふっ て 天 火 で あぶ る 。 

⑰⑥ に 再度 ミリ ン を ぬり 、 天 火 で あぶ る 。 

⑧⑦ を 流し 缶 か ら 抜 いて 切り 出し 、 問 に 盛る 。 


① 和 牛乳 、 全 卵 、 卵 黄 、 砂 続 を 混ぜ 合わ せ て 生地 を 作る 。 

⑧ 器 に ① を 薄く 流し 、80C・ 温 度 100% の スチ コン で 燕 す 。 

③② に ご く 薄 く 切っ た 魚 、 角 子 (解説 省略 ) を 重ね 、80 で ・ 湿 度 100% の スチ コン で 
薬 す 。 

⑨ ツ ク ネ イ モ の すり お ろ し と 卵白 を 混ぜ 合わ せ た も の を ③ に 重ね 、80 で ・ 湿 度 100 
% の スチ コン で 落す 。 

⑧④ の 表面 に ケシ の 実 を ふっ て 天 火 で あぶ る 。 
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社 ら つ 尋 "| 民 に 叉 士族 早く G 


で 


に ) 


に 
取 
押 
GS 
陸 
IN 
ト 
FN 
ミ 
ミ 


に 携 
タリ 


ア 」 ( 同 ・ 麻 布 十 番 ) シェ フ に 。11 
年 間 務 め 、17 年 に 表 立 。 


ャ 州 、 ト スカ ー 


ナ 州 で 無 土 料 理 を 1 年 間 学ぶ 。 帰国 


1976 年 富山 県 生ま れ 。 講 理 師 学校 
議 業 後 、 上 京 し 中 国 料理 店 「 知 味 
性 婚 山 房 ] で 1 年 間 息 業 。 途中 イタ 
リア 卿 土 料理 に 魅了 され 、 イ タリ ア 
料理 へ 転向 。2001 年 に 濃 伊 し 、 ビ 
エモ ン テ 州 「 リ スト ラン テ グイ ー 
後 「 ア ロマ フレ スカ ] (東京 ・ 広 尾 。 現 ・ 
痕 座 ) に 入 店 。「 ア ロマ クラ シコ ] ( 同 ・ 
わり 、2005 年 「 カ ー ザ ヴィ 


ド 」 他 、 カ ン パ ー 


きき かわ し ょ う へ い 
品川 ) な ど 数 店 の 新店 の 立 上 げ に 


慌 肖 PD 敗 We 「 い ・ つ 蛋 R・ 
さ 江 加 ホー ユ 」*W 写 つ 到 忘 ロ 
起 本 を 下 光 愛 夫 G 団 nm や wtR 志 つ 
りり せ 4DSRHO し っ ep" 

台 凌 唱 護 つじ SS*%% つ SG せ ′ て 
ふつ ト G 浴 十 臣 本 うい て へ 宮村 つ 
合 @ 地 ) 必 MerJAJP NIR ミー 
州 閉 し " 徳 く HG 括 還 WW 環 人 到 
騙 酸 し 0et 届 ボ や へ ふ ー 州 抽 ) 
つつ "SG 目 や 「 尽 細く で で 
公 ] 史 想 崩 り 下 貞 で お 6 尺 人 首 
ささ こい いさ ひと : 半 に 
SI い め いで | 旨 
剖 選 で” 了 販 じ 呈 蝶 
十 葉 本 wp は 7 10G 族 本 障 
こし に お 苫 け せ 県 填 変 本 G 馬 膨 雪 
秋 G4n や 栓 折 選 性 GEG 
寺 到 で 癌 回 や 骨 案 衣 財 
圭 や 鹿 了 職 交 つ し っ H6p? 

4h 回 G の ng せ 介 季 や 6G 乳 本 会 
心 層 班 ざ や つ 尋 目 し じゃ "「 て つく 
ー」 せ て K ド ボート し パン 直ぐ 記 く 
へ KING いて ハ 宜 公 臣 
華 " 環 い 区 抽 せ 淀 症 ロ 慈 人 公 他 っ 
忍 人 S て こと っ J エ KING に る し 
GS や pd 吉 二 っ WW で 直人 生 つ ⑩ さ 
6p" 6 丸 幼 較 ね 座 せ 握 め や 午 
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合っ NS きっ ドー へ ロペ ベ で 拉 固 中 っ 下 
全て 呈 半 放っ 。 3 ミニ 直り 詞 り 肖 唄 さ 選 すそ 忠 を 
つ Gd E 計 NK い 
は 持 は き ご 暑 J や 人 帽 G 陣 補 G 棚 因 さ ph で や し 
抽 に 9 本] ら ご し 周 
まる SS 日 千 ら 各 半 電位 O ま ロ NENoW 計 it 
SR 3 と きき 1S 「 ふ キ ユ ハ ー] せ 恩 絞 HP 
< 信和 きっ きら 刀 ふ 下 2 = 
は 竹 引 は 上 友 中 撮 KAI 国 演 生生 
ます 名 で に が 更 電 ま に に 一 
ま 絆 中 計 3 き SS さ SS SN UN 人 YUI 
ト D ま きよ: を まで: さき: た す - キ キッ 現 料 WW 所 せ 屋 計 硬 や 下 つ 
展 で ミ 條 SNwFG 守 捉 三才 選 語 交 K 


解 豆 つ い 人 各 さ つ 失 信 " 財 語 
ゃ 咽 〇 じ 虹 代 e 閉 弄 人 の 届く で Me 
N さ SATHG テ て こ HNB4n で や 7 
こ ふ ー を ホー ド KG 咽 や 富江 つ Np 
公夫 OH)p に ロホ トード K 旭 客 ン トド J 
や 勾 御 包 G 着 起 ” 趣 く 巫 尽 \@ 革 し 
ホーK 公 更 で じ 幅 ご 只 男 居 り 疾 つ " 
遂 G 后 やり 継 選 迷 つ 人 S セ " 
「XRA ヤ ンー] せ 導 中 トト GR 
せら 皿 諸江 財 公 決 叶 つ つや で? 
直 G 凡 p 綿 由 め も っ 還 性 公 人 QJ 
WG 購 財 じ ゃ 詳 さ ′ M で 公 嘩 還 人 
時 韻 工 つ じ 以 尽 さ こけ? 語 OHRo 
W 記 お いい 秩 さ 中 加 っ ド " 
ミーh を 拉 柚 江 へ "て ルー て で 5 り 旭 
4 で や 二 7 JO 四 上 は ロロ 
べ で に じ 騙 選 ゃ 上 つ 人 St 居り 
く ーhG 皿 け 忌 っ ポ せ 中 に 
で IN 了 さ し 要 で さけ は つ ′ て トル 
ー※G や ユー ド 崩 較 酸 っ 4 つ で 
の 距 ペ 訴 GT ロ 窓 じ せ 家 末 問 
坊 り 胡 つ じ 親 っ せ 仙 つや で 和 " 
王 財 つ レン oe 設 契 や 6G 仙 公 
し 宅 震 昌 む の で つや や "38 拓 
画 ロ いじ っ Ne 直 章 地 G 都 穴 探 
ご マン 載っ "記入 さら 憶 困 じ 結 く 
財 貴 OS 4 ト 宙 DNS 代 殖 刺さ 
emGrJU 由 0 玉 っ じゃ" 


mQG 組 を 臣 答志 稚 拍 
除 憶 @ 紀 的 暑 や に お や" 上 任 G 直 
培 際 Ne でぶ ユ ト 団 填 式 限 玖 隊 


アル タル トゥー フキ 


トリ ュ フ と フォ ンティー ナチ ー ズ の タ ヤ リン 


リン 


Tajarin al Tartufo 
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擦 地 号 英知 
瑞 人 押 


吾 鹿 NIRKR 妥 h 
選 十 ・ 六 へ 組 慌 剛 


「 了 K 氷 了 K」( 明 畠 年 問 共 ) 征 「 時 所 写 福 ぐ そ 」/ 
「 泡 吐 己 宰 記 」( 密 ・ 忌 室 ) 0 ゆ 栄 交 0 
宮 べ 僚 実 有 く 宣 避 当ら ー の 計 コ 宏 
末 つ 刀 「 栄 牌 写 容 穴 」 王 績 疲 尿 @ 江 次 完 
半生 つい OS 過 YG 茶 ぐ 0 和志 前 
所 つ 忌 催 講 寺 科 6 全 多 ロー ベツ 守 菩 pho 


4 
素 K」 も 旭 三 身 団 的 逢 ぐ 居 守 「 時 田 斑 
SG 共 」 も 5” 屋 っ 尽 ン そ AH IN ( 絡 舞 可 ) 
ぐし し 族 団 去り の 鞭 を ホー KS504036 
0 人 り の 9 着 人 やつ" る 半 AHNS 近 
も の いつ の ロ 谷 いじ ろ A0G3「 措 将 史 
ポ 提 ロ 」 親 還 も の ゃ / ま G 二 和夫 め レ 
る きる りう らい 忌 9 へ 記 泌 語 史 和合 レ に 
選民 和 me つろ ひい 尺 弄 失 G 泌 尿 凡 SG ゴロ 


に と くま: 休 7 や ゴー ヤバ 


SNe0 ろ お 肖 う 9 赴 振 細 つ し うろ)6 和 m" 
WSG 浴 閣 幸 つ 尽 「 扶 素 圧 太 型 凶 」 や 
SE に ーー てまり た で で に こい りこ た 6 
4 る の 稚 い レート 胡 りさ 赴 密 トー の 湾 共 
史 甘 壮 つ し 8” りう 祥 Q 史 型 の 作図 打 
に 3 さこ で も る 1 うく 肖 目 NE こ 1 こと そう 
要 半 ペ 洲 雪 昌 @「 本 本 常 Gー」 ぬ や シレ で 
ローK も PS8 玉 つ や 「 NSR りさ で 學 振 
で へ Sn ローK」 し 陸 や Ko「W 型 堂 陣 窒 
Gー」" 雨 窓 ロペ ーK 史 得 レ SS 出 二 生 
や 向 生 に さ ひ ぐつ の マ ヘー” 簿 写 庄 巡 
ヘーK 冥 ww じ 志 呈 衝 や 人 條 人 N 家 りさ 史 
3 リ こ に リ 4 全 し が ピリ ルル 3 打 - や =) 
GSAQ で る う 妃 悦 還 つ し っ)6 和 や" 

WS ] や” 詞 閑 宣 名 弄 G 所 ぐま 岳 じ 
吉丸 中 党 人 る ぐ 。 足 短所 的 明 の め 話 民 史 
Mo りつ つの ホ ンマ 「 ル ATSー」- の MS ] 球 


ューwー 


ヘーK で ら り 擬 つつ お 表 加 と びり 「 飛 」 


ぐ や し ME 下 史 。 突 所 季 舗 ぐー へ リト を ふ 
へ SG KK て K 記 吾 移 お く 案じ 
へ ふく 大 季 必 06 ので や 6 つ お "ローK 
も 3 | べら べつ 釈 症 8 つ つが 6 生 筑 。 
守っ だ ペ ズ 宮守 し せ 記 5 っ) | 環 史 弄り 
し 王 団 許 財 ふつ る 問 導 人 0 史 二 つじ る が 6 

振 つ 2 齋 9 間 NQ 謎 人 / 選 穫 キ へ 人 
巡 稚 提 や A0 う 02 の て"「 衝 ホー」37 
DK テロ ル 才 を ウー 弄 お 湯 擦 玉 9 
^ー 和 閉じ 間 信 つや の G" 壁 箇 めい や 史 抽 
ふ 小 旨 古 雇 @ 塊 選 称 結 *9 軍人 つ うろ 0 人 で 人 を 
信 計 党 り 選 寺 し 6 つ 

追 半 也 定 人 る 所 べし 丸 羽 ン ぐ 旋 悦 尾 
の” か Sm 泊り きい し 2 が 6 生 ” 宮 泊 り 
SNQ 王 回 話 団 G 紀 人 せ K 記 せつ 人 合 Q 下 
還 ぐ 選 の つぐ 康 必定 坪 の G 王 穫 る 學 壮 信 
づつ "上 閣 燥 視 選 R も 設 団 の 足 和 0 ひし 四 
折 G 攻 慰 寺 史 全 % つ じろう 0 お うち か" 


着く 上 到 W ィ 全局 SG 
か ミ / 流 , 正 表 還 吉 多 
に 選 二 較 時 GS 語 GS 幸 
ep 
則 画 時 世 罰 四半 旨 析 員 昌 
衣 肢 書 K 対 則 座 式 . 下 加 
も 宮 外 ロ 
っ すき 
る 失 社民 の 計 
mW 代 P 
計 較 と と . 計 抹 G き き 呈 ら 
全て TS 誠 PP キ SS 
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光 記 共 交 9 旦 証 寺 二 條 


目白 餅 の 上 湯 ス ー プ 


東京 メト ロ ・ 新 富 町 駅 か ら 徒 歩 1 分 の 場所 に 
立地 。 店 内 は 、 白 と ダー ク グ レー を 基調 に し 
た シン プル な 内 装 で 、 オ ー プ ン キ ッ チ ン の ライ 
プ 感 も 魅力 の 一 つ だ 。 料理 は 、 季節 の お ま 
か せ コ ー ス (10 品 前 後 ) 1 万 円 、 フ カ ヒ レ の 亡 
煮 メ イン の コー ス ( 同 ) 1 万 8000 円 、 特選 コー 
ス ( 同 ) 3 万 2000 円 の 3 種類 で 、 約 半数 の お 
客 が お まかせ コー ス を 注文 する 。 土日 祝 の み 
ラン チ 営 業 を 実施 し 、 点 心 な ど を 合 め た コー 
ス (5 品 ) 6000 円 を 提供 し て いる 。 


[と 9 せく 


に 


ご 強 ③ さ ロニ ティ 各 塊 ご 


住所 東京 都 中 央 区 新富 2-7-4 growth ginza east 1 階 

電話 /03-6222-8677 https:/shintomiyuasa.gorpjp 

営業 時 間 12:00 て 15:00(L.0.13:30、 土 曜 、 日 曜 、 
祝日 の み )、17:30 0(L.0.20:30) 

定休 日 水曜 開業 プ 2019 年 2 月 店 舗 面積 17 坪 

客席 数 テー ブル 8 席 、 カ ウン ター4 席 、 個 室 1 室 (436 席 ) 

スタ ッ フ 数 厨房 1 人 、 サ ービス 2 一 3 人 
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% 店 @ 鍋 思 中 


re 


音羽 和紀 


ドド Kー ロ へ 一 


芋 く G ル に s 玩 紋 
填 四 人 昌 統 笠間 
TRS さき 人 

に 3 S き 
An 人生 で て 基 
NN や P ら 寺 ロ k 
逢 、 。Q 記 と 神 」 
= 臣 くさ 凌 ゃ や N が る 
GS 語 央 時 て HK 
むか: 
を 証人 の 革 ピン 1 人 R 昭 
で だ コキ トド 四 k こ と 蛋 衝 
りさ 守 選 じ し 輸 さ キ ド 
生 詞 鞭 ミ ヒ 針 選 導 下期 


昌 八 ・ 下 畔 軸 G 民 革 揚 つ ” 4946 写 叶 鴻 いじ 上 放 組 や 
Ye 舞 也 証 史 ” 較 培 7 申 恥 GIR 選 号 攻 直 富 Ye「 ネ と ト 
さ K テ NN GE ポー ハ キ ー ぬ 7 PHv に 弧 世 G さ K そ 心 へ 
し AHN 史 聡 僅 じ っ 球 陣 で 基 届 団 基 "中 の ズ ロ fe 
コー 祝 困 で 塞 め 張 ご" 」JG 昧 疾 し ば" コトー 幅 ロ 揃い っ 
しり 人 記 時 拓本 " 1R 選 つり 因 民 せ 補 固 貞 時 eve" 


青 レ モン と は ち み つつ 風味 


豚 肩 ロー ス の ロティ 、 


ロー ス 
こっ て り し 


た 脂身 が 調和 し て いて 食べ や す 


に 近い 部 分 を 使っ た 。「 旨 み 豊 か 
い ] と 和紀 氏 。 


都 宮 産 の 修 柄 豚 「 み ず ほ の 騰 
の 肩 ロ ー ス 肉 を 使用 。 中 で も 
で さっ ぱり と し た 身 、 


身 と 脂 の パラ ンス の よい 、 


弟 6 回 
豚 
肉 


誤 宮 ホー トル G 人 で 加 ” 記 和 員 く お G 地 
唆 細 「 尿 季 G 医 」QG 堅 ローK 下 "りう g ン 
地 圭 還 りう の 符 各 トト ー3」G 足 攻 %( 補 
求 宮 ) 合 近 し AG” 語 志 吉 つ 祥 折 ン ン その る 
さ ポ AA や 6 つ お "うき さ へ TK 
で へ く ホ の 公 じ 詳 切 G 時 的 へ 座 つ "本 
ー ト ふち ローKー つ じ る Ann テ し へ 
WAS 漂 の の ロ つ し 電 の や や ャ の 
辿 征 和 ・ テ ・ 和 RSH 曽 ご 福 握 合 
ペーK” 半 紀 ーー つ レ 信 NN さ や つつ 尺 
人 3 旨い:( く キリ だ ココ アゴ 
燃 we6 つ "所 ろく や へ AG ぐ 季 の 淫 常 や" 
配 0 で 伸 人 る 過半 し尿 る や ゃ " 

計 和 的 り G さ へ 移 朋 的 の い お GS" 
りつ 先 各 N ト ー 史 揚 で 誠 頭 hG 亜 公 「 ヘ 
PAS く か KJ くい 4 物忌 田 加 *0 
お 」 つ の 直 つ し うお りつ 4” 部 部 訪 愉 隊 h 
の で も 足 史 往 わ や 尿 岳 いじ 3kQS も や 
CS 全 だ が Yi へ の ぐ 、 で た て この) 
A 役 直 96S で NOD の の つつ 8. つ 96 とも" 

工 38 うう 地 紅 軸 の n ロ ト Am GS 記 
動き K れ ン ” 親 表 選 珠 尊 人 に 
マ ざー 中 ” 設 団 の 守 人 G 孝 豆 称 泥 人 旬 
で p ポ 「 人 うつ うろ 加 や トー」 蛍 根 つ 6 
つつ お" ら ー ト 中 8 3) 族 弄 シ や G 話 度 生 ら 
ぐり ヘー ロー る ズ 計 G 英 肘 回 天 講 中" 
僅 で で 和 縮 つ さ もう 玉 宇和 お No 凶 鐘 谷 er6n の 
納 員 と 号 豆 和紀 記 必 望 ぐし ろう が 6" 
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撮影 / 天 方 央 子 取材 ・ 文 柴田 朱 


押 了 必 足 団 


音羽 創 
1983 年 析 木 県 生ま れ 。「 レス 


お と わ そ う 


トラ ・ シ ェ ヌ ー]| (宮城 ・ 塩 釜 )、 
「 ル ・ マ ンジ ュ ・ ト ウー| (東京 ・ 


邊 込 神楽 坂 ) な ど を 経て 渡 仏 。 


ラン ] 


帰国 後 は 実家 の 系 列 店 で 責任 者 
を 務め 、 東 京 ・ 白 全 台 の 「 シ エル 
エ ソル ] で 約 4 年 間 シ ェ フ を 務 
め る 。 現在 、「 オ トワ レス ト 


の マネ ー ジ ャ ー。 


ダ , 


ん しめ 坊 胃 GS や 
JP 一環 Q 下 
四 へ 手 3 せ や 苦 
終 料 直 

s 反 三 人 か 用 球 
0 お た 
SG ロ よぶ 訂 1 補 
つつ 要 昌 や ふ お 
きく 
も を りう い 泉 
すす で 
区 ハ \ せ 軍 や や し 


て 
モ 
K 
| 
へ 
に 
へ 
計 
ト 
NN 
S 
相 
に 3 


KiE に コジ さく に りさ この か て で いり 
トド や へ 邊 叶 握 信 括 マハ ヘーK つ 宮 や ロ 
ぐさ 移 区 w% 過 画 午 守 敵 団 ”「 表 詞 
だ っ 滞 中 認め 人 な 中 記 SAo 族 還 りか 
1@」 つ ろう 必 N 必 へ KK 調 団 G 交 統 丸 所 比 つ 
は れい 3 
置 層 還っ の 性 いま 6 つつ お" 

油 相 人 時 の 括 ト で マ ヘ ちら つ し 谷 愉 
し 吉 史 表 和 0 編 信 の ぐつ 忌 宮 論 G 甲 軒 
P 加 べし 家 落 つが %m" WWG 普 が 6 和 軍 旬 
に マン だ で くに で こい りこ と くも ここ 
ー" WS 選 紹 人 る つ ” 編 @ ポ ー ト ハ P 
ー 加 言 本 つ し 人 る NN AP 避 %0 
多い ち 6 和 や "Se 部 避 や 守 落 j*Q う 
ざり A6 で "時 GNNRK へ か 筑 引 おお" 詳 
@ 想 回 先決 くし 党 ち XQ う 和久 和 6 で" 

SS” 括 ト マハ ヘーKG 志 二 叶 3 
ミー ホー コロ 困 史 つ ” 拡 団交 私 和 ふ ロ つ レ ー 
目 記 80 弧 季 科 絢 毅 人 て ミ ー ン ホー 


人 HONNKS 私 ミー ユー ぐ 季 司 の 淫 掌 " 


名 血 り -Gto 近 震 演 で っ 公 藤 人 で で 0 で 人 を 


人 お で の の 屯 Se 還 党 の 代 で 6" 


で 全 屋 握 宮 許 団 着 当 事 6 色 飼い しろ 
6 本 委 。 計 人 過 款 的 案じ 人 る * の 許 慌 箇 和 的 
票 じ 細 年 ho だ 0 弄 窟 交 坦 お しろ 36 生 " 揚 
うべ の 届 湯 敵 団 剖 二 he 紅 お 移 ポ ン だ SN 
全 め つ 6 で "し 生 梨 / 加 加 部 革 「 尼 志 


りう vm お し の 0 記 t@ て 和 」 の WP うお 6 


家 一 認 さ 人 K 了 と 心 へ 


上 0108 https://otowa-artisan.co-jp 
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@ poini 1 

温度 ・ 湿 度 を コン トロ ー ル し 、 わが 店 の 

加え て 24 時 間 換 気 す る 対 JA 
J 束 


厨房 は 温 湿度 計 を 確認 し て 常に 23 で ・ 湿 度 40% 以 下 に 保 
ち 、24 時 間 冷 房 と 換気 扇 を 作動 させ る こと で 「 空 気 中 の 
水分 を 極力 排除 する 」 (杉本 氏 ) 。 菌 が 繁殖 し や すい 温度 ・ 
湿度 訓 を 避け 、 ド ライ な 環境 を キー プ す る 狙い だ 。 


W poni 2 
タッ パー は 
冷蔵 庫 に 収納 


洗っ て し っ か り と ふい た つも り 
で も 水滴 が 残り や すい プラ スチ 
ッ ク 製 の タッ パー は 、2 で に 設 
定 し た 冷蔵 庫 で 保管 し て 乾い た 
状態 に 。「 水 分 が 残っ て いる と 
菌 が 繁殖 する の で 、 そ の つど し 


か 除く こと が 大 
2 3 
まな 板 も 冷蔵 庫 に 保管 レス トラ ン ラ ・ フ ィ ネ ス 
@ poinl 3 EE 
週 1 回 、 徹 底 的 な 
清掃 を 実施 


厨房 は 、 使 っ た 部 分 や 汚れ た 部 分 の 
毎日 の 清掃 に 加え 、 毎 週 木曜 日 の 朝 
に 2 時間 か け て 徹底 的 な 掃除 を 行 な 
っ て いる 。 こ の 時 は ダク ト を 分 解 し 
て 中 まで 洗い 、 厨 房 の 中 央 に ある 作 
業 台 は 「 鏡 の よう に 反射 する まで ] 磨 
き 上 げ 、 ハ ン デ ィ ワ イ パ バー を 使っ て 
厨房 機器 の 下 や 各 側 の ゴミ を か き 出 
し て 、 汚 れ を た め な いこ と を 心がけ る 。 


大 阪 や 東京 の フラ ンス 
料理 店 で 研修 後に 19 歳 
で 渡 仏 し 、 ロ ワー ル 、 
シュ ノシ ソー、 リ モー 
ジュ 、 ア ル ザ ス の 4 地 
方 6 軒 の レス トラ ン で 
10 年 間 以上 経験 を 積ん 
だ 杉本 敬三 氏 が 2012 年 
に 開業 。 東京 ・ 新 橋 の 
筐 工 街 を 抜け た ビル の 
地下 1 階 に 立地 する 。 
ラン チ ( 土 雇 の み ) は 1 
万 円 ディ ナー は 2 万 
2000 円 一 。 杉 本 氏 が 組 


@ pohl 4 み 立 て る 1 万 2000 一 

10 万 円 の ワイ ン ベ ア リ 
トイ レ は 目 に つき や すい ング も 人 気 が 商 い 。 
部 分 以外 も 美しく 


トイ レ は 「 店 の 印象 を 左右 する 場所 ] と 考え 、 掃 除 の 
際 は 細部 まで 気 を 配る 。 シ ンク まわ り の 水滴 や 水 が 
流れ た 跡 、 ト イレ ッ ト ペ ベー パー ホルダー の 指紋 、 石 鹸 
の オー トディ スペ ン サ ー の 吹き 出し 口 の 液 も ふき 取る 。 


に 付 い な の く 水 清き に 働 で 
くる 全 と 同 す 和朗 持 し 司 いい ま も 
ラ 水 の に る い 計 し た 除 て た 務 と 
イ 滴 が 以 い 隙 "し に や も し いと に も 
な な EN が の で ポ た は と 

2 遇 空 測 に 電 DO 滞 を 時 床 く で い 時 う 人 人 提 
揚 を 気 矯 ろ 作 合 に に bt も 棚 王 
78768482 を と と きま 
1 まる 2 ちせ 8615 を きき まま い 
イ り 入 く アク う 底 み け を 法 わ る 全 持 住所 東京 者 港 区 新 橋 4-9-1 新橋 プラ ザビ ル 地 下 1 階 
る (に を に ド 記 る た され つつ つう 全 電話 03-6721-5484 
語 」 気 詰 鉄 げ に こめ 開 る 厨 フ て 時 https:/www.la-fins.com 
と し 理 を め 板 し 集 と に 業 と 扇 ラ 取 代 開業 2012 年 3 月 
* て 用 配 込 を て めで く 時 3 ン リ が 
に | 陸 っ ん 貼 床 や 床 い も き 好 ス 組 ら スタ ッ フ 数 古 房 サ ービス 2 人 
曽 常に て だ る と す を 奇 "うき で ん 清 店 舗 面積 46 二 (うち 厨房 15 坪 ) 
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あき ロロ ロロ 衛 レ 
フラ ンス に 條 っ た 
ngn 厨 授 フ 排 排 空 
厨房 の 構造 に き 房 除 ラ 水際 所 計 ス 
: ン : 
は 2 見 生え の て の 築上 
72 SM GA スラ 
は Ceeaits%′ 普 計 い 積 つ ロ 生 量 つ プン 
フラ ンス 修業 時 代 に 目 に し 部 み た を 殖 を 人 
た 、 拓 水 溝 を 床下 に 通し て 分 重 厨 1 し 抑 ツ 
一 部 だ け を 填 出 させ る 造り と まね 房 カ に え カ 
し た 。 床 に は な だ ら か な 傾 人 て * の 所 くい 5 
を つけ 、 広 掃除 の 際 に 排水 92 所 と 
漬 に 水 が 流 れ や すく し て いる 。 徹 客 造 に い 容 条 且 / 
科 85 8 
中 仙 pomi9 ⑩ poni7 に 分 を を 人 AM 
還 持 和 、 大 理 石 、 油 を 石 鹸 水 に 変え て 清き 0 
フロ ー リ ング で 章 単 に 廃油 処理 5 人 ス 
の 仕 み を 285SLS ん 
客席 の 床 は 材質 ご と に 清 。 油 に に 加え て 混ぜ る 
es se2a8 の co 
除 菌 4 を 同時 に 行なう こと が で きる 。 床 を 底上げ し て 
な っ て し まう た ゴミ を た め に くく 
作業 合 な ど を 置く 場所 は 床 を 


底上げ し て いる 。 機器 と 床 面 
に 小さ な 隙間 が ある と ゴミ が 
た まり や すく な り 、 虫 や ネズ 
ミ な どの 繁殖 原因 に も な る た 
め だ 。 加 えて 杉本 氏 は 鉄板 を 
張っ て 、 そ の 隙間 を 完全 に な 


コロ ナ 以 後 の 対策 の 一 例 


くし て いる 。 
@ poinle 
グリ スト ラッ プ は 


「 泳 げ ける くら い | きれ い に 


菌 が た まり 、 悪 臭 の 原因 と も な りや す 
い グ リス トラ ッ プ 。 1 週間 に 1 回 の 
大 掃除 の 際 に 徹底 的 に 清掃 し 、「 中 で 
泳げ る くら いき れい に する こと を め ざ 
す ]( 杉 本 氏 ) 。 写真 は 清掃 直後 の 状態 。 


除 菌 後 、 紙 お し ぼり と 布 お し ぼり 両方 を 渡す 


お 客 の 来店 時 、 ま ず は ダイ ニン グ 手 前 の パー スペ ー ス に 誘導 し て 、 ア ルコ ー ル ス 
プレ ー で 手指 の 消毒 を し て も ら うう 。 次 に 上 質 な 手 ざ わり の 紙 お し ぼり を 渡し て 手 
に 残っ た 水分 を ふい て も らい 、 最 後に 温か い 布 お し ぼり を 度 し て 手 を 温め て も ら う 。 


時 提 道 イ 理 な 井 1 の 朗 保 る 部 系 で 込 か 本 大 波 れ 上 開 量 や 氏 る の 
と し こ 且 提 の 四 な も 全 存 も 台 保 みり 的 房 現 自 て ` 下 け を 換 は こ 繁 
を 変 者 た ン ` シ の お 符 に し の を の 管 や の に 茹 奉 の 乾 上 す 閉 低 気 語 と 夫 
持 わ は 授 グ バ を ャ 大 客 御料 て は 使 下 し 加 食 杉 サ 同 箱 い が る めく シレ し が を 
つら い 除 が | 欠 ン 掃 席 的 理 お ブ い の 工 材 本 」 店 生 た 繁 の を 保 ス ` い 防 
て な っ 方 ス か デ 除 も だ を り ラ 分 冷 そ の は 氏 ヒ の 菅 状 殖 を 素 ち テ 司 ち ぐ 
言い さ 法 季 ぺ さ リ 厨 " 仕 ス け 蔵 の 終 プ が スス 理 態 し 防 早 ` ム 房 ば に 
多く IOI を II な ア 、 そ | 記 少 ト て 庫 日 わ レ 行 タ 対 で や ぐ く 厨 を ・ ん は 
ま ら 入 熟 杉 ス いな し 同 0 の ロト ジッ PO 稼 店 効 
すい れ 知 本 が "と て る 数 ラ る 移 営 た ブ っ ! フ だ 管 い 保 な と 働 内 果 何 
肖 て ER 当 プ 5 床 を 5 年利 還 湊 SC 上 NSMT9 業 も UDGE で GS は BSI9 折 夫人 沖 つら 0 に E 
と れい て 自 口 は 含 3 毎 れ も で 冷 と で の 蔵 お 2 る 0 見 大 で を で も な り 
氏 い な い 身 | 玄 め ?! 日 を 効 急 凍 い 使 は 庫 り 食 杉 の は 問 混 つ 空 に 対 も 
は な いる が り 関 た 4 の 作 率 速 保 うう 大 に …' 材 本 も 冷や 度 な 気 24 鐘 水 
胸 療 た 各 ン 付 大 回 清 。。 っ 的 冷 存 よ 食 型 入 届 管 氏 蔵 ま や ぐ 中 時 ご 分 
者 上 スル お の 0 や を で な GSG 和 h を た まま きり ん は る 
上 い に た こ 冷 艇 
る と 業 清 に ダ 大 り 天 週 もう て き 活 作 放 仕 せ 革 に 氏 入 な が の 分 房 本 す 
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1976 年 東京 都 生 まれ 。「 オ テル ・ ド ウゥ ・ ミ クニ ] (東京 四谷 )、「 ラ ・ ブ ラン シュ ]( 同 ・ 


1 回 頁 だ ジジ ジ ア 青山 ) な ど で 修業 後 、 渡 仏 。「 ク ロコ ディ ル ] (アル ザ ス 地 方 ) を ど 地方 の 星 付 き 店 で 
石井 真介 古 誠 を 積む 。 帰国 後 「 バ カー ル | の シェ フ を ど を 務め 、2016 年 に 殺 立 。 
け 。 で 験 と ナ っ 州 べ て と 合間 と りら と に り そ と 食 き 秋 た は 滞 
れ コ す が キ 摘 て の ま 知 や 生 い ル 及 め る ア 向 に れ の ん ョ 呈 き の g 
大 記 ノ で 四 永 まれ り 産 は | に た か こき 且 ま 旦 や の を で 日 ん 寺 信 
は ほ はい ナ いれ コ ダ 業 田 "る 者 と 一 取 の ら で 合 が で 要 目 芋 通 た か 役 の 
ど 生 宰 し ら を メ 採 信人 今 と り て 偽り が こ あ お 向 は 欠 を じ だ ら は 生 
ん を 意 は ぼれ 探 に り 春 同 し 人 衝 を 9 うら お に 半 て き 左 届 思 放 
ど 者 し ら ず り : を % は 時 て ほ せ サ 秋 、 と て せい 包 地 く 四 ま 光 ら 手 疾 
ん の え ス く 〈《 ` に すん に い を き と こ っ ス 動 ま 思 いし づ 球 中 会 す 後 た 県 の 
人 和合 せこ る も 信 で ま 用 全く と す 省 半 NAN を 半 マ コロ プ どら 
らき う 2 慢 回 き 誕 予 も 回 自 ち も け で エ テ ナ ね 巻 ・* 料 さ た ロ 科 カ 石打 
SGL Ao 2 (で ` 秋 定 と キ 然 いて す 小 フ プ ば 信 開 で 理 れ に 命 の ジ 理 肉 巻 
し も ゃ も に す 楽 そ と と る 半 ま ん きる 折 きま まき そそ 入 の 
ま 四 も ね し の めし えっ コ 現 の だ 寺 ッ っ シ 思 可 た こ 作 し いい す ク 促 小 猟 作 
刻 選 " み 時 て た 夕 を や 食 さ さ 信 | ぃ い 能 の うる た て た が ト 間野 師 つ 
"で し だ の 永 が う 使 生 と 1 7 休 義 で て か が 渦 生 た 
そ か 9 出 団 で タウ に 人 ル 則 林 当 尊 活 下 売 く 六 箇 潜 汎 三 
こし っ た の さ コ と た も つ さ の ザ ド と 京 シ 問 ば 直る こ 野 いな ん 野 皿 
で か た の 体 ん 口 何 信 学 い ん 出 * の は に ン 題 か ` こ と 寺 う っ と 寺 で 
と を な た を 灰 は だ と き 素 ま 取 て 最 知 本 ん きま 1 者 少 
に 衝 る く ひ 川島 いと な を た りら 今 初 人 の | し ば ド へ し 
し 駄 “さて 県 た の ポ 記 を 邊 の で の に 寿 ニ ルプ まで 
つか なあ も ん 内 て 県 お 8 押 イ フラ く 交 地 紹 を 5 きゃ 
お 4 で の は 受 こ で 旭 ン で の 野 で 8 さ な 使 永 ど 当 応 
り 生 りつ っ * 子 炊 し 代 ト も 区 業 間 い で ん どっ 田 テ を 提 
伝 か 前 な 口 の 津 い ジ で ら を し 交 の 全館 き の 箇 人 
を k の 守ら の まま とよみ を 年 ks お 用 石 ん ト 料 き 
ょ こり ロロ 谷内 ピ 物 フ "る 育 る ` も を か い 川 の ー た 
を が 島川 半生 和信 の て と で お ば た 卓上 箇 ら 
全 あ 品 お る 信久 に る て に まま よ つ っ で 才 こ 美春 す 生 
ます は つ 仙 樹 さ 氏 も こら る 放 が て あな を 恒 る 思 
る の さて 台 き 前 る ご っ 党 で 煮 で も 当 登 いと こい 
仙人 和 前 2 言う 8 作 直 証人 邊 さ ラ 
ゝ > 力 だ ンー、 人 *、 面 F に F て 
まき を か 則 角 仙 牛 アプ で ん まり を た ん 評 購 イ 療 
す 食 ら が な さや 人 魚 い ラ は な し か 探 の と で 入 ル 従 
"ぺこ 作 ど か 神 介 た ン 大 野 た らし が は さ ッ レフ 事 
生 産 者 か ら 種まき の 時 期 で も あり 、 野 茶 を 作る べき な の か も 悩ん だ ん で す 。 そ 


旬 独 師 小野 寺 望 氏 (アン トラ ー ク ラッツ) 


環境 の 大 切 さ な ど は 頭 で は わか っ て いて も 、 生 きる うえ で 便利 さ 、 
経済 優先 に な ら ざ る を 得 な い 。 そ の 流れ で いく と 、 ジ ビエ は は み 出 
し も の で す 。 で も 自然 と ご く 近い 環境 で 生ま れ 育 っ た 僕 と し て は 、 
その 魅力 を きち ん と 伝え た いし 、 体 験 を 元 に 自分 な り に 考え て き 
た 自然 と 人 と の 関係 と か 、 そ ん な 話 を いつ も 皆さん に し て いま す 。 
2017 年 に は シカ の 処理 ・ 加 工 施設 が で きた の で 、 個 体 ご と に 水分 
量 も 見 て も う 少 し ね か せ た ほ う が 甘 いか な 、 と か 調整 を し な が ら 、 
各 シ ェ フ に 合っ た 肉 を 送っ て いま す 。 石井 さん と は 出会っ て 10 年 弱 
で す が 、 情 熟 や 行動 力 が 本 当 に すご い ! 以前 山 を 案内 し た 時 、 あ 
の 熱心 さ を 前 に 中 途 半 端 な こと は で き な い と 思い 、 シカ が 生息 する 
相当 険しい 場所 まで 行き まし た 。 


全 9⑨ 野菜 暴 家 高利 充 ・ 博 子 氏 (NOTO 高 時 ) 


私 た ち は プ ロ 向 け に 野菜 の 生産 ・ 販 売 を 行なっ て いて 、 コ ロナ 掲 で 
飲食 店 が 休業 と な る 中 、 正 直 途 方 に に れ ま し た 。 ち ょ うど 夏野 葉 の 


住所 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 37-13 原宿 東急 アパ ー ト メン ト 地下 1 階 電話 03-6804-2006 


ん な 時 に 元気 を くれ た の が 、 石 井 さ ん を は じ め シ ェ フ の 皆さん で 、 少 
し で も 野 葉 を 買っ て くれ た り 、 石 井 さん に は 医療 従事 者 の 方 へ 届け 
る お 弁当 用 の 食材 に 当 園 の 野菜 を 選ん で いた だ いて 。 お 店 が 営業 
再開 し た 時 に 野 葉 が な いと きっ と 困る は ず と 考え 、 結 果 例年 通り に 
作付 けし まし た 。 石井 さん の や り 取 り は いつ も と て も て いね いで 、 し 
か も 野菜 の よい 点 も 悪い 点 も 言っ て くれ て 勉強 に な り ます 。 同じ 方 
向 を 見 て 一 緒 に 何 か 実現 で き て いる の を 感じ る と 、 農 業 を や っ て て 
よかっ た と 心から 思い ます 。 


@D キノ コ ・ 山 葉 採 集 者 永田 徹 氏 ( 山 ・ 最 村 の 未来 百年 ) 


口コミ で 広まっ て 、 今 は 都内 を は じ め 各地 の シ ェ フ と や り と り を し て 
いま す が 、 こ うな っ た の は ここ 5 年 ほど 。 石 井 さ ん と 知り 合っ た の は 
今 か ら 2 年 前 で す 。 彼 の よう に いろ いろ 挑戦 で きる シェ フ に は 、" 課 
題 食材 "と し て な じみ の な い キ ノコ や 山 茶 を 送る こと も あり ます が 、 
それ に 熟 く 応え て くれ ます ね 。 キノ コ も 山 葉 も 私 た ちの ご 先祖 が 食 
べ て 命 を つない で きた も の で あり 、 食 文化 で す 。 そ れ を 伝え 遣 すこ 
と が 重要 で 、 皆 さん に は レシ ピ や キノ コ の 特徴 を 害 き 残す よう に お 
願い し て いま す 。 日 本 の 山 は 本 当 に 豊か で 、 私 は 料理 人 さん と 山 に 
入り 、 採 れ た 食材 で 料理 を 作っ て も ら う こと を よく や る の で す が 、 皆 
さん その 豊か さ に 驚か れ ま す 。 ぜ ひ 、 多 く の 人 に 山 に 関心 を 持っ て 
も らい た いで す 。 


ToA 
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SHINSUKE ISHII 


は を きい も 


食材 自体 る さる こと な が ら 、 そ れ を 作り 、 届 け て くれ る あの 人 が いる か ら 、 今 日 も 料理 が 作れ る 
そん な 思い を 胸 に 皿 に 向き 合う 料理 人 と 、 と も に 歩む 生産 者 の つなが り を 紹介 する 。 


石川 県 ・ 能 登 の NOTO 高 農園 の 花 ズッキーニ 


能登 半島 の 中 腹 、 能 登 島 で 赤土 の 土作り を 行ない 、 農 薬 も 化学 肥料 も 
ほとん ど 使 わな い 自然 農法 で 野菜 を 育て る NOTO 高 農園 。 虐 園 主 の 高 
夫妻 は 脱サラ し て 理想 の 地 を 探す 中 、 こ の 地 に 出合 い 就農 し た 。 現在 
は 年 間 300 種 以上 の 野菜 や ハー ズ 、 食 用 花 を 作っ つて いて 、 全 国 の レス ト 
ラン や ホテ ル に 納品 する 。 夏 場 に 多く 作る 野菜 と し て 花 ズ ッ キ ー ニ が あり 、 
花びら が し っ か り と し て いる 点 も 好評 だ 。 石 井 氏 は 鮮やか な 色 味 か ら も 
夏 の パワ ー を 感じ る この 野菜 を 使い 、 部 位 ご と の 魅力 を 引き 出す べく 花 
と 実に 分 け て 調理 を し 、 太 りつ け の 際 は 元 の 赤 を 思わ せる 形 と し た 。 


宮城 県 ・ 石 巻 の 小野 寺 望 氏 の 
シカ 内 と カヤ の 葉 


気仙 泊 で 生ま れ 育 ち 牡 刻 半 島 で 活動 する 小野 寺 氏 還元 は フラ ンス 料理 
人 だ が 、30 歳 か ら 猟 を は じ め 、 ジ ビエ の 価値 を 伝え る た め 食 桂 多 導 る 
届け る 立場 へ 転身 。 東 日 本 大 因 炎 後 、 ボ ラン ティ ア に 訪れ た 多く の 料理 
人 と 知り 合い 、 今 や 全国 に シカ 肉 を 供する 。 今回 石井 氏 の 元 に 届い た 
の は 、 校 肉 の 状態 で 約 1 ヵ月 ね か せ た ニ ホン ジ カ の ロー ス 。「 小 野寺 さ 
ん の シカ は も の に よっ て は 生 ハ ム の よう な 凝縮 し た 見 た 目 だ け ど 、 焼 く と 
ジュ ー シ ー で 味わい が クリ ア 」 と 言い 、 同 梱 さ れ て いた シカ が 好 ん で 食 
す と いう カヤ の 実 と 葉 も 使う こと に 。 ま た 小野 寺 氏 を 通じ て 存 の シカ は 
冬 と 違い 朋 も お いし いと 知っ た 石井 氏 は 、 ス ジ や 脂 の 多い 部 分 も 用 いた 。 
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小野 寺 さ ん の 夏 鹿 の 
カヤ の 葉 焼き 夏 と 秋 の 香り 


シカ の ロー ス を 低温 の スチ コン で 火 
入れ し た 後 、 カ ヤ の 葉 と 一 緒 に 炭火 
で 米 し 焼き 、 シ カ の スジ と 赤ワイン 
の 風味 が 生き た ソー ス を 流す 。 さ ら 
に スジ や 脂 の 多い 部 分 は ミン チ に し 
て 花 ズ ッ キ ー ニ の 花 に 詰め て 焼き 、 
実は ソテー し て 下 に サク サク の パイ 
を 。 キ ノコ 2 種 は 香味 野菜 、 ハ ー ブ 

パター ソテー し て ボル ドレ 
また 端 材 は 乾燥 させ て 
し 、 す べ て 使い 尽く し た 。 


長野 県 ・ 信 州 の 永田 徹 氏 


料理 人 に キノ コ や 山菜 を 届け に 


9 年 と ら う 永田 氏 は 、 地 元 ・ 
ちの 食材 を アビ ー ル する べく 研究 し 、 


い 方 や 調理 法 な ど さ ま ざま な 助言 を する 。 ま た 注文 は 種類 指定 と いう よ 
りほ 、 作 り た い 料 理 の イメ ー ジ を 聞い て 素材 を 探す と いっ た 形 で 、 自 ら 
を 「 シ ェ フ の パー トナ ー と いっ た 存在 だ と 思う 」 と 語る 。 石 井 氏 が 今回 使 
つっ た の は 旬 の ハナ ビラ タケ と 初夏 の ヤマ ドリ タケ モドキ 。 後者 は 「 秋 は 香 
り が 強い が 、 今 は あっ さり し て いる の が 駐 力 」 と 石井 氏 。 
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ONLINE SHOPPING 


店 も 多い 。 


通販 を は じ め た 」 
本 連載 で は 、 コ ロナ ショ ッ ク 後 も これ ら を 
経営 の 一 つの 柱 と し て 継続 する 店 の 試み を 紹介 する 。 
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以前 か 


に し て 店 で 販売 ・ 発 


ウェ ブ 通 販 事 業 は 、 製 造 や 
に は じ め た テイ クア ウト は 店 内 


で 調理 し て 真空 パッ 


た 


発送 、 在 庫 管理 を 工場 に 委託 し て 行なっ て 
送 し て いる 。 上 左 が スタ イリ ッシュ な パッ ケ 
ー ジ の カレ ー( 各 1200 円 )、 上 右 が パス タ 
ソー ス 。 写 真 の 8 種 セ ッ ト は 7800 円 。 単 
体 で の 購入 も 可能 。 右 は 焼き 菓子 の 詰 合 
せ 「 ピ ビッ コラ パス ティ チェ リア ] で 4320 円 。 


カレ ー や ー 部 の パス タ ソ ー ス な ど 、 


5 展開 し て い . 
いた が 、 新 た 
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2 名 分 の コー ス 料 理 が セッ ト に な っ て お 
り 、 テ イク アウ ト か 配送 の どちら か を 温 
択 で きる 。 す べ て 真空 /f ッ ク で パス タク を 
ュ ッ ノー めで る 以外 は 過 め る だ け 、 も し く は 盛り 
1 
オウ チラ ン テ HONDA (2 人 前 ) 1 万 2000 四 つけ る だ け の 調理 で すぐ に 食べ られ る 
と 好評 、 メニ ュー は 骨 家 変更 し て お り 、 
] スイ カ と ガス パチ ョ の 冷 製 メッ パ 2 サザ エ と 夏野 菜 の サ ラダ 仕立 て ジェ ノバ 風 に 5] アー 
- う me コメ P | に か テ : 
3 ラグ ー ディ マー レ の スパ ゲッ ティ ルッ コラ 添え と 題し 、 お つま み 系 3 品 と ワイ ン を セッ 
4 足利 マー ル 牛 の スパ イス 焼き 3 和歌 山 産 白桃 の バ パ た メニ ュー も 展開 し て いる 。 


盛り つけ 例 


上 デビ ンク の 組 衡 材 
を 使っ て 見 た 目 も 華 
や か な 印象 に 。 下 
同 梱 す る 各 料 理 の 説 
明 書 き 。 写 真 を 大 き 
く レ イア ウト し て 、 
違 り つけ が わか りや 
すい よう に し た 。 一 
方 で 、 温 め る だ け の 
調理 の た め 、 レ シ ピ 
な どの 説明 は 記載 せ 
ず 、 簡 単 で も る こと 
添え も の の 生野 葉 や 飾り 用 の 塩 は セッ ト 外 と な る が 、 サ ザ エ の 貞 殻 は 同 梱 し 、 を 印象 づけ て いる 。 
回 と し て 使っ て も ら う な ど レ スト ラン らし いき め 細 か い 対 応 も 行なっ て いる 。 
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エディ ショ ン ・ コ ウジ シモ ムラ 下村 浩司 氏 に 見 る 


ェ フ の 「 対策 」 と 「 挑戦 


「 エ ディ ショ ン ・ コ ウジ シモ ムラ ] の 下村 浩司 氏 は 、 コ ロナ 舞 の ビン チ を チャ ンス と 提 え 、 


ン 


オー ナー 


料理 人 の 一 人 で あろ う 。 
は EC サイ ト を 立ち 上 げ て 通販 事業 を 軌道 に の せ 、 


新た な 試み に チャ レン ジ し 、 成 果 を 生ん だ 
6 月 の 営業 再開 に 際 し て は 、「 新 し い 日 常 」 に 即 し た 店 作り へ と 能 を 切っ た 。 


4 で 5 月 の レス トラ ン 休 業 中 


レス トラ ン 営 業 に お ける 細やか な 心配 り と 工夫 、 


そし て 実践 の 中 で 構築 し た EC サイ ト に お ける 数 々 の メソ ッ ド は 、 オ ー ナ ー シ ェ フ に 限ら ず 参 考 


な る だ ろう 。 


劉 慰 千堂 つ 革 亡 足 議 " 
より 心 代 注記 経 宮 兎 因 


「n ロ ホ A 色 和 へ 式 疲 へ Kー 必 へ 革 
る OwnNKGNKH 公 税 代 SO」 つ の 幅 か 
ヒ 定 間 忌 区" ら 束 の 口 欧 凌 称 臣下 つつ 
ポポ 「HNNTAmA・n 選 代入 中 」 
SHIKG 引 本 ヘー ヘ キ さ 逢 で K ふ へ KK 
G 半 応 ′ 弓 財 表 半 称 前 つる AG 
る 思 相対 叶 寺 人 NKー 全 / 某 品 走 
号 半 秘 守 や 5) 生 うつ 計 泡 の 下品 つじ し 宙 
で "「 久 球 員 明 坂 宗 史 玩 うつ P。 業 
回 認 征 信 丸 誠 語り SO うつ 半 親 お 
ろ 」 の に 可 "6 お 7 うけ 36 代 ヘーー 
へ 移 ダ ターK ロ つつ) 入る NR 一 ド シ 
さ 完 鈴 国 JKG 菜 富 い 尺 滞 | 牙 幅 称 


長 weye り つや /「 二 還 や 本 り 必 人 枯 知 
評 」 り "「 友 に さして 本 下 邊 
か ささ KK へ つつ し ら 功 口 征 己 塊 
ヨ つ 僚 合 *o の 7 あの し okoSH 評 公 全 
光信 ① で レス no6 い ひ弱 ひと 」 

「 置 寺 表 宜 G 回 泊 」 の 「 茶 串 下 選 つつ 
レ 「 ホ 中 引 心 人 勧 」 一 一 DGG 計 泡 
多 臣 密 国 や シン に 生 罰せ 0 お 69O6 
守 昌 水 誠 宅 の つつ お "ee35 人 ホー る へ 
HK 6 し K さ ぐに 前 9G ゴ ロ Q 
入 細 じ うろ 叉 穫 民 さ G ど で へ 
AA 記 GSG 下 咽 肖 定 せ 鶴 軸 "うう 避 
還 で enK ぜ 一 G 褒 りつ | 世 % 
夫 い 層 の 昭 ン つや "に 宜 和 字画 光 坪 
塊 下 る XQ り つも 鹿 問 和信 つ を ネン | へ HK 
S 史 畔 ン つ お り ざ も 搬 衣 ら の "WM つ レ 


S 
呈 pe = ぁ 
まき を 各 
hi) ID】 呈 F】 
計 近 泉 T っ へ 
甘 1 折 』 に 
9 中 周 
地 。 菅 号 X 也 
民 s 恩 イ  ZK 
S 呈 昼 格 ふ 。 ミ G 
紀 量 塞 や RT1 
g て ESR 68 
で 押 る S 言 較 克 
臣 エ 衝 明 
考 \ 品 に he を @ 
GS 。 で 半 SER SS 
トト 基 おち 等 N 

N 中 
wt BA 2 議 4 
1 1 
忌 ぐ ご ゆい NT な も 1 
下 全 臣下 お 8 面 区 べき 
す 計 ささ 昌之 半 SSR 

1J 画 - 画 - 画 ー 還 - 


・ ス イー ツ の セッ ト 「 ア フタ ヌー ンティー セッ ト 」 を 追加 


と 泊 

4 1 K 
に 更 1 

時 区 へ 
旧 ※ AR 
劉 FT で 民 
駆 二 。 妃 で 央 
心 癌 雑 や し 
う 弓 左 喜 全 
ずっ に ) ェ 葉 
38。 Sa る 全 
8 TS 時 K 凛 
導く 店 き マ 党 
8 SN コ 地 .8 
に 1 / き 5 
や 時 ょ R 式 記 名 
に 人 ホ や ふ頭 
> 還 ] PE 
Q ミ 客 ャ 合 札 K 
避 26 m ハ 虹 mK ggAIl< 
せ 包 豆 の ゆる F 上 選 三 守 提 下 
区 マズ 忠 そ 品 臣 皇 忠生 
人民 科 | 思 座 に 雪 計 
還 - 一 LE_ 過 


世 お 上 2) 居合 り の べべ 符 語 陣 つ 節 
ン だ ひ 尺 " 選 並 癌 孤 せ る 「 ホ 下す 
和信 完 豆 拳 」 つ の 忌 芯 王 や りつ で P じ jo 
^ 1 NGIil 震 、 ぐつ いで ayWDee-6n | 
368「 DJG 玉 皇 ポ り co 和 卿 べつ” 志 ら 
和 器 理 0 や レス ょ 6 定 選 翌 GSHMK 間 光束 
せ 衣装 リャ ONvS 計 いり 押 沿 生 
Xe 応 天 つ MG 提 けり 上 M 委 ANK と の い 
し 「 知 居 多 つい 人 加工 %0 じ うる 
AQJ「JG 握 半 趣 財 表 明和 前 泊 つ しろ ょ 0」 
つろ 愉 示 る 鈴 い 完 生 xe34「 も な 
デン に に ベー こい 33・1 
トロ 所 レ 『 末 206GdN 態 全 個 合い し 
06 つ お ぐし うう 比 | 回 SMKXOr く 民 画 
6 穫 』 9 っ J 人 る 守 穫 4 | 所 上 下 
いさ ミト ー ル 遂 量 poG や も 」 っ に 記 
四 " 混 皇 薩 篤 守 党 SG の 第 や 
ー ル "所 地引 信二 四 代 弄り AO うつ の 
Sen337 


吉宗 計 用 緩 QKDー 守 欠 更 
寺 演 0 や し 記 〇 ホ て マー 多 案 脱 


班 G を 寺家 語 じ SMO 下品 8 
中 〇 ま ャ マー「 JH 人 で AA トー 一 
3」 史 可 器 ” りや で 公選 態 史華 じ ” 困 坦 り 
HiNoe も "に だ G 由 事 和 DSIG 恨 二 
号 寺 快 記 つじ っ yo 

や ャ マ ーー ト へ 選 装い Q 可 語 史 3 
8 バ 宮 准 宮 本 、 ツ つり” 直 尽 堂 包 G 角 
直ぐ 温 地 ふ ペー ミ 全 Goo ら oo と G 
束 ” Sv6 じ そる 概 獄 り 近 起 つ し MGI 垢 
史 可 いい” 選 王 り 握 吐 か で へ ト 色 NG 毅 
時 " 交 民 G 選 約束 か nG 設 民 か ル 
へ >60 ホ マー 外 各 吉 G 窒 剖 去 07 つい 
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レス トラ ン で の 対策 


グラ ス の デザ イン を 変更 、 


に 


空気 清浄 機 を 定期 的 に 
最大 出力 で 回 す 


店 内 に は 、 高 性 能 な 空気 清浄 機 を 5 台 配 
置 。 時 折 、 あえ て 出力 を 最大 に 設定 し て 空 
気 の 循 環 を 徹底 する 。 な お 最大 に 設定 する 
と 音 も ある 程度 生じ る が 、 今 は [きち ん と 空 
気 清浄 し て いる ] こと を 示す 音 と し て 、 お 客 
の 安心 に つなげ て いる 。 


抜け の よさ を 演出 


水 用 の グラ ス は 、 か つて は 茶 
色 が か っ た ガラ ス 製 の 、 存 在 
感 、 高 級 感 の ある デザ イン の 
も の ( 左 奥 ) を 使用 。 し か し ダ 
イニ ング 全体 の 雰囲気 を ナチ 
ュ ラ ル に し 、 か つ 「 抜 け の よさ ] 
を 演出 すべ く 、 現 在 で は 薄い ブ 
ルー が か っ た 、 透 明度 の 高い 
グラ ス (右手 前 ) に 変更 し た 。 


個室 で は と くに 衛生 と 換気 へ の 注力 を アピ ー ル 


「 個 室 を 指定 する お 客 さ ま は 、 感 染 対策 に 
村 氏 。 そ の た め 、 と り わけ 安心 感 を 持っ て も 


は し て 意識 の 高い 方 が 多い 」 と 下 
ら え る 空間 を 作る よう 心 を 配る 。 


営業 再開 後 の 個 室 で は 、 脚 が 細く 肘 か け の な い デ ザイ ン の 椅子 、 同 様 の カ 
パン 置き を 導入 する こと で 、 空 気 が 循環 し や すく 、 イ メー ジ 的 に も 風通し の 


よい 空間 に リニュ ー ア ル 。 


じ 各 を スス の ( 声 ト 
12 宮 なむ ト め あ が ラ 
月 野方 ラ うた る 聞 ン 
の に 々 タン と コ か の 
宅 和 人 が に い ぃ い 1 れ 料 
配 れ 増 行 うろ ス る 理 
寺 て え か * 料 よ を 
抽 商 る ず 選 理 う 家 
に 中 は | 信 の に で 
店 を ず 家 年 宅 * 楽 
を 2 ょ 敵 ク に ミル 
で る 本 量 りゃ そ を た 
ぐ シ と 村 な ス 取 いい 
意 氏 料 て り 非 - 
角 々 。 坦 スス 組 日 と 
だ みそ を は み 常 い 
s プ れ 楽 レ し は 感 う 
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定 い 船 ル で は 
で こ に な | 温 基 
は の 生 ど ズ め 本 
あ 路 か で 列 る 的 
る 線 さ の 車 ス に 
が は れ 料 デ 夕 真 
` 好 た 理 メ イ 閥 
5 評 と プラ ル パ 
月 。 な ゆ 上 ク 
の の う デ 幸 国 ク 
半 で "> ュ 訓 際 し 
ば 今 | 九 株 た 
頃 後 ス 久 の 千 
か ゃ の 敗 機 津 
ら 続 経 内 品 
ュ け 験 豪 食 を 
レ る スズ 
2 大 ク 錠 


幅 薄 が 員 。eHRRr「etet て ざき 区 YX 


上 き S 喜 A 


mUKr 計 各 て 調 遇 葵 メ 


ロロ ダイ ニン グ の テー ブル と 椅子 の 配置 を 変更 


これ まで の 最大 34 席 を 22 席 
に 減ら し 、 テ ー ブ ル 同士 を 極 カ 
離し た 。 ま た 、 2 人 馬 が 並ぶ 円 
形 テ ー ブ ル は 、 お 客 が も っ と も 
離れ る 位置 に 椅子 を 配置 し た 。 


ロロ テー ブル クロ ス を 重ね る 枚数 を 減ら し 、 か つ 丈 を 短く 


以前 は 、 テ ー ブ ル の 上 に ネル 、 ア ンダ ー ク ロス 、 トッ プク ロス を か ける 3 枚 
重ね の スタ イル で 、 ア ンダ ー ク ロス は 床 に 届き そう な 長 さ だ っ た (写真 左 )。 
これ を トッ プク ロス 1 枚 の み と し 、 丈 も 短く 変更 ( 右 )。 空 気 を 流れ や すく す 
る と と も に 、 フ ォ ー マ ル か ら ナ チュ ラル な 印象 へ の 変更 も 実現 し た 。 


ロロ テー ブル クロ ス の 下地 を 、 
クッ ショ ン 性 の ある 樹脂 素材 に 変更 


オー バー クロ ス の 下 に 、 提 水性 
の 樹脂 素材 (PP シー ト ) を 敷い 
た 。 布 製 の クロ ス を 敷い て いた 
以前 に 比べ 、 液 体 が こぼれ た 
際 の 掃除 が 簡単 で 、 清 潔 に 保 
て る の が 大 き な メ リッ ト 。 また ク 
ッ シ ョ ン 性 が ある の で 、 食事 中 
に ゲス ト の 腕 が テー ブル の 衣 に 
当たっ て も スト レス に な ら な い 。 


[| 店 内 に 生花 を 生け る よう に 


| 開業 か ら 13 年 間 、 基 本 的 に 店 
内 に 生花 は 持ち 込ま な か っ た 
が 、 6 月 の 再 オ ー プ ン 時 か ら は 
下村 氏 自 ら が 入り 口 に 、 自 然 な 
雰囲気 の 花 を 生け る よう に 。 ナ 
チュ ラル で 落ち つけ る 雰囲気 を 
店 内 に 作り 出し て いる 。 


ラベ に 食 合 調 本 か な は ト や は 開 か 
ザ る 合 の 料 え 持っ 〈《 宅 ラ 下 外注 設 り 
ニ こ い ぃ 延 理 る ゆめ ち た な 配 ン が 出 文 し と 
アァ と ` 長 の の る い `~- つっ 用 営 っ 自 の た 

を が か 線 内 は め 自 と た の 業 た 粛 ピ “ 

拉 で つ 上 容 大 ば 下 下 の 料 を も の 1 を 
えき 届 で は き レ ム 村 で 理 再 の ムク 進 
まる い 考 . ぃ い ス 1] 氏 ‥ 作 開 の 1 は め 
I 和 の 介 だ まえ 人 導 E で KIRK あり 油 は 用 2 SB トド 
た ン と ン ら た 本 す ラ が っ コ る に ` ュ = が 月 満 
* パ 手 や 的 ね ン 高 収 意 時 そ 6 ゅ の を 
に を お 自 果 浪 ば 得 ち 作 で 日 に で て 
` ヵ せ 宅 庭 と る ょ 業 の か 従 、 サ 
フン すず の の 2 義生 人 ら 還る を 
ラ ] に 食 日 補 が を ど 割 う レ て の ト 
ン ヽ 食 重 営 ぃ い 好 2 よ け に ス ゃ や 後 を 
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EC サイ ト で の 欧 戦 


主 な 商品 ライ ン ア ッ プ 


画 料理 冷凍 

・5 種 チー ズ の ラザニア 風 (2 人 前 。4500 円 ) 
点心 セッ ト MR.Chen(2 人 前 。5400 円 ) 

・ 仔 牛 タン の 柔らか 煮 ニョ ッ キ 添 え (2 人 前 。6800 円 ) 

・ ポ ー ク スペ アリ ブ の 熟成 昧 ニ ン ニク 煮 込み 人 参 の フォ ンダ ン 
(2 人 前 。6000 円 ) 

・ フ レン チ グロ ー バ ル キー マ 風 カレ ー スク ラン ブル エッ グ 添 え 
(2 人 前 。3400 円 ) 

・ お 子 様 用 マイ ルド カレ ー スク ラン ブル エッ グ 添 え ( 1 人 前 。1700 円 ) 回 rtgweme 

・ 生 ビー フ ハ ンバーグ 4 枚 セ ッ ト スペ シャ ルソー ス 付 き (6000 円 ) ンー 


『 4 
一 料理 / ク ー ル 便 
・ 野 菜 た っ ぷり ガス トロ ノミ ー な ポト フ (2 人 前 。6000 円 ) 


還 料理 / テ イク アウ ト 

・ エ ディ ショ ン アッ ト ホー ムコ ー ス (2 人 前 。 2 万 6000 円 ) 
・2 人 前 x3 日 分 の お 料理 BOX (2 万 4200 円 ) 

・ エ ディ ショ ン アッ ト ホー ム スペ シャ ル セレ クシ ョ ンコ ー ス ! lapDy 


(2 人 前 。4 万 円 ) Timhes 
男 スイ ー ツ [ogethc 
オリ ジ ナ ルピー カン ナッ ツ シ ョ コラ (150g。2480 円 ) 
冷凍 ・ ク ー ル 便 配送 ) 
・ パ ウム クー ヘン ・ ピ レネ ー アフ タ ヌ ー ン ティ ー セ ッ ト (5300 円 ) 
(冷凍 ・ ク ー ル 便 配 送 ) サイ ト 名 は 「Edition at Homel。「 エ ディ シ 
・ シ チリ ア 産 ピス タチ オ と グリ オッ トチ ェ リ ー の ケイ ク (2800 円 ) ョ ン ・ コ ウジ シモ ムラ ] の オフ ィ シ ャ ル ホ ー 
(冷凍 ・ ク ー ル 便 配送 ) ムペ ー ジ と は 別に 設け た 。 た だ し 、 オ フィ シ 
価格 は 税込 。 送 料 別 ャ ル ホ ー ム ペー ジ 冒 頭目 立つ 部 分 に 「 お 料 
理 や ヤス イー ツ を ご 家庭 で お 楽し み 頂け ます 
Edition at Home] と 記し 、 リ ンク を 張る 。 
大 型 冷凍 庫 を 品 コン セプト は 
計 3 台 購入 「 家 庭 料理 を ガス トロ ノミ ー の 技術 で ]」 
4 月 21 日 の EC サイ ト オ ー プ ン 前 に 、 料理 の 販売 は 「 ス テイ ホー ム で 毎日 3 食 作 ら な けれ ば な ら な い 人 た ちの 人 負担 
充分 な 在庫 を 確保 で きる よう 大 型 冷 を 軽減 で き な い か | と いう 思い も あっ て 着想 。 そ こ か ら 、「 家 庭 で 食べ た い 料 


凍 庫 を まず は 1 台 購 入 。 その 後 、 
注文 の 増加 を 受け て 1 台 、 ま た 1 台 
と 買い 足し 、 今 は 既存 の も の を 合わ 
せ 計 5 台 に 。 大口 の 注文 上昇 す 
る 注文 数 を 取り こぼす こと な く 、 売 
上 げに つなげ た 。 な お 、 冷 凍 庫 は 
車 輸 付き の た め 、 フ ロア と 厨房 の 
移動 も 簡単 に で き 、 状 況 に 応じ て ス 
ペー ス の 有効 活用 が 可能 だ 。 


理 は 何だ ろう ] と 考察 。 結 果 、 普 段 店 で 提供 し て いる 「 非 日 常 の 高級 料理 」 
で は な く 、 ハ ンバーグ や カレ ー、 ポ ト フ と いっ た | 日 常 の 食 ] を ペー ス に し つつ 、 
同店 な ら で は の 技術 と セン ス を 生か し た 品 に 。 


写真 は プロ に 依頼 し て 、 
高級 感 ・ 美 し さ ・ 世 界 観 を 大 切 に 


貧 き 上 げ て きた レス トラ ン の 世界 携 や ヤ イ メー ジ を 保つ 狙い も あり 、Facebook 
や EC サイ ト に 掲載 する 写真 は 、 本 企画 の 撮影 も 担当 し た 料理 カメ ラマ ン の 
天 方 晴子 氏 に 依頼 。「 プ ロ に 撮っ て も ら うこ と で 、 ク オリ ティ は 抜 否 に 上 が り 
ます 。「 食 べ て みた い 』 と 思っ て も ら う た め に も 、 写 真 は 力 を 入れ る べき と ころ ] 
と 下村 氏 。 


オリ ジ ナ ル の 
シー ル を 貼る こと で 
特別 感 を 演出 


容器 は 広く 普及 する も の は 避け 、 個 
性 的 な も の を セレ クト し た うえ で 、 
オリ ジ ナ ル で デザ イン し た 店 の シー 
ル を 貼る こと で 特別 感 を 演出 。 な お 
シー ル は 、 疹 物 が 届い た 瞬間 か ら 
お 客 の 高揚 感 を 高め る よう 、 料 理 を 
詰め た 段ボール に も 貼る 。 


ン ン ゃ 
N 


nr 
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EC サイ ト 開 設 後に 、 新た な 料理 セッ ト 、 SNS で 認知 度 を アッ プ 


ュ KO を 
追っ て スイ ー ツ セッ ト を 販売 4 月 上 旬 は 、 店 と 自身 の Facebook、 台 客 へ の ショ ー ト メッ セー ジ で 料理 販 


EC サイ ト 開 設 当 初 は 単品 で 販売 し て いた が 、 開 設 後 ま も な く 、「2 人 前 X3 売 の 開始 を 伝え た 。 その 後 間 も な く 、 実 際 に 料理 を 購入 し た お 客 が 自身 の 
日 分 の お 料理 BOX] を 開始 。 こ れ は 、「 買 いも の は 3 日 に 1 回 を 目安 に ] と いう 、 SNS で 「 エ ディ ショ ン ・ コ ウジ シモ ムラ の 料理 を 自宅 で 楽し ん だ ] と 写真 付 
東京 都 知事 が 4 月 23 日 の 会 見 で 行なっ た 呼び か け を 受け て 発 素 し た も の 。 き で 投稿 する ケー ス が 増加 。 お 客 が 投稿 し た いと 思え る 内 容 と ビジ ュ アル を 
4 月 末 に は スイ ー ツ の 販売 「 ア フタ ヌー ンティー セッ ト ] も 開始 。 週末 を 中 心 持つ 料理 で ある こと が 、SNS で の 拡散 に つなが っ た 。 


に 多く の 注文 を 受け た 。 


メニ ュー カー ド に は 
QR コー ド を 印刷 。 
EC サイ ト に 導く 


自家 用 に 料理 を 購入 し て 内 容 に 滴 
足し た お 客 が 、 知 人 や 両親 、 子 供 
家族 へ の プレ ゼン ト と し て 新た に 注 
文 を する こと も 多い 。 そう し た 、 
ディ ショ ン ・ コ ウジ シモ ムラ ] や そ 
の EC サイ ト を 知ら な い お 客 を 次 回 
へ の 注文 、 そ し て レス トラ ン 利 用 に 
沸く た め 、 メ ニュ ー カ ー ド に は EC サ 
イト に つなが る QR コー ド を 、 商 品 
の 向 や 瓶 に は 店 の ホー ムペ ー ジ に つ 
な が る QR コー ド を 印刷 し て いる 。 


昌 SNS を 利用 し な い 来 店 客 向 け に 、 


商品 ファ イル を 作成 


6 月 9 日 の レス トラ ン 営 業 再開 
後 は 、EC サ イト や テイ クア ウト 
で 販売 し て いる 商品 写真 を 大 き 
く 掲 載 す る ファ イル を 準備 。 来 
店 寄 の うち 、SNS を 利用 し な 
い 、 あ る い は 店 の ホー ムペ ー ジ 
を 見 な い お 客 向け に サイ ト の 存 
在 を アビ ー ル する 。「 休 業 中 の 


梱包 材 は コス ト を 考慮 し つつ 、 
デザ イン 性 を 重視 


日 袋 に アイ テム 名 を 
明記 する こと で 、 
お 客 の 混乱 を 防ぐ 


真空 バック し た 状態 で は 、 見 た 目 で 
内 容 を 判別 し づら いた め 、 ア イ テ ム 
名 を シー ル で 明記 し 、 お 客 の 混乱 を 
防い で いる 。 ま た 、 湯 煎 し て も 文字 
が に じん で 消え な い イ ンク を 用 いる 
の も ポイ ント 。「 複 数 の アイ テム を 温 
め て いる 時 に イン ク が に じ む と 、 ど 
れ が どれ か わか ら な く な り ま すか ら ] 


紙 製 の 梱包 材 は 、 上 品 
な 桜色 の も の を 用 いて 
高級 感 、 明 る さ 、 華 や 
ぎ を 演出 。「「 こ れ な ら 
プレ ゼン ト に も 利用 で 
きる 」 と 感じ て も ら えて 、 
時 答 の 需要 に も 対応 で 
きま す 。 と くに スイ ー ツ 
は 、 時 答 で の 利用 が 多 
いで す よ ] 


活動 を 知っ て も ら う の が いち ば 
ん の 目的 で す が 、 そ の まま お 土 
産 と し て 購入 され る 方 も いら っ 
し ゃ いま す ] 


ロロ サプライ ズ の アイ テム を 入れ 、 
送付 伝票 は 撮影 し 、 お 客 の 期待 の 上 を ゆく 
送付 先 ・ 配 送 日 数 な ど を スタ ッ フ で 共有 


何 を 、 い つ 、 座 向け に 、 何 日 の 到 
着 予 定 (翌日 か 中 1 日 か 、 期 日 指定 
の 有無 な ど ) で 送付 し た か と 、 伝 
栗 番 号 を 把握 する た め に 、 出 荷 前 
に 伝票 を 撮影 し て スタ ッ フ で 共有 す 
る 。 こ れ に より 、 お 客 か ら 問合せ が 
あっ た 際 に スム ー ズ な 対応 が 可能 
ム 要 が あれ ば 伝票 の 画像 を お 
客 に 送付 し 、 安 心して も ら う 。 責任 
の 所 在 が は っ きり し 、 トラブル の 防 
止 に も な る 。 


リ ビ ピーター や 大 口 の お 客 な ど に は 、 く り 返し 使え 
る デザ イン 性 の 高い 器 や 、 チ ー ズ の グラ イン ダー 
を サプライ ズ で 同 梱 。 期待 の 上 を ゆく イン パク ト 
を 狙う 。「 グ ライ ンダ ー を 入れ た 場合 は 、 次 の 注 
文 の 際 に も チー ズ を 削る 料理 を 入れ た り 。 宅 配 だ 
か ら こ そ 、 温 か な や り 取り を いっ そう 心がけ ます ] 
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ビジ ネス が 求め られ る 叶 代 。 
リー ダー に よる 的 確 、 速 や か 、 
大 胆 な 判断 が 勝 僚 を 

リュ ー。 現 「 ル レ ・ ベ ルナ ー ル ・ ロ ワ ゾ ー」)、「 オ ー ベ ル ジ ュ ・ ド ・ 
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より 「 レ スト ラン FEU] (東京 ・ 妃 木坂 ) の 料理 長 を 務め 、 "07 年 に 
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叶 茶 層 特 


(人 & 記 ) 愉 電 志 内 怠 還 
【 亡 】 


介 ン 8 半 つ 作 融合 

ーー の ゆ ゆ の 叶 必 匠 札 放 や 尼 紅 二 絆 所 
民 垢 選 庁 く 佑 租 つ " 綱 ・ 員 本 認 購 ぐ 鬼 
に まで (で くし ル 1 で て 
し” 半 思 蝶 下 限 K 叶 一 色 加 着 限 也 り 舞 ン " 

ら ー ら の 下り 遇 届 つ " 選 叶 ら m% で " 

(6 起 ) 括 馬 思 表 哲 久 用 吾 田 ( 宮 名和 カ 
加 ) ぐ 箇 上 民 直史 稼 SQ 


( 虹 ) 近 時 軸 時 逐 押 党 束 京 包 (ペン 8 
38 各 京 切 ) 8 選 座 @S 思 選 の 届 選 有 
汐 G 庄 過 ・ 評 突 ” 県 記 知 本 天 の つ 選 石 さき 
漠 党 ・ 財 記入 39 邊 く ぐ の じつに 必 容 
計 P の 人 SNG 話 年 @ 守 べり つじ | 江 る 宮 全 
に ーー トー 全島 ーー 
きぐ 忘 宮寺 講 守 測 提 光信 じ 2x0” 
EN と に よう こり に で っ ピン ここ 
選 全 のり に いひ 尺 反 泡 @ 迫 天 


ーー 地 弄 や ぐせ 抽 公 <Q 提 六 り 8 隊 っ 弄 只 
SS0GS り 公 " 

地 弄 ee 記 愉 話 辻 ず 札 環 革 名 加東 
い 表 で いひ G 茎 水 人 を 人 4 記 め る めく 宗 信 
人 や 白 議 7 載 選 WS 判 味 当 6 愉 辰 いじ 
に さよ" に (さい まい いだい の 
AN「6 く 」 つ の 引 98 で し 人 S う 人 委 り し め 選 に 7 
Gy 人 る Q「28 避 る 0 で 」 せ 人 い に 
GS※ り 「36an0 ペ 」 つ の 区 28 祥 N0 いせ 
の SAN 押 お の 叶 導い 婦 ……0 (店 )“ 

時 攻 ( 地 )" 加 革 振 思 避 庄 し 8 時 下 窒 区 
つ 泡 ” 移 免 和 青 四 り 表 お や 作 / モ 
就 庄 昌 き に 虹 突 計 委 で 欄 因 @ り つの さい 
明 ぐ で 人 い か 畠 踊 所 箇 閑 せ 下 
いひ お りり の 8 人 SO いち 20 把 守 の G 所 m る 
計る SGP” | 誤 G 居 て の 区 わら じ 和 筐 
公定 っ 判 味 を の 麗 い y6 つ " 親 拒 潮 「 う 
か く で 宮代 う ひく ペ 着 距 」 の いで" に 合 
守る 人 Q に 人 る 豆 ン しめ る る 判 味 人 を の 表 い レ 
ポ べ やわ <6S" しめ る 0 明 KoJ 次 親 せ 親 
R 互 計 判 味 や " 

地 悪 折 寺 は J い し 乱 守 @ 地 志 季 う の 
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斉 世 へり 提 環 ” 提 加 り 選 回 凌 半 " 
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路 世 下 沢 画 め 幼 っ Q で れつ で 公 " 凌 蜂 
剤 蘭 ざ 9 つじ し を せ ご ツ 代 皿 公 申 っ" 六 
舘 半 し 軸 ン RG 革 せ 寺嶋 公武 し 
を ひし っ の っ 愉 慌 や っ つめ せ 昭 っ 
や セ 公 計り せっ 中 時 葵 Se 
や 昭 っ "vpGK"R を JAY 
Ki トミ WS 尽 公 公 臨 性 品 招 
や 信 っ 六 細 半 せ 半 QE 信 ンマ レ 
つい G し せる っ 公理 ン 稚 つ れつ で" 
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じ っ つ 県 欠 。 親 散 G ロ HK て 枢 半 じ 
國 和 SQ 心 侍 め 凡 往 ” 癌 帆 凶 せ 
想 回 中 壮 し せる ンー ドミ 中 ふ K ふ し 
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弄り つ レ スン で 3)” 下條 G 臨 概 ロ 
甘 や つ 志 医 右 層 し せる ン ” 尽 じ ゃ prJ 
や mo 天 皿 皿 還 ロ 表 ハ て 選 SW セ め っ 
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上 ノビ ー ル 注ぎ ロボ ッ ト は 、 カ ッ プ を 取っ て ビー ル を 注ぎ 、 提供 台 
に 置く まで を 行なう 。07 人 分 の 生産 能力 だ 。 下 放 プ そば ロボ ッ ト 
は 麺 ゆ で ・ ぬ め り 取り ・ 水 締め ・ 水 きり まで を こなし 、1 時 間 あ た 
り 40 食 分 提供 可能 。 下 左 す で に 実用 化 済 み の た こ 焼 き ロ ボッ ト 
「OctoChefl。 油 引き ・ 生 地 供給 ・ 具 材 投 入 ・ 返 し ・ 大 皿 へ の ピッ クア ッ 
プ ま で や っ て くれ る ! 価格 を 知り た い 方 は 同社 の ホー ムペ ー ジ か 
ら お 問い 合わ せ あ れ 。 


店 も 多 そう だ 。 


ら もら の の の ゅ ひら の ひ の の 6 の る ら の も の 6 の ら ゅ らら の らら @ の るる @@ 


東京 ・ 小 全 井 市 の 東京 農工 大 学 小 全 井 キャ ン パ 
ス 構内 に コネ ク テ ッ ドロ ボテ ィ ク ス 明 の 本 社 機 
能 と ラボ が ある 。 開放 的 な 雰囲気 の ラボ 内 に は 、 
開発 中 の ロボ ッ ト や 厨房 機器 が ズラ リ 。 汎 用 の 
ロボ ッ ト ア ー ム を 動か す OS や プロ グラ ム を 開発 
する の が 中 心 の た め 、 工 学 と いう より は IT 企業 の 
オフ ィ ス 風景 だ 。 多 国籍 の 社員 が 約 8 人 作 い て 


皿洗い ロボ ッ ト の 「Dh 
Washing Systeml シリ ー ズ 。 
-、 四 の 予備 洗浄 を し て 食 洗 機 
に 入れ 、 洗 い 上 が り の 皿 を 
並べ る と ころ まで や っ て くれ 
る ! すぐ 導入 し た いと いう 
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税 め て し まう 、 教 育 が 難し い 、 モ チ ベ 

ン 維 持 が 大 変 …… ロ ボッ ト は 不平 や 不満 は 
言わ な いも ん ! 料理 界 で も 調理 器具 マニ 
ア の 方 は 多い と 思う が 、 ロ ボッ ト だ っ て その 


一 つ な の だ 。 イ ンタ ビュ ー の 帰り 、 ラ ボ の 最 
寄り 駅 に ある そば 店 へ 。 沢 登 さ ん の 開発 し 


ト と 人 が 協調 する こと で 無理 の な い ワ ン オ ペ 
が 成立 し て いた 。 フ ー ド テッ ク は まち が いな 
料理 人 の 味方 に な る だ ろう 
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@ ご 意見 を お 寄せ くだ さい 本 連載 の 感想 や 今後 登場 し て ほし い イ ンタ ビュ ー 相 手 な ど 、 た くさ ん の ご 意見 を お 待ち し て お り ま す . 
専門 料理 専門 料理 編集 部 FAX/03-5816-8272 email srryori@shibatashoten.co.jp まけ ん の e-mail ン yamaken@netfarmers.org 


外食 ビジ ネス ウィ ー ク 2020 
第 4 回 飲食 店 人 葉 盛 支援 展 
第 11 回 そば ・ う どん 産業 展 他 


9 月 24 日 ( 木 )、25 日 ( 金 ) の 2 日 間 に わ た 
り 、「 第 2 回 ホテ ル ・ レ スト ラン ・ カ フェ 産業 
展 」、「 第 11 回 そば ・ う どん 産業 展 」、「 第 4 回 
飲食 店 繁盛 支援 展 」、「 第 2 回 フー ド デ リ バリ 
ー・ テ イク アウ ト 展 」、「 第 15 回 ラー メン 産業 
展 」、「 第 13 回 居酒屋 産業 展 」 な ど 8 つ の 飲食 
業界 に まつ わる 展示 会 が 集合 し た 、 外 食 専 門 
展示 会 「 外 食 ビ ジネス ウィ ー ク 2020」 が 開催 き 
れる 。 同 イベ ント は 飲食 店 経営 者 や 開業 予定 
者 に 向け て 最新 の トレ ンド 発信 や 需要 創出 を 促 
す 商 談 展示 会 。 今 年 の テー マ は 、「『 食 」 と 『 テ 
クノ ロジ ー』」。 今 回 は 「 第 1 回 レス トラ ン テ ッ ク 
EXPO」 と 「 第 1 回 焼肉 産業 展 」 が 新た に 加わ 
り 、 さ ら に 広い 層 へ 向け て 販路 拡大 の 機会 を 
提供 する 。 会 場 に は 食品 や 飲料 を は じ め 、 厨 
房 設 備 や 店 舗 設 備 ・ 仕 回 、 販 促 サー ビス に 関 
わる 企業 ・ 団 体 が 一 堂 に 集まる 。 ウ ィ ズ コロ ナ 
社会 で の 取組 み と し て 、 通 常 の 展示 会 に 加え 、 
オン ライ ン 展 示 会 を 併せ て 開催 する 予定 だ 。 

[ 昌 時 ] 9 月 24 日 ( 木 )、25 日 ( 金 ) 10:00 18:00(25 
日 は <17:00) 

[会 場 ] 東京 ビッ グ サ イト 青海 展示 棟 A・B ホ ー ル 
住所 東京 者 江東 区 青海 1-2-33 

[ 間 合 せ 先 ] 外食 ビジ ネス ウィ ー ク 実行 委員 会 ( 費 イ ノ ベ 
ント 内 ) 

電話 /03.6812-9423 
http://www.gaishokubusinesSJjp 


第 22 回 
ジャ パン ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ 
シー フー ド シ ョ ー 


9 月 30 日 ( 水 )~10 月 2 日 ( 金 ) の 3 日 間 に わ た 
り 、 東 京 ピッ グ サ イ に 「 第 22 加 ジャ パン ・ 
イン ター ナシ ョ ナル ・ 
され る 。 内 イペ ント は 、 (ー 社 ) 大 日 本 水産 会 ( 東 
京都 港 区 ) が 主催 する も の で 、 国 内 外 の 魚介 
類 や 水産 加工 品 、 シ ー フ ー ド 惣菜 、 冷 蔵 機 
器 、 厨 房 設 備 、 水 産 加工 機械 、 関 連装 置 な 
どの 製品 ・ 技 術 が 一 堂 に 集まる 商談 会 だ 。 ま 
た 、 会 期中 に は 錠 に 焦点 を あて た 商談 会 「 す し 
EXPO2020」 や 「 鮮 度 流通 技術 展 」 も 併催 さ 
れる 。 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 に 鑑み て 、 
今年 か ら 新 た に オン テイン 商談 会 も 開催 する 計 
画 だ 。 

[日 時 ]9 月 30 日 ( 水 )~10 月 2 日 ( 金 )10:00 一 17:00(2 
日 は 16 : 00) 

[会 場 ] 東京 ビッ グ サ イト 南 展 示 棟 

住所 ン 東京 都 江東 区 有明 3- 11-1 

[問合せ 先 ] 「 シ ー プ 
(エグ ジ ビ ピション テ 
電話 /03-5775-2855 
https://wwwr.seafood-show.com/japan 


トニ コン クー ル 】 
第 9 回 スイ ー ツ コン テス ト 
Tarte - 1 グラ ンプ リ 


( 協 組 ) 全日 本 洋菓子 工業 会 (東京 都 港 区 ) 
が 主催 の 「 第 9 回 スイ ー ツ コン テス トノ Tarte- 
1 グラ ンプ リ 」 が 開催 され る 。 同 コン テス ト は 、 
全国 各地 の 特産 品 を 使用 し た タル ト ・ シ ュ ク レ 
(甘味 の タル ト ) を 募集 に て 、 グ ラン プリ を 決定 
する も の 。 


信也 選 (書類 選考 ) 

[日 時 ] 9 月 28 日 (月 ) まで に 応募 、10 月 初旬 に 審査 結 
果 発 表 ※12 名 を 選出 (予定 ) 

[課題 ] オリ ジ ナ ル の 「 タ ルト ・ シ ュ クレ ] 4 台 分 の レシ ビ 
提出 

① タ ルト に は 、 必 ず 全 国 各地 の 特産 品 を 1 種類 以上 使 
用 する こと ② 他 コン テス ト 未 出品 で ある こと ⑨ 作 品 の サ 
イズ は 直径 18 一 22qm の タル ト 型 、 ま た は 角 型 。 高 さ は 
不問 

仙 決 肪 (実技 試験 ) 

[日時 ] 1 1 月 11 日 ( 水 ) 

[会 場 ] 日 本 菓子 専門 学校 

住所 東京 都 世田谷 区 上 野毛 2-24-21 

[課題 ] 青 類 審査 で 提出 し た レシ ピ に も と づい て 制作 し た 
作品 の 提出 (前 日 に 持ち 込み 、 ま た は 送付 ) 

① 決 勝 審査 当日 、 審 査 前 に 仕上 げ 作業 は 可能 だ が 、 
生 ク リー ム を 使用 する 際 は 、 特 産品 を 使用 する 場合 以外 
は 主催 者 が 指定 し た も の を 使用 ② 当 日 仕上 げ の 際 の 、 
焼成 や 温め を 目的 と し た オー ブン の 使用 、 カ スタ ー ド クリ 
ー ム や コン フィ チュ ー ル 、 ナ パー ジュ な どの 制作 は 不可 
③ フ ルー ツ の 皮 む き や カ ッ ト は 可能 

【 応 募 資 格 ] 日 本 国内 の パテ ィ ス リー、 ホ テル 、 レ スト ラ 
ン な ど に 勤務 し 、 製 菓 ・ 製 パン ・ 調 理 に 従事 する 者 (年 
齢 、 国 籍 、 経 験 年 数 不問) 

[応募 方 法 ・ 締 切 ] 下記 ウェ ブサ イト より 申込 み 用 紙 を 
印刷 し 必要 事項 を 記入 の うえ 、 レシ ピ と 料理 写真 な ど と と 
も に 下記 宛 に 郵送 。9 月 28 日 (月 ) 当日 消印 有効 
[問合せ ・ 申 込み 先 ] ( 協 組 ) 全日 本 洋菓子 工業 会 タル 
ト 1 グ ラン プリ 係 

住所 東京 都 港 区 芝大門 1-16-10 土木 田 ビル 

電話 /03-3432-6509 http://pcg.orjp 


トー イベ ンド  】 
第 42 回 
西日本 陶磁 器 フェ スタ 


「 第 42 回 西日本 陶磁 器 フ ェ ス タ 」 が 9 月 18 日 
( 金 ) て こ 22 日 ( 火 ・ 祝 )、 福 岡 ・ 小 倉 に て 開か れ 
る 。 同 イ ベン ト は 、( 公 財 ) 北九州 観光 コン ペン 
ショ ン 協 会 (福岡 県 北九州 市 ) が 主催 する 、 全 
国 の 主要 な 産地 の 窯元 、 個 人 作家 が 出展 する 
陶磁 器 の 総合 展示 会 。 数 多く の 陶磁 器 作品 が 
展示 販売 され る 他 、「 匠 の 職人 工芸 展 ・ テ ー ブ 
ルウ ェ ア 関 連 品 卸売 展 j、 華 道家 17 流 派 に よる 
出展 穴 元 の 提供 花器 を 使っ た 生け 込み の ライ ブ 
イベ ント な ども 行なわ れる 。 


[日 時 ] 9 月 18 日 ( 金 ) 22 日 ( 火 ・ 祝 ) 

10:00 17:30(22 日 は 17:00) 

[会 場 ] 西日本 総合 展示 場 新館 

住所 福岡 県 北九州 市 小倉 北 区 浅野 3-8-1 

[入場 料 ] 前 売 300 円 、 当 日 500 円 ※ 高 校生 以下 無 
料 

[問合せ 先 ] ( 公 財 ) 北九州 観光 コン ペン ショ ン 協 会 

電話 093.511-6800 

htp://wwwtoujikijp 


ト オン ライ ン セミ ナー 】 
チー ズ プ ロフ ェ ッ ショ ナル 協会 主催 
基礎 を 学ぶ ・ チ ー ズ カッ ト の 技術 


NPO 法 人 チー ズ プ ロフ ェ ッ ショ ナル 協会 
(C.P.A. プ 東京 都 千 代田 区 ) は 、「 基 礎 を 学ぶ ・ 

チー ズ カ ッ ト の 技術 」 と 題し た オン ライ ン セ ミナ 
ー を 開催 する 。 同 セミ ナー は 、 東 京 ・ 神 宮前 に 
あっ た チー ズ シ ョ ッ プ & レ スト ラン 「 ヴ ァ ラ ン セ 」 
で 支配 人 と し て チー ズ サ ービス を 担当 し 、 現 在 
C.P.A. 理 事 事務 総長 を 務め る 樹 田 規 夫 氏 が 講 
師 を 担当 。 チ ー ズ と ナイ フ の 関係 、 チ ー ズ の タイ 
プ や 熟成 加減 に 応じ た カッ ティ ング 方 法 な ど を 
スラ イド や 実演 を 通し て 学ぶ こと が で きる 。 


[日 時 ] 9 月 6 日 (日 ) 14:00 15:30 

[配信 方 法 ] Zoom を 用 いた オン ライ ン セ ミナ ー 

申込 者 に 、 開 催 の 3 日 前 まで に 参加 用 の URL を メー ル で 
送付 。 当日 、 そ の URL を クリ ッ ク し て 参加 する 
[受講 費 ] 一 般 4400 円 、C.P.A. 会 員 、C.P.A 乾 助 会 
員 2750 円 

[定員 ] 90 名 (先着 順 ) 

[申込 み 方 法 ] 下記 ウェ ブサ イト の 申込 み フ ォ ー ム に て 必 
須 事 項 を 入力 し 、 申 込み 。 参 加 費 の 支払 い を も っ て 申 
込み 完了 

[問合せ ・ 申 込み 先 ] 

NPO 法 人 チー ズ プ ロフ ェ ッ ショ ナル 協会 

電話 /03-3518-0102 
https://www.cheese-professional.com 


ト ボラ ンティア 】 
味覚 の 一 週間 
2020 年 度 「 味 覚 の 授業 」『 
講師 募集 


「 味 覚 の 一 週間 」 実行 委 員 会 (東京 都 千 代 
田 区 ) は 、10 ~12 月 に 開催 する 2020 年 度 「 味 
覚 の 授業 」@ の 講師 を 8 月 いっ ぱい 募集 し て い 
る 。 同 企画 は 子供 た ち に 食 文化 を 伝え る た め 、 
五感 を 使っ て 食 を 味わう こと の 大 切 さや 楽し き 
を 体験 で きる 場 を 設け る と いう も の 。 料理 人 、 
パテ ィ シ エ 、 生 産 者 な ど 食 の プロ が 全国 の 小学 
校 を 訪れ 、 授 業 を 実施 。 授 業 は 主 に 、 味 痢 が 
発達 段階 に ある 小学 3 て 4 年生 を 対象 に 行 な 
われ る (一 部 、 小 学 5 て 6 年 生 に 対し て も 、 調 
理 実習 つき で 実施 する )。 な お 、 例 年 は 規定 の 
1 週間 で 行なわ れ て いた が 、 今 年 は 新型 コロ ナ 
ウイ ルス 感染 症 の 影響 に より 、 状 況 を 見 て 上 記 
期間 中 の 可能 な 日 時 に 開催 する 予定 。 


[ 旧 程 ] 10 12 月 

[会 場 ] 全国 の 小学 校 

[参加 資格 ] 料理 人 、 パ ティ シ エ 、 料 理研 究 家 、 生 産 
者 な ど 食 の プロ (ボラ ンティア で の 参加 ) 

[申込 み 方 法 ・ 締 切 ] ウェ ブサ イト の 応募 フォ ー ム で 必要 
事項 を 入力 また は 、 申 込み 用 紙 を 印刷 し て 必要 事項 を 
記入 の うえ 、8 月 31 日 (月 ) まで に 下記 宛 に FAX 
[問合せ ・ 申 込み 先 ] 「 味 党 の 一 週間 ] 5 実行 委員 会 事 
務 局 ( 電 ヴ ィ ジ ョ ン ・ エ イ 内 ) 

電話 /080-9399-9849 FAX03-4496-4346 
https://legout.jp 
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魚 食 の 文化 が これ ほど まで に 
広がっ た 要因 に 迫る 


魚 食 の 人 類 史 


に 2mYT 人 Th 


魚 食 の 人 類 史 
出 ア フリ カ か ら 日 本 列島 へ 
島 泰三 著 
NHK 出 版 本 体 1400 円 + 税 
「 な ぜ 霊 長 類 の 中 で ホモ ・ サ ピエ ンス 
だ けが 、 積 極 的 に 魚 を 食べ る の か ?」 と 
いう 謎 に 迫っ た 一 冊 。 裸 の 皮膚 で 華 守 
な 骨格 、 平 ら な 歯 列 な どの ホモ ・ サ ビエ 
ンス の 特徴 は 、 必 ず し も 生存 競争 に 向い 
て は いな か っ た 。 し か し 、 人 類 が その 不 
利 を 覆し 、 繁 栄 を も た ら す 要因 の 一 つと 
な っ た の が 「 魚 食 」 で あっ た と いう 。 他 
の 霊長 類 と の 比較 や 最新 の 人 類 史 研 究 
の 成果 を も と に 、 日 本 列島 に 魚 食 文化 が 
根付 いた プロ セス を 鮮明 に 記し て いる 。 


知っ て いる よう で 知ら な い 
食卓 の 歴史 を 紹介 


4 
を 


x 化 史 細 


〈 ズ イド ・ イ ン ・ ジ ャ パン 〉 の 
食 文化 史 
畑中 三 応 子 著 

春秋 社 本 体 2000 円 + 税 

編集 長 と し て 多く の 料理 書 を 手がけ 、 
食 文化 研究 家 で も ある 畑中 三 応 子 氏 が 、 
“メイ ド ・ イ ン ・ ジ ャ パン ” の 本 質 を 徹 
底 検証 。 舶 来 品 に 目 が な か っ た 日 本 人 
が な ぜ 「 国 産 」、 を あり が た が る よう に な 
っ た の か を 、 国 内 で 起き た 食 中 事 件 
や 食品 偽装 事件 、 日 本 を 取り 巻く 国際 的 
な 動向 な ど 、 か ら み 合っ た 複雑 な 事情 に 
触れ な が ら 紐 解い て いく 。 食 事 の 歴史 を 
あら た め て 知る こと で 、 食 の あり 方 を 見 
直す きっ か け と な る 一 冊 に な る だ ろう 。 
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J-WAVE 
NIHONMONO LOUNGE 


帆 〕.WAVE (東京 都 港 区 ) は 、JR 山 手 線 の 
新 駅 「 高 輪 ゲ ー ト ウェ イ 駅 」 の 駅 前 特設 会 場 に 
て 催さ れ て いる 「Takanawa Gateway Fest」 
内 に て 7 月 14 日 ( 火 ) て 9 月 6 日 (日 )、「+WAVE 
NIHONMONO LOUNGE」 を 開催 し て いる 。 
同 イ ベン ト は 、 元 サッ カー 日 本 代表 の 中 田 英 寿 
氏 と 、T-WAVE の コラ ボレー ショ ン に よっ て 生 
まれ た “エン ター テイ メン トレ スト ラン "で 、 デ ィ 
レク ター を 務め る 中 田 氏 が 厳選 し た 日 本 全国 の 
選りすぐり の 日 本 酒 が テー マ に 沿っ て 楽し め る 
他 、 予 約 困 難 な 日 本 の レス トラ ン 16 店 が 監修 し 
た 、 こ こ で し か 食べ る こと が で き な い スペ シャ ル 
メニ ュー が 提供 され る 。 開 催 期間 中 は 各地 か 
ら 酒 蔵 が 159 蔵 集結 し 、 週 ご と に 毎週 約 20 蔵 
の 酒蔵 が 入れ 替わり 、 そ れ ぞ れ が お すす めす る 
銘柄 を 出品 する 予定 だ 。 ま た 、 会 場 に は 中 田 
氏 が 全国 を 巡る 旅 の 中 で 出会っ た 工芸 品 な ど 、 
日 本 の 魅力 を 集め た ショ ッ プ 「NIHONMONO 
TOKYO」 も 開設 する 予定 。 な お 、 現 状 は 事前 
予約 制 と な る (座席 に 余裕 が あれ ば 当日 入 店 可 
能 )。 今後 の 出店 レス トラ ン は 以下 の 通り 。 


[出店 レス トラ ン ] 8 月 17 日 23 日 プ 銀 座 ・ 問 楽 事 ( 銀 
座 ) 、 リ スト ラン テ ラ チャ ウ (田町 )、8 月 24 日 一 30 日 
虎 峰 (六本木 )、 ア ロ セ リア ラ パン サ (銀座 )、 サ ルイ 
アモ ー ル (代官 山 )、8 月 1 日 一 9 月 6 日 プラ ・ ボ ポン バンス 
(西麻布 )、 よ ろ に く (南青山 ) 

[ 昌 時 ] 一 9 月 6 日 (日 ) 11:00 21 :00(L.0.20:30) 
[場所 ] 高輪 ゲー トウ ェ イ 駅 前 特設 会 場 Takanawa 
Gateway Fest ホ ー ル C 

住所 東京 都 港 区 港南 2-1 

[問合せ 先 ] JWAVE NIHONMONO LOUNGE 
https://www」」-wave.Co.jp/special/tgf/ 
nihonmonolounge 


FFCC の 活動 拠点 が 
横浜 に 変更 

フラ ンス 料理 文化 セン ター (FFCC プ 神 奈川 
県 横浜 市 ) は 、2010 年 より 東京 ガス 業務 用 シ 
ョ ー ル ー ム 「 厨 BO!SHIODOME」( 東 京都 港 
区 ) を 拠点 と し て 、 さ ま ざ ま な セミ ナー や 講習 
会 、 コ ン テ スト な ど を 開催 し て きた が 、 運 営 母 
体 で ある 東京 ガ が スグ ループ の 事業 運営 効率 化 
の 一 環 と し て 、 同 施設 を 閉館 。 今 後 は 、 横 浜 
市 中 区 の 「 厨 BO!YOKOHAMA」 に 機能 を 集 
約 す る 。 そ れ に 伴い ぃ 、FFCC の 活動 拠点 も 厨 
BO!YOKOHAMA へ と 変更 に な っ た 。 な お 、 
厨 BOIYOKOHAMA は 、 新 型 コロ ナウ イル ス 感 
琴 症 の 影響 で 休館 し て いた が 、7 月 13 日 よ リ ー 
部 の 営業 を 再開 。 厨房 機器 の 基本 操作 や 料理 
の 仕上 が り を 試せ る 施設 見 学 も 予約 制 で 受け 
付け て いる 。 


[問合せ 先 ] フラ ンス 料理 文化 セン ター 
電話 045-253-5869 https://www.ficc.jp 


ト = イベ ント 】 
第 90 回 東京 イン ター ナシ ョ ナル ・ 
ギフ ト ・ シ ョ ー 秋 2020 


「 第 90 回 東京 イン ター ナシ ョ ナル ・ ギ フト ・ 
ショ ー 秋 2020」 が 、10 月 7 日 ( 水 )~9 日 ( 金 ) 
に 東京 ビッ グ サ イト で 開催 され る 。 同 展示 会 
日 本 最大 の パー ソナ ル ギ フ ト と 生活 雑貨 の 見 本 
市 で あり 、 国 内 外 の メー カー、 輸 入 商社 な ど 
約 700 社 が 出展 。 テ ー ブ ル ウェ ア や キッ チン ウェ 
ア を は じ め 、 イ ン テ リ ア 雑 貨 な どの 新 製品 が 数 
多く 揃う 。 今 年 の テー マ は 、「『 驚 き 』『 感 動 』 心 
を 熱く する 新 製品 と の 出会い 。 広 げ よ う 世 界 の 
絆 」。 ウ ィ ズ コロ ナ の 新生 活 様式 で の 暮らし に 
欠か せな い 「 癒 し 」 に 主眼 を 周 い た コー ナー も 
充実 きせ る 予定 だ 。「 第 8 回 LIFExDESIGN」 と 
「 第 28 回 グル メ & ダ イニ ング スタ イル ショ ー 秋 
2020」 も 同時 開催 する 。 


[日 時 ] 10 月 7 日 ( 水 )…9 日 ( 金 ) 10:00 一 18:00(9 日 
は 17:00) 

会 場 ] 東京 ビッ グ サ イト 西 ・ 南 展示 棟 

住所 東京 都 江東 区 有明 3-11-1 

[問合せ 先 ] イン ター ナシ ョ ナル ・ ギ フト ・ シ ョ ー 事 務 局 
( 際 ビ ジネス ガイ ド 社 内 ) 
電話 03-3843-9851 
https://www.giftshow.co.jp/tigS 


ト だ は 】 


調理 技術 技能 セン ター 主催 
令 和 2 年 度 後期 
調理 技術 技能 評価 試験 


(公社 ) 調理 技術 技能 セン ター (東京 都 中 央 
区 ) 主催 の 国家 試験 「 調 理 技術 技能 評価 試験 」 
の 後期 日 程 が 行なわ れる 。 同 試験 は 、 調 理 の 
技術 ・ 技 能 を 高め 調理 師 の 地位 向上 を 図り 、 
食 文化 の 発展 な ど に 寄与 する こと を 目的 に 毎年 
実施 。 学 科 試 験 、 実 技 試験 の 両方 に 合格 する 
と 「 専 門 調理 師 」、「 調 理 技能 士 」 の 称号 が 与 
えら れ 、 調 理 師 学校 の 教員 資格 を 取得 で きる 。 
試験 は 前 期 と 後期 に 分 か れ 、 前 期 は すし 料理 、 
中 国 料理 、 給 食用 特殊 料理 を 対象 に この 8 月 
に 実施 。 後 期 は 日 本 料理 、 西 洋 料理 、 麺 料理 
が 対象 で 、2021 年 1 一 2 月 に 行なわ れる 。 


[日 時 ] 実技 試験 :2021 年 1 月 16 日 ( 土 )2 月 14 日 (日 ) 
の 間 で 別途 指定 され る 日 程 

学科 試験 :2021 年 1 月 16 日 ( 土 ) 

[実施 調理 作業 ] 日 本 料理 、 西 洋 料理 、 類 料理 

[ 朋 験 料 ] 実技 試験 1 万 8800 円 、 学 科 試 験 3700 円 

[ 受 駿 申請 方 法 ] 9 月 1 日 ( 火 ) 一 10 月 2 日 ( 金 ) に 下記 住 
所 に 受験 申請 書 を 持参 、 も し く は 郵送 。 郵 送 の 場合 は 
10 月 2 日 ( 金 ) 当日 消印 有効 

【 問 合せ ・ 申 込み 先 ] (公社 ) 調理 技術 技能 セン ター 
住所 東京 都 中 央 区 日 本 橋 堀留 町 2-8-5 JACC ビ ル 5 
階 


電話 /03-3667-1867 
http://www.chouri-ggc.Orjp 
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電話 51 964312380 http://mlchaencasa.pe 


チャ ・ エ ン ・ カ サ 


MAIDO マイ ド 住所 Calle San Martin 399 Miraflores, LIma https://maldo.pe 
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手 1Q の で 李 補 回 固 つ 征 ら や 
型 人 We 要 心 9 補 お 29NW レ る ゃ の 
で 8 紅 人 履 員 や 世 四 人 
人 ぐ 深 し 羽 突 つね うつ 隊 る ” 門 昭 G 
摘 つ く 民 移 求 銘 6 つ ね 」 つ 理 思想 

諾 局 守 G 革 し 斉 溢 公 QG 地 
に トペ さ に 衝 ー- だ く く 3 
EE いよ こい パト. てこ 3 こ く 
斑 守 匿 GSQ る 志井 ロー ズ も 走 缶 
つや 間 や 憲 つじ 雷 到 史 尾 独 つる お" y 
つじ し 0 や 晴 め 足 互 GS 較 時 ぐ 2 
志門 嘆 ねり 選 素 由 諾 も" y 
信和 へ 心 か と トト へ NYA 
半生 節 つ R と さら 境 人 9G 思 


後 、 日 本 で 7 年 間 フ 
、 渡 仏 。 (シャ 
フネ NY. 〉 の 開店 に 向 


マレ モン マル トル 》、《 ギ ィ ・ サ ヴォ 
ワ ) な ど 星 付き 店 で 経験 を 積む 。 


島野 氏 は 詩 理 師 学校 の 日 本 校 と フラ 
2017 年 、《 


ラン ス 料 理 を 修業 し 
け て スカ ウト され 、 米 国 ・N.Y. へ 。 


ンス 校 で 学ん だ 


宿 思 " 導 " の QS 伯 門 は 交 
季 り " 豆 ・ 悪 ・ く ふ ト Am 紀 
S 倫 親 墨 回 局 一 区 規 環 埋 
者 ン 計 っ 放さ いこ に リ ジン のこる 3 
Nm の 才 そ 避 民 回 ロ 長 で = 変 
IS っ: に めき 」 か や こいこい ド く ル 
坦 鶴 称 D" 奄 思 囚 ン 電 着 
に の SM まっ: こそ は: いよ こい 
りり 民 装 揚 和 " 卓 旬 9 華中” 大 
夷 つ レン SQ 肖 痢 人 2rQ” 反 
必 づつ 人 お 出 畠 の 明 鉛 つ " 4G 人 お 6 
ポ り 明 0 じ る お りり 当る 人 上 麗 
間島 参 で 0 が 6 つ お "6 超 
均 の ロレ マロ 塚 評 和 6 中 0QS 7 
寿 べ いる 心 出 巡 ぐ 坦 志 財 隊 准 
つつ お ド MT 幼 EK 電 
巡 攻 ロ 豆 お 和 坦 人 凸 々 人 争 人 7 還 
着く G 詳 弄 穴 三 交 ぐ 浜 相 戦史 民生 
験 る 明 補 お し せ 代 る 信人 の つ 守 癌 2 
( 拓 ヨ 嘱 中 、 欄 と”) 


に 対 


あたり 飽き さ 
小さ を 焼き お 


医療 従事 者 は 、 

ソー シャ ル メ ディ ア で 差し 入れ に 
する 感謝 の 思い を 表現 。 下 和食 と 
ぎり を 添え た (ギィ ・ サ ヴォ ワ ) 定 
番 の 仔羊 の トマ ト 素 込み や 、 ブ イヤ 


フラ ンス 料理 を 折 実 させ た テイ ス 
喜ば れ た 。 


グ コ ー ス で 人 気 を 集め て きた 


島野 氏 。 弁当 を 作る 
せな いこ と も 意識 


に 


上 差し 入れ を 受け た 

ティ ン 

ベース 風 味 の ラ イス バー ガー (写真 
な ど 多彩 な 品 を 作り 、 


フネ ニュ ー ヨ ー ク 
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ロビ さ 作 上 褒 っ 史 尿 RDG め 避 っ 人 ” 迫 つっ 凡 坦 的 直 愉 二 NwCJ つ OHK さ 一 玲 JG 芽 補 紅 相 つじ つ 尋 部 公 " 


引 氷 肪 ・ 征 床 富江 邊 
ー の の ご 年 


の 臣 
ざ 素 


中 


に nd 


守 林 尿 に 由 生 NAK 店 還 か ・ ロ 人 計 」 史 難 骨 ( 胡 民 ・ 宇 害 三 ) 
[テーー さ リー コー m AN」 コ の 下 生 ポー へ ( 虹 世 ・ 折 ヨ ) 

「 代 ホホ お へ 」 つ 下旬 案 ネ ー ト へ ( 畠 攻 ・ 旦 強 ) 

EE 和え の の もう さこ が で に 6 っ に 11 
[AA ホーK」ー 虫 下 全 ポー へ ( 胡 作 ・ 感 削 ) 

佐 地 思 作 人 6 電 展 穫 送 掘 正 選 王 据 つ 振 郭 G 秋 舞 

可 民 提 償 半生 弄 屋 ぶ 医 

[ 中 きき や お へ ホー く て で トー] ( 尿 ・ く で トト ーー 人 HAA 
ー 畠 民 ) 令 革 敵 ( 避 民 ・ 岩 引 ) 

「n niK」 つ 下 型 案 ホ ー か へ (所 鶴 ・ 十 冠 ) 

圏 区 ぐ 六 往 刻 上 全 の Re の no 記 や ジー ふせ 

史 選 か へ 誠 許 國 マ 06 諾 所 4「 へ か N・ 拓 ・ と へ と 」 捉 党 
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ざさ 中 
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翌 慌 ・ 県 年 ホキ ー ミ KA・R N」 和 ポー へ 
か ー3 ぐ 妖 お 

全 か 全く ペー ツン 委 玉 公 に ささ KA で HK 拓 て 一 玖 下 や 
ボート へ ( 畠 展 ・ 折 花形 ) 

「 十 所 共 一 と の ト 愉 中 京 」 名 医 洋 (中 時 ・ 利 氏 )* 胡 中 京 補 は N 必 へ 
衣 許 同 下 「 ト 羽 へ ・ 作 を 人 」 全 ポート へ 

寸 ・ 宮 門 上 性 直さ GK 一 ミー ホー 公 下 本 代 ( 憶 六 民 ) 人 Am AD へ 
や や へ ペー「 で で 用 一 公主 立 
EEEeE に に に N い に 1 で YE ニ ob 
ポ 較 課 水 護 赴 紅 ( 団 ・ | 買 補 田 攻 で ポ 層 式 超 曽 終 守 ) 宮 半 
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lm 寺 G 海 0 邊 

デー の COO 攻 

す 忠 角 慌 ・ 吾 較 じ 一 事 皿 短 玉 
博 壮 

の 距 素 財 円 択 柱 吾 守 爾 選 " 谷 
鈴 記 名 じ 皿 出 夷 

ト に 忠 HK ふい 民 へ A り 私 ふ 了 
林 " 性 引 ね 固 亜 泌 男 
ら 男 公 に 玲 長 

GOE 泊 皿 四 加 ロミ K 手 ぶ 協 直 

ー 素 h ロ 過 錠 回 く G 由 看 況 明 
M 只 輸 記 麹 

過 中 ドリ ーー ミミ KS 代入 ・ 


つて へ 芽 藤 


ー の OOー 吐 


NN 忠 


性 忌 @ 振 上 AKI トマ ・ 
年 世 涯 羽 呈 ー と NTIN 
ハン 突 公 害 寺 主 家 

理 IL し た ー ィ いり ト ら 本 緒 
ロー 所 岬 <K・ ミ で 
El 

K マ ーK ハ キー ミロ ロ ヘ 
や 中 

神 囲 ホキ ー ミ K 副 杉 中 
や て トト 尻 侍 狼 情 
で 1: 
RK 革 張 岩 客 


ー の の ご き ジ お 密 深 器 人 の で し だ 想 二 倒 避 G 窒 党 全 Q「 室 坪 」J「 羽 給 ] 
避 法 に つ 大 守 定 り る AG" MM 守 縮 活 を 光 補 か で さり JAJ96 で 生 Y 撤 写 寂 
垂 人 J4S 合 M@ 居 選民 で 穫 7 で 軸 更 競 富 記 ぐ ジー へ 9 還 R 宝 福 天 肉 葵 は 払 
拘 か イン 球 四 絞 引 弥 党 款 肖 党 Au 半 語 0 や る ツン" 

中 叶 塚 し お 過誤 ぐ ネ 庄 所 篤 り G 計 ロー ふ 知 つ 和 お" 貴人 さ の 0 
MQ” 選 自 滋 某 の で 有 補 互 和 き 送 こぐ 守 計り h 愉 や 昌吉 球 選 G 宮 人 室 下 名 
mi" e 三 ・ 定 起 斑 G「 哀 国連 」 入 の 宮下 吉 つ 明 昧 @ 鹿 記 電球 る お 回 半 
Emx 二 に いび つい こい だ つと くい に CC) に に いさ スル koY 1 
軍 潤 和 く ぐ 弄 三 守 4J” 辻 錠 ぬ SS 冨 W0oo 還 半 OtnD4SA" 征 完 団 性 
詞 央 鐘 り つじ ぐ 客員 室 貞 で 計 ロ 旭 塞 W 記 お 江守 定 り る 6 

式 紀 未 革 5 で が 60 り 挫 G 守 ご きど @ 世 守 選 で 迷 喘 応 つづ お だい 
トル ユー さ Kー か 8 定 相 和 を 王 導く の 終 還 時 名 瀬 で 則 7 6 尺 泊 央 天 中 
リー へ 過 訟 で りつ 和志 滞 つ お ぐ 富 「 い 千 く 」 を 「 征 の 肖 」 り ジ 悦 叶 N9 商 1 り 
リー 罰 G 医 枕 堅 財 " NH スー が 8 涯 沙 天 る K ふ で で 革 引 中 委 天 て マ 選 頃 
款 つ "ホース 呈 穴 堪 っ d 生 RG の の きど SQ し 8 私 入り る 0 
AO" 率直 王 凌 語 で ロ 和 龍 @ 思 つつ 守 QOS 会 りく 憲和 の 公 当 お 式 加 
S 圭 葵 ネ ー ヘ トー ぐろ お 江 SG に 宇 氏 弥 つ "セー ふと 多 中 志 
0 所 お 8 疾 全 玖 "の SaJso MS 宏 ぐ く 人 か 宮守 り ホン SKKP 人 
に に い ド ご ー ィ ここ と コ い 9 に いび くい 

MA つ お 宗 会 ビリ で OS 脆 史 知 爾 お く 篤 敵 型 味 じ SN 史生 G「 ふ 
和 NN・ ト ・ か ヘー」S 銀 四 圭 応 9 剖 詳 和 mk の GU る AT NAK 浴 
P「 き SI GE 演 滞 に 因 ” 拒 中 か へ 人 K 軸 で 客 豆 答 笑 宣 つ 守 寄 
ぐ 詩 窯 各 征 球 つじ K ネ ーー つの GPS 月 S 称 取 座ら 齋 民 べり an 
詩 包 % 祥 回 じ 計 くも 急 以 pkoT かつ お 肖 G 補 宮守 叶 富 公記 加味 @ 話 密 
Ko ン 光 二 つ P い GAU 記 空 ” 要塞 入選 箕 計 奈 租 を へ か く 必 腺 圭 つ MG 
補 ぐ 「ー ホ ー ふ NG 剛 ] 称 計 ン の 叶い 完全 いる で ポ " 
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恨 田 器 玖 避 生 く ホ で て K ホ ー「 ホ ボー へ か リー へ 」 杏 肖 ( 胡 作 ・ 下 
ヨ $) 


ーー の の の 定 


Io 
ざ 忠 


「 畠 虹 症 ま ト 叶 」 室 要 立 ( 振 ・ に 展 鐘 ) 

の 叶う り 毅 @ 拓 宮中 覆 窒 ぐ 交 臣 所 部 じ 生 Q きく 議 " 坦 定 S 太 
幸人 0 く G 羽 較 お 

ES っ か すそ や さ - 邊 還 (:- す や や つこ や くそ ざさ うさ) ト さ 
蘭 剛 ( 操 低 ・ 三 

「 居 中 只 呈 旦 慌 」 室 下 半 (K 民 ・ や 民 寒 ) 

和 キ 秋生 ハ ー ト ー と さく Kー 必 ATA と HINK ネ ー| 一 了 下 和 
や 3( る まく 、 こ つう) 

呈 作 ヘン トミ と 且 償 時 雷 に つら 超 包 吉本 " 上 葵 引 判 称 表 る ピ 
応 四 澤 昧 と か か は 

選 守 容 四 人 NNA KK 還 当 「 ヘ マー ハ ・ ト よら KK」 科 医 ( 吾 会 ・ 軒 閥 
に 】 


mm の の で 


ご 中 


の 中 


枯 R か て 全 へ くり 一 ( 団 ・ 本 に さい ) 公 「 く へ ミー へ G 下 ・xe」 
ぐ 玉 see「S い ント と キー」 鶴 度 つよ リー へ 呈 蛋 所 

「R 緒 一 中 系 人 き 」( 展 ・ マ コマ や へ ネ ホー ロ A 愉 人 選 所 
ー ホ ヘー ンー) 信 眉 蛇 ( 和 畳 ・ 国 必 給 ) 

YS を で: っ 区 nr1Jn に て 3 も を さそ コ ド コー 5、 で づき 
や 」 交 据 各 つ ポト と 玉 ト リー ボー 染め ー ヘ ロビ 

「 殿 陣 N や AK 届 中 人 き 上 題 | 当 幸 ( 層 民 ・ 類 守 ) 

「 拓 団 史 中 豆 」 そ ヘム ト 呈 トー 父 放 殺 ( 操 工 ・ 呈 を) 

もっ 3 めそ や 3 や いり に さや うる 91 に つや や う ココ 
EE 

に も コニー さこ に に だ か さ : コ 

壌 爾 茶 中 呈 リ ー へ 叙 棚 堪 固 刻 総 一 解せ 躍 記 

生生 る ペー ツン 余 最 球 記 想 へ Kー 必 へ 「 首 醒 」 つ の 型 和 ポー か へ (次 
前 ・ 直 宙 ) 

「 摘 過 遍 N へ へ KK 中 」 令 医 弥 ( 営 冗 ・ ヨ ぼ ) 

NNA 人 K 破 國 還 めか か KK] 室 主旨 ( 束 選民 欠 忌 )* 定か N 
で YEN 

共 堅 机 由 委 そ ふ ら ト 用 図 還 トミ き さき] 称 吾 時 ( 胡 区 ・ 力 差 喜 ) 
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Q 世 王 K オ 室 加 > ター トー と さ Kー 選 AA ペー 引く 年 」 称 本 
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「 ポ 民 認 品 枯 中 人 」( 団 ・ る ゴ へ 邊 か へ 私 中 拓 中 代 交 荘 ) 公 守 
戦 ( 蘭 ・) 
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SE 1 
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健 料 
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へ 1 トー 柱 畠 
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へ に 座 肢 べく は で 避 豆 上 つ 記 「NINT・ 
1 ト ・ て IN ヘイ て 」/ 和 OSININAK 谷 
者 じ 直 で 祥 了 否 英 村 べ G 軸 征 0 四 性 し 
や 抽 陸 や シン KKーー つ お 度 RRNY 臣 
村人 SPRY 本 十 思 加 総 絆 政和 N7 
四 任 SNINAK 人 調 野 虹 Q 材 古寺 NeJ) 
せ Ne 歌 Ne 履 紀 で 公 舞 0 

区 4⑯ 公 層 講 宮 員 DSG せ "所 起 店 統 
せ JUH4Q 和 sy 敵 妥 べく G 村 4 品 末 坦 
避 下 ぬ 地 人 0 いり っ 避 政 朋 穫 帳 境 的 の 
n ト 過 設 記 坦 お お りり 補 " 6 NN 
へ に 英 陸 G 選 用 二 KK ロ せ 下 公 泡 駅 公 
っ 中 記 司 柚 覆 p 表 地 つ じ っ ? 

北田 秩 国 公 8 革 正 ! つ お 記 中 絡 記 
商 陸 『NNAAHN』 中 し せ " 臣 4 
X ヘ ミー@ 打 二 R′IG 基 出所 田 遇 思 
尼 B-6ne 細 党 4 「 上 導 @BNINAK 
催 半 せ 臣 っ 抽 和 OAHNS0G 己 
革 G 宇 概 」 所 弄 凌 つじ つっ NG" 

「 信 ロー ミミ 中 中 0 介 を 0 
輝 太 Q ト て N” トト ドー ヽ G 了 地 じ tG 衣 定 
MO" っ 沖 朋 角 人 くし" 閉 せ ?* 


つじ"1J で 公 4Q 公 英 周 G " 穏 く 択 。 
京 い むし ろ ツ 旧 補記 本 (いし 
SS" 押 罰 りつ じ G 夫 々 羽 じ し せ 委 ンド ^ 
英 陣 0 っ つ ソ 超々 NONSG 昧 紀 G 
っ 則っ 午 rQSS っ 公民 所 枢 D じ 
超人 ^ っ DJ し ち 」( 材 ) 
「4" やつ じ り JS 人 SQGTJG 幸 回 玄 
公 泡 肛 人 つっ 心 ツ 部 ユーK ト T 
ミ \ っ 突 幼 玖 恨 舞 10 や NONJ 岩 照 
心 」( 林 区 
mtetotieeETSY) 
各 選 層 く で し 6 公 衝 っ 過信 じ つき 
DJS 公 QG 條 周 氏 せ " (H 直 ) 
INYKS ち おじ | 聡 過 っ "取っ つり 
っ Q お し じ 」( 擬 田 由 ) 
SQG 紗 幅 公 0 電 語 で NOG ゼ 7 
4G 英 本 上 9 振 つ っ 沿 章 り 甘 つ りや 
じ っ jJ り っ 心 額 っ 租 相 "Ia 著 出 せ 
必 生 G 乙 診 洋 獲 fNetJV7 打 二 届 り 
拉 田 いせ 現 額 池 G 凡 宅 骨 編 G 押 や 中 
Ne 本 祥 10 間 編 つ じ っ h0” っ 
で p レ ー ト ネー 二 K は KK 皿 基 
じ SQ” 臣 骨 振 つっ 骨 だ り 必 で 0 で 
Oi で りこ や) 


TNINAAH Nem( 一 mo 時 記 P 香 ANN・1N・ NACSAHN 
さら -SNe 財 半 疫 構 G 縁 BE で” 二 せ 選 RRBG「HHHGNY つ らき 
KA1 ト エーNQS」" にせ 尽力 宮 WARGT 由 村 S47 ハ イミ Y 思 届 」 
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に に 二 に 3 くさ こさ ささ さか: ニョ ーー メー ここ と 3 
是 宮 る 居 守 陣 友 環球 間 問 | まさ か を や へ 筐 一 り S 槍 人生 ネ ー ト へ 
マー に 33 の 3 で コー の 3 表し 3 に くに まう) 

mー の の の 計 

ー 中 「 証 引 め り 」 コ 中型 倒 ポート へ ( 苦 ・ 窓 記 ) 

mdE さ こ る に つの で 区 うさ こも や コ ・ し つこ ぶ や 3) ヒ つめ や う よ さ = コ 
絆 ( 押 低 ・ 決 田邊 )* 王 拒 肝 氏 四 公 堤下 応 慰 品 避 架 軸 
「 和 中 代入 と 唱 徐 下 ふ へ 」 余 了 立 ( 畠 必 ・ 型 ) 

の 中 中尾 守 ぐ 電 因り 生 [と へ ・ の 年 」 コ 到 下 倒 ポ ー か へ ( 畠 展 ・ 測 衣 ) 
「 容 禁 知 旧式 中 京 」 難 肖 ( 畠 怪 ・ 窒 ) 

当 四 人 つ へ 一 トー 公 加 医 固 英 宮古 詞 愛 本 二 寄 
「 遇 只 中 人 き 慌 較 」( 慰 ・ へ か と へ 線 中 き 下 洋 ) 償 医 肖 ( ペ 洋 ・ 王 
尾 写 ) 

軸 要 「 艇 中 穫 由 湖 ト へ KNS」( 団 ・ 中 や ロペ ヘー まい ヘー と ・ た へ 
か ら ) 伝 医 澤 (理江 手 ・ 中 お 号 ) 

川 属 問 1 明生 か へ K 旋 翼 曽 表 中 きき ・ 和 と や ・ の 中医 立 ( 宮 区 ・ 
還 生 ) 

で ふら ト 在 較 還 (SKK 和 ふく KK ふ 」 父 医 肖 ( 近 心 ・ 愛 引 ) 

中 下 引 間 記 申 「 皿 衝 本 」 入 「 下 定 臣 先 胃 」 り つじ 中 下 や 

忘 率 箇 札 難 翼 「 呈 葵 監 ぐ 回 砲 」/ [NNA AN] 吉 下 

ーー の の の 

さや もそ (さま さこ もそ ーー ト 】 
KK か へ ) 器 装 " 上 ロ 性 G 京 四 剛 球 四 ぐ 抜 訟 ④ 直 

ざ 中 生生 るー ツ ン 父 晒 芝 弄 王 品 へ KA ミール と A」 コ 下旬 人 各 四 ー 
AA ( 翌 展 ・ 忌 刀 ) 

の ら 思 「 拉 必 1 上 呑 表 中 」( 団 ・ マ クマ で へ 和 ネー 月 A 下 人 A 人 へ 人 其 中 人 
屋 民 ) 節 医 竣 ( 近 民 ・K 性 導 ) 

の 中 開 人 トリーK 人 キ くく へ 衝 明 必 澤 貢 記 志 写 還 角 味 徐 

の 中 「 呈 そ へ ポ 較 」 公 医 肖 (K 媒 ・ 志 所) 

己 窒 ポ 吾 四 委 そ ふら こ ト 在 囲 還 ホン 私 年 ボ 」9 壁 ( 民 ・ 共 ) 

コ 束 ホ A ト 選 て と 朋 倒 臣 婦 隙 志 幸 りつ し 足 ぐ 送 穫 各 悦 医 
ロ て と 人 染 く へ く 一 生 ーS「 く ペーNK」 コ 昭 AM ボート へ ( 吾 必 ・ 
幸 如 ) 

加 下 最 款 講 記 引 へ Kー 改 へ 「 操 曽 下 中 将 」 一 下旬 案 ポー か へ (中 終 ・ 皇 突 
) 

の を へ トー 人 「RNM・ を ロート りー 中外 yk 一 ト へ ( 投 攻 ・ ャ 
箇 

栓 R 細 思 令 上 導 足 く 共和 妃 旭 ボー ド 和 [ポー・w 了 か を 一 」 間 医 
幸 ( 得 疾 三 ・ 宮 密 ) 

折 還 測 尊 思 沼 NAAK 奄 思 ローー・ と テー さ Jp 医 寺 ( 近 任 1 所 ) 

ーー の の に 

ー 下 ふと トミ と 篤 や ー 還 定 の の OFS「 ま へ キリ ロー や トーNBPー 
作 馬 へ 」 主 宮 "NEK ト ー と で か で KK か ヘー 流 叶 せわ か te 

RNNHA ベ スー ぐ 1 1 症 立 懇 「N ロ ハー] 一 中型 ボート へ (近作 ・ 思 析 


は こさ) に ことり 
トビ 】 


ー の Oo!O 革 


ー 忠 
mm 


さ 忠 


の 中 
に り ' 


の 忠 


二 忠 


居 因 末 区 鉢 公 也 窒 
に ja に に 3 に! 
著名 福 由 

1 | ECrokS い (3 
[に た 「 ココ コ う だ 】 
所 性 李 恨 信幸 完 還 必 お 符 
敵 近 可 ( コ ビ ) 忠 抽 
副 田 所 中 4N 路 選 宗 組 直 

還 必 撤 還 一 mo 加 絢 震 
呈 求 蝶 振 人 4 電 服 直 紅 
前 ” 舗 尿 路 K 穴 郷 G 亜 聞 
Th 中 各 柱 し 針 志 人 取 
融和 か ミ 明 括 G 店 
4 

h ロ 中 徐 民生 人 尽 G 還 性 


1g 


ー の oo 〇 革 


ー 忠 


NE 


す 忠 


K マ ーK ハ キテ ミト キ ユ 
AA キー 叶 張 壇 
EE ココ 1 すっ に が さ 
1 れ 0 ぐーQO 贅 し 慰 本 
駅 尊 中 悪 4 選 地 雪 握 上 
で 羽 ト ャ ン ミ G 医 田 尋 避 
中公 計ら 叶い 中 

へ 裂 GNH さ へ か ヾ 臣 
克 貴 

祝 画 @ ホ キー ミ K 太 K 由 
て トト 廊 祭 尿 

寸 林 お 公 計 出 公 埋 編 信 
抽選” 脳 衣 編 尽 G 垢 
窟 栖 

川本 時 逆 中 板 思 政 給 
ドミ ぶ コ 

還 四 K 右 GII 蕎 二 公 響 ミ 


ー の oo ト 世 


Q 


テヒ ビ ゴゴ 要 じ 豆 ト ふ かー 
に に 4 


108O 年 代 


製 菊 借 包 G 滑 弄 公 I ド 率直 中 一 KG 庫 補 


選 夫 公 憶 康 つ "て マ 人 到 公 いじ マン 
候 略 仙 hNet6n 和 8 8 品 財 ピ " 攻 
らい いさ くに 
中 一 へ 千 凶 GK ぬ ふさ 公 壮 弄 つ お " 

G ギ 避 時 福 半 ヘー 志 抑 
0 紀 は つ RINHー ル SING” 著 し め 
隊 鱗 個 国 りつ じ 対 0 で GS” 8 時 
の 臣 ロ トミ ささら 胡 必 TNINTK 公 拓 
選 ・ 培 鈴 過 ロ モーN ハ つ 刀 「 サ ー ト H 
ベー へ INT」" 雷 所 ら 也 い 器 名 Ne 抽 
押 G 絢 KT7SJPO じ 層 避 7 
| 県 @ 圭 共 除 p 和 60 8? RINH 
ーー させ シロ に ペロ fA6R「「 叙 
て he・ 革 6」 っ 0 回 間 呈 人 語 事 ペ 
奈 玖 皿 如 は つ お 字 公 板 珍 志 練 人 S 記 り り 
せ " 素 皿 | 一 KG 中 括 や WI 民 つ し っ * 

忌 財 ど 幸 時 職人 G や 応 式 由 肖 G 
剛 記 RSwKTA 選 "AHN 相 攻 ・ 
愉 臣 避 主 立つ お 「 ド 一 日 ミミ IN 邊 」 
せ " に の ご 臣 に cto り っ 避 製 思 幼 思 " 


WPG ふ トス ふ 千 い ソン い せ 還 作 四 
に に に Sa の や の で. や や 1 で う 
IAJ っ DD 双 六 尺 時 拶 は 
っ 0 穫 〇 財 握 民 明 皿 RG 二 幸 区 良 
に さい に さい よさ 

1JSDRITNH ーー ふり 臣 は "下水 G 
太夫 才 狼 り せ 密 (0 公選 上 46N6 記 皿 訪 悪 
更 蘭 也 つ じ ろ ? 式 四 人 て つ A6 綱 
SPAPIJ に や Ba コ 
る の て くい いい 


ー|| に さ NIN 
(ゆー ト H 
ィ へ INTN(HG) 


ぬ V ぐ 反 軍 己 典 瓦 WS 忍 曲 奥 咽 慎 Hー ハ 


叶 補 @ 咽 人 ーー へ G 代 申せ 
「 届 的 耕 ね 」J り Q | 収 責 県 代 DG 
せつ 刀 " 8 財 は せ 「 師 0 拉 」 公団 下 一 
の の 世 @ 振 松 ヨ 民有 編 UE” 臣 時 「n 
く 」G 早 時 な りつ し 中 距 Gn く こり 
鐘 ⑪ 李 村 G 了 織 手 公休 し じ 誠 い 剖 く 交 
測 財 つ 区 窟 G 舞 肛 記 YB く ーーjptG" 
訪 時 生れ 0 表 り 「 了 K 罰 」 篤 写 家 っ し 
OO 胡 G 隊 K 融 ER 選 家 民 訟 世 け トー 
へ AtG ず っ ろ 0 8 面 人 Op 所" 

報 淫 @ 興 叶 き 級 つ じ 選 凡 風紀" 
記 拓 HFP すさ 間 全 和 お 上 訂 全 っ ペ 
EE に 信二 りさ 
っ て か っ 地 胃 軸 懲 人 2JRS” 抑 打 公 駅 問 


選 硬 刀 人 つ ね り っ 選 起 四 鹿 穫 所 密 g* 
召還 こく て p ピ 辻 0 で NG 李 密 本 0HG 
卿 < 前 典 逗 衝 IMNA 中 トキ YK 早 妥 
袋 申 史 避 革 つつ お " 中 抽 間 ーー へ お 
6 品 時 や @ 虹 撰 所 上 8 い ホー 
レト て ロ 和 50 SG し SNG" 


異な る 新 業 態 だ っ た (写真 は 


「 村 さ 来 )) 


動機 の 幅広 さと いう 点 で 、 そ 
れ ま で の 「 酒 場 」 と は 明らか に 


居酒屋 チェ ー ン は 客層 と 利用 
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に に) 
3363 に 導 生 - り M 本 っ に -1 は ーー さ ー 人 
拓 齋 所 ぐ や ふら ト 齋 団 軸 トーー っ] 許 還 嘱 避 納本 慌 帯 要 倒 窒 思 


マ 丈 元 計 2 中 [の 和 一生 中 下 生 ネー か へ ( 長 肖 ・ 叩 捉 ) 

の 相 「 全 不全 つの 一 いひ ヘー ンー 照 華 か で へ へ ふ ト ー」 穴 尾 立 ( 補 ・ 吾 算 
豆 ) 

に 中 中 い ト 和やか っ 旦 空 coooFG「 ま へ く ホ や ヘー 中 

己 表 人 キ KU 役 ロ リー リー ハ Am AN 中 肖 一 」ー 了 の 宮 和 ボート へ ( 胡 作 ・ 地 
料 穫 ) 

コ 中 人 問 代 外 案 記 還 居 蛍 誠 上 開 物 雪 補 
愛 規 中 四 穴 王 還 旋 午 @ 刻 民 べ りつ し 中 GS「 慰 や ぐ SWmN 綴 

ーー の この の 

ご R ル ヘ と 代 和 と 信号 所 の らら の 包 S「 ま N ロ や ト | 史 齋 幸 

Q 下 人 普 中 KN トー と キー の K 余 近 民 納 記 記 話 維 Q 組 ロゴ 補 
地 宙 倍 人 和 舞香 避 半 所 

マ ざ 切 「 人 AA か へ ・ へ へ 居 ・ テ ー 半 ロー シン て ・ 下 上 中京 の か トー 穴 
蘭 (中 ・ 得 人 ) 
「 柚 展 と で の き て へ | ( 槍 ・ り 呈 て へ 舞 医 く で ) 流 医 戦 (直近 ・ 坦 層 ) 
「 総 1 扱 呈 杏 展 く て 」 ( 団 ・ 革 中 ポー 邊 畠 展 と で ) 篤 工 綱 ( 中 凌 ・ 
舞 選 ) 
「 怪 喉 N か で と へ 居 谷 」 介 性 肖 ( 習 綴 ・ 志 堪 図 ) 

の 中 「 柏 得 民 司 昌和 A 尺 京 素 中 人 京 」( 国 ・ マ デズ へ か か へ か 下 年 藤 応 全 
長 ) 償 攻 立 ( 中 近 ・ 是 j) 

中 品 性 へ ふ 色 填 一 ・ ト で を 中 直人 証 染 N ミ ー ト 時 二 コ こら の 問 
外史 狗 営 
で この 3 か さそ ニー せく) に そつ うさ | 
公 正 
「 人 KA ま AKI ヘー 本 中 愉 」 篤 医 敵 ( 思 ・ 下 生 ) 

ーー の の の 

の 束 「 り さと へ 記 和 胃 」 令 吾 洋 ( 下 展 ・ 選 胃 ) 

マ 皿 P 四 棚 品 性 当 ペー 忌引 埋 肖 人 て トー 呈 近 占 攻 へ K く ー 改 へ 本 
介 敵 装 
に 生生 -1:1 ト に に の きい か その かそ マコ ョ スギ そ さこ ト さ - コ 
3 
「A か トト 屋 杜 共 中 人 き 」 久 医 弥 ( 弓 世 ・ 評 ) 
「 ロ で と ミー ふ 慰 只 」 公 医 敵 ( 押 区 ・ 呈 攻 問 ) 

の 中 慰 リーA「 じ さ を 」 つ 中 中 到 ホー か へ ( 避 区 ・ ご 環 二 ) 
足 舞 明 球 | 長 罰 皿 」 公 oO 納 コ さい ご 記 党 旨 S「 術 尿 守 」 入 吾 終 
宮田 玖 べ ロ 性 表 中 き ミ ーXA へ YNK 守 8 詳 半 

中 惑 計上 へ トー ム 窟 名 失 味 り つじ 中 ぐ 半 穫 記 富 記 
中 弱 ・ 和 寂 上 攻 中 ポ GDA て へ か 生理 衣 「 喘 へ や] 吾 款 " 
に 区 も 13 で 3 さい ーー ビ コ 

加 下 入る ペー ツン 篤 是 垣 コ どら ご 懇 銘 独 錠 


性 許 加 [ 心 ツン ヨ 」 祥 難 上 ( 翌 必 ・ 包 送 喜 ) 
孤 外 ぐ 王 困 課 語 天 強 記 慰 着 四 無 」 勾 四 ぐ 洪 去 弄 和 や 民代 ・ 三 
に 、 ビ 上 - に | 


すさ 中 面 半 正中 衝 や つ ビ 
や ふ ミ ーh ト 社 公 豆 罰 

Ip 中 審 思 近世 尋 洋 看板 眠 書 外 
1 コ 

に 中 半 吾 Ga 四 征 窓 人 式 本 

の 距 家 民 帳 太 呈 握 公 41 隊 諾 

星 距 中 中 一 一 開 情 世 胃 名 
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「 変 心して 身 を 委ね られ る 本 ービス 」 
私 は 小澤 氏 の サー ビス を 経験 し て 委ね る 医 】 いま し た 。 
小澤 氏 の 素晴らし き ほ プロ か ら み くも と 15 ゴ コ 
いう 事 。 た だ 料理 の 説明 を ずる サー ビス な 5 座 司 

小澤 氏 は 提供 する 料理 の 生産 者 ・ 笠 理 
の 日 キッ チン で 起き た 出来 事 や 調理 の 過程 
くれ ます 。 そ の 話 が も うす で に 美味しい]」。 サ ービス で 料理 
の お いし さ は 変わ り ま す 。 お 客 様 の 綱 重 な 人 生 の 時 間 を 預かる 
と いう 事 に 対し 、 楽 し ん で 頂く た め に 思考 を 張り 巡ら せ て いる 。 


二 300-1600) 
還 E 開 葬 日 : 10/21 ( 水 ) N 
パ 


授業 は 2% ツ コン を 使っ て の オン ライ ン 授 業 の た め 
ご 自宅 に いな が ら 参 加 が 可能 で す 


Iprrn | 唱 


・ パ ッ ュ ン (Windows/Mac) それ が 、 小 澤 氏 の 考え る 本 物 の サー ビス だ と 思い ます 。 
・ パ ツッコ ン へ の ZOOM イン スト ー ネ 2 
ニン 日 本 料理 龍 只 オー ナー シェ フ 山本 征治 


= Vantan Carecr Colleee 力 還 還 東京 都 渋 谷 区 恵比寿 西 1-31-9-2F TEL:0120-332-992 (フリ ー ダ イヤ ル ) URL : wwwecocarejp 


調理 の 急所 が ひと 目 で わか る 、 プ ロ 調 理 師 必読 の 料理 専門 誌 


人 @6 か 月 6 冊 ) 7.100 円 (消費 税 送 料 
1 か 年 分 、 は 6 か 月 分 を 前 納 し て くだ さい , 


男 送金 方 法 


人 @ 払 込 口 座 番 号 00 5-24471 
人 @ 加 入 者 名 法人 日 本 全 職 業 調理 


埋 四 


8 月 号 発売 中 9 月 号 は 8 月 2 4 日 発売 予定 ! 


調理 場 の 副読本 と し て 
お 役立て くだ さい 。 


土 協会 


と う ビ ル 4 階 


どなた で も 受講 で きま す 。 ふ る っ て ご 参加 くだ さい 。 


当面 の 間 は 、 会 場 で の セミ ナー 開催 を 取り 止め 、 


日 本 料理 セミ ナ 還 衣 料理 四季 報 誌面 上 で の 掲載 を 予定 し て お り ま す 。 


(日 本 料理 講習 会 ) 


公益 社団 法人 日 本 全 職業 調理 士 協会 
URL http://wwwjapca.orjp 電話 03-5285-0271 ( 代 ) 


食べ の 情熱 と 感性 を 育む 。 


徹底 し た 少 人 数 制 を 採用 し 、 き め 細 か な 技術 指導 と 個性 を 
重視 し た 教育 環境 を 整備 。 卒 業 後 の 就 職 に も 尽力 し ます 。 


10 月 期生 募集 


(夜間 部 ) 


願書 受付 : 6 月 1 日 一 9 月 25 日 


| 1.5 年 制 コ ー ス 
| 高等 課程 


昼間 部 (4 月 入学 ) 
も 王 = mim-=tm 


書 
回 


1 年 制 コー ス 
高等 程 店 


3 2 年 制 コー ス | 
多 作 752 ) 置 得 補 資 格 取得 も 応援 u 計 計 


_ r 〒132-0035 東京 都 江戸 川 区 平井 4-13 一 4 
学校 法人 フス 学院 TEL.03-3684-2255 


東京 フス タタ 学院 調理 師 専 門 学校 FAX03-3685-1590 Emailinfo@masuda.acjp 


https://Www.tokyo-masda-college.com 回 


時 再 


ゃ ここ 
当 


か っ ぱ 枚 道具 街 で き ーー| 
最も さい 歴史 を 詩 る 較 癌 本 ミー 


ピン グセ ッ ト 
京都 産 天然 砥石 ・ 人 造 大 石 


より 良い 店 づく り を 目指 し て 参り ます 


株 式 会 社 に ーー 
ユニ オフ ・ コ マー レ 1 し 


柴田 書店 創業 70 周 年 記念 


特別 講演 会 開催 の お 知ら せ 


回 
誰 


= へ さ S 本 ぶな テ の 


貴社 ます ます ご 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 

「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 」 で 世情 慌ただしく な っ て お り ま す が 、 緊急 事態 家 言 解除 後 、 満 を 持 し 
て の “営業 再開 ” の 動き が 顕著 に な っ て きま し た 。 まさ に 再起 動 宜 言 で す 。 

さて 、 弊社 は 2020 年 、 創業 70 周 年 を むか える こと と な り ま し た 。 これ も ひと え に 読 者 、 取材 先 、 
そし て 広告 主 の 方 々 の お 力添え の お か げ で ある と 心 よ り 感謝 いた し て お り ま す 。 

その 思い を 込め て 、 弊 社 主催 の 特別 講演 会 を 開催 し た いと 思っ て お り ま す 。 

日 頃 お 世話 に な っ て いる 皆様 方 を お 招き し 、 弊 社 定期 誌 4 誌 の 縁 の 深 い 、 代 表 的 な スピ ビー カー 
に よる 講演 会 と 、 ス ペ シ ャ ル ゲス ト と し て 作家 の 沢木 耕太 郎 氏 の 講演 を 開催 し て まい り ま す 。 
時 節 柄 、 会 場 の 混雑 緩和 の た め 、 定 員 を 超え た 場合 は 抽選 に な り ま す 。 ご 了承 くだ さい 。 
皆様 方 の ご 参加 を お 待ち し て お り ま す 。 是非 何卒 よろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 


開催 日 時 : 2020 年 11 月 27 日 ( 金 ) 10:00 ~ 17:00 (予定 ) 
会 。 場 : 帝国 ホテ ル 本 館 
(東京 都 千代 田 区 内 幸 町 1 丁目 1 一 1 ) 
内 容 : 月 刊 食堂 、 月 刊 ホ テル 旅館 、 月 刊 専門 料理 、 カ フェ - ス イー ツ の 定期 誌 4 誌 の 


業界 を 代表 する ゲス ト を スピ ー カ ー と し て お 招き し 、 特 別 講演 を 行い ます 。 
( 二 部 構成 、 入 れ 替 え 制 の 予定 ) 


: 「 月 刊 食堂 由 物 語 コ ー ポ レー ショ ン 取締 役 特別 願 問 小林 佳 雄 氏 
「 月 刊 ホ テル 旅館 」 失 加 賀 屋 代表 取締 役 社長 小田 奥 之 彦氏 
「 月 刊 専 門 料理 」 菊乃 井 村田 吉弘 氏 
「 カ フェ - ス イー ツ ] モン サン クレ ー ル 辻 口 博 啓 氏 
特別 講演 : 作家 沢木 耕太 郎 氏 
: 無料 
: 150 名 (抽選 ) 
※ 勝 手 な が ら 、 1 社 に つき 2 名 様 ま で の ご 応募 と させ て いた だ きま す 。 
参加 資格 : 外食 、 料 理 、 製 菓 、 製 パン 、 喫 茶 、 宿 泊 産 業 に 携わる 方 
※ 一 般 の お 客 様 の ご 参加 は ご 遠慮 くだ さい 。 


※ ス ケ ジ ュ ー ル 詳細 は 追っ て 連絡 させ て いた だ きま す 。 


協賛 企業 ( 五 音 順 ・ 敬 称 路 ) 


味の素 株 式 会 社 、 ア ー ラ フー ズ (ジャ パン )、 株 式 会 社 ダ イア ン ・ サ ービス 
株 式 会 社 ツ ジ ・ キ カイ 


主 催 : 株 式 会 社 柴 田 書店 
東京 都 文 京 区 湯島 3-.26-9 イヤ サカ ビル TEL:03-5816-8255 
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坦 じ や ト " 284S 尺 2 庁 所 りつ し 人 
人 8 る し 引 頑 り ^ 男 代 NN で AP 多 
頑 人 る つ ” 選 G 捉 選 め 選 ご 穴 り 計 の) 
つの し 6T 生 6 る 必定 くじ レ 和 
音 追 じ #oyeQP 抽 飛 人 つろ 守 ト ? 
( 臣 江 山 齋 村上 人 人 能 ) 
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辱 と と る に 送 奉 し 鞍 け る / ソー スズ /。 
李 新 系 を 見 や すい プロ セス 写真 と と る に 紹 分 


三 * 
フラ ンス 料理 の 
新しい ソー ス 

柴田 書店 編 

A4 変 判 212 貢 人 筐 本 体 3.200 円 税 
少量 多 皿 コ ー ス が 主流 と な っ た 今 、 フ ラン ス 
料理 の ソー ス も 転換 期 を 迎え て いる 。 技術 
は も と より 、 ア イデ ア と デザ イン 力 が 求め ら 
れる 「 現 代 の ソー ス の つく り 方 | を 、 気 鋭 シ ェ 
フ 5 人 に よる 78 品 を 題材 に 解説 する 。 


人 京 レ スト ラン の コー ズ の 内 容 を 硫 旗 分 婦 / 


お まかせ コー ス の 
つく り 方 


18 店 ・22 通 り の コー ス で 学ぶ 

ガス トロ ミー の 表現 法 

柴田 書店 編 

B5 変 判 232 貢 島本 体 3.000 円 税 
予約 が 取れ な い 18 店 の お まかせ コー ス を 、 
シェ フ の 解説 と と も に 紹介 。 コー ス の テー マ 
の つく り 方 、 前 葉 か ら デ ザー ト ま で の リズ ム 
の つけ 方 、 料 理 の バリ エー ショ ン な ど 、 魅力 
的 な コー ス を 提供 する た め の ポ イント を 詳解 。 


また 来 た て な る レス トラ ン / フロ リレー ジュ / の 
者 理 ・ 破 り が け ・ 満 敗 の すべ て 


ーー ト 7 
フラ ンス 料理 を 描く 
フロ リレー ジュ 
[料理 ・ 盛 りつ け ] 
川 手 寛 康 ( フ ロリ レー ジュ ) 著 
B5 変 判 208 頁 代 本 体 3.600 円 税 
仏 料理 店 「 フ ロリ レー ジュ | は 、 リ ピー ト 客 が 
多い 。 その 魅力 を 、 料 理 と 個性 的 で スタ イリ ッ 


シュ な 盛り 付け の 秘訣 、 サプライ ズ の ある 提 
供 法 を 中 心 に 、 プロ セス 写真 と と も に 紹介 。 


ここ に とか を い 野 業 攻 理 706 記 と 、 
地方 に お 族 を 暦 び 森 ぜ る た め の 方 法 募 
villa aida 


自然 か ら 発想 する 料理 


小林 寛司 (ヴィ ラ ・ ア イー ダ ) 著 

B5 判 224 貢 借 本 体 3.200 円 + 税 

地元 ・ 和 歌 山 に イタ リア 料理 店 を 構え て 20 
年 。 畑 の 土 に 触れ 、 季節 と と も に 料理 を 作 
る 「 ヴ ィ ラ ・ ア イー ダ ] の 1 年 、106 皿 を 収載 。 
料理 人 仲間 や 生産 者 と の 交流 、 畑 の 話 、 魅 
力 的 な レス トラ ン の つく り 方 な ど 、 小林 氏 の 
哲学 を 余す と ころ な く 掲 載 。 


で そう 1 
-$ き ユ さ ロー 漬 古き 
バビ 吾 紹 や y 衝 店 き し 


し と スト ラン で る 、 アウ ト だ ア で や 。 
看 上 の パー ペ キ ュ ー テ クニ ッ ク 


cHARcoAL 炭 火 で 焼く 


カリ フォ ルニア 発 、 

進化 系 BBQ キ ュ イ ジー ヌ 

ジョ サイ ア ・ シ トリ ン 著 

B5 変 判 240 頁 倫 本 体 3.200 円 税 

仏 で 修業 し カリ フォ ルニア で 成功 し た 二 ツ 星 
シェ フ が 、 フ ァ イ ン ダイ ニン グ の 料理 技術 と 
アメ リカ の BBG 文 化 の 両方 を 土台 と し た 炭 
火 づ か い の メ ソ ッ ド を 詳解 。 料理 と 味 の 基 
本 アイ テム (ソー ス と ラブ ) 計 100 品 を 紹介 。 


これ か ら の 必須 アイ テム 
は じ め よ う ! 
ノン アル コー ル 


6 つの アプ ロー チ で つく る 、 

飲食 店 の た め の ド リン クレ シ ピ 109 
柴田 書店 編 

B5 変 判 128 頁 島本 体 2.200 円 + 税 
業界 の トッ プラ ン ナ ー た ち が 提 案 す る 「 食 
事 に 合う ] [魅力 的 な ] ノン アル コー ルド リン 
ク を 109 品 紹介 。 市 販 品 を 混ぜ る だ け 、 自 
家 製 ペー ス と 漬け 込み 、 日 本 茶 の ア レン ジ 
な ど 6 つ の アプ ロー チ か ら 探 っ て いく 。 


だ し の 在 超 み を 理解 て 
条 在 に 使い こなす た め の 奈 理 と サイ エン ズ 


だ し の 研究 


柴田 書店 編 

B5 判 216 貢 筐 本 体 3.000 円 税 
納得 で きる だ し を ひく た め に 一 一 だ し に こ 
だ わり を も つ 東 西 7 人 の 料理 人 が 74 の だ し 
を 、 それ を 生か す 料 理 と と も に 紹介 。「 一 番 
だ し の 科学 」「[ だ し の サイ エン ス と デザ イン ] 
な ど 、 科 学 的 な デー タ を も と に し た 解説 を 
加え た 点 が 本 書 の 特徴 。 


チー ズ 同 疾 の 決定 胡 が 9 件 ぶ ぷり に 応 容 師 聞 。 


| 改訂 版 


世界 チー ズ 大 図鑑 


ジュ リエ ッ ト ・ ハ ー バ ッ ト 監 修 

A4 変 判 352 頁 島本 体 3.500 円 + 税 
世界 750 種 類 以 上 の チー ズ を 収録 し て 好評 
を 博 し た 「 世 界 チ ー ズ 大 図鑑 」。 今回 の 改訂 
版 で は 全体 の 約 20% で チー ズ の 入れ 替え や 
情報 更新 を 行ない 、 新 た に ラトビア 、 リ ト ア 
ニア ルー マニ アア 中国 の チー ズ を 掲載 。 各 チー 
ズ の 写真 と と も に 、 製法 や 歴史 、 味 の 特徴 
を 解説 する 。 検索 に 便利 な 五 十 音 索 引 付き 。 


メコン の 専攻 と コロ ニア ル の 奏 ら し 


アン ド シ ノ ワー ズ 

旧 フ ラン ス 領 イン ド シ ナ 料 理 

園 健 田中 あず さ (アン ド シ ノ ワー ズ ) 共著 
B5 判 128 頁 借 本 体 2.200 円 税 

| 旧 フ ラン ス 領 イン ド シ ナ ー ラ オス ・ カ ン ボ ジア ・ 
ペ ト ナ ム 一 の 食 文化 に は 、 メ コン 河 の 恵み と 
フラ ンス の 影響 が 色濃く 反映 され て いる 。 南 
国 の “お 米 文 化 " が は ぐ く み 、 受 け 継 いで き 
た ご 飯 の お か ず 46 品 を 掲載 。 唐辛子 や 魚 
習 な ど 独特 の 食材 や 調味 料 づ か い 、 調 理 
技術 な どの アイ デア を 伝え る 。 


に 新刊 | 
カレ ー 具 プチ オシ の 新 ジャ ン ル 7/ 
ネパール カレ ー の テク ニッ ク と レシ ピ 、 食 文化 


ダル バー ト と 
ネパール 料理 


本 田 譜 (ダル バー ト 食 堂 、 スバ イス 堂 ) 著 

B5 変 判 128 頁 筐 本 体 1.900 円 和 税 

「 ダ ル バ パート] と は 、 さ ま ざ ま な カレ ー と ご 飯 を 
盛り 合わ せ て 構成 する ネバ ー ル の 定食 料理 
の こと 。 この ダル バー ト を 中 心 に 、 お つま み 
や 軽食 、 ス イー ツ な ど ネ パー ル 料 理 の レシ ビ 
を 60 品 以上 紹介 。 ネパール の 食 文化 や 食 
材 の ネパール 語 辞 典 な ども 併 載 し た 。 


電子 版 も 配信 中 ご 


奈 超 % 盛 卓 で あり な が ら 本 蒼 約 を 奈 か り / 
南 イン ド 料 理 店 総 料理 長 が 教 える 
だ いた い 15 分 ! 

トコ K 
本 格 イ ンド カレ ー 
稲田 俊輔 (エリ ッ ク サ ウス ) 著 
B5 判 104 貢 借 本 体 1.600 円 二 税 
「 遅 く 帰っ た 夜 で も お いし い カ レー が 食べ 
た い !」。 大 人 気 南 イ ンド 料理 店 の 総 料理 
長 が サバ 缶 や カッ ト 済 み の 素 材 も 取り 入れ 
て 「 時 短 & 簡 単 ] と 「 本 格 的 な 味わい ] を 
両立 させ た カレ ー レ シ ピ を 75 品 収録 。 

し 1 g も 配信 中 選 四 


月 本 区 / プロ の 君 理 人 に よる 
完全 到 倉 主 甘 の レシ ピ 甘 


Vegan Recipes 
ヴィ ー ガ ン ・ レ シ ピ 

米澤 文雄 (The Bum) 著 

B5 変 判 160 頁 島本 体 2.800 円 + 税 
世界 中 で ベジ タリ アン 市 場 が 拡大 する 昨 
今 。 動物 性 食品 を いっ さい 食べ な い ヴィ ー 
ガン (完全 菜食 主義 者 ) を テー マ と し 、 華 
や か で 燃 き が あり 、 心 も お 腹 も 満足 で きる 
レス トラ ンク オリ ティ の ヴィ ー ガ ン 料 理 9O 
品 の レシ ピ を 紹介 する 。 


お 求め は お 近く の 書店 へ また は 下記 窓口 、 柴 田 書店 WEB サ イト へ 


新 : フ ー ド 
コー ディ ネー ター 
教本 


3 机 格 馬 紅 対応 テキ スト 


フラ ンス 才 理 の クラ シッ クー 王道 を 知る た め に 
フラ ンス 料理 
王道 探求 


Ma cuisine francaise classique 
手島 純也 (オテル ・ ド ・ ヨ シノ ) 著 

B5 変 判 204 頁 借 本 体 3.800 円 + 税 

「 攻 め る 古典 料理 人 ] 手島 氏 初 の 著書 。 フ 
ラン ス 料 理 が 目指 し て きた 味 と は 何 か 、 現 
代 に ふさ わし い 継承 の か た ち 、 更新 の 方 法 
と は 。45 皿 の 背景 と と も に 、 フ ラン ス 古 典 
料理 な ら で は の 構造 、 そ れ を 支え る 技術 の 
意味 と ボイン ト を 解説 する 。 


| 新刊 
さあ 、 や っ て みよ う / 


=* 
料理 は すご い ! 
シェ フ が 先生 ! 

小学 生か ら 使え る 、 子 ども の た め の 

は じ め て の 料理 本 

柴田 書店 編 

B5 変 判 144 頁 借 本 体 1.600 円 税 
サン ドイ ッ チ や スパ ゲッ ティ 、 親子 ど ん 、 
チャ ー ハ ン 、 ハ ンバーグ な ど 54 品 を 、 秋 元 
さく ら 、 宮木 康彦 、 笠 原 将 弘 、 莉 田 胸 也 の 
4 人 の 人 気 シ ェ フ が わか りや すく 教え る 。 


文 電子 版 も 配信 中 ご 


つく ぐり た て の 味 を 超 時 誠 で 待た せ ず に 


酒 莉 の 展開 


美味 し い 献 立 の 増やし 方 

野崎 洋光 、 阿 南 優貴 (分 と < 山 ) 共 著 

A5 判 256 頁 島本 体 3.000 円 和 税 
和食 店 や 居酒屋 に 求め られ る 、 さ っ と 提供 
で き て つく り た て の 味 の お つま み 。 ペ ー ス と 
な る た れ や 料理 を さま ざま な 酒 有 に 展開 する 
方 法 や 珍味 類 や 既製 の 加工 品 を 利用 し 
た 手軽 な 一 品 な ど 、 短 時 間 で で き て 毎日 合 
える 232 品 を 紹介 。 「 分 と く 山 ]」 の 料理 長 2 
人 に よる 酒 赴 集 の 決定 版 。 


人 許 交 若 の パプ ブル が 大 笑 に アッ プ デ ー ル / 
新 ・ フ ー ド 
本 2020 
3 級 資 格 認定 試験 対応 テキ スト 
日 本 フー ドコ ー デ ィ ネ ー タ ー 協 会 著 
A5 判 344 頁 等 本 体 3.000 円 二 税 


2020 年 と いう 節目 に あたり 、 執 筆 陣 も 新た 
に 内 容 を 大 幅 に 剛 新 。 の 基礎 知識 を 、 
「 文 化 科 学 「 デ ザイ ン ・ ア ー ト 経済 経営 」 
の 4 分 野 に 分 け 、 体 系 的 に わか りや すく 解 
説 。 3 級 資格 取得 に 必携 の 書 ! 


柴田 書店 多 〒113-8477 東京 都 文京 区 湯島 3-26-9 イヤ サカ ビル 


注文 宮 口 (カスタマーセンター) TEL 03-5817-8370 FAX 03-5816-8281 
http://www.shibatashoten.co.jD 人 @ 本 広告 の 価格 は 2020 年 8 月 現在 の 定価 で す 
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本 号 に 掲載 され た 広告 スポ ン サ ー の 一 覧 で す 。 


あ 
オラ ンタ 食肉 協会 
か 


カリ フォ ルニア ミル ク 協 会 一 表紙 2 


DOCOTTTTKKE ミ は KKXKKI ス スス メメ ミス. 


さ 


角谷 文治 郎 商店 一 ーーーーーーー62 


関ヶ原 醸造 一 ーーーーーーーーー6 


た 


東京 マス タダ 学院 調 理 師 専門 学校 一 一 102 


な 


ロ 
ロ 
ゃ 
ロ 
ゃ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
e 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ロ 
ゃ 
ロ 
ゃ 
ロ 
ロ 
ロ 


日 本 全 職 業 調理 士 協会 ーーーー101 


COTEKKKXXXRKKK ス スス ミミ ミミ ミミ ミネ ミミ ミミ ミス) 


⑳ うい しま 


令 和 元 年 オー プン の 新店 で す 。 伝統 的 な 技法 を 大 
切 に 新しい 技法 も 積極 的 に 取り 入れ ます ! 
経験 は 間 い ませ ん 。 「 新 し い 事 に チャ レン ジ し た い ] 
そん な 熱意 ある 応募 お 待ち し て お り ます 。 


職種 
調理 スタ ッ フ 、 サ ービス スタ ッ フ 


へ で 薄 層 散 と て 痢 へ CrNkHAAS 党 


給与 ・ 待 遇 
月 給 22 万 円 35 万 円 (経験 者 優遇 ) 


東京 都 渋谷 区 恵比寿 2-37.8 グ ラン デュ オ 
広尾 1F 


応募 ・ 問 い 合わ せ 先 
05033900121 すし 眼 月 担当 前 岩 


本 格 的 な フラ ンス 料 
理 レス トラ ン ・ 暖 炉 
料理 レス トラ ン ・4 
月 1 日 に オー プン し 
た ば か り の 日 本 料理 
( 穏 生 )・ 全 10 室 の 
スモ ー ル ラグ ジュ 
アリ ー ホ テル ・ 約 
7.000 本 を 誇る ワイ 
ン セ ラー な ど 年 々 成 
長 を 続け る 軽井沢 の 


オー ベル ジュ 。 


czcey の 


故郷 で ある 北海 道 の 食材 を 中 心 に 、 食 で 繋が る 皆 
様 に 感謝 の 想い を 込め て 、 丹 念 に 一 皿 を 作る こと 
が ル メ シマ ン オカ モト の 目指 す 所 で す 。 高 い 志 を 
持ち 、 情 熱 を 持っ て 働け る 仲間 を 募集 いた し ます 。 


2020 年 10 月 に 、 新 し い お 店 を 開業 し ます 。 


MAISON KEI は パリ の ミシュ ラン 三ツ星 、 レ 
スト ラン ケイ と 和菓子 の と ら や が 新た に 始め 
る 、 フ ラン ス 料 理 店 で す 。 小 林 圭 シェ フ の 哲 
学 の 下 、 共 に お いし さ を 追 求 し て いき まし ょ う 。 
お 客 様 が 心から 「 美 味 し か っ た | と 思え る お 
店 作り に 参加 し て くだ さる 方 を 募集 し て い 
ます 。 


職種 


・ 料 理 長 候補 、 調 理 ス タッ フ 、 サ ー ヴ ィ ス スタ ッ フ 、 


ソム リエ 
* 未 経験 者 歓迎 

給与 ・ 待 遇 
・ 月 給 20 万 円 (未経験 者 ) 
・ 月 給 22 45 万 円 (経験 者 ・ 面 接 の 上 、 経 験 

や 実力 に より 決定 ) 

・ 昇 給 年 1 回 、 賞 与 年 2.5 ケ 月 ( 令 和 元 年 度 実績 ) 
・ 年 間 休日 105 日 
* 冬 期 約 1 ケ月 の 有給 休暇 あり 
・ 健康 保険 、 厚 生年 全 、 雇 用 保険 、 労 災 保 険 完備 
・ 男 、 女 別 寮 完備 (住み 込み で の 応募 も 可 ) 


経験 者 優遇 。 未 経験 者 も 可能 。 
条件 は 面談 の 上 、 経 験 や 実力 に 応じ て 決定 いた 
し ます 。 


(キュ イジ 
円 -/( サ ービス ) 基 本 給 : 月 21.6 万 円 
手当 別 ※ 経 験 に よる 

各種 社会 保険 完備 、 交 通 費 支給 、 試 用 期間 3 か 月 間 
完全 週休 2 日 制 


エ ・ パ ティ シ エ ) 基本給 : 月 22.7 万 
※ 残 業 


勤務 地 
オー ペル ジュ ・ ド ・ プ リマ ヴェ ー ラ (フラ 
ンス 料理 ) 
ビレ ネー (暖炉 料理 ) 
穏 生 (和食 ) 
軽井沢 駅 徒歩 10 分 


応募 ・ 問 い 合わ せ 先 


担当 : 田中 
TEL : 0267-42-0095 
Mail : auberge@karuizawa-primavera.Com 


東京 都 港 区 南青山 3-6-7 b-town1F 


応募 ・ 問 い 合わ せ 先 
ル メ シマ ン オカ モト 
担当 : 岡本 
TEL: 03-6804-6703 


MAISON KEI 
〒412-0024 
静岡 県 御殿 場 市 東山 525-1 


応募 ・ 問 い 合わ せ 先 


虎屋 グル ー プ 株 式 会 社 虎 玄 

事業 開発 部 伊吹 、 堂 本 

TEL: 03-3569-7064 
kogen.websaiyoGtoraya-group.Cojp 


求人 を お 考え の オー ナー 様 、 採 用 ご 担当 者 様 
[月刊 専 門 料理 」 の 読者 に 向け て 、 メ ッ セー ジ を 送っ て み ま せん か 。 


「 プ ロ の た め の 、 プ ロ の 技術 指南 誌 ] と し て 長く 料理 界 に 定着 し て きた 本 誌 に は 
日 本 の 料理 界 の * 今 "と "未来 "を 担う 人 材 が 多く 関心 を 寄せ て いま す 。 
そん な 読者 に 向け て 、 貴 店 の 求人 情報 を 発信 し た いと お 考え の 際 は 、 ぜ ひ 一 度 


下記 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 


問い 合わ せ 先 株 式 会 社 柴田 書店 企画 部 瀧澤 (た き ざ わ ゎ ) TEL:O3-5816-8255 E-mailkoukokubu@shibatashoten.cojp 


の 
ェ 
1 
2 
は 
本 
な 
2】 
で 
は 
の 
料 
理 
い 業 
界 
の 
求 
人 
報 
を 
提 
供 
し 
ま 
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2 と kr 計画 運 「!C 計 志貴 詳 の 


この コー ナー で は 、 読 者 に 役立つ 新 製品 ・ 売 れ 徹 商 品 を 紹介 し て いま す 。 
製品 の 詳細 を お 知り に な り た い 方 は 、 直接 各社 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


レス トラ ン の 新た な 研修 場所 が 登場 


群馬 県 ・ 北 軽井沢 の キャ ンプ 場 Sweet 
Grass に 、 大 人 数 向け コテ ー ジ 「 石 窯 
コテ ー ジ MUGL| と 「 新 火 グ リル の コ 
テー ジ グル マン 」 が オー ブン し た 。 
両 施設 に は 、 プ ロ 用 ピザ 窯 や 新 グ リル 
を 手掛け る 老舗 、 増 田 書 麗 只 の 新 穴 が 
備え られ て お り 、 パ ン や ピザ 、 グ リル 
料理 な どの 「 新 火 食 文化 ] を 体験 で き 
る 。 レ スト ラン の 研修 施設 と し て の 活 
用 に も 最適 だ 。 

人 増田 書 殖 
http://www.masudarenga.Co.jp/ 


WW  。 


【 開 催 中 止 の お 知ら せ 】 
2020 年 度 「 日 本 料理 フォ ー ラ ム 」 


「 柴 田 日 本 料理 研 氏 会 」 が 主催 する 、「 日 
本 料理 フォ ー ラ ム 」。 毎年 数 多く の 方 
か ら お 申込 み を いた だ き 、 参 加 者 の 
方 々 か ら 、 そ の 充実 し た 内 容 に 高い 評 
価 を いた だ いて お り ます 。 今年 の 開催 
に つき まし て 、 新型 コロ ナウ イル ス の 
感染 が 拡大 し て いる 状況 を 鑑み 、 来 坦 
者 及び 関係 者 の 健康 や 安全 面 な ど を 優 
先 前 に 考え 、 中 止 す る こと を 決定 いた 
し まし た 。 ご 参加 を ご 検討 た だ いて 
いた 皆様 に は ご 迷惑 を お か け す る こと 
と な り 、 大 変 申 し 訳 ご ざい ませ ん 。 来 
年 以降 は 、 引 き 続 き 「 日 本 料理 フォ ー 
ラム 」 を 開催 し た いと 考え て お り ま す 。 
何卒 ご 理解 の ほど よろ し く お 願 い 申 し 
上 げ ま す 。 

仙 線 柴田 書店 企画 部 

TEL : 08-5816-8255 


帆 グ ロー バル は 、 オ リ ジ ナ ル ワ イ ン セ 
ラー シリ ー ズ 「 フ ァ ン ヴィ ー ノ 」 の 新 
商品 「 フ ァ ン ヴィ ー ノ W ド ア 120] を 
発売 し た 。 上 下 の 庫 内 は 2 つの ドア で 
完全 に 独立 し て お り 、 各 庫 で 温度 設定 
が で き 、 適 温 の 異な る お 洒 を 1 右 で 管 
理 す る 。 幅 59.5cm と 設置 し や すい サ 
イズ 感 で あり な が ら 、 最 大 122 本 の 大 
容量 収納 が 将 力 的 な ワリ イン セラ ー だ 。 
人 @ 炒 グロ ー バ ル 

TEL : 06-6543-9686 
http://www.globalwine.co.jp/shop/ 


も っ と 使い や すい 調味 料 を 目指 し て 
「 液 価 才 こう し 」 リ ニュ ー ア ル 発 売 


ハナ マル キ ( 八 は 、 ボ トル デザ イン を リ ニ 
ュー アル し た 「 液 体 者 こう じ 」 を 9 月 に 
発売 する 。 同 商品 は 、 塩 こう じ を 独自 の 
製法 で 流体 化し た 調味 料 。 肉 ・ 魚 の 二 
け 込 みか ら 、 煮 物 ・ 炒 め 物 な どの 味 付 
け ま で 万 能 調味 料 と し て 幅広 く 使用 さ 
れる 。 新 ボ トル は 「 使 いや すさ 」 に フォ 
ー カ ス し 、 新規 ユー ザー の 獲得 を 目指 す 。 
@ ハナ マル キ 
https://www.hanamaruki.co.jp/ 


イン フォ メー ショ ン 専門 料理 


外食 店 の 
WEB サ イト 「 


集客 を 支援 1! 
洋食 エー ル 隊 」 開設 


カゴ メ は 、WEB サ イト 「 洋 食 エ ー ル 
隊 」 を 開設 し た 。 本 WEB サ イト で は 洋 
食 メニ ュー を 提供 する 外食 店 に エン ト 
リー いた だ き 、 店 舗 情報 や 提供 メニ ュ 
ー な ど を 紹介 する と と も に 、 先 着 400 
店 舗 を 対象 に 、 同 社 の 業務 用 商品 「 准 
凍 イ タリ ア 産 グリ ル 野 菜 1 ケー ス 」 を 
提供 し 、 外 食 店 の 集客 及び 営業 を 支援 
する 。 募集 期間 は 2020 年 12 月 24 日 まで 。 
@ カ ゴメ [洋食 エー ル 隊 ] 
サイ ト 運 営 事務 局 
https://c-so.net/kagomeyoushokuyel/ 


所 ママ 5 カゴメ 
tu ミール / 


発売 


帆 二 チ ベ イ は 、 ウ イル ス 飛 涼感 染 了 予防 
の スタ ンド 式 パ ー テ ィ シ ョ ン 「 ユ ニ ガ 
ー ド TI」 を 発売 し た 。5 月 に 発売 され た 
「 ユ ニ が ガー ド 」 の スタ ンド デザ イン を 立 
体 構造 に する こと で 、 強 度 と 安定 性 を 
向上 させ た 新 モ デル と な る 。 用 途 に 合 
わせ て 窓 あり ・ 窓 な し 、 透明 ・ 不 遮 明 
を 選択 で き 、 ホ テル や 旅館 の フロ ント 
や 飲食 店 の 卓上 間仕切 り に も 最適 だ , 
例 机 ニチ ベイ 
https://www.nichi-bei.co.jp 


回 国 回 


フラ ンス 料理 


アロ ゼ 【arroser】 焼 いて いる 途中 の 肉 に 焼 
き 汁 、 溶かし バタ ー な ど を か ける 。 

アン フュ ゼ 【infuser】 煮 出す 、 煎 じ る 。 

ヴァ プー ル 【vapeur】 蒸 気 、(cuire ala 
Yapeur=) 燕 

エ テ ュ ヴ ェ 【etuver】 素材 自身 の 水分 や 脂肪 
分 を 主体 に 、 蓋 を し て 弱火 で 加熱 する 。 

カラ メリ ゼ 【carameliser】① 砂 糖 を 煮詰め 
て カラ メル 状 に する 。② 鍋 底 や 天 板 に 残っ た 
煮汁 を 煮 語 め る 。 ③ 野 菜 を グラ ッ セ する 。③ 
表面 に 粉 縛 を ふり 、 カ ラメ ル 状 に 焼く 。 
クー ル ・ ブ イ ヨ ン 【courtLbouillon】 魚 や 甲 
殻 類 を ゆで る た め の だ し 汁 。 

クラ リフ ィ エ 【clarifier】 澄 ませ る 。 ブ プイ ヨン 
類 か ら 江 り 成分 を 除 ぃ て 透明 に する 。 

グリ エ 【griller】 炭火 、 ガ ス 、 赤 外線 な どの 
直 火 の 調理 台 で 焼く 。 

コン フィ 【conft】① 肉 を 脂肪 の 中 で 煮 て 、 
その まま 脂肪 の 中 で 保存 し た も の 。 ② 野 菜 を 
た っ ぷり の 油脂 で 含め 煮 に し た も の 。 ③ 果 物 
や 野菜 の 砂糖 潰 け 、 酢 漬け 、 ア ルコ ー ル 漬け 。 
ジュ 【jus】 ① 素 材 自身 の 味 や 旨み を 含ん だ 
水分 。② ジ ュー ス 。 

ス ュ エ 【suer】 野菜 を 油脂 と と も に じっくり 熱 
し 、 水 分 を 「 汗 を か く よ うに 」 し み 出 させ る 。 
デ グ ラ ッ セ 【deglacer】 肉 や 魚 を 調理 し た 鍋 
に 液体 を 注ぎ 、 底 に 付い た 旨み を 煮 溶かす 。 
デネル ヴェ 【qdenerver】 肉 や 内 臓 の 筋 、 血 管 、 
腫 を 取り 除く 。 

ブイ ヨン 【bouillon】 肉 や 魚 、 野菜 の 煮出し 
汁 。 ソ ー ス の ペー ス と し て 、 ま た 煮込み 類 に 利 
み と 水 分 を 与え る た め に 使う 。 

ブラ ン シ ー ル 【blanchir】① ( 下 処理 の た め 
に ) 沸騰 し た 湯 で ゆで る 。② 下 揚げ する 。③ 
卵 な ど を か き 立 て て 白っぽく する 。 

フラ ン ベ 【amber】① ア ルコ ー ル を ふり か け 
て 火 を つけ る 。② 残 り 毛 を 焼く 。 

ブレ ゼ 【braiser】 蒸 し 煮 す る 。 素材 に 液体 
を ご く 少 量 加 え 、 密 閉 し て 弱火 で 煮込む 。 
ポシェ 【pocher】 沸騰 直前 の 温度 に 保っ た 
液体 の 中 で 、 材 料 を 静か に 加熱 する 。 
ポワレ 【poeler】① フ ライ パン で 焼く 。② 肉 
や 魚 を 油脂 、 香味 野菜 、 少量 の 液体 な ど と と 
も に 鍋 に 入れ て 蓋 を し 、 加 熱 す る 。 

モン テ 【monter】(① ソ ー ス の 仕上 げに 冷た 
い パ ター を 少量 ずつ 加え 混ぜ 、 濃 度 と つや と 
な め ら か さ を 与え る 。② 卵 自 を 泡立て る 。 
リエ 【lier】 と ろ み を つけ る 、 つ な ぐ 。 

リ ソ レ 【rissoler】 油 脂 で 焼き 色 を つけ る 。 
肉 を 本 調理 する 前 に 、 表面 を 焼く 。 
レデ ュ イ ー ル 【reduire】 煮 詰め る 。 液体 を 
沸騰 させ て 水分 を 蒸発 させ 、 旨 み を 江 縮 させ 
る 。 

ロティ ー ル 【rGtir】① オ ー ブ ン で 焼く 。② 肉 
を 串 に 刺し 、 上 暖炉 の 直 火 で あぶ る 。 


本 誌 の 中 で よく 使わ れる 料理 の 専門 用 語 
て も 地域 に よっ て も 微妙 に 異な り ます が 、 


イタ リア 料理 


アル デン テ 【al dente】( パ スタ や 米 の ゆで 
加減 、 煮 え 加減 が ) 歯ごたえ の ある 。 

イン ヴォ ル テ ィ ー ニ 【involtini】 薄切り の 肉 
や 野菜 な ど で 具 材 を 巻い て 煮込ん だ 料理 。 
サル サ 【salsa】 ソ ー ス 。 

サル シッ チャ 【salsiccia】 ソ ー セ ー ジ 、 腸詰 。 
スー ゴ 【sugo】 焼き 汁 、 煮汁 広い 意味 で 
の ソー ス 。 スー ゴ ・ デ ィ ・ カ ルネ (sugo di 
carne) は 肉 や 野菜 を 使っ た 煮込み 料理 の 
煮汁 。 フ ォ ン ・ ド ・ ヴ ォ ー に 近い “ソー ス の ペー 
ス " と し て も と ら え られ る 。 

ソ ッ フ リッ ト 【soffritto】① さ っ と 炒め た 。 ② 
香味 野菜 、 ペー コン な ど を 炒め た も の 。 

バッ サー ト 【passato】 裏 流し し た ピュ レ 。 
ブラ ザー ト 【brasato】 蒸し 煮 。 

ブロ ー ド 【brodo】 肉 や や 野菜 の だ し 汁 。 ス ー 
プ の ペー ス と する 。 

ラグ ー 【ragu】 肉 汁 、 ミ ー ト ソー ス 、 シ チュ ー 
の 一 種 。 


日 本 料理 


射 込む ( 鋳 込 む ) 筒 状 や 箱 状 に し た 素材 に 、 
別 の 素材 を 差し た り 、 流 し 込ん だ りす る 。 
追い が つ お 煮汁 に 後 か ら カ ツ オ 節 を 加え 、 
カツ オ の 風味 を きか せる 。 

お か 上 げ ゆで た り 、 煮 た 素材 を ザル に 取り 、 
風 を あて て 冷 ま す 。 

加減 酢 ミリ ン や だ し 、 醤 油 で 調味 し た 酢 。 
強 塩 多く の 塩 を まぶす 。 

酒 塩 酒 また は 酒 に 塩 を 加え た も の で 、 魚 
を 焼く 時 な ど に ぬる 。 

さく 取り すぐ に 刺し 身 に お ろ せ る よう 、 お ろ 
し た 切り 身 か ら 血 合い を 除き 、 整 える 。 

さ し 上 昆布 鋼 に だ し 昆布 を 加え て 旨み を 補う 。 
地 浸け 調味 し た 汁 に 浸け て 味 を 含ま せる 。 
久 降 り 湯 を か けた り 、 湯 に 浸け た り し て 、 素 
材 の 臭み を 抜く 。 

上 身 内 臓 や 骨 を 除い て 、 す ぐに 調理 に か か 
れる よう に 下ごしらえ し た 魚 。 

吸い 口 柳 に 入れ る 香り づけ の 素材 。 

吸い 地 だ し に 青 油 な ど で 調味 し た 吸い も の 
用 の 汁 。 

立て 塩 塩水 の こと 。 

玉 味 噌 酒 、 卵 黄 、 ミ リン な ど と 練り 合わ せ た 


ミリ ン の アル コー ル 分 を と ば す 。 
八方 地 だ し に ミリ ン 、 醤 油 、 酒 、 塩 な ど を 加 
えた 調味 液 。 

針 打 ち ① 針 状 に 切る 。 ② 針 を 刺す 。 

火 取 る 素材 を 連 か す 程 度 に あぶ る 。 

ふり 柚子 すり お ろ し た ユズ の 皮 を ふる 。 

骨 切 り 小骨 が 口 に あたら な いよ うに 、 人 魚の 切 
り 身 に 細か く 包 丁目 を 入れ る 。 


め 、 解 閲 し まし た 。 言 葉 の と ら え 方 は 人 に よっ 
で は ご < く 一般 的 な 解釈 を 簡 涯 に 記し て いま 
す 。 料理 解 培 を スム ー ズ に 読み 進め 、 さ ら に 理解 を 洲 め る た め の 参考 と し て くだ さい 。 


中 国 料 理 


五香 粉 【 ウ ー シ ヤ ン フェ ン 】 桂 友 、 丁 字 、 花 板 、 
陳皮 、 八 角 な ど を 合わ せ た 香 辛 料 。 

上 湯 【 シ ャ ンタ ン 】① 毛 湯 よ り も 上 等 な 素材 
を 使っ た 高級 スー ズ ② 者 鵜 、 赤 身内 な どか 
ら と る 、 広 東 料理 の スー ズ 

清 湯 【 チ ンタ ン 】 挽き 肉 で 深 ま せ た 上 等 な スー 
ズ 

頂 湯 【 デ ィ ン タ ン 】 和 干し 貝柱 や 中 国 ハ ム な ど 
の 素材 を 使い 、 蒸し 天 し た 最上 級 の スー ズ 
豆 茅 【 ド ウチ ィ 】 大豆 を 発 酸 さ せ た 黒 い 豆 味 
噌 状 の 調味 料 。 

白湯 ( 妨 湯 )【 バ イタ ン (ナイ タン )】 ラ ー ド を 
加え る な ど し て 、 煮立て て 白濁 ら せ た スー ズ 
毛 湯 【 マ オタ ン 】 才 郊 や 鶏 の ガラ 、 豚 の ガラ 
な どか ら と る 普段 使い の スー プ 。 

滴 水 ( 滴 汁 [ルウ ショ エイ (ルウ ジィ )】 砂糖 、 
青 油 、 者 酒 な ど に ネギ 、 ショ ウ が 、 棒 皮 、 丁 字 、 
八角 な どの 香辛料 を 加え た 調味 液 。 


パテ ィ ス リー 


アバ レイ ユ 【appareil】 下ごしらえ 用 に 混ぜ 
合わ せ た も や の 、 た ね 。 

イタ リア ン メ レン ゲ 【meringue italienne】 
泡立て た 卵 自 に 120'C 前 後に 煮詰め た シロ ッ 
プ を 流し 入れ 、 園 く 泡立て た も の 。 

クレ ー ム ・ ア ング レー ズ 【creme anglaise】 
卵黄 、 牛 乳 、 砂 糖 で 作っ た バニ ラ 風 味 の ソ ー ス 。 
クレ ー ム ・ シ ャ ン テ ィ イ 【creme chanti 
1jy】 砂糖 を 加え て 泡立て た 生 ク リー ム 。 
クレ ー ム ・ バ ティ シ エ ー ル 【creme patissi 
ere】 カ スタ ー ド クリ ー ム 。 

バー ト ・ フ イ ユ テ 【pate feuilletee】 折り 込み 
バイ 生地 ( feuilletage フイ スタ ー ジ ュ )。 
プラ リネ 【praline】 煮 溶かし た 砂糖 に 煎 っ た 
ナッ ツ を 加え て 粉 状 や ペー スト 状 に し た も の 。 


ウォ ー タ ー バ ス 水 を 加熱 し て 一 定 の 温度 に 
保ち 、 そ の 中 で 食材 を 加熱 する 機器 。 
オイ ル バ ス ウォ ー タ ー バ ス と 同様 の 原理 だ 
が 、 水 で は な く 油 を 用 いる 機器 。 水 の 沸点 以 
上 の 温度 で の 加熱 が 可能 。 

ガス トロ バッ ク 温度 調整 機能 付き 減圧 調理 
器 。 食材 の 触感 を 残し た まま 液体 を 浸透 させ 
る な どの 用 途 が ある 。 

サー モミ ックス 扶 拓 ・ 粉 砕 と 加熱 を 同時 に 
行なう こと が で きる 調理 器具 。 

サイ フォ ン エス プー マ を 作る 機器 。 専 用 の 
容器 に ガス を 充填 し て 使用 する 。 

バ コ ジ ェ ッ ト 専用 の 容器 で 冷凍 し た 食材 を 
高速 で 削っ て 粉砕 する 機器 。 な め ら か な ピュ 
レ や ムー ス を 作る こと が で きる 。 


2020 年 9 月 号 


116 


期 購 


専門 料理 


定期 購読 価格 

1 年 (12 代 )… 定 価 (本 体 1 万 8000 円 + 税 ) 
2 年 (24 冊 )・・ 定 価 (本 体 3 万 6000 円 十 税 ) 
3 年 (36 有 ) … 定 価 (本 体 5 万 4000 円 + 税 ) 


の ご 案 


毎月 19 日 発売 定価 (本 体 1500 円 税 ) 
A4 変 型 判 約 160 頁 


専門 料理 
6 


デジ タル 版 も あり ます 


また は 柴田 書店 ウェ ブサ イト に アク セス 
http://www.shibatashoten.co.jp 


詳し く は こち ら か ら 『 デ 


定期 購読 を ご 利用 いた だ く と 
[| 毎月 、 発 売 日 に 確実 に お 手元 に 届き ます * 


お 申込 み 方 : 法 いす れ か の 方法 を ご 利用 くだ さい 


し | お 近く の 書店 に お 申し 込み くだ さい 。 


[ | 送料 は 無料 で す ** キ 


[| 買い 忘れ る こと な く 、 定期 的 に 新しい 情報 が 入手 で きま す 。 


* 北 海道 ・ 九 州 、 そ の 他 一 郎 の 地域 は 発送 に 日 数 が か : 
キネ 書店 か ら お 中 し 込み いた だ く 場 合 、 各 書店 の 規約 に 


cafe-Sweets 


虫 月 5 日 発売 (偶数 月 ) 定価 (本 体 1300 円 + 税 ) 
A4 変型 判 約 150 頁 


人 製 某 、 製 パン 、 喫 茶 の プ ロ 、 そ の 分 野 に 異 
味 を 持つ 読者 へ 向け た 雑誌 。 

ー キ 、 デ ザー ト 、 バ パン 、 コ ー ヒ ー・ 紅 茶 、 デ 

ゃ 多彩 な ジャ ン ル を 取材 。 

人 @ 国 内 外 の 話題 パテ ィ ス リー、 ブ ー ラ ンジ ュ リー、 
カフ ェ を 紹介 。 

信 製 某 、 製 バン 、 喫茶 の 技術 講座 か ら 海外 情 
報 まで 、 充実 の 連載 。 

信 流 行 の 変化 、 ニ ー ズ を 的 確 に と ら え 、 人 気 
メニ ュー や 開業 事情 な どの 最新 情報 を 掲載 。 


1 年 (6 同 ) …・ 定 価 (本 体 7800 円 税 ) 
2 年 (12 冊 ) … 定 価 (本 体 1 万 5600 円 和 税 ) 
3 年 (18 冊 ) … 定 価 (本 体 2 万 3400 円 税 ) 


【 デジ タル 版 】 

MAGASTORE、SONY Reader Store、News 
stand、 富 士 山 マガ ジン サー ビス 等 で は 、「caf@- 
sweets』 を 丸ごと デジ タル 誌 で ご 覧 いた だ け ま す 。 
詳し く は 、 紫 田 書店 ウェ ブサ イト で ご 確認 くだ さい 。 
http://wwwshibatashoten,coJp 


す 


し ] 柴田 書店 ウェ ブサ イト の ご 案内 を ご 参照 くだ さい 。 


「 柴 田 書 店 定期 購読 ] で 検索 を 
柴田 書店 カス タマ 


ター に お 申し 込み くだ さい 。 


電話 03-5817-8370 (受付 時 間 平日 9:30 一 17:30) 
FAX 03-5816-8281 (年 中 無休 、 24 時 間 腕 付 ) 


毎月 20 日 発売 定価 (本 体 1500 円 + 税 ) 
A4 変 型 判 約 150 頁 


人 外食 産 業界 で 、 勢 い の ある 業種 ・ 業 態 を 徹 
底 取材 。 

人 @ 経 営 、 企 業 規模 な ど に 関す る 数 字 を 、 豊 富 
な グラ フス 、 図表 で 紹介 。 

介 最 新 の 話題 店 舗 や 筐 盛 店 、 そ の 人 気 メニ ュー 
が 満載 。 

人 業界 トッ プ へ の イン タビ ュー 記事 を 豊富 に 
掲載 。 

信 経 営 コ ン サ ル タ ン ト の 執筆 陣 に よる 連載 、 
海外 事情 に も 注力 。 


1 年 (12 賠 )・… 定 価 (本 体 1 万 8000 円 税 ) 
2 年 (24 穫 価 ( 本 体 3 万 6000 円 税 ) 
3 年 (36 山 )… 定 価 (本 体 5 万 4000 円 税 ) 


組 


ル テ ル 旅館 
毎月 22 日 発売 定価 (本 体 2000 円 税 ) 
A 4 変型 判 約 160 頁 


部 市 ホテ ル か ら ビ ジネス ホテ ル 、 温 泉 ・ 観 光 
地 旅 館 関係 者 必読 の 経営 誌 

仙 経 営 戦 略 、 投 資 か ら 設備 、 料 理 、 現 場 ス タッ 
フ の 実務 に 関し て まで 、 情 報 満載 。 

全 最 新 の 海外 情報 も 毎月 掲載 。 

@The Cornell Hospitality Quarterly 誌 と 
提携 


1 年 (12 向 ) …・ 定 価 (本 体 2 万 4000 円 税 ) 
2 年 (24 策 ) …・ 定 価 (本 体 4 万 8000 円 + 税 ) 
3 年 (36 策 ) … 定 価 (本 体 7 万 2000 円 和 税 ) 
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特集 G 野 上 料 理 の 技術 と 表現 都 応 見 モ 
イジ 氏 イ ンタ ピュー や っ ぱり 野菜 は お も し 
ろ い / 37 品 すべ て 撮り お ろ し ! 麦 夏秋 冬 
シェ フ の 野菜 料 理 基礎 か ら 学 ぶ ! 野 葉 
の 生か し 方 、 仕 立て 方 小玉 弘道 、 佐藤 
開 、 西 塚 茂 光 トマ ト ・ た まね ぎ ・ か ぼ ち ゃ ・ 
ビー ツ 他 野菜 を 打ち 出す レス トラ ン アグ 
リス ケー ズ 、 エル バ ダ ナカ ヒガ シ 、 レ スト 
ラン ペタ ル ドウ サク ラ 、 オ ルト ン 【 新 連載 
地方 の レス トラ ン を 訪ね る 今月 の 著者 


整い 持 ONON 


特集 〇 専門 店 の 技術 に 掌 ぶ 山本 征治 氏 
イン タビ ュー 職人 の 技術 拝見 [ 蟹 ] か 
に 吉 、[ 録 ] は し 本 、[ 天 ぶら ] 天 ぶら 元吉 、[ 焼 
焼鳥 か さ 原 、[ 加 工 内 ] イル . コ テキ ー 
ノ 、[ パ ン ] ビー バー ブレ ッ ド ン ノ サ スエ 前 田 
魚 店 前 田 商 < 「 東 麻布 天 本 | 天 本 正 
通 氏 イ ンタ ピュー [ロス ・ タ コス ・ ア スー 
レス | が 描く 多彩 な タコ ス の 世界 プ ト ッ プ 
シェ フ が 回 答 足 を 運ぶ べき 専門 店 村田 
吉弘 、 高良 失 之 、 師 島 保 弘 他 


専門 科 理 
6- 


17T 
軍 


整 Sm の 扶 OSON 


特集 今さら 聞け な い 基本 の [ き 」 雑学] 
デー タ で 見 る 外食 産業 外食 産 業 の 歴史 
業界 団体 ・ 協 会 / コ ンター ル / 格 付け 
世界 の 料理 学会 / サ ービス 小 ネタ 集 / レ 
スト ラン の 心理 学外 国語 を 学ぶ ン レス ト 
ラン の 新しい か た ち / テ イク アウ ト ・ デ リバ 
リー ノ 衝 年 増え る 国 世 品 / 食 の サス テ ナ ビ 
リティ ノ 地 理 的 表示 保護 割 度 他 /【 ト ピッ 
2 米田 奉 氏 の 活動 記録 【 ア ン ケ ー ト 】 
コロ ナシ ョ ッ ク へ の 対策 と 「 今 、 思 うこ と ]」 


加 m ゴ 半 の ーON 


特集 の クラ シッ ク の 新しい か た ち 僕 の 科 
理 の 根底 に ある クラ シッ ク 岸田 周三 ク 
ラシック の 技術 を 現代 に (テーマ ) ソ ー ス ・ 
コン プ メ 他 室田 拓 人 、 朝比奈 情 、 
松本 博史 、 山 地 陽 介 、 高橋 雄 
ラシック " を 今 に 揚げ る 新 靖 た 
ち ヨシ ダ ハ ウス 、au deco、 ル モ マン . 松 胡 、 
銀座 大石 【 ト ピッ ク 】 ブラ ジリアン ・ ガ ス 
トロ ノミ ー を 世界 に 【 新 連載 】 ホ テル の 
名 物 科 理 / 店 を は ぐ くむ 、 人 を そだて る 他 


wm の 持 ONON 


特集 発 酵 ・ 熟 成 発酵 と 替 成 その 技 
術 と 表現 トー マス ・ フ レベ ル 、 ジ ェ イ カプ ・ 


キア ー、 析 本 航 平 、 リオネル ・ ベ カ 、 高 尾 
借 持 、 相 原 攻 、 柳 瀬 充 発 本 8 未 成 の 
乾 勢 を 読む 現代 ガス トロ ノミ ー を 支え る 
発酵 の 力 ロマ ン ・ メ デー 日 本 の 発酵 文 
化 と 伝統 食品 スペイン: バレンシア と * 発 
重 " の 可能 性 


【 ト ピッ ク 】 日 本 人 初 フラ 
ツ 量 獲得 | 小林 圭 特 


特集 選 今 こそ 学ぶ べき 技術 50 人 50 品 
か ら 読 み 解 く 「 技 術 ] 肉 を 焼く 、 肉 を 煮る 
提げ る 、 魚 介 の 品 、 ソー ス 、 生 地 も の 、 
発 本 ・ 上 成 ・ 香 り / 職 人 の 技術 を 映す 言 
葉 た ち [ 鱗 ・ 天 ぶら 編 ] 他 /【 新 型 コロ ナ 
関連 企画 】 柴田 日 本 料理 研 鎖 会 コロ ナ 
を 考え る (前 細 ) コロ ナ へ の 向き 合い 方 
で ッ セ ー ジ 落合 務 、 三國 清 

・ 米 田 交 氏 の 活動 記録 

hh 外食 ・ 宿 泊 華 7 年史 ① 


| 丈 療 名 古屋 本 店 052.238-0320 
大 阪 ジュ ンク 倍 書 店 大 阪本 店 06-4799-1090 
] MARUZEN & ジ ュ ン ク 堂 書店 梅田 店 06-6292-7383 
紀伊 較 屋 春 店 梅田 本 店 06-6372-5821 

| 梅田 間 屋 書店 06-4799-1800 
ジュ ンク 堂 書店 難波 店 06-4396-4771 

| 湾 屋 書房 千日前 06-6641-5561 
兵庫 ジュ ンク 科 書 店 三宮 店 078-392-1001 


下 m は 拉 の ーON 


特集 巳 「 粉 」 と 「 生 地 ] だ か ら で き る こと 
「 粉 と 生地 」 の 可能 性 [ 伊 対談 ] 山根 大 
助 X 川 内 寅 也 、[ 利 理 ] 高橋 隼人 、 平 雅 一 
村田 車 、 弓削 啓太 
彦 x 手 島 純也 、[ 料理 ] 山本 健一 、 

秀之 、 荒木 栄 朗 、 春 田 理 宏 は 3 
吉岡 租 美 X 衝 原 裕幸 、[ 料理 ] 中 村 秀 行 、 
小松 仁 、 松 本 明 バリ も 区 了 す る " 粉 も 


加 m ム 振 ONON 


特集 今さら 聞け な い 基 本 の 「 き [料理 編 ] 
包丁 技術 / 炎 入れ の 科学 / だ し / フ ォ ン 
ソー ス / 五 味 発 酵 ・ 脆 成 の メカ ニズム 
調味 / 肉 の 部 位 図鑑 だ マ イク ロリ ー フ 
図鑑 世界 の 洋食 問 日 本 の 焼き も の 産 
地 マ ッ プ / 食 の 制限 術 生 管理 【 ト ピッ 
ク 】 世界 で 活躍 する 女性 シェ フ 13 人 に 5 
つの クエ スチ ョ ン 【 新 連載 】 父子 の 遺伝 
子 と ガス トロ ノミ ー 音羽 和紀 、 音 羽 元 


理 門 理 
以 以 


mo 頂 ONON 


特集 口 以後 の 料理 人 、 以 後 の レ スト ラン 
これ か ら の 利 理 人 に 必要 な も の と は 洋 田 
周三 、 山本 征治 、 小 林 圭 、 徳 吉洋 二 、 オ 
リヴ ィ エ ・ ロ ラン ジェ 、 生 江 史 伸 、 川 手下 康 、 
ヤニ ッ ク ・ ア レノ 、 ア レク サン ドル ・ ク イ 
ヨン 、 谷 昇 、 林 亮平 、 米澤 文 弘 学 校 の 
取組 み 服部 幸 鹿 、 辻 芳樹 プレ スト ラン の 
新 堪 開 オマ ー ジ ュ 他 / サ ロー ネ グ ル ー プ 
の 試み / 術 生 管 理 アイ テム 図 芽 柴田 日 
本 料理 研 希 会 コロ ナ を 考え る (後編 ) 他 


京都 大 二 書 店 イオ ン モー ル KYOTO 店 
昌 根 今井 春 店 グル ー プ セン ター 店 [松江 市 ] 
番 川 宮脇 春 店 本 店 

熊本 葛 呈 春 店 熊本 三 年 坂 

沖縄 ジュ ンク 滞 胡 店 著 穫 店 


加 mー 持 ONON 


特集 あの 人 の 、 あ の 頃 。 パリ 、 博多 、 
軽井沢 一 この 地 で 理想 の 店 を 作る 決 美 
創 太 、 吉武 広樹 、 太 田 哲雄 プシ ェ フ た ち 
の 無名 時 代 生 江 史 伸 、 佐 藤 伸一 、 川 手 
寛 康 、 米 田 難 、 ル カ ・ フ ァ ン ティ ン 、 高 
山 英 記 、 福山 周 、 高 田 裕 介 、 鳥 羽 閣 作 、 
陳 建 太郎 プ こ れ が 私 の 生き る 道 小湊 起 
夫 、 杉本 弘 、 村 田 知 晴 /【 ト ピッ ク 】 南 
米 ス トロ ノミ ー、 日 本 料理 フォ ー ラ ム 
2019、 オリ ヴィ エ ・ ロ ラン ジェ 他 
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事 m の 頂 ONON 


特集 今さら 聞け な い 基 本 の 「 き 」 [開業 ・ 
経営 編 】 コン セプト 作り 物件 探し / 資 
全 調 達 / 内 装 ・ 厨 房 作り 運営 経 覧 / 収 
支 管理 メニ ュー 構成 と 値 付 け / SNS 活 
用 術 / 予 約 管理 シス テム ワイ ン / 日 本 酒 
ビー ル 他 /【 ト ピッ ク 】 クラ 
和 元 年 本 赤 害 ] チャ リ 
【 ト ピッ 2 フラ ンス 人 上 和 人 店 全 休業 。 
その 時 、 現 地 の 日 本 人 シェ フ は ? 記 川 倫 
広 氏 (レス トラ ン キ ガ ワ ) の 場合 


⑩ お 近く の 理 店 に 
お 申し 込み くだ さい 。 


の 柴田 書店 カス タマ ー セ ンタ ー 
を ご 利用 くだ さい 。 
電話 03-5817-8370 
畔 日 9:30 - 17:30 ) 


人 小 社 の ホー ムペ ー ジ を 
ご 覧 くだ さい 。 


http://Www. 
shibatashoten.co.jp 


075-692-3331 
0852-20-8811 
087-851-3733 
096-212-9111 
098-860-7175 
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* 刀 / ま ァ マ ョ 
2 グ wg 還 \・ 


加 m さ 掛 OーON 


ョ アー@ 田 < 
因 ゃ 才 目 〆 い : 


特集 G 今 こそ ソー ス ソー ス の 新 表現 谷 
昇 、 岸 本 牙 人 、 植 木 料 仁 、 矯 塚 隆太 、 佐 々 


覧 ベテラン 若手 まで 9 人 に 開く ソー 
ス に まつ わる エト セト ラン 気鋭 シェ フ 5 人 の 
料理 か ら 読み 解く 「 香 り の 生き た |] ソー ス 
の 作り 方 ノ 【 ト ピッ ク 】 オ ラン ダ の 豚肉 産 
業 を 見 る 他 


mo 持 QーON 


特集 進化 する 技術 対 恋 今 、 利 理 人 
に 必要 な 技術 と は 谷 昇 x 山 本 征治 私 
の 技術 の 現在 地 高 全 康之 、 坂 本 健 、 本 
多 誠 一 、 田 村 亮 介 、 杉本 敬三 人 
二 付き 和 松本 博史 


を 獲る た め に 佐藤 伸一 氏 が 今 、 
考え て いる こと /【 ト ピッ ク 】 現代 スペ イン 
料理 は いか に 生ま れ 、 進 化し た か 他 
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Sm の 持 @ー つ ON 


特集 G 新 時 代 の 理 考 イン タビ ュー 料 
理 界 の 未来 の た め に 今 我々 が 取り 組む ペ 
きこ と 米田 盛山 本 征治 未来 を 錯 く 料 
理 人 、 今 を 見 つめ る レス トラ ン The Bu、 
ヨン セン チャ イニ ー ズ レス トラ ン 、 銀座 
し の は ら 、 ア ビス 、 TXOKO、SIlo、 レ ス 
トラ ン ラリ ュー ム 、 レ スト ラン ソル トン / 料 
理 人 の 新しい 面 き 方 を 探る 。 田村 浩二 

COOK JAPAN PROJECT 2019 年 版 
「 ア ジア ベス トレ スト ラン 50」 リス ト 発 表 


[バッ ク ナ ン バー は こち ら の 書店 で 常備 し て いま す ] 


2018 年 10 月 号 以降 の 号 は パッ ク ナ ン バー が あり ます 


mm 二 掛 の ーON 


特集 料理 人 の た め の お 金 入門 僕ら が 
今 、「 お 全 ] に つい て 考え て いる こと 。 島 
憶 周 作 、 林 亮平 、 野 田 雄 紀 、 林 
卒 当月 生 お 店 まる ご と HOW マッ チ エッ 
し 、 御料 理 辻 、 サン プリ シテ 、 クイ ン ディ 、 
イナ カー ザ 、slp 収支 管理 表 を 作ろ う . 
コー ス 全 品 、 原 価 大 公開 キ エ チュ ー ド 、 
野菜 フレ ンチ Suzu、 セ ル サル サー レ 、 
径 院 な か が わ 、 ま め た ん 、 朝 桃 茶 家 科 
理 人 が 知っ て 得する 節約 小 ネ タ 集 他 


m い 拓 の ーON 


特集 前 藤 多彩 な 味 表現 ベテラン か ら 
若手 まで シェ フ た ちの 前 葉 小島 暑 、 岡 
本 英 袖 、 村 島 光 樹 関 合鍵 一 郎 、 宮 内 人 
大 和紀 瑛 、 本 岡 桂 自家 製 調味 料 を 作 
る 、 使 う 志木 充 、 野 村 大 輔 、 前 田 克 志 、 
小山 内 耕 也 . 対 談 お まかせ コー ス に お け 
る 前 葉 の 役割 と は 川崎 寛 也 x 生 井 祐介 . 
仏 ・ 伊 ・ 中 ・ 日 20 店 に 聞く "私 が 使う 調 
味 料 制品" 川 手 寛 康 、 渡 辺 雑 一 郎 、 小江 
教 之 、 寺崎 友宏 、 笠原 桂 弘 他 
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ゴ 計 夫 m 


加 mN 笠 〇 っ ON 


遇 科す 6 の 作り 方 


特集 十 q の 肉 料理 内 料理 q の 作り 
方 関谷 健一 郎 、 葛原 将 季 、 平 獲 q 一 、 相 
原 藩 、 谷 口 英司 、 山 本 高 抽 、 石 井 閉 、 
著 堪 一 幸 、 山 本 聖司 、 藤田 政 昭 別 笛 
門 料 理 連動 企画 集 田 イタ リア 料理 研 鎖 会 
「 和 牛肉 を 使っ た メイ ン 料 理 」 坂本 鍵 、 塩 
本 筒井 光彦 、 村 田 吉弘 、 山 根 大 

助 、 高 橋 著 弘 /「 一 人 で 、 肉 料理 ] と いう 
スタ イル ムー グル モン 、 キ フー キン [Va 
aldal 20 周年 イベ ント レポ ー ト 


北海 道 MARUZEN & ジ ュ ンク 滞 書店 札 幅 店 011-223-1911 
岩手 ジュ ンク 党 書 店 記 剛 店 otg-601-6161 
圭 城 丸 半 仙台 アエル 店 022-264-0151 

| ジュ ンク 堂 書店 仙台 TR 店 022-265-5656 
箇 屋 胡 店 [ 塩 間 ] 022-362-3226 

東京 孝文 鱗 [銀座 ] 03-3561-8447 
| 始 日 本 橋上 店 03.6214-2001 
丈 善 丸の内 本 店 03-5288-8881 


mm き 枯 の つら N 


特集 スペ シャ リ テ 23 人 23 皿 の スペ 
シャ リ テ 緑川 腐 親 、 坂井 宏行 、 嫌 田 昭男 、 
中 村 勝 宏 、 音 弘和 記 、 城 悦男 、 田 辺 年 男 、 
理 須 政雄 、 田代 和久 、 北 島 素 幸 、 宮 代 湊 、 
平松 宏之 、 吉野 建 、 川崎 誠也 五十嵐 
安雄 、 坂 田 幹 靖 、 十 時 亭 、 河 野 透 、 木 
下 和 彦 伊東 淳一 波谷 圭 志 、 比 留 間 光 弘 、 
菊地 美 井 /【 ト ピッ ク 】 ノ ルウ ェ ー の 水産 
業 に 人 迫る 村田 吉 弘 氏 イン タビ ュー/ ポ 
キュ ー ズ ・ ド ー ル リヨン へ の 道 


吾 m ム 壮 oーON 


特集 〇 今 を 表現 する お まかせ コー ス 88 
品 を 徹底 紹介 お まかせ コー ス を 読み 解く 
高橋 義弘 ( 南 祥 寺 上 亭 日 比 谷 店 )、 川 田 
箇 也 ( 茶 禅 華 )、 能 田 耕 太郎 (FARO)、 清 
水 敵 充 ( じ EAU)、 横 田 区 一 (Aps)、 西村 
次 (MAVO)、 東 鉄 護 (ac) 北欧 noma 
の 精神 を 受け 継ぎ 、 東 京 に 誕生 INUA が 
表現 する も の 東京 と 地元 の トッ プシ ェ フ 
が 行く 和歌 山県 産 食材 巡り 菊地 美 井 、 
手島 純也 、 小 林政 司 


Em 持 の ーON 


特集 料 人 の 人 箱田 人 の 魚 仕事 
魚 種 で 見 る 37 人 37 品 の アプ ブローチ. 

海外 で 活躍 する 日 本 人 シェ フ の 劉 仕 事 徳 
吉洋 二 、 小林 圭 / レ スト ラン の 魚 仕事 浜 
田 統 之 、 植村 良輔 、 佐々 木 泰広 、 石 井 真 
介 、 谷口 大 明 ./ 秋 屋 の 魚 仕事 くろ 崎 、 匠 
譲 、 鱗 た か は し 、 普 桂 太 ご ヤニ ッ ク ・ ア レ 
ノ の 秋 店 Abysse の コー ス 全品 紹介 

包丁 職人 、 坂 下 勝美 の 仕事 イト ピッ ク 】[ 三 
陵 国 際 ガ スト ロ ノ ミー 会 議 2019] レポ ー ト 


| ジュ ンク 垂 書店 池袋 本 店 
記 伊 國 屋 書店 新宿 本 店 
| 代 定 山間 量 店 

玉川 草屋 家電 
ンク 富 書 店 吉祥 寺 店 
プッ クス ルー エ [吉祥 寺 ] 

神 泰 川 丸善 ラゾーナ 川崎 店 
愛知 三省 室 書 店 名 古屋 本 店 


一 壮 の ーON 


特集 本 X 料 理 人 シェ フ の 本 棚 拓 見 小 
林 圭 、 谷 昇 、 生 江 史 伸 、 FL 


ング リス ト ] "料理 書 に 既 い " 全国 書店 
ガイ ドン 料理 書 で ふり 返る 平成 30 年 史 

フラ ンス ・ パ リ 料理 書 専 門 店 に 関 く 
日 本 料理 フォ ー ラ ム 2018 プシ ャ ルキ ュ ト 
リー は 懐 が 深い 


mm の 持 pーON 


特集 避 り つけ 新 メ ソ ッ ド 盛り つけ 、 私 
の 視点 と 意図 朝比奈 悟 、 渡邊 幸司 、 下 
野 曲 平 、 柴田 生 之 、 藤木 千 夏 、 田 届 真 宏 、 
小 直 浩 之 、 有 馬 亮 、 東 浩司 、 小 笠原 圭介 、 
田淵 拓 / 仏 ・ タ イ ユ ヴァ ン の 新 量 が 魅せ 
る 基 膝 な る ドレ サー ジュ ダヴ ィ ッ ド ・ ビ ゼ 

【 ト ピッ ク 】 第 一 回 [世界 料理 学会 ] 東京 
In 邊 湯 /【 ト ピッ ク 】 第 18 回 ボキ ュー ズ ・ 
ドー ル 国 際 料 理 コン クー ル & 弟 19 回 シラ 
国際 外国 産 葉 見 本 市 レポ ー ト 


6 | 困 還 
Mi 
4| HH 
HH 大 
1 究 


ルド アッ ク 、 ム ー グ ル モ ン 、 マ ブー ル 、 リ 
オス ポン グ ス タ イ オン 開業 資金 と 準備 期 
間 Eme、 フ ラン ス 灯 理 タン モア 、 じ EAU、 
Fff.TOSHI、 イル ・ チ ェ ント リー ノノ 【 ト ピッ 
ク 】 問 成 促進 装置 いわ て 短 訪 牛 を 館 る 


03-5956-6111 
03-3354.0131 
03-3770.2525 
03-5491-8550 
0422-28-5333. 
0422-22-5677 
044-520-1869 
052-566-6801 
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酸 内容 の 無断 転載 ・ 裕 写 (コピ ー) ・ 引 用 ・ 
デー タ 上 信 等 の 行為 は 較 く 式 じ ま す 


訂正 と お 詫び 
2020 年 8 月 号 に 誤り が あり まし た 。 以 下 、 
訂正 し て お 詫び 中 し 上 げ ま す . 
D「 レ スト ラン の た め の 衛 生 管理 アイ テム 
図鑑 」 中 、62 買 の 「 え こる ビズ 」 と 「 室 内 
用 オゾン 生成 装置 」 に つい て 、 写 真 と 説 
明文 が 送 と な っ て お り ま し た 。 
"今月 の 料理 界 」 中 、118 買 の 「 日 本 シャ 
ルキ ュ ト リ 協 会 主 仙 第 6 回 パチ ・ ク ルー 
ト 世 界 選 手 権 ア ジア 大 会 」 の 記事 に つい 
て 、 本 文 内 で 協会 の 住所 を 東京 6 
と 記載 し まし た が 正しく は 千代 田 区 で す 。 
また 、 決 勝 会 場 を フラ ンス 大 使 公 邸 と 記 
載 し まし た が 、 こ ちら は 予定 で あり 変更 の 
可能 性 が あり ます 。 


※ 内 容 は 変更 に な る 場合 が あり ます 


完全 保存 版 _ 
シェ フ た ちの 愛用 アイ テム 


まだ 広く 知ら れ て いな い 最新 の 調理 機器 、 特 注 で 作っ た 皿 や グラ ス 、 カ トラ リー、 修 業 時 代 か ら 
使い 続け る 包丁 や 負 類 、 理想 の 味 を 生み 出す た め の 調味 料 一 一 。 シ ェ フ た ち は 、 ど ん な アイ テム を 
活用 し 、 自 ら の クリ エイ ショ ン と 店 作り に 生か し て いる の だ ろう 。 来 月 号 は 、 シェフ た ち が 実際 に 
愛用 する アイ テム を 大 特集 。 お よそ 300 も の アイ テム を 集め る , 


s シェ フ 22 人 の 愛用 アイ テム 


高良 康之 (レストラン ラフ ィ ナ ー ジ ュ ) 櫻井 信一郎 (ロー ブリ ュー) 
1 / 衝 遇 、( ボ ルト ) 広樹 (Restaurant Soa) 
東 鉄雄 (アカ ) 笠原 将弘 ( 匠 否 両論 ) 篠原 裕幸 (ShinoiS) 他 


e 海外 3 都市 注目 シェ フ の アイ テム 


デン マー クノ プス ウェ ー デ ン ノ 英国 
e パリ の 三ツ星 「RESTAURANT KEI」 の 厨房 大 公開 
* この 店 、 こ の 道具 
e「TERAKOYA」 の ラボ に 潜入 ! 


回 
柴田 書店 創業 70 周 年 記念 企画 
「 外 食 ・ 宿 泊 業 70 年 史 」 第 4 回 1990 年 代 


還 

新 ・ 京 料理 の ここ ろ み ⑦ 松 風 焼き (後編 ) 柴田 日 本 料理 研 錯 会 

旬 彩 庶 谷本 征治 ( 多 仁 本 ) 

父子 の 遺伝 子 と ガス トロ ノミ 音羽 和紀 、 音 洞 元 ⑦ カ ボ チ ャ 

わが 店 の 衛生 管理 対策 ③ ナ ベ ノ - イ ズム 

生産 者 と と も に ② 日 高良 実 ( ア クア バッ ツァ ) 

テイ クア ウト ・ デ リバ リー・ 通 販 継 続 派 ! ② 小 玉 弘 道 (し スト ラン ヒロ ミチ ) 

シェ フ の SNS 活 用 術 ① 米 澤 文 雄 (The Bum) 【 断 連載 l 

突撃 イン タビ ュー 「 や まけ ん が 聞く !! ] 山本 謙治 ⑳ 羽 生 雄 毅 (イン テグ リカ ルチャ ー 伯 ) 
浪速 の 味 に て 御座 候 上 野 修三 (浪速 料 理研 究 家 ) 
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詰め 、 愉 量 に な っ た ら 漠 す 。 


キン キ の 大 豆 蒸し 雲南 トリ ュ フ の 香り 


(カラ ー71 ペ ー ジ ) 


作り 方 

キン キ 
① キ ン キ ( 約 2kg) を 三 格 に お ろ し 、 頭 と 尾 
は 節 り 用 に 取り お く 。 
⑫ お ろ し た 身 の 皮 目 に 格子 状 に 切り 込み 
を 入れ 、 塩 、 老 酒 、 片 森 粉 卵白 を 表面 に 
ぬり 、 下 味 を つけ る 。 

大 豆 ソー ス 
① 大 豆 を 一 晩 浸水 し 水 を きっ て か ら 、 蒸 籠 
で 30 分 間 蒸 す 。 
②① に 豆 閣 、 塩 を 加え て 、2 日 間 ね か せ 
る 。 
③④ を みじん 切り に し て 、 太 白 ゴ マ 油 、 豆 
毅 普 を 熱し た 中 茹 負 で 炒め 、 普 油 、 塩 で 味 
を と と の える 。 

雲南 トリ ュ フ 

トリ ュ フ (中 国 ・ 雲 南 省 産 ) を 大 豆 と 同じ く 
らい の 大 き さ み じん 切り に し 、 大 豆油 に 1 
時 間 程 度 漬け て お く 。 

野菜 

ズッキーニ 、 新 レン コン 、 ナ ス を 同じ 大 き 
き の さ きい の 目 切り に し 、 そ れ ぞ れ サ ッ と 
210C の 大 豆油 で 油 通 し する 。 

仕上 げ 
① 忠 の 左端 に キン キ の 頭 、 右 に 尾 を 置き 、 
中 央 に 油 通 し し た 野菜 を 盛る 。 
⑫ 野 菜 の 一 部 に キン キ の 身 を 被せ 、 中 心 に 
大 豆 ソ ー ス 、 雲南 トリ ュ フ の 順に の せ 、 蒸 
籠 で 7 一 8 分 問 蒸 す 。 
⑨ 仕 上 げに 、 ま わり に スパ イス パン 粉 を ふ 
る 。 


キス パイ スパ ン 粉 パン粉 、 ク ミン パウ ダー、 ニ ン ニ ク の 
みじん 切り 、 粉 トウ ガラ シ を 合わ せ て 乾 前 り し た も の 
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湯浅 大 輔 
新富 町 湯浅 
ホタテ の 煙 製 ミン ト 和 え 


(カラ ー70 ペ ー ジ ) 


作り 方 

ホタテ の 米 製 

① 殻 か ら は ず し た ホタテ の 上 貝柱 に 塩 、 老 酒 
を な じ ま せ 、 冷 蔵 庫 で 1 時 間 お いて 下味 を 
つけ る 。 

② 中 鋼 に 、 ザ ラメ 、 鉄 観音 茶 の 茶葉 、 白 
米 を 入れ て 火 を つけ 、 そ の 上 に 網 を 渡す 。 
③② の 網 の 上 に 、 水分 を ふき 取っ た ① の ホ 
タテ を の せ 、 革 を し て 弱火 で 3 分 間 ほ ど 
す 。 

野菜 

① 茶 司 茸 を 5cm の 長き に 切り 、200C の オ 
ー プ ブン で 40 分 間 加 熱し て セミ ドライ に す 
る 。 

@ 香 菜 の 茎 の 部 分 を みじん 切り に する 。 

③ 黄 ニラ を 3cm の 長 さ に 切っ て 、 大 豆油 で 
炒め る 。 

④ シ ロウ リ の 皮 を むい て 1 cm の 厚 さ に 切り 、 
塩 を ふる 。 


* 茶 樹 茸 銘茶 の 産地 と し て 有名 な 中 国 ・ 福 建 省 の 武 
爽 山 の ぉ ふも と の お 茶 の 木 ( 茶 樹 ) に 生え る キノ コ 。 さわ や 
か な 香り と 狼 特 の 旨み が 特徴 


仕上 げ 

① ホ タテ の 電 製 と 野菜 、 みじん 切り に し た 
ライ ム の 皮 を ボウ ル に 入れ 、 ラ イム 果汁 、 
米 芝 (千鳥 酢 )、 塩 を 加え て 味 を と と の える 。 
⑨ み じん 切り に し た ミン ト の 葉 を 加え 、 山 
概 油 で 和え る 。 

⑧ 器 に 盛り 、 上 肥 を むい て ほぐし た ザク ロ 、 
ミン ト の 葉 を 添え る 。 

* 山 相 油 花 板 と 青山 板 を 4:1 の 割合 で 負 に 合わ せ 、 


太白 ゴマ 油 で 焦げ る 手前 まで 熱し 、 常 温 ま で 冷め た も の 
を キッ チン ペー パー で 六 す 


目白 錠 の 上 湯 スー プ 


(カラ ー71 ペ ー ジ ) 


作り 方 

メジ ロ ザ メ の ヒレ の 下 処理 

① フ カ ヒ レ (メジ ロ ザ メ の 尾ビレ ) を 一 肝 浸 
水 する 。 

⑧① の 尾ビレ と 水 、 日 本 酒 、 老 酒 を 鋼 に 入 
れ 、 慌 火 に か ける 。 沸 勝 し た ら 火 を 止め 、 
その まま 冷 ま す 。 

翌日 に は 繊維 が ほぐれ る よう に な る の で 、 
ほぐし な が ら 水 を 替え て 再度 煮る 。 3 一 4 
日 間 水 を 変え な が ら 弱 火 で 煮 た 後 、 ザ ル で 
し て 余分 な 脂肪 を 取る 。 ザル で こす り 麻 
いて きれ いな 金糸 状 に する 。 

黒米 団子 

① 黒 米 を 一 晩 浸水 し て 、 強 火 に か けた 蒸 籠 
で 3 分間 茶 し 、 ネ ギ 油 を な じ ま せ る 。 
④ ポ ボウ ル に 豚 の 失 き 肉 を 入れ 、 塩 、 砂 姜 、 
日 本 酒 、 醤 油 を 加え て 下味 を つけ 、 冷 まし 
た ① を 入れ て 混ぜ る 。 

③⑤ 円 形 に 成形 し 、 強火 に か けた 蒸 籠 で 8 分 
間 ほ ど 燕 し て 火 を 通す 。 

キネ ネギ 油 長ネギ (青い 部 分 ) の みじん 切り 、 タ マネ ギ の 
みじん 切り 、 フ ェ ン ネル シー ド を 大 豆油 に 入れ 、 処 火 で 
水分 が と ぶ ま で 者 て 輝 し た も の 

仕上 げ 

① 器 に 黒米 団子 を 盛り 、 沸 か し た 上 湯 を 注 
ぎ 、 燕 籠 で 30-40 分 間 蒸す 。 

⑫ 別 の 器 に 、 下 処理 し た メジ ロ ザ メ の ヒレ 
を 入れ て 上 湯 を 注ぎ 、1 時 間 蒸し て 味 を 入 
れる 。 

⑧① の 黒米 団子 の 上 に スラ イス し た 梅山 
豚 の 生 ハ ム ( 市 販 品 ) を の せ 、⑧ の メジ ロ ザ 
メ の ヒレ を 盛り つけ る 。 


キ ま 上 湯 朋 の ウデ 肉 、 牛 の スネ 肉 、 老 有 を それ ぞ れ 下 
ゆで し 、 ア ク を 引く 。 別 の 凍 に お 湯 を 沸か し 、 下 ゆで し 
た 3 種 の 肉 、 金 華 火 請 を 入れ 、 潮 か さ な い よう に 6 一 8 
時 間 火 に か け 、 湾 し た も の 


(カラ ー71 ペ ー ジ ) 


作り 方 

モウ カ ザ メ の 尾ビレ の 下 処理 

① フ カ ヒ レ (モウ カ ザ メ の 尾ビレ ) 300g ( 約 
3 人 分 ) を 、 皮 を むい て 和 柔らか く な っ た 状 
態 で 仕入れ る 。 た っ ぷり の 水 と 一 緒 に 鍋 に 
入れ て 型 火 に か け 、 沸 いた ら 火 を 止め て 党 
温 に な る まで 冷 まし 、 汚 れ を 取る 。 
⑱① の 作業 を 、 水 を 替え な が ら 1 日 1 一 2 
回 、 3 日 間 ほど くり 返し 、 最 後に 余分 な 脂 
肪 を ナイ フ で 取り 除き 、 流 水 で 洗う 。 

ハク サイ 

ハク サイ の 芯 の 部 分 を 、 繊維 を 断ち 切る 
方 向 に 細切り に し 、180C 程 度 の 大 豆油 で 
油 通し する 。 

④① を 毛 湯 に 塩 を 入れ て 熱し た スー プ に 
くぐら せ 、 余 分 な 水分 を キッ チン ペー パー 
で ふき 取る 。 

* 毛 濁 ヒネ 鶏 、 鵜 の 胴 ガ ラ を 寸胴 鋼 に 入れ 、 水 と 長 
ネギ (白い 部 分 ) を 入れ て 火 に か ける 。 沸 か し て アク を 引 


いた 後 、 弱 火 に し て 沸か き な い よう に し な が ら 6 時 間 ほ 
ど 煮 た 後 、 渡 し た も の 


仕上 げ 

① 土 負 に ネギ 油 と 午 油 (解説 省略 ) を 入れ 、 
老 柚 、 コ ショ ウ 、 毛 湯 、 白 湯 を 加え て 沸か 
し 、 強 火 で 少し 煮 語 め る 。 

⑧① に 下 処理 し た モウ カ ザ メ の 尾ビレ を 
加え 、 醤 油 を 加え て 弱火 で 30 分 間 煮 込む 。 
⑧② に 砂糖 、 オ イス ター ソー ス 、 醤油 を 加 
えて 味 を と と の え 、 一 度 モウ カ ザ メ の 尾 ビ 
し を 取り 出し 、 煮汁 を し っ か り と 沸か し て 
アク を 引く 。 

(モウ カ ザ メ の 尾ビレ を 戻し 入れ 、 水 溶き 
片栗粉 で と そろ み を つけ る 。 や や 匠 いと 思う 
濃度 で 止め 、 モ ウ カ ザ メ の 尾ビレ を 取り 出 
す 。 煮詰め て 煮汁 の と ろ み を と と の えて か 
ら ネ ギ 油 を 加え 、 ソ ー ス 用 の 土鍋 に 移す 。 
⑧⑤ 盛 りつ け 用 の 土 鋼 を 火 に か け 、 ハ クサ イ 
を 盛り つけ 、 そ の 上 に ④ の モウ カ ザ メ の 尾 
ビレ を の せる 。 療 を し た 状態 で 客席 に 運び 、 
客席 で 別 の 器 に 入れ た 熱々 の ソー ス を か け 
て 仕上 げ る 。 

まま 白湯 鶏 の 手羽 先 、 胴 ガラ 、 モ ミ ジ 、 鶏 脂 、 豚 の バ 
ラ 軟 骨 を サッ と 下 ゆ で し て 、 ア ク を 引く 。 寸胴 鋼 に 入れ 、 


水 、 日 本 酒 、 長 ネギ (白い 部 分 ) を 加え 、 火 に か ける 。 
沸か し て アク を 引き 、 中 火 の まま 若 を し て 8 時 間 ほ ど 煮 
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釣り 太刀 魚 フレ ッシュ ハー ブ 燕 し 


コス gd 


(カラ ー18 ペ ー ジ ) 


作り 方 

タチ ウオ と 豚肉 の 蒸し も の 

① タ チ ウ オ ( 神 奈川 県 ・ 長 井 港 産 。 約 2kg) 
を 三 覆 に お ちろ し て 、 身 が 曲 い 部 分 を 切り 身 
(40-50g) に する 。 重量 の 0.7% の 塩 を ふる 。 
⑧① に 生 の ハー プ 4 種 (台湾 バジ ル 、 ミ ン 
ト 、 レ モン パー ム 、 マジ ョ ラム 。 以 下 同 ) を 
貼り 付け て ラッ プ 紙 で 包み 、 冷 蔵 庫 で 1 時 
間 マ リネ する 。 

⑤ 豚 の 肩 ロ ー ス 了 肉 の 挽き 内 を 25g に 取り 、 
香り 醤 沿 、 全 卵 少量 を 加え 、 し っ か り 練 り 
込ん で 下味 を つけ る 。 コ ー ン スタ ー チ 少量 
を 加え 混ぜ 、 粗 みじん 切り に し た イン ゲン 
マメ と 、 み じん 切り に し た 生 の ハー プ 4 窒 
を 加え る 。 

④②④ の ハー プ を 取っ て タチ ウオ の 水気 を 
ふき 取り 、 皮 目 を 上 に し て ③ を ぬり 広げ る 。 
⑧⑥④ を 蒸 籠 で 約 2 分 半 蒸 す 。 この 段階 で は 
約 6 割 まで 火 を 人 入れ る イメ ー ジ 。 共 し 汁 は 
取り お く 。 

⑥ 土 鍋 の 中 皿 に 生 の ハー ブ 4 姓 を 敷き 詰め 、 
を の せる 。 熱々 に 熱し た 焼き 石 を 土 負 に 
敷き 、 専 用 の 脚 台 を 置い て 中 息 を の せる 。 


* 香 り 航 油 鋼 に 渡 口 毅 油 、 ア ユ の 魚 普 、 香 葉 、 王 し 
エビ を 入れ て 火 に か け 、 沸騰 さ せ た 後 、 味 が な じん で 
か ら 沸 し た も の 


仕上 げ 

① タ チ ウ オ と 豚肉 の 蒸し も ゃ の の 土鍋 と 中 
皿 の 隙間 か ら 熱 湯 を 注ぎ 、 湯 気 を 勢い よく 
立た せる 。 す ぐに 蓋 を し て 、 そ の まま 客席 
に 運ぶ 。 こ の 数 分 間 で 一 気 に 仕上 が り ま で 
火 を 入れ る 。 蓋 を 開け 、 お 客 に 立ち 上 る ハ 
ー プ の 香り を 楽し ん で も ら う 。 

@ 土 鋼 ご と 厨房 に 戻し し タチ ウオ と 豚肉 の 
蒸し も ゃ の を 器 に 盛る 。 
取り お いた 泰 し 汁 を 温め 、 香り 普 油 で 味 
を と と の えて ② に 流す 。 台湾 パ ジ ル を 添え 
る 。 
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際 四川 火鍋 仕立 て 


(カラ ー19 ペ ー ジ ) 

作り 方 

合鴨 の 姿 焼き 

① 丸 の 合 利 (埼玉 県 産 ) の 内 職 を 抜き 、 腹 の 
中 を 洗っ て 水気 を ふき 取る 。 重量 の 1% の 
塩 と 、 十 三 香 粉 を 腹の中 も 含め て 全面 に す 
り 込 む 。 ラ ッ プ 紙 を か け て 傘 蔵 庫 で 半日 お 
く 。 

⑧① の 水気 を ふき 取り 、 みじん 切り に し た 
エシャロット と ニン ニク 、 沙 茶 醤 を 混ぜ 合 
わせ た も の を 腹の中 に ぬり 込む 。 ラ ッ プ 朱 
を か け て 冷蔵 庫 で 半日 お く 。 

③② の 尻 の 穴 を 縫い 、 魚 を ふさ ぐ 。 肩 甲骨 
を フッ ク に か け て 吊る し 持ち 、 全 面 に 熱湯 
を か け て 皮 を ピン と 張ら せる 。 

(④⑯③ の 水分 を ふき 取り 、 赤 酢 と 表 芽 精 を 混 
ぜ た タレ を 、 全 面 に て いね い に ぬ り 込 む 。 
⑧⑤④ を 吊る し 、 扇風機 を あて て 20C 以 下 の 
温度 交 で 一 晩 干 す 。 

⑯⑥ ス チー ムコ ン ベ ク ショ ン オ ー プ ブン に 綱 
台 を 置き 、 ⑤ の 腹 を 上 に し て ね か せる 。 手 
羽 が 下面 に 接着 し な いよ うに 丸め た アル ミ 
箱 を か ませ 、 脇 を 広げ た 状態 に する 。 250 
て ・ 湿 度 40% で 20 分 間 加 熱 後 、160C・ 湿 
度 40% で 15 分 問 加 熱 する 。 

⑦⑥ を 30 分 間 ほ ど 温 か い 場 所 で や すま せ 
る 。 

火鍋 の ソー ス 

① 葉 ニン ニク を 4 一 5cm の 長 さ に 切る 。 中 
国 セ ロリ を 4cm の 長 さ の 斜め 切り に する 。 
② ワ ラビ 粉 の 春雨 を 水 で も どす 。 

③ 火 鍋 の 素 (後述 ) を 錯 に 取り 、 清 湯 で の ば 
し て 、 塩 と 醤油 で 調味 する 。 タ カノ ツメ 、 
朝 天 錬 板 、 子 弾頭 錬 板 を 加え 、 ① と ② を 入 
れ て ひと 煮 立 ち させ る 。 ① と ② を 取り 出し 
て お く 。 


* 子 弾頭 探 板 中 国 ・ 四 川 省 の トウ ガラ シ 。 小 お り で 辛 
み と 香 り が 強い 


火鍋 の 素 

① 千 脂 と 鴨 脂 を 鋼 に 入れ て 火 に か け 、 適 宜 
に 切っ た ネギ 、 シ ョ ウゥ ガ 、 タ マネ ギ 、 ニ ン 
ニク を 加え て 弱火 で 加熱 する 。 油 脂 に 香り 
が 移っ た ら 濾 す 。 

②① の 油脂 が 傘 め た ら 、 八 角 、 桂皮 、 甘 草 、 


隙 友 、 山 奈 、 紫 章 、 排 草 、 白 芽 、 沙 仁 、 章 
昌 、 肉 豆 華 を 加え 、 弱 火 で ゆっ く り 温 度 を 
上 げ な が ら 再 度 加熱 する 。 香 ば し い 風味 が 
立っ て きた ら 火 か ら 下ろ し 、 負 ご と 蓋 付き 
の ボッ ト に 入れ て 一 晩 お く 。 
⑧② を 弱火 に か け 、 脂 が 溶け た ら 波 す 。 
④ 鍋 に ③ の 香り 油 と 大 豆 白 絞 油 を 入れ て 
火 に か ける 。 か き 混 ぜ な が ら 豆 擬 普 、 豆 緊 、 
トウ ガラ シ の 失 2 衝 (挽き ・ 組 挽き )、 炎 
和 銚 剛 を 少し ずつ 加え 、20 分 間 ほ ど 煮詰め 
て 香り を 移す 。 

@ 凌 付き の 容器 に 青山 幅 、 花 板 、 放 然 、 小 
音 、 丁 香 、 月 相 凌 十 三 香 失 を 入れ 、 熱々 
の ④ を 注ぎ 入れ る 。 冷め て 味 が な じん だ ら 
* 筑 草 ムラ サキ 科 の 植物 、 紫 草の根 を 萌 燥 させ た も 
の 。 末 油 の 色づけ な ど に 用 いら れる 

** 排 草 "サクラソウ 科 の 草 の 乾 燥 品 。 清 涼感 の ある さ 
わ や か を な 香り 

白 延 モリ 科 の ヨロ イグ サ の 根 の 乾燥 品 。 や や 辛み と 
苦み が ある 

六 沙 仁 ショ ウ ガ 科 の 植物 の 種子 。 や や 辛い 風味 

* 草 果 ショ ウ ガ 科 の 植物 の 果実 の 著 燥 品 。 香り 高く 
辛み が ある 

要 織 息 禁 相 乾燥 トウ ガラ シ を 一 晩 水 に 浸し て 柔らか く 
し た 後 、 ホ か ら ゆ で て 水気 を きり 、 熱い うち に ミキ サー で 
失 振 し て ペー スト 状 に し た も の 

仕上 げ 

① 大 皿 に 火鍋 の ソー ス を 流し 、 合鴨 の 姿 焼 
き を 盛る 。 和 客席 で 披露 する 。 

@ 厨 房 に ① を 戻し 、 胸 肉 を 切り 出し て 適宜 
に 切る 。 

③ 皿 に 火 敵 の ソー ス を 流し 、 取り 出し て お 
いた 葉 ニ ン ニ ク 、 中 国 セ ロリ 、 ワ ラビ 粉 の 
春雨 、 ④ を 刀 る 。 


日 で 使い きる )。 

仕上 げ 

① タ ヤリ ン 1 人 分 ( 約 60g) を 塩 湯 で 2 分 間 
ゆで て 、 水 気 を きる 。 

(フラ イ バ パン に パタ ー を 入れ て 温め る 。 グ 
ラー ナ ・ パ ダー ノ を すり お ろ し て 溶かし 、 
① を 加え て さっ と 和え る 。 

器 に 粗 み じん に 切っ た フォ ンティー ナ 
を 広げ 、 上 に ② を 盛る 。 黒 ト リュ フ ( オ ー ス 
トラ リア 産 ) を た っ ぷり と 削り か ける 。 


田村 亮介 
慈 華 


鶏 の 精米 詰め スパ イス 薫る 塩 多 仕立 て 


Pa 


(カラ ー17 ペ ー ジ ) 


作り 方 

鶏 の 糧 米 詰め 

①( 大 山 鶏 ) の 懇 肉 の 骨 を 抜き 、 ロ ー ル 状 
に する こと を 想定 し て 、 厚 み の あ る 部 分 を 
そい で 平ら に 整え る 。 政 現 填 酒 と 十 三 香 粉 
を まぶし て 冷蔵 庫 で 3 時 間 マ リネ する 。 

(⑧ 下 準備 し た モチ 米 ( 後 述 ) を 芯 に し て ロー 
ル 状 に 巻き 込む 。 モ チ 米 が 外 に 出 な いよ う 
に 、2 本 の 金 申 を 異な る 方 向 か ら 縫う よう 
に 打っ て 閉じ る 。 

③ 鋼 に お 湯 を 沸か し て ② を 入れ 、 再 沸 勝 す 
る まで 約 1 分 間 ゆ で て 皮 を パン パン に 張ら 
せる 。 さ っ と 水 で 洗い 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 
で 水気 を ふき 取る 。 

(④⑬③ を 吊る し て 扇 風 機 を あて 、1 時 間 干 す 。 
金 申 を 抜く 。 

⑤ 岩 塩 に 月 桂樹 、 タ カノ ツメ 、 花 板 、 青 山 
板 、 丁 香 、 人 角 、 桂 皮 、 山 奈 、 白 攻 を 混ぜ 
る 。 

⑥ 土 鍋 に ⑤ を 半量 ほど 入れ 、 閉じ 目 を 下 に 
し て ④ を 置く 。 さら に ⑤ を 土鍋 いっ ぱい に 
入れ 、 ラ ッ プ 紙 で 腰 い 、 蓋 を する 。 

⑦ 蒸 籠 に ⑥ の 土鍋 を 入れ 、 強 火 で 50 分 間 
蒸す 。 30 分 間 や すま せる 。 医 を 開け て ラッ 
プ 紙 を は ず す 。 


* 玉 下 促 酒 ハマ ナス の 香り を つけ た 無色 浮 明 の 蒸 
次 酒 。 臭 み 消し の 効果 が ある 

* 山 泰 ショ ウ ガ 科 の パン ウコン の 根茎 を 乾燥 させ た も 
の 。 シ ョ ウ ガ に 似 た さわ や か な 香り と 辛み が ある 


モチ 米 の 下 準備 

① そ モチ 米 を 研ぎ 、3 時 間 浸 水 する 。 

⑧ 水 で も ど し た 干し エビ と 干し シイ タケ 
を 細か な みじん 切り に する 。 。 

⑤ 叶 阜 の 卵 資 を 取り 出す 。 卵白 は 卵 塩 に し 
て 取り お く 。 カ シュ ー ナ ッ ツ を 大 豆 白 絞 油 
で 香ばし く 色 づく まで 揚げ る 。 それぞれ 租 


みじん 切り に する 。 

④ 鍋 に 大 豆 白 絞 油 を 敷き 、 ④ を 入れ て 炒め 
る 。 香り が 出 て きた ら 、 水 気 を きっ た ① を 
入れ て 炒め る 。 清 湯 ( 解 説 独 略 )、⑬ を 加え 、 
卵 者 、 オ イス ター ソー ス で 調味 し て 5 分 間 
ほど 弱火 で 煮る 。 米 が ある 程度 水分 を 吸収 
し 、 芯 が 残る くら い の 硬 き に な っ た ら 、 煮 
汁 ご と バッ ト に 広げ て 冷 ま す 。 途 中 、 何 度 
か か き 混 ぜ て 米 に 水分 を 吸わ せる 。 


評 息 アヒル の 塩漬け 卵 
* 卵 塩 喜 邊 の 卵白 を 乾燥 させ て 、 ミ ル で 挽い た も の 。 
まろ や か な 卵 風味 の 塩味 を つけ られ る 


生姜 の ソー ス 

すり お ろ し た ショ ウ ガ に 熱し た ネギ 油 ( 解 
説 省 略 ) を か け 、 塩 、 米 酢 、 オ イス ター ソー 
ス で 調味 する 。 

人 怪 味 ソー ス 

泊 油 、 三 温 杭 、 針江 邊 酢 、 米 酢 、 北 替 、 ネ 
ギ の みじん 切り 、 シ ョ ウ ガ の みじん 切り 、 
花 彼 、 腐 乱 ペー スト 、 麻 替 、 ゴ マ 油 を 混 
ぜ る 。 


* 鎮 江 香 酢 中 国 ・ 江 区 省 錦江 市 で 造ら れ た 黒 本 で 、 
ウス ター ソー ス と バル サミ コ 酢 を 混ぜ た よう な 色 と 香 り を 
持つ 。 柔 ら か な 酸味 が 特徴 


仕上 げ 

① 客 席 に 鶏 の 橋 米 詰め を 土 負 ご と 運び 、 サ 
ービス スタ ッ フ が 手袋 を は め た 手 で 半量 ほ 
ど 塩 を すく い 出す 。 お 客 に 手袋 を 渡し て 、 
鶏 の 橋 米 詰め を 自身 で 取り 出し て も ら う 。 
@ 取 り 出 し て も ら っ た ① を 厨房 に 戻し 、 表 
面 に 付い た 余分 な 塩 を 取る 。 輪切り に し て 
皿 に 盛る 。 

⑧② に 生姜 の ソー ス と 怪 味 ソ ー ス を 別 忠 
で 添え て 供する 。 
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ボッ テ ガ 
トリ ッ パ 、 ギ アラ 、 小 腸 の 境 込 み 


(カラ ー68 ペ ー ジ ) 


作り 方 

ハチ ノ ス と ギア ラ の 煮込み 

① ハ チノ ス ( 邊 の 第 二 胃 ) と ギア ラ ( 牛 の 第 
四 胃 ) を し ご き な が ら 水 洗い し 、 汚 れ を 取 
り 除 く 。 鍋 に 入れ る 。 

⑧① に 塩 、 コ ショ ウ 、 香 味 野菜 、 水 を 加え 
る 。 2 時 間 半 ー 3 時 間 下 ゆ で する 。 

⑤ 別 の 鋼 に EV' オ リー プ オ イル を 熱し 、 粗 
みじん に 切っ た タマ ネギ 、 セ ロリ 、 ニ ンジ 
ン 、 ニ ン ニ ク 、 ド ライ ハー プ ( セ ー ジ 、 ロー 
ズ マ リー、 ロー リエ ) を 加え 、 フレ ッシュ 感 
が 残り つつ 全体 に 油 が な じ む まで 炒め る 。 
④③ に 白 ワ イン を 加え 、3 割 くら い に な る 
まで 煮詰め る 。 

⑧④ の ハチ ノ ス と ギア ラ を 短冊 に 切り 、 煮 
汁 ど と すべ て ④ に 加え 、 ひ と 煮 立 ち し た ら 
オー プン に 移す 。 鍋 に 蓋 は せ ず 、 下 火 の 強 
火 ( 約 180C) で 約 3 時 間 加熱 する 。 途 中 、 
脂 が 浮い て 表面 が 焼け た ら 、 底 か ら 全 体 を 
か き 混 ぜ る 。 こ れ を 7 一 8 回 くり 返し て 旨 
み を 導 縮 する 。 

小腸 の 煮込み 

① 邊 の 小 腸 を し ご き な が ら 水 洗い し 、 汚れ 
と 余分 な 脂 を 取り 除く 。 

⑧ 鋼 に ①、 塩 、 コ ショ ウ 、 香 味 野菜 、 水 を 
加え る 。 途中 、 浮 いた 脂 や アク を 適宜 取り 
除き な が ら 、 層 火 で 1 時 間 半 一 2 時 間 煮 
込む (者 込む 時 間 は 小腸 の 柔らか さ で 判断 。 
プリ プリ と し た 触感 が ギリ ギリ 残る くら い 
まで )。 氷水 に あて て 急冷 する 。 

仕上 げ 

① ス カモ ルツ ァ ・ ア ッ フ ミカ ー タ を 粗 み じ 
ん に 切り 、 器 に 広げ る 。 

ハチ ノ ス と ギア ラ の 煮込み を 煮汁 ご と 
鍋 に 入れ 、 一 口 大 に 切っ た 小腸 の 煮込み を 
加え て 火 に か ける 。 季節 野菜 の 煮込み を 少 
量 加 え 、 ひ と 煮 立 ち させ 、 水 分 が 少な いよ 
う で あれ ば 水 を 少量 加え て 調整 する 。 

⑧ 仕 上 げに 粗く きざん だ イタ リア ン パ セリ 
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を 加え 混ぜ 、① に 盛る 。 
(④ 上 か ら ペ コリ ー ノ ・ ロ マー ノ を 削り か け 、 
EV オ リー プ オ イル を まわ し か ける 。 
* 季 節 野 菜 の 素 込 み 魚介 や 肉 料 理 の 付 合 せ に 活用 
し て いる 同店 の 常備 品 で 、 ト スカ ー ナ 才 の 伝統 的 を スー 
プ 「 リ ポッ リー タ 」 を イメ ー ジ 。12 衝 類 以上 の 野 茶 ( 取 
材 当日 は 黒 キ ャ ペッ 、 ト ウ モ ロコ シ 、 ポ ボワ ロー、 タ マネ ギ 、 
モロ リ 、 ニ ン ガイ モ な ど ) 
ニク を 炒め た と ころ に 、 火 が 入り に 
加え て よく 炒め る 。 金華 豚 の プロ ー ド を 
加え 、 野 来 が 柔らか く な る まで 者 込み 、 塩 、 コ ショ ウ で 
味 を と と の える 


米 し た メカ ジ キ と 香草 の カル バッ チョ 仕立 て 


(カラ ー69 ペ ー ジ ) 


作り 方 

メカ ジ キ の 製 

① メ カジ キ の 腹 身 に EV. オ リー プ オ イル を 
ぬっ て 全面 に 油 妥 を ま と わ せ る 。 

⑧@ 樹 脂 加工 の フラ イ パ ン に アル ミ 符 を 時 
き 、 火 を つけ た 桜の スモ ー ク ウッ ド を 入れ 
て 網 を 渡す 。 

⑧ 煙 が 出 て きた ら 網 の 上 に ① を の せ 、 少 し 
隙間 を あけ た 状態 で ボウ ル で 蓋 を し 、40 一 
80 分 間 圭 す 。 途 中 、 様 子 を 見 な が ら メ カジ 
キ の 面 を 返し つつ 位置 を 変え 、 煙 を 全面 に 
ま と わ せ る 。 

④⑬③ の メカ ジ キ を キッ チン ペー パー で 包 
み 、 冷 蔵 庫 に 入れ て 冷や す 。 
オク ラ と キュ ウリ 

① オ クラ に 塩 を まぶし て 板 ず り し 、 水 洗い 
する 。 水気 を きり 、 包 丁 で 細か く 叩 く 。 
⑱① を ボウ ル に 入れ 、 細か いみ じん 切り に 
し た キュ ウリ を 加え て 合わ せる 。 アサ リ の 
プロ ー ド 、 ニ ン ニ クオ イル (と も に 解説 省 
略 )、 塩 を 加え 、 粘り が 出る まで か き 混ぜ る 。 
トマ ト の ゼリー シー ト 

① ト マト を 適宜 に 切り 、 ミ キサ ー に か ける 。 
キッ チン ペー パー を 敷い た ザル に 空け て 人 冷 
蔵 庫 に 入れ 、 一 晩 か け て 凍 す 。 
②① に 水 で も ど し た 凝 固 剤 (アガ ー) を 加 
えて 沸か し 、 バ ッ ト に 数 mm の 厚 さ に 流す 。 冷 
蔵 庫 に 入れ 、 シ ー ト 状 に 冷や し 固め る 。 
⑧② を 5cmx10cm ほ どの 長方形 に カッ ト 
する 。 

フル ー ツ トマ ト の ソー ス 

フル ー ツ トマ ト を 粗 み じん に 切り 、 塩 、 黒 


コシ ョ ウ 、EV オ リー プ オ イル で 調味 する 。 
仕上 げ 

① メ カジ キ の 才 製 を 厚 さ 5m 程 度 と 厚め 
に スラ イス し 、 ア ユ の 魚 将 (市 販 品 ) を ま と 
わせ る 。 レフ ォ ー ル を すり お ろ し て か け 、 全 
面 に まぶす 。 

⑨⑧① を 皿 に 重ね て 盛り つけ 、 上 に オク ラ と 
キュ ウリ を ぬり 広げ る 。 

⑧② の 上 に 、 適 宜 に 切っ た ディ ル と セル フ 
イ ユ を こん も り と 盛り 、 花 穂 ジ ソ の 花 、 ム 
ラメ 、 ピ ンク ペッ パー を 散ら す 。 
④③ の 上 に トマ ト の ゼリー シー ト を 被せ 
る 。 メ カジ キ の 周明 に フル ー ツ トマ ト の ソ 
ー ス を 流し 、 サ ル サ ・ ヴ ェ ル デ (解説 省略 ) 
を 随所 に 添え る 。 


黒 ト リュ フ と フォ ンティー ナ 
チー ズ の タ ヤ リン 


ンー < 


還 和 mm 


(カラ ー69 ペ ー ジ ) 


作り 方 

タ ヤ リン 

① ポ ボウ ル に 00 粉 (サン ・ フ ェ リ ー チ ェ 社 ・ 
パス タ ・ フ レス カ ) 400g、 強力粉 (日 清 製 
粉 ・ カ メリ ヤ ) 400g、 卵 黄 28 一 30 個 分 、 塩 
少量 、EV. オ リー ブ オ イル 少量 を 合わ せ て 、 
手のひら で 混ぜ る 。 20 分 間 以 上 か け て 、1 
つの 塊 に まとまる まで こね 合わ せる 。 ビ ニ 
ー ル 袋 で 包ん で 空気 を 遮断 し 、 常 温 で 20 一 
30 分 間 や すま せる 。 

⑧④① の 生地 を ビニ ー ル 袋 か ら 取 り 出 し 、 一 
方 向 へ の ば し て こね た 後 、 逆 方 向 に の ば し 
て こね る 。 再び ビニ ー ル 袋 で 包ん で 空気 を 
遮断 し 、 常 温 で 15 一 20 分 間 や すま せる 。 
③⑧② の 工程 を 7 一 8 回 くり 返し 、 約 3 時 間 
以内 で な め ら か な 生地 に な る まで こね 上 げ 
る 。 ピ ビニール 袋 で 包ん で 空気 を 遮断 し 、 冷 
蔵 庫 で 一 史 や すま せる 。 

④③ を シー ト 状 に の ば し て 常温 で 1 一 2 
時 間 乾 燥 させ る 。 パ スタ マシ ン で ご く 薄 く 
の ば し 、 タ リオ リー ニ の カッ ター で 切る 
(生地 の 状態 に よっ て も 厚 さや 太 さ も 変え 
る )。 長 さ 約 20cm に 切り 、 常 温 で 乾燥 させ 
た 後 、 適 詞 に 東 ね 、 一 晩 冷蔵 庫 で 乾燥 させ 
る 。 密閉 容器 に 入れ 、 冷蔵 庫 で 保管 する (1 


お いた タマ ゴ ダ ケ の 卵殻 の 卵黄 の 位置 に 
注入 し 、 冷 蔵 庫 で 4 時 間 以 上 浴 や し 固め る 。 
提供 少し 前 に 冷蔵 庫 か ら 出し 、 ゼ リー を ゆ 
る め て お く 。 

仕上 げ 

① 木 の プレ ー ト の 痢 に 、 塩 、 く し 形 に 切っ 
た レモ ン 、 ベ ペー コン の パウ ダー、 削 っ た パ 
ルミ ジャ ー ノ を の せる 。 

② 卵 の 殻 に 入っ た まま の タマ ゴ ダ ケ を 別 
添え で 提供 する 。 食べ る 際 に お 客 自身 に 殻 
を 割っ て も らい 、 好 み で 味付け を し な が ら 
食べ る よう すす め る 。 卵 の 殻 人 れ も 一 緒 に 


提供 する 。 
* ま ペー コン の パウ ダー ペー コン を 低温 の オー プン で ロ 
ー ス ト し て か ら 粉 娠 し 、 パ ウ ダ ー 状 に し た も の 


焦がし 小麦 の オレ キ エ ッ テ 
お 日 さま 農園 の お 野菜 の クル ダイ オー ラ 


(カラ ー28 ペ ー ジ ) 

作り 方 

焦がし 小麦 の オレ キ エ ッ テ 

① セ モリ ナ 粉 (カプ ー ト 社 ) 500g、 グ ラノ 
アル ソ ( マ リー ノ 社 ) 200g、 粉 の 重量 の 459% 
の 水 、 塩 ひと つま み 、EV オ リー プ オ イル 
適量 を 合わ せ て よく こね 、 1 時 間 ほ ど ね か 
せる 。 

②③① を 紐 状 に の ば し 、 親指 の 爪 く らい の 長 
き に カッ ト す る 。 

③ 指 の 腹 を 使っ て 生地 を つぶ し て ゆる い 
カー プ を 作り 耳たぶ 状 に 成形 する 。 
④③ を パッ ト に 並べ 、 モモ リナ 粉 を まぶし 
て 常温 で 3 一 6 時間 乾燥 させ る 。 

クル ダイ オー ラ 

① パ スタ に 使う 野菜 (13 一 14 種 類 ほ ど ) を 畑 
か ら 収 穫 し て きた まま の 次 ( 根 や 茎 、 枝 、 皮 
な ど が 付い た 状態 ) で 大 皿 に 並べ て 客席 に 
持っ て 行き 、 お 客 に 手 で 触れ て も ら っ た り 
香り を 喘い で も ら う 。 

②① の 野菜 を いっ た ん 厨房 に 戻し 、 皮 を む 
く 、 カ ッ ト す る 、 サ ヤ か ら 出 す な ど 適宜 に 
下 処理 を し て 皿 に 盛る 。 今回 は 、 エ ダマ メ 、 
ナス (2 種 )、 紫 タマ ネギ 、 モ ロッ コイ ング ゲ 
ン 、 キュ ウリ の ヘタ 、 シシ トウ 、 オク ラ 、 カ 
ボ ポチ ャ の 花 、 ト マト ( 赤 ・ 緑 )、 ウイキョウ 
( 葉 ・ 花 )、 ツ ルム ラサ キ 、 キ ュ ウ リ を 使用 。 


⑬ 鍋 に 硬水 を 入れ て 沸か し 、 1.59% の 塩 を 加 
えて 焦がし 小麦 の オレ キ エ ッ テ を 7ー8 分 
間 ゆ で る 。 

④⑧② の 野菜 の トマ ト ( 赤 ) と キュ ウリ を ザ 
ル に と りお き 、 残 り の 野菜 は 火 の 通り に く 
いも の か ら 順 に ③ に 加え て ゆで る 。 
ゆで 上 が っ た パス タ と 野菜 を 、 ④ で トマ 
ト と キュ ウリ を 取り お いた ザル に 上 げ て 湯 
を 切り 、 ④ の 湯 で トマ ト と キュ ウリ を 湯 通 
し する 。 

⑥⑤ を 客 前 で 器 に 盛っ て EV. オ リー ブ オ 
イル を まわ し か け 、 カ ラス ミ を グレ ー ダ ー 
で 削り な が ら 忠 の 片側 に か け 、 コ ラ ト ゥ ー 
ラ を ふる 。 


ホヤ と キュ ウリ 


(カラ ー29 ペ ー ジ ) 


作り 方 

ホヤ 

① ホ ヤ は 殻 か ら 身 を は ず し 、 掃除 する 。 殻 
も 洗っ て 取り お く 。 

②① の 身 に 塩 を ふっ て 脱水 シー ト で 包み 、 
冷蔵 庫 で 一 晩 お く 。 

⑧② を 殻 に 戻し て 85C・ 湿 度 100%% の スチ 
ー ム コン ベク ショ ン オ ー プ ン で 6 分 間 蒸 す 。 
燕 し 上 が り 1 分 ほど 前 に 、 ヴ ェ ッ キオ ・ サ 
ン ペ リ を ふり か ける 。 

ま ヴ ェ ッ キオ ・ サ ン ペ リ イタ リア ・ シ チリ ア の 伝統 的 な 
酒 で 、 マ ル サ ラ の 原型 と 言わ れる 

キュ ウリ の ぬか 漬け ジュ ー ス 

① キ ュ ウ リ の ぬか 潰 け と ホー ルト マト を 
ミキ サー に か け 、 冷 凍 す る 。 

(ボウ ル に ザル を の せ 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 
を 敷き 、① を の せ て 蔵 庫 で 3 一 4 日 か け 
て ゆっ くり と 解凍 し 、 エ キス を 抽出 する 。 
パプ リカ 、 ピ ー マ ン 、 キ ュ ウ リ 、 オ クラ 、 
ミョウガ の ぬか 漬け (すべ て 解説 省略 ) を 、 
① と 同じ 要領 で ミキ サー に か け て 冷凍 し 、 
② の 工程 と 同様 に エキ ス を 抽出 する 。 
(④② と ③ の エキ ス を 4 : 1 の 割合 で 合わ せ 、 
グラ ス に 注ぐ 。 

キネ キュ ウリ の ぬか 漬け スタ ッ フ が 実家 か ら 持っ て きた 


70 年 も の の 酔 床 で 潰 け た も の 。 季節 の 野 葉 を 常時 交 け 
て お り 、 生 ハム と と も に 突出 し で 提供 する の が 同店 の 定番 


仕上 げ 
ホヤ を 岩塩 を 敷い た 皿 に 盛り 、 キ ュ ウ リ の 


ぬか 潰 け ジュ ー ス と 同時 に 提供 し て 、 お 客 
に は まず ジュ ー ス を 飲ん で も ら っ て か ら ホ 
ヤ を 食べ て も ら う 。 その 後 、 再 度 ジ ュー ス 
を 飲む よう 促し 、 ホ ヤ を 食べ る 前 と 後 で の 
味 の 変化 を 楽し ん で も ら う 。 
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小野 寺 さ ん の 夏 腐 の カヤ の 葉 焼き 
夏 と 秋 の 香り 


(カラ ー77 ペ ー ジ ) 

作り 方 

夏 腐 の カヤ の 葉 焼き に 

① シ カ ( 宮 城 県 ・ 石 産 ニホン ジ カ 。 以 下 
同 ) の ロー ス 肉 を 掃除 し 、 ロ ー ス 芯 を 切り 
出す 。 ス ジ や 脂 の ある 部 分 は 花 ズ ッ キ ー ニ 
の ファ ル シ 用 に 、 ま た スジ の 一 部 は ソー ス 
用 に 取り お く 。 

②① の ロー ス 芯 に 塩 、 コ ショ ウ を ふり 、 シ 
カ の 綱 脂 を 巻く 。 フ ライ バ パン で 表面 を 軽く 
焼く 。 

⑧②④ の ロー ス 芯 を 68C・ 湿 度 0% の スチ ー 
ムコ ン ペ ベク ショ ン オ ー プ ン で 芯 温 56C に 
な る まで 加熱 する 。 

④③ を 280C の オー プン で 2 分 間 焼 く 。 
⑯④ を 庶 火 で 焼く 。 焼き 台 の 綱 の 上 に カヤ 
の 葉 を 敷き 、 そ の 上 に ④ を の せ て 煙 し な が 
ら 全面 を 焼く 。 

ネ シ カ (宮城 県 ・ 石 巻 産 ニ ホン ジ カ ) 宮城 県 石巻 で 
捕っ た ニホン ジ カ を 、 狗 師 の 小野 寺 望 氏 率い る シカ 肉 


処理 ・ 加 工 施 設 「 フ ェ ル メン ト 」 で 水分 華 な ど を 見 な が 
ら 校 肉 の 状態 で 1 ヵ月 間 く らい ね か せ た も の 


花 ダ ッ キ ー ニ の ファ ル シ と ソテー 

① 取 りお いた シカ の ロー ス 肉 の スジ を ミ 
ン サ ー で 挽き 、 脂 の ある 部 分 は 包丁 で き ざ 
も 。 

⑧① に 、 炒 め た タマ ネギ (解説 省略 )、 塩 、 
コシ ョ ウ を 混ぜ 合わ せ 、 フ ァ ル ス と する 。 
③⑤ 花 ズッキーニ (石川 県 ・ 能 登 の NOTO 高 
農園 産 ) を 花 と 実に 分 け 、 花 に ② を 詰め て 
200C の オー ブン で 8 分 間 加 熱 す る 。 

④③ の 実 を 縦 に スラ イス し 、 塩 を ふっ て オ 
リー プ オ イル で ソテー する 。 

キノ コ の ボル ドレ ー ズ 

① 塩 水 に 浸け て 了 虫 抜き を し て 洗っ た ヤマ 
ドリ タケ モドキ の 奉 と 軸 を スラ イス し 、 ハ 
ナビ ラ タ ケ (と も に 長野 県 ・ 信 州 産 の 天然 も 
の ) を 適宜 の 大 き さ に 切る 。 

②① ゆ を フラ イ バ パン で ソテー し な が ら パ バタ 
ー を 加え る 。 み じん 切り に し た ニン ニク 、 
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エシャロット を 加え て さら に ソテー する 。 
② に セル フイ ユ と イタ リア ン パ セリ の 
みじん 切り を 加え て さっ と ソテー する 。 
ソー ス 

① 取 りお いた シカ の ロー ス 肉 の スジ を き 
ざん で 負 に 入れ て 焼き 、 赤 ワイ ン を 加え て 
煮詰め る 。 

ミロ ワー ル に な っ た ら ジ ュ ・ ド ・ プ フ ( 解 
説 省略 ) を 加え 、 し ば らく 煮詰め て 六 す 。 
⑧② を 温め 、 冷 た い バ ター を 加え 混ぜ る 。 
仕上 げ 

① 忠 の 典 に 花 ズ ッ キ ー ニ の ファ ル シ を 置き 、 
横 に 焼成 済み の フイ ユタ ー ジ ュ (解説 省略 ) 
を 敷い て 上 に 実 の ソテー を の せる 。 キ ノコ 
の ボル ドレ ー ズ を 手前 に 盛り つけ 、 キ ノコ 
の パウ ダー を ふる 。 

⑧④① の 中 央 に 夏 鹿 の カ ヤ の 葉 焼き を 置き 、 
一 緒 に 焼い た カヤ の 葉 を 添え る 。 ソ ー ス を 
流す 。 


* ネ キノ コ の パウ ダー いろ いろ な キノ コ の 端 材 な ど を 乾 
燥 きせ て か ら 、 ミ ル な ど で 挽 いて 粉末 に し た も の 


(カラ ー27 ペ ー ジ ) 


作り 方 

タマ ゴ ダ ケ の 卵白 

① タ マ ゴ タ ケ の 外側 の 汚れ を キッ チン ペ 
ー パ ー で 払い 落と し 、 白 い 外皮 の 部 分 と 本 
体 に 分 け て 取り お く 。 

⑧ 卵 の 殻 に ドリ ル で 穴 を 2 ヵ所 開け 、 卵白 
と 卵黄 を 分 け て 取り 出し て お く 。 

フラ イ パ ン に パタ ー を 敷い て アン チョ 
ビー (フィ ) を 炒め 、① の 外皮 の 部 分 を 加 
えて さら に 炒め る 。 

アーモンド を 180C の オー プン で 5 分 間 
ロー スト し 、 き ざさ も む 。③ に 加え 、 邊 乳 を 注 
いで 型 火 で ゆっ くり 煮 出 す 。 

⑤④ が 沸い た ら 火 か ら 下 ろ し て 盗 を し 、30 
分 間 ほ ど 蒸らし て か ら 波 す 。 

⑯⑥⑤ に 総量 の 5% の 凝固 剤 (ベジ タブ ル ゼ 
ラチ ン 。 ス ペイ ン ・SOSA 社 製 ) を 加え て 混 
ぜ 、 熱い うち に 食品 用 注射 器 に 入れ 、② の 
卵 の 殻 に 開け た 穴 か ら 注入 する 。 

⑦ 殻 の 内 側 に 均一 に ゼラ チン の 膜 が で き 
る よう 、 殻 を まわ し な が ら ゼ リー を 定着 さ 
せ て か ら 冷 蔵 庫 で 30 分 間 冷 や し 固め る 。 
タマ ゴ ダ ケ と 卵黄 

① フ ライ パン に バタ ー を 敷い て 、 つ ぶし た 
ニン ニク を 加え て 炒め 、 香 り が 立っ た ら 、 
スラ イス し た タマ ゴ タ ケ 本 体 を 加え て さら 
に 炒め る 。 

②④① と 卵黄 を 合わ せ 、 専用 の 袋 に 入れ て 真 
空 に し 、 665C の ウォ ー タ ー パ バス で 30 分 間 
加熱 する 。 

⑧② を ミキ サー で ペー スト 状 に する 。 

③④ 少量 の 生 ク リー ム を 温め 、 水 で も ど し た 
板 ゼ ラチ ン を 加え て 溶かし 、③ の ペー スト 
を 加え て よく 混ぜ る 。 

⑧④ を 食品 用 注射 器 に 入れ 、 冷 や し 固め て 


⑧② を 温か い 場 所 で や すま せ 、 余熱 で 火 を 
入れ る 。 塩 で 味 を と と の える 。 

仕上 げ 

① コ コッ ト に レモ ン の 若い 葉 を 敷き 、 肩 ロ 
ー ス 肉 の ロー スト を 入れ る 。 200 て の オー 
プン で 3 4 分間 加熱 し 、 豚 肉 を 丁 う よう 
に 葉 を 被せ 、 蓋 を する 。 少 し お き 、 蓋 を す 
る こと で 香り を 充満 させ る 。 

⑧① を 客 に プレ ゼン テー ショ ン し た 後 、 奪 
房 に 戻し て 豚肉 を 3cm ほ どの 厚 さ に 切る 。 

③ 皿 に 赤 キ ャ ベツ と ② を 盛り 、 ソ ー ス を 流 
す 。 岩 塩 と 相 挽 き の 黒 コ ショ ウ 、 軽 く 温め 
た セミ ドラ イト マト を の せ 、 イ タリ アン バ 
セリ を 添え る 。 


音羽 食 

オト ワレ スト ラン 

豚 足 の ファ ル シ ィ ソー スポ ルト 
ンー デ ーー ーー 


1 


(カラ ー73 ペ ー ジ ) 


作り 方 

詰め も の を し た 原 足 

① 豚 足 の 下 処理 を する 。 豚 足 を 一 度 ゆ で こ 
ぼ し 、 形 が 崩れ な いよ う 塊 の まま 当て 木 を 
し 、 塩 を まぶし て 1 日 お く 。 
②① の 豚 足 を 赤ワイン に 浸け 、1 日 マリ ネ 
する 。 

⑧② の マリ ネ 液 ご と 鍋 に 入れ て 火 に か け 、 
沸 勝 し た ら 弱 火 に し て 3 時 間 加 熱し て 引き 
上 げ る 。 当 て 木 を は ず す 。 温か いう ち に 一 
枚 に 開き 、 骨 を 取り 除く 。 煮汁 は 六 し 、 ソ 
ー ス 用 に 取り お く 。 

④ フ ァ ル ス を 作る 。 豚 の 肩 ロ ー ス 肉 と 首 肉 
を ミン チ に し 、 カ トル エピ ス 、 塩 、 コ ショ 
ウ 、 コ ニャ ッ ク 、 赤 ポル ト を 加え 混ぜ る 。 
専用 の 袋 に 入れ て 真空 に か け 、 1 日 お く 。 
2cm ほ どの 厚 さ に 切っ た フォ ワ グ ラ ( 徐 ) 
を 約 4cm 角 の 正方 形 に 切り 出す 。 塩 と コシ 
ョ ウ を ふり 、 フ ライ バ パン で ポワレ する 。 
⑥④ に シャ ン ピ ニ ョ ン ・ デ ュ ク セル (解説 
省略 ) を 加え 混ぜ る 。 

⑦ 冷 や し た ⑤ を ⑥ で 包み 、 さ ら に ③ の 腺 
足 で 包む 。 豚 の 綱 脂 で 包む 。 

⑧⑦ を 専用 の 袋 に 入れ て 真空 に か け 、 袋 ご 
と 100 で の 湯 で 13 分 間 ゆ で る 。 

⑨⑧ の 袋 か ら 中 身 を 出し て 網 に の せ 、180 
て の オー プン で 1 分 問 加 熱 する 。 

フラ イ バ パン で ⑨ の 表面 全体 を 焼く 。 
ソー ス (後述 ) を 鍋 に 入れ て 少量 の 水 で の 
ば す 。 ⑩ を 入れ 、 ソ ー ス を か け な が ら 温 め 
る 。 

ソー ス 

⑫④ 赤 ワイ ン 、 赤 ポル ト 、 コ ニャ ッ ク を 鍋 に 
合わ せ て 煮詰め る 。 

⑧① に 煮詰め た 豚 足 の 煮汁 、 ジ ェ ュ ・ ド ・ ヴ 
ォ ラ イコ (解説 省略 )、 焦 が し バタ ー を 加え 、 
塩 で 調味 する 。 

⑧② に 発 桂 プ ルー ベリ ー の ジェ を 加え る 。 
* ま 発酵 ブル ー ベ リー の ジュ 2% の 塩 と と も に 袋 に 入れ 、 


24 じ に 設定 し た パン の 発酵 用 モラ ー に 1 ヵ月 間 ほ ど 入 
れ て 発酵 きせ た プル ー ペ リー を 絞っ て 取っ た 洪 体 


根 セ ロリ の ピュ レ 

① 錯 に 水 、 和 牛乳 、 少 量 の 塩 を 合わ せ 、 皮 を 
むい て 適宜 に 切っ た 根 セ ロリ を 煮る 。 
⑧① の 根 セ ロリ が 柔らか く な っ た ら 取 り 
出し 、 裏 注 し する 。 

⑧② の 煮汁 を 火 に か け 、 アク を 引き な が ら 
煮詰め る 。 

(④② と ③ を 混ぜ 合わ せ 、 パ ター を 加え る 。 
⑮⑤ 生 クリ ー ム と パタ ー を 小鍋 に 入れ て 温め 、 
(④ を 加え 混ぜ る 。 

仕上 げ 

皿 に ソー ス を 敷き 、 詰 めも の を し た 豚 足 を 
盛り 、 粗 挽き の 黒 コ ショ ウ を ふる 。 発酵 プ 
ルー ベリ ー の 実 を 乾燥 させ 、 パ ウ ダ ー 状 に 
し た も の を か け 、 根 セロ リ の ピュ レ を 添え 
る 。 
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鮎 の コン ソ メ 


(カラ ー31 ペ ー ジ ) 

作り 方 

人 鮎 の フォ ン 

① ア ユ を 丸ごと 180C の オリ ー プ オイ ル で 
5 分 間 ほ ど 揚 げ て 水分 を 抜く 。 油 を きっ て 
180C の オー ブン で 焼き 、 さ ら に 余分 な 油 
を 落と す 。 

⑧ 鍋 に 日 本 酒 、 昆 布 だ し 、 適 宜 に 切っ た ネ 
ギ の 青い 部 分 、 シ ョ ウ ガ 、 ニ ン ニ ク 、① の 
アユ 、 少 量 の 岩塩 を 入れ 、90C の オー プン 
で 3 時 間 加 熱 す る 。 す 。 

人 鮎 の コン ソ メ 

① ア ユ を 三 格 に お ろ し 、 内 臓 を 取り 除い て 
叩く 。 

⑧ 鮎 の フォ ン を 鍋 に 入れ て 火 に か ける 。 少 
量 の 泡立て た 卵白 、 適 宜 に 切っ た セロ リ 、 
ネギ の 青い 部 分 、① の アユ 、 少 量 の 豚 の 挽 
き 肉 を 混ぜ 合わ せ た も の を 加え て 、1 時間 
ほど 加 幸 し て クラ リフ ィ エ する 。 

⑧② の 液体 を 布 で 光 す 。 

仕上 げ 

熱々 に 温め た 鮎 の コン ソ メ を 大 り の ワイ 
ング ラス に 注ぐ 。 


129 専門 料理 


スッ ボン の 炭火 焼 原始 へ の 回 帰 


(カラ ー32 ペ ー ジ ) 


作り 方 

スッ ポン の 炭火 焼 

① ス ッ ポ ン の 頭 を 落と し て 、 血 抜き を する 。 
②④②① を 75 て の 湯 に 浸け て 甲羅 と 薄皮 を 取 
り 除き 、 内 臓 を 抜い て 皿 つ ほど き に する 。 
甲 維 は 掃除 し て 取り お く 。 
⑧② の 身 を パッ ト に 並べ て 少し お いて 表 
面 を 乾かし 、 塩 殖 を まぶし て 30 分 間 マ リネ 
する 。 

④ 表 面 の 塩 現 を 取り 除き 、 炭火 で 焼く 。 最 
初 は 強火 で 表面 を 焼き 固め 、 次 に 奴 火 で 面 
を 変え つつ や すま せな が ら 10-15 分 間 か 
け て すべ て の 面 を 焼く 。 仕 上 げに 再度 強火 
で 焦がし 気味 に 火 を 入れ 、 香 ば し さ を つ け 
る 。 

ピク ルス 

① 赤 鳥 ラ ッ キ ョ ウゥ を ブラン シー ル し て 水 
水 で 急冷 する 。 

(② 米 酢 、 グ ラニ ュー 精 、 水 を 合わ せ て 沸か 
し た ピク ルス 液 に ①、 ニ ワ ト コ の 花 、 サ ヤ 
ダイ コン を 入れ て 、 冷蔵庫 で 1 日 マリ ネ す 
る 。 

仕上 げ 

① コ コッ ト に し た 炭 を 1 つ 入 れ 、 英 を 敷 
いて スッ ポン の 甲羅 を 置き 、 そ の 上 に スッ 
ポン の 炭火 焼 を 盛り つけ 、 叩 いた 木 ノ 芽 を 
あし ら う 。 

⑫ コ コッ ト に 蓋 を し て 客 前 に 持っ て いき 、 
敬 を 開け て 中 身 を 披露 する 。 そ の 場 で 皿 に 
取り 分 け 、 別 皿 に 入れ た ピク ルス と と も に 
供する 。 お 客 に 手袋 を 渡し 、 ス ッ ポ ン の 炭 
火 焼 を 手 掴み で 食べ る よう すす め る 。 


音羽 和紀 
オト ワレ スト ラン 


豚 肩 ロー ス の ロティ 、 青 レモ ン と 
は ち み つつ 風味 


と ニー 


(カラ ー72 ペ ー ジ ) 


作り 方 

肩 ロ ー ス 肉 の ロー スト 

①300g ほ どの 大 き さ の 豚 (みず ほ の ポ ボー 
グ ) の 肩 ロー ス 肉 に 塩 を ふり 、 く し 形 に 切 
っ た 皮 付 き の レ モン ( 描 果 レモ ジ 。 以下 同 )、 
ハチ ミツ 、 白 ワイ ン と と も に 専用 の 袋 に 入 
れ て 真空 に か ける 。 半日 一 1 日 マリ ネ す る 。 
⑧① の 袋 か ら 豚 肉 を 取り 出し 、 水 分 を きる 。 
この 時 の マリ ネ 液 は ソー ス 用 に 取り お く 。 
ピュ アオ リー プ オ イル を 熱し た フラ イ バ パ 
ン で ② の 豚肉 の 表面 を 焼い た 後 、1600 で の 
オー プン で 8ー10 分 間 加 然 する 。 

④③ を オー プン か ら 出 し て 温か い 場所 で 
や すま せる 。 豚 肉 か ら 出 た ジュ は ソー ス 用 
に 取り お く 。 

* ネ みず ほ の ポ ー ク 栃木 ・ 宇 都 宮 の 美 朋 農 家 「 ユ ー ト 
ピア みず ほ の 」 の 豚肉 。 ス トレ ス の な い 環 境 で 、 独自 の 
配合 飼料 で 飼育 きれ て いる 

** 摘 果 レ モン 栃木 ・ 宇 都 宮 の 「 こ と ぶ き フ ァ ー ム 」 で 
生産 きれ る 低 農 薬 ・ ハ ウス 栽培 の レモ ン 。 宇都 宮 市 で 


生産 され る レモ ン の プラ ンド 「 宮 レモ ン 」 の 一 つ で 、 今 
回 は 摘果 し た 青い レモ ン と 若い 葉 を 利用 する 


ソー ス 

ジュ ・ ド ・ ヴ ォ ラ イ ユ (解説 省略 )、 取 りお 
いた 豚肉 の マリ ネ 液 、 豚 肉 を 加熱 し た 際 の 
ジュ を 鍋 に 合わ せ 、 軽 く 煮詰め る 。 塩 と コ 
ショ ウ で 味 を と と の える 。 

セミ ドラ イト マト 

トマ ト ( サ ンマ ルツ ァ ー ノ 種 ) を 半分 に 切り 、 
ニン ニク 、 タ イム 、 塩 を 軽く ふり 、180 で 
の オー ブン で 約 2 時 間 加熱 し 、 軽 く 乾 燥 さ 
せる 。 

赤 キ ャ ベツ 

① 小 り な 赤 キ ャ ペ ツ を 縦 半分 に カッ ト 
する 。 

ピュ アオ リー プ オ イル を 敷い た 鍋 に ① を 
入れ 、 ジ ュ ・ ド ・ ヴ ォ ラ イ ユ 、 プ ブイヨン ・ 

ド ・ ヴ ォ ラ イコ ユ (解説 省略 ) を 混ぜ 合わ せ た 
も の を 少量 加え る 。 蓋 を し て 火 に か け 、15 
分 間 ほ ど プ レ ゼ する 。 


リ 、 シ ョ ウ ガ 、 ト マト 、 ニ ン ニ ク を 加え て 
20 分 間 ほ ど 煮 る 。 渡す 。 

② 別 鋼 に オリ ー プ オイ ル を 熱し 、 み じん 切 
り に し た ニン ニク を 炒め 、 香 り が 立っ た ら 
みじん 切り に し た エシャロット を 加え て ス 
ュ エ する 。 

⑧② に 袋 か ら 出し た イカ スミ を 加え て 炒 
め る 。 

④⑥③ に 白 ワ イン を 加え て 煮詰め 、① を 加え 
て 半量 に な る まで さら に 煮詰め る 。 
仕上 げ 

① イ カ の ルー ロー を ラッ プ 紙 ご と 適宜 に 
切っ て ラッ プ 紙 を は ず す 。 

イカ の ルー ロー の 底 に 少量 の ピー タン 
クリ ー ム を ぬっ て 忠 に 盛り 、 軽 く 岩 塩 を ふ 
る 。 イ カス ミ の カ ペ ッ リ ー ニ を 貼り 付け る 。 
イカ スミ の スー プ を 開 付 き の 小 さ な 器 
に 入れ て ② と と も に 提供 する 。 


泳ぎ 鮎 と クレ ソン 


(カラ ー31 ペ ー ジ ) 


作り 方 

人 鮎 の ルー ロー 

① ア ユ の 頭 を 付け た まま 三 校 に お ろ す 。 頭 
が 付い た まま の 骨 は せん べ い 用 に 取り お く 。 
⑫ ア ユ の 身 に グラ ニュ ー 糖 と 塩 を ふり 、 水 
分 が 出 て きた ら 、 さらに 塩 を ふっ て 10-15 
分 間 お く 。 

⑧② を 水 水 で 洗い 、 水気 を ふき 取っ て 米 杉 
に 10 分 間 ほ ど 浸け る 。 皮 を 引い て 、 皮 は せ 
ん べ い 用 に 取り お く 。 

④ キ ュ ウ リ を 縦 に スラ イス し て 厚 さ 1mm 
の リポ ン 状 に し 、 塩 を ふっ て 余分 な 水分 を 
抜く 。 

⑧④ の キュ ウリ の 水気 を ふき 取り 、2 枚 を 
少し 重なる よう に 縦 に 並べ る 。 その 上 に ③ 
の アユ の 身 、 オ オバ 、③ の アユ の 身 、 白板 
昆布 の 順に 重ね て 置き 、 キ ュ ウ リ で 巻き 込 
む 。 

人 鮎 の 骨 と 皮 の せん べ い 

① 取 りお いた アユ の 骨 の 血 合 い を し っ か 
り 取り 除き 、90C の オー プン で 3 時 間 乾 燥 
させ る 。 

⑧① を 160C の オリ ー プ オイ ル で カリ ッ と 


揚げ る 。 頭 の 部 分 に 手製 オイ ル ( 市 販 品 ) を 
ふる 。 

取り お いた アユ の 上 度 を ガス コン ロ の 上 
の 台 な ど 温 か い 場 所 に 置い て 乾燥 させ 、 
160C の オリ ー プ オイ ル で カリ ッ と 揚げ る 。 
軽く 塩 を ふる 。 

人 鮎 の パテ 

① ア ユ の ウロ コ を 引い て 塩 を し っ か り め 
に ふり 、10 分 問 ほど お いて 余分 な 水分 を ふ 
き 取 る 。 

⑧①、 EY オ リー プ オ イル 、 つ ぶし た ニン 
ニク 、 ス ライ ス し た ショ ウ ガ を 専用 の 袋 に 
入れ て 真空 に か け 、90C・ 湿 度 100%% の ス 
チー ムコ ン ベ ク ショ ン オ ー ブ プン (以下 、 ス 
チコ ン ) で 2 時 間 半 加熱 する 。 

⑧② に パタ ー を 少量 加え て ミキ サー に か け 、 
ペー スト 状 に する 。 

(④③ を 粗 め の シノ ワ で 流し 、 ボウ ル に 入れ 
て ゆる く 冷 や し 固め る 。 保存 容器 に 移し て 、 
冷蔵 庫 で 保存 する 。 

ソー ス 

① コ マッ ツナ を 軽く ゆ が く 。 

⑫ 適 宜 に 切っ た ①、 木 ノ 芽 、 太 白 ゴ マ 油 、 
塩 麹 、 甘酒 を ミキ サー に 入れ 、 な め ら か に 
な る まで 扶 捧 する 。 

クレ ソン の サラ ダ 

① み じん 切り に し た エシャロット 、 塩 、 レ 
モン オイ ル 、 白 パル サミ コ 酢 を 合わ せ て 、 
ソー ス ・ ヴ ィ ネ グレ ッ ト を 作る 。 

⑫ め 適宜 の 長き に 切っ た クレ ソン を ① で 和 
える 。 

仕上 げ 

① サ ワー クリ ー ム に 生 ク リー ム を 加え 、 み 
じん 切り に し た エシャロット 、 塩 、 白 コシ 
ョ ウ を 加え て 味 を と と の える 。 
ガラス 皿 に ソー ス を 束 いて 、 鮎 の ルー ロ 
ー2 つ と 、 三 角形 に カッ ト し た 鮎 の パテ を 
一 直線 上 に 盛る 。 ルー ロー の 上 に ① の クリ 
ー ム と パッ ショ ン フ ルー ツ の 果肉 を の せ 、 
パテ に 小さ く カ ッ ト し た 鮎 の 皮 の せん べ い 
を 刺す 。 

③② の 上 に 中 骨 が の る よう に 鮎 の 骨 の せ 
ん べ い を 盛る 。 

(④⑬③ の 上 に クレ ソン の サラ ダ を こん も り 
と の せ 、 コ リア ンダ ー の 人 花 を 飾る 。 


船 の ブリ ュ レ と カル ボナ ー ド の グラ ス 


(カラ ー31 ペー ジ ) 


作り 方 

人 鮎 の ブリ ュ レ 

① 鮎 の パテ に 生 ク リー ム 、 和 牛乳 、 全 卵 を 加 
えて よく 混ぜ 、 塩 、 グ ラニ ュー 精 を 加え て 
シノ ワ で 半 す 。 

⑧① を シャ ー レ に 入れ て 表面 を 均 し 、 90 
て ・ 湿 度 1009% の スチ コン で 15 分 間 加 熱 す 
る 。 

⑧② の 表面 に グラ ニュ ー 糖 を ふり 、 パー ナ 
ー で 焦げ 日 を つけ る 。 

④③ の 両端 に 小さ め の 角 切 り に し た 発酵 
シロ ウリ を の せ 、 中 央 に ペン タス の 花 を 侯 
る 。 黒 七味 トウ ガラ シ を ③⑬ の 上 奥 側 に ふる 。 


* 発 醍 シ ロウ リ 産毛 を 取っ た シロ ウリ に 重量 の 29%% の 
塩 を すり 込み 、 専 用 の 袋 に 入れ て 真空 に か け 1 週間 ほ 
ど 常 温 で 発 本 させ た も の 


人 鮎 の カル ボナ ー ド の グラ ス 

① グ ラニ ュー 糖 を 火 に か け て 焦がし 、 白 ワ 

イン ヴィ ネガ ー を 加え る 。 沸騰 し た ら 表 火 

に し て 煮詰め る 。 

@ 鮎 の フォ ン (129 頁 の 「 鮎 の コン ソ メ ]」 参 

照 ) で 残っ た アユ を 鍋 に 入れ 、 ①、 赤ワイン 、 
マデ アラ 、 黒 ビー ル 、 ミ リン 、 実 ザン ショ ウ 、 
タカ ノ ツ メ 、 豆 臣 、 塩 を 加え 、 落 し 華 を し 

て 1 時 間 ほど 煮る 。 

⑧② を ミキ サー に か け 、 専用 の 容器 に 入れ 

て 冷凍 する 。 

(④⑧ を パコ ジェ ッ ト に か ける 。 

仕上 げ 

くぼみ の ある 木製 プレ ー ト に 鮎 の プリ ュ レ 

を 入れ 、 鮎 の カル ボナ ー ド の グラ ス と と も 

に 提供 する 。 プ リュ レ を 先 に 、 グ ラス を 後 

に 食べ る よう すす め る 。 
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① パ イ の 上 に し ん じょう を の せ 、 そ の 上 に 
車 海老 の 胴 の 部 分 を の せる 。 

@ 車 海老 の 頭 の 部 分 を ① の 脇 に 添え る 。 発 
酵 ト マト ソー ス を バイ の 片側 半分 に 流す 。 
⑧① の 上 に 、 パプ リカ 水 に レモ ング ラス を 
入れ て 香り を つけ 、 レ シ チ ン を 加え て 泡 立 
て た 泡 を の せる 。 マ イク ロフ ェ ン ネル と レ 
モン パー ム を 盛る 。 

④③ を 提供 し 、 お 客 の 前 で 、 サ ービス スタ 
ッ フ が ③ の パイ の も う 半 分 に ブー ル ノ ワ 
ゼット (解説 省略 ) と フル ム ・ ダ ン ペ ー ル の 
ソー ス を 流す 。 


* ネ パプ リカ 水 赤 パ プリ カ を ジュ ー サ ー に か け て 濾し た 
も の 


奈 韻 鮎 


(カラ ー26 ペ ー ジ ) 


作り 方 

鮎 の 塩焼 き 

① ア ュ を 水 で 洗い 布巾 で 水気 を ふき 取る 。 
串 を 打つ 。 

⑧① の 表面 に 薄く ふり 塩 を する 。 
炭火 で 片面 10 分 問 ず つ 焼 き 、 全 体 に こ 
ん が り と し た 焼き 色 が つく よう に 焼き 上 げ 
る 。 

人 鮎 の フリ ッ ト 

① ア ユ を 三 格 に お ろ す 。 内臓 は 取り お く 。 
⑧① の 内 職 と すり お ろ し た ニン ニク 、 適 宜 
の 大 きき に 切っ た エシャロット 、 デ ィ ル 、 
エス トラ ゴン 、 シ プレ ッ ト 、 塩 を 負 に 入れ 
て 1 分間 で 80C ま で 温度 を 上 げ 、 それ を 2 
分 間 保 ちな が ら 加熱 する 。 

⑧② を パッ ト に 移し 、 冷蔵 庫 で 冷や し て 園 
め て 、 ペ ー ス ト 状 に する 。 

④① の アユ の 身 の 間 に ③ の ペー スト を 挟 
も 。 

⑤④ を オプ ラー ト で 包む 。 薄力粉 を まぶし 
て 、 溶 き 卵 に くぐら せる 。 パン粉 を ま と わ 
せる 。 

⑯⑥⑤ を 180C に 熱し た サラ ダ 油 で 30 秒 間 揚 
げ る 。 

和牛 募 の ピュ レ 

① 皮 を むき 適宜 の 大 き さ に 切っ た ゴボウ 
と タマ ネギ を ゆで る 。 

⑧① を 塩 と と も に ミキ サー に か け て ピュ 
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レ 状 に する 。 

和牛 募 の フリ ッ ト 

ゴボウ を 細切り に し 、160 て の サラ ダ 油 で 、 
素 揚げ する 。 

トリ ュ フ ソ ー ス 

細か くき ざん だ 黒 ト リュ フ 、 ハ マグ リ の だ 
し 、 グ レー プシ ー ド オイ ル 、 オ リー プ オ イ 
ル 、 塩 を 混ぜ 合わ せる 。 

タデ の エミ ル シ ョ ン 

適宜 に 切っ た タデ 、 全 卵 、 オ リー プ オ イル 
を ミキ サー に 入れ 、 マ ヨネ ー ズ 状 に な る ま 
で 携 失 する 。 

ハー ブ オ イル 

ディ ル 、 シ プレ ッ ト 、 エ スト ラゴン 、 グ レ 
ー プ シー ド オ イル を ミキ サー に か け て 潮 す 。 
仕上 げ 

① 焼 き 台 の 綱 の 上 に タデ の 葉 を 敷き 、 そ の 
上 に 鮎 の 塩焼 き を の せる 。 お 客 に 披 吉 する 。 
いっ た ん 厨房 に 戻す 。 

⑫ 忠 に 和牛 茂 の ビュ レ 、 ト リュ フ ソ ー ス を 敷 
き 、 鮎 の フリ ッ ト を の せる 。 そ の 上 に ① の 
鮎 の 塩焼 き を 盛る 。 

⑧② の 上 に スラ イス し た 黒 ト リュ フ 、 邊 茂 
の フリ ッ ト 、 ハ コ べ 、 オ ゼイ ユ 、 コ リア ン 
ダー を あし ら う 。 タ デ の エミ ル シ ョ ン と ハ 
ー プ オイ ル を まわ り に た ら す 。 


斉藤 貴之 
オル タナ ティ ブ 


アー ル ・ デ コ な 烏賊 


(カラ ー30 ペ ー ジ ) 


作り 方 

イカ の ルー ロー 

① ア オリ イカ の 頭 、 ゲ ソ 、 エ ン ペ ラ を は ず 
し て 胴 の 身 を 開き 、 冷 纏 する 。 

②① を 解凍 し 、 表裏 の 筋 と 薄皮 を て いね い 
に 取り 除く 。 身 の 中 央 の 部 分 は そぎ 切り に 
し 、 上 下 の 部 分 は 叩く 。 

③② の 叩い た 身 に フル ー ル ・ ド ・ セ ル 、 き 
ざん だ 発酵 青 ト ウ ガ ラ シ (解説 省略 )、 太 白 
ゴマ 油 を 混ぜ 合わ せる 。 

④ ラ ッ プ 紙 を 敷い て 、 ④② の そぎ 切り に し た 
身 を 少し 重ね な が ら 並 べ る 。 

⑮③、 不揃い な 大 き さ に 切っ た 豚 耳 の マリ 
ネ 、 ス ライ ス し た 黒 ト リュ フ 、 マ ッシュ ル 
ー ム 、 み じん 切り に し た シプレ ッ ト を ④ の 
上 に の せ 、 ラ ッ プ 紙 ご と 巻い て 円 柱 形 に 束 
える 。 

* 豚 耳 の マリ ネ 豚 の 芽 を 3 回 めで こ ほ し 、 タ マネ ギ 、 ニ 
ンジ ン 、 モ ロリ 、 水 と と も に 負 に 入れ て 火 に か け 、 観 隊 
し た ら 120C の オー プン に 移し て 1 時 間 半 一 2 時 間 加 熱 


する 。 冷まし て か ら 熱 々 に 沸か し た 米 酢 、 水 、 グ ラニ ュ 
一 自 を 注ぎ 、 粗 熱 が と れ た ら 1 昌 冷蔵庫 で マリ ネ し た も の 


ピー タン クリ ー ム 

① ピ ー タ ン 2 個 の 殻 を むい て 半分 に 切り 、 
し ば らく お いて アン モニ ア 臭 を と ば す 。 
②①、 茂 ソー ズ 、 黒 ニン ニク の ピュ ア 、 太 


白 ゴ マ 油 、 塩 郊 を ミキ サー で まわ す 。 

* 若 ソー ス きざん だ 万 能 ネ ギ 、 み じん 切り に し た ニン ニ 
ク 、 シ ョ ウ ガ を を ポ ボウル に 合わ せ 、 熱 々 に 熱し た 太白 ゴ 
マ 油 を 注い だ も の 

* 黒 ニン ニク の ピュ レ 皮 を むい た 黒 ニ ン ニク と 昆布 だ 
し 、 崖 者 を 鋼 に 合わ せ て 半量 まで 者 詰め 、 ミキ サー で ま 
わし た も の 


イカ スミ の カベ ペッ リ ー ニ 

オー プン シー ト を 敷い た 天 板 に カ ペ ッ リ ー 
ニ (乾麺) を 並べ 、200C の オー プン で 20 一 
25 分 間 焼 く 。 途 中 、 数 回 取り 出し て イカ ス 
ミ の スー プ (後述 ) を カ ペ ッ リ ー ニ に ぬる 。 
イカ スミ の スー プ 

① イ カ を お ろ し た 際 に 出 た ゲソ 、 エ ン ペ ラ 、 
筋 な ど を 鍋 に 入れ 、 日 本 酒 、 昆布 だ し (解説 
省略 )、 適宜 に 切っ た ネギ の 青い 部 分 、 セ ロ 


抜い て 形 を 整え る 。 さ ら に 30 分 間 、 温か い 
と ころ で 発酵 させ る 。 

⑤④ を 160C の 米 油 で 揚げ 、 ふ くら ん だ ら 
油 か ら 上 げ て 油 を きる 。 

ニセ アカ シア と サワ ー ク リー ム の シー ト 

① 材 料 を すべ て 合わ せ 、 よ く 混 ぜ る 。 
②① を バッ ト に 薄く 流し 、 冷 凍 す る 。 
仕上 げ 

① 石 や 葉 を 飾っ た 器 に 揚げ た て の ヨモギ 
の ドー ナッ ツ を 冒 き 、 ニ セア カシ ア の リキ 
ュー ル を た ら す 。 

@ 直 径 4 cm の セル クル で 抜い た ニセ アカ 
シア と サワ ー ク リー ム の シー ト を の せる 。 
ト に キャ ヴィ ア を 盛る 。 


葛原 将 季 
レミ ニセ ンス 
余韻 雲丹 


(カラ ー24 ペ ー ジ ) 


作り 方 

雲丹 

赤 ウ ニ ( 愛 知 県 ・ 師 崎 産 ) を 殻 か ら は ず し 、 
塩水 で 洗う 。 キ ッ チ ン ペ ー パ ー で 包ん で 冷 
蔵 庫 に 半日 お く 。 殻 は 取り お く 。 
ユリ ネ の ペー スト 

① ユ リネ を 片 に ば らし て 塩 ゆ で し 、 裏 流し 
する 。 

②① に 白 ワ イン ヴィ ネガ ー (シャ ルド ネ 。 
以下 同 ) を 加え て 調味 する 。 

葛 粉 の チッ プ 

① 葛 粉 、 ユリ ネ の ペー スト 、 乾 燥 ノリ (佐賀 
県 産 。 以 下 同 ) を 混ぜ 合わ せる 。 

⑧① を 一 口 大 に 取っ て 薄く の ば し 、160C 
の サラ ダ 油 で パリ ッ と 揚げ る 。 

③ よ く 油 を きっ て 、 塩 を ふる 。 
エシャロット の ピク ルス 

エシャロット の みじん 切り を 白 ワ イン ヴィ 
ネガ ー と と も に 専用 の 袋 に 入れ て 真空 に か 
け 、 冷蔵庫 に 1 日 お く 。 

仕上 げ 

① 取 りお いた ウニ の 殻 を ト ア が 上 に な る 
よう に し て 和 器 に 置く 。 そ の 上 に 人 葛 粉 の チッ 
プ を 置き 、 上 に ユリ ネ の ペー スト を の せ 、 
雲丹 を 盛り つけ る 。 

(⑧① に エシャロット の ピク ルス を の せ て 、 
クル トン 、 乾 燥 ノリ 、 ア マラ ン サ ス を 添え 
る 。 


キネ クル トン 自家製 パ ン を 4mm 角 に 切り 、 オ リー プ ォ イル 
で カリ カリ ド 揚 げた も の 


余韻 車 海老 


(カラ ー25 ペ ー ジ ) 


作り 方 

車 海老 

① 頭 を 取っ た クル マエ ビ の 胴 を 65C に 温 
め て お いた クー ル ・ プ イ ヨ ン (解説 省略 ) の 
入っ た 鍋 に 入れ 、 2 分間 加熱 する 。 頭 は 取 
りお く 。 

⑧ 取 りお いた 頭 の 殻 を むき 、 泊 力 粉 を ま ぶ 
す 。120C に 熱し た サラ ダ 油 で 4 分 間 揚 げ 
る 。 一 度 取り 出し 、 再度 180C で 40 秒 間 揚 
げ る 。 塩 を まぶす 。 

し ん じょう 

① 蒸 し て 骨 を 抜い た ハモ 、 卵 白 、 ツ ク ネ イ 
モ 、 貴 腐 ワ イン (ソー テル ヌ )、 塩 を ミキ サ 
ー に 入れ て 扶 捧 する 。 

⑧① を 4 cm 角 の 型 に 流し 入れ 、90C・ 湿 度 
100% の スチ ー ム コン ベク ショ ン オ ー プ ブン 
(以下 スチ コン ) で 5 分 間 加熱 し し 、 は ん ペ ぺん 
と する 。 

⑱ 殻 を むい て 適宜 に 切っ た クル マエ ビ の 身 、 
皮 を は ぎ 、 内 臓 を 取り 出し て 適宜 の 大 きき 
に 切っ た アオ リ イ カ 、② の は ん べ ん 、 型 黄 、 
片栗粉 、 ハ マグ リ の だ し (解説 省略 )、 オ リ 
ー プ オイ ル を ミキ サー に 入れ て 、 携 挫 す る 。 
(④③ を セル クル に 詰め て 、 上 に ゆで て サヤ 
か ら 出し た エダ マメ を の せる 。 90C・ 湿 度 
100% の スチ コン で 3 分 20 秒 問 加 熱 する 。 
パイ 

パー ト ・ フ ィ ロ を 3 枚 に 重ね て 、 し ん じ ょ 
うと 同様 の セル クル に 詰め る 。160C の オ 
ー プ ン で 7 分 間 焼 く 。 

発酵 トマ ト ソ ー ス 

① ト マト を 適宜 に 切り 、 種 を 取り 除く 。 塩 
を ふる 。 

⑫⑧① を 専用 の 袋 に 入れ て 、 真 空 に か ける 。 
28C の 室温 で 5 日 間 お き 、 発 酵 さ せる 。 
⑧④ に ハマ グリ の だ し 、 オリ ー プ オイ ル を 
加え て シノ ワ で 流す 。 

フル ム ・ ダ ン ベ ー ル の ソー ス 

フル ム ・ ダ ン ペ ー ル 、 生 クリ ー ム 、 ハ マグ 
リ の だ し を 鍋 に 入れ る 。 加熱 し な が ら 混ぜ 
て フル ム ・ ダ ン ペ ー ル を 溶かす 。 

仕上 げ 
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川 手 寛 康 
フロ リレー ジュ 


鯉 ミル フイ ユ 


、 


(カラ ー20 ペ ー ジ ) 


作り 方 

カツ オ 節 の 素 揚げ 

① 花 カツ オ を 120C の 米 油 で きっ と 揚げ て 、 
透明 感 の ある パリ パリ の シー ト 状 に する 。 
⑧① の 形 を 崩さ な いよ うに し て 、 油 を きる 。 
カツ オ の カル パッ チョ 

① カ ツ オ の 身 を 薄切り に し て 塩 を ふり 、 
EV オ リー プ オ イル を ぬっ て 攻 で 冷 妊 に す 
る 。 

⑧① を 塩 、 ナ タネ 油 、 三 温 類 で マリ ネ し 、 
ー ロ 大 に 切り 分 ける 。 

グリ ー ン ペー スト 

① 背 トウ ガラ シ ( 辛 み の 少な いも の )、 パ ジ 
ル 、 コ リア ンダ ー、 魚 吸 、 が ガパオ 、 干 し エ 
ビ 、 イ カ の 沖 資 け (解説 省略 )、 梅 干 、 ニ ン 
ニク を ミキ サー に か ける 。 

②① を パタ ー で 炒め て 、 ね っ と り と し た ペ 


ー ス ト に 仕上 げ る 。 
ネガ パオ 自家 製 の ミッ クス ハー プ & ほ スパ イス 。 主 な 材 
料 は ホー リー バジ ル 、 コ リア ンダ ー な ど 


ピー ナッ ツ の 泡 

① ピ ー ナ ッ ツ 、 少 量 の アー モン ド 、 ご く 少 
量 の 塩 、 三 温 糖 、 牛 乳 を 鋼 に 合わ せ 、 ナ ッ 
ツ が 柔らか く な る まで 煮る 。 

⑧① を ミキ サー に か け て 携 挫 し 、 泡 状 に す 


① ピ ー ナ ッ ツ の 泡 を 中 に 敷く 。 

カツ オ 節 の 素 揚げ と カツ オ の カル パッ 
チョ を ミル フイ ユ 状 に 重ね る 。 途 中 、 と こ 
ろ ど ころ に スベ ペリ ヒュ の 葉 を 散ら し 、 グ リ 
ー ン ペー スト を 少量 添え る 。 
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豚 の すね 肉 レモ ン 


(カラ ー21 ペー ジ ) 

作り 方 

豚肉 の ミヌ ダル 風 

① 懇 の ロー ス 内 を 薄切り に し 、 黒 ゴマ ペー 
スト に 一 晩 漬け る 。 

⑧① を 食品 乾燥 器 で 半 間 き 程度 に 乾燥 させ 、 
炭火 で あぶ る 。 細 切り に する 。 
ナシ の 果肉 と 黒 ト リュ フ を ②③ と 同じ 太 
さき の 細切り に し 、 ナ シ は レモ ン 果 汁 と 
EV オ リー プ オ イル 、 軒 トリ ェ ュ フ は ソー ス ・ 
ヴィ ネ グ レ ッ ト (解説 省略 ) で それ ぞ れ 和え 
る 。 

(④② と ③ を 混ぜ 合わ せる 。 

を 過 ゴ マ ペ ー ス ト 黒 ゴ マ の ペー スト に 、 フ ォ ン ・ ド ・ ヴ 


ォ ー、 日 本 酒 、 普 油 、 グ ラニ ュー 籍 、 す りお ろ し た ニン 
ニク な ど を 混ぜ 合わ せ た も の 


豚 ス ネ の て び ぴち 風 と 豚 皮 

① 懇 の スネ 肉 の 塊 ( 度 付き ) を 水 、 香 味 野菜 、 
塩 、 コ ショ ウ と と も に 圧力 鋼 に 入れ 、 和 柔 ら 
か く な る まで 煮る 。 冷まし た 後 、 ス ネ 肉 を 
取り 出し て 肉 と 皮 に 分 ける 。 

⑧① の 肉 を 包丁 で 細か く 叩 き 、 細か く 切 っ 
た エシャロット と シプレ ッ ト を 混ぜ 、 塩 、 
コシ ョ ウ で 味 を と と の える 。 

⑧① の 皮 を レモ ン の コン フィ チュ ー ル ( 後 
述 ) の 輪切り の 大 き さ に 合わ せ て 、 円 形 に 
切り 整え る 。 両面 に 薄力粉 を まぶし 、EY オ 
リー ブ オ イル を 東 い た フラ イ パ ン で カリ カ 
リ に 焼く 。 

レモ ン の コン フィ チュ ー ル 

① レ モン を 皮 付 き の ま ま 藻 い 和 輪切り に す 
る 。 

(レモン 果汁 と シロ ッ プ (解説 省略 ) を 合わ 
せ た 中 に ① を 入れ 、 軽 く 煮 て 、 そ の まま 浸 
け お く 。 

レモ ン パ ウ ダ ー 

① レ モン を 皮 付 き の ま ま 半 分 に 切る 。 120 
で の オー プン で 黒く 炭化 する まで 焼く 。 
⑧① を 食品 乾燥 器 で 水分 を 残さ ない よう 
し っ か り と 乾かし 、 ミ キサ ー で 携 挫 し て パ 
ウ ダ ー に する 。 

仕上 げ 

① 忠 の 中 心 に レモ ン パ ウ ダ ー を 茶 湊 し で 
ふる っ て 、 丸 く 敷 き 詰め る 。 レ モン の コン 


フィ チュ ー ル を 置き 、 豚 スネ の て び ち 風 を 
盛っ て 、 豚 皮 を 重ね る 。 
⑧① の 上 に 豚肉 の ミヌ ダル 風 を 盛り 、 食品 
乾燥 器 で 乾かし た ペン タス の ドラ イフ ラ ワ 
ー を 散ら す 。 

③④ 皿 の 端 に 黒 プ ィ ペ ー ス ト を 丸く た ら す 。 


区 ドー ナッ ツ 


(カラ ー22 ペ ー ジ ) 


材料 (作り や すい 分 量 ) 
ヨモギ の ドー ナッ ツ 

強力 粉 70g 

薄力粉 30g 

グラ ニュ ー 糖 15g 

ドラ イイ ー ス ト 15g 
全 卵 15g 

牛乳 45g 

塩 1g 
ヨモギ の 葉 の ペー スト ド 30g 
パ バター ( 温 に も ど し た も の ) 15g 


ヨモギ の 葉 の ペー スト ヨモギ の 葉 を ゆで て ミキ サー 
で 拭 捧 し 、 ペ ー ス ト 状 に し た も の 


ニセ アカ シア と サワ ー ク リー ム の シー ト 
サワ ー ク リー ム 100g 

ハチ ミツ か ァ ) 20g 

ニセ アカ シア の リキ ュー ル 10m2 
カル ヴァ ドス 10m 

エシャロット ( ぁ 2 じん り ) 10g 

塩 少量 
* ネ ニセ アカ シア の リキ ュー ル ジン を ペー ス に し て ニモ 
アカ シア や ヴァ ニラ ビー ンズ な ど を 漬け 込ん だ も の 
仕上 げ 

ニセ アカ シア の リキ ュー ル 

キャ ヴィ ア 名 適量 


作り 方 

ヨモギ の ドー ナッ ツ 

① パ ター 以外 の 材料 を 合わ せ 、 均 一 に 混ぜ 
る 。 パ ター を 加え て 混ぜ 、 し っ か りこ ね る 。 
⑧① を 丸く 成形 し 、 温か いと ころ で 45 分 
間 発 酵 さ せる 。 

③⑧② の 生地 を つぶ し て ガス 抜き し 、10g ず 
つ に 分 割 し て 丸く 成形 する 。 10 分 間 ほ ど や 
すま せる 。 

④③ を 薄く の ば し 、 直径 6cm の セル クル で 


ヨモギ を 茎 と 葉 に 分 け 、 湯 の 入っ た 鎖 に 
茎 を 入れ て 15 分 間 ゆ で て 取り 出す 。 同じ 負 
で 葉 を 30 秒 問 ゆで る 。 茎 と 葉 と ゆで 汁 を 、 ミ 
キサ ー に か け て 光 し 、 ヨ モ ギ ソー ス と する 。 
(④ ソ ー ス ポッ ト に ② を 入れ 、 そ の 上 か ら ③ 
を 少量 流し 入れ る 。 

⑧④ を 少し ゆ ゅ すり 、 か けた 時 に マー プル 状 
に な る よう に する 。 

カポ ボス の ゼリー 

① カ ボス の 果汁 と 凝固 剤 (ベジ タプ ブル ゼラ 
チン 。 ス ペイ ン ・SOSA 社 製 ) を 混ぜ て 、 冷 
蔵 庫 で 冷や し 固め る 。 

⑧① を ミキ サー で 混ぜ 、 ゼ リー 状 に する 。 
仕上 げ 

① ソ テー し た キン ジ ソ ウ ( 生 川 県 ・ 能 登 の 
NOTO 高 農園 産 ) を 皿 の 中 央 に 敷く 。 そ の 
両側 に 焼き ナス の ピュ レ を 置き 、 焼 き ナ ス 
の パウ ダー を ナス の ヘタ の 形 に ふる 。 
⑧① に 生 の キン ジ ソ ウ を 置き 、 そ の 上 に 、 
カボ ス の ゼリー を 点描 する 。 ア リッ サム の 
花 を 添え る 。 

⑧ 焼 き 上 が っ た アラ の セル アン クル ー ト 
を 客 前 で 披露 し 、 そ の 場 で 生地 を 開い て ② 
の ソテー し た キン ジ ソ ウ の 上 に アラ の 身 を 
憎く 。 ソ ー ス を 上 か ら 流 し か ける 。 


ノル マン ディ 産 オ マー ル ブ ル ー の 
「190C キ ュ イ 」 
石川 県 NOTO 高 農園 の 赤土 野菜 と 共に 


| 


(カラ ー15 ペ ー ジ ) 


作り 方 

オマ ー ル の 下 処理 

① 鍋 に 湯 を 沸か し 、 オ マー ル ・ プ ルー ( フ 
ラン ス ・ ノ ルマン ディ ー 産 ) の 胴 の み を 50 
秒間 ゆで る 。 殻 を な いて 、 殻 は 取り お く 。 
⑫ 腕 ・ 爪 の 部 分 は 6SC に 熱し た 湯 で 15 分 間 
ゆで る 。 迷 を むく 。 

⑧① と ② の オマ ー ル の 身 に 塩 を ふり 、 脱 水 
シー ト で 包ん で 冷蔵 庫 で 2 時 間 程度 マリ ネ 
する 。 腕 と 爪 は 、 提 供 前 に 米 油 を 敷い た フ 
ライ バン で きっ と 炒め る 。 

トマ ト ソ ー ス 

① プ ティ ・ ト マト 、 ス ライ ス し た ニン ニク 、 
タイ ム に 塩 と オリ ー プ オイ ル を ふり 、140 


で の オー プン で 2 一 3 時 間 加 熱し 、 ド ライ 


トマ ト と する 。 

⑨① を ミキ サー に か け 、 ペース ト 状 に する 。 
野菜 

① 皮 を むい た ニン ジン を 適宜 の 大 き さ に 
切っ て 下 ゆで し 、 煮 詰め た オレ ンジ ジュ ー 
ス で マリ ネ す る 。 


ビー ツ を 適宜 の 大 き さ に 切っ て ゆで て 、 
フラ ン ボ ワー ズ ヴ ィ ネ ガー で マリ ネ す る 。 
⑤ 黒 ダイ コン を 適宜 の 大 き さ に 切っ て ゆ 
で て 、 プ ブイヨン ・ ド ・ ヴ ォ ラ イ ユ に 浸け る 。 
(ダイ コン を 適宜 の 大 き さ に 切っ て 、2 分 
間 蒸 す 。 塩 、 オ リー プ オ イル を か ける 。 
生 の ダイ コン を 薄 切 り に し て コル ネ 状 
に 成形 する 。 

⑥ 紫 ケー ル と ケー ル 、 ラ ディ ッ キ オ ( ブ プレ 
コー チェ 種 )、 黄 パ ブリ カ 、 赤 パ プリ カ を 適 
宜 の 大 き さ に 切る 。 

仕上 げ 

① ト マト ソー ス を 皿 の 中 央 に 敷き 、 オ マー 
ル の 腕 ・ 爪 の 部 分 を その 手前 に 置く 。 ソ ー 
ス の まわ り に 野菜 を 散ら す よ うに 盛り つけ 
る 。 デ ィ ル の 花 を 添え て 提供 する 。 

@ 遮 明 の 耐熱 の クッ キン グ シ ー ト (リケン 
ファ プロ 社 製 の TSUTSUMU) の 中 に 190C 
に 熱し て ある 米 油 、 取 りお いた オマ ー ル の 
殻 、 ス ライ ス し た ニン ニク を 入れ る 。 シ ー 
ト の 上 部 を 弓 る 。 
190-200C の オー ブン に 入れ て 温め て 
お いた 石 の 器 の 中 に ② を 入れ 、 油 の 温度 を 
キー プ す る 。 

④③ と オマ ー ル の 胴 の 身 を お 客 の 前 に 持 
っ て 行き 、 サ ービス スタ ッ フ が ③ の 油 の 中 
に オマ ー ル の 胴 の 身 を 入れ て 4 秒間 揚げ る 。 
一 度 取り 出し 、 再 度 油 の 中 に 入れ て 4 秒間 
加熱 する 。 

⑯⑥④ の 油 を きり 、① の 忠 の 中 央 に 盛る 。 


ラカン 産 ビジ ョ ノー 胸 肉 の ロティ 
“シガー" の 香り 

シュ ー ル ー ジ ュ と ブル ー ベ リー、 
ソー スコ ニャ ッ ク 


(カラ ー16 ペ ー ジ ) 


作り 方 


ハト の ロティ 

① ハ ト ( フ ラン ス ・ ラ カン 産 ) の 頭 と 手羽 、 
内 職 を は ず し 、 バ トー の 状態 の 胸 肉 と 胞 肉 
に 切り 分 ける 。 腺 肉 、 肝 臓 、 心 農 は テリ ー 
ヌ 用 に 取り お く 。 

@ 熱 し て 米 油 を し いた 鍋 に 皮 目 を 下 に し 
た ① の 胸 肉 、 ニ ン ニ ク 、 タ イム 、 ロ ー ズ マ 
リー を 入れ て 、5 分 間 程 度 焼く 。 10 一 15 分 
間 ね か せ て 余熱 で 火 を 入れ る 。 ニ ン ニ ク 、 
タイ ム 、 ロ ー ズ マリ ー は 取り お く 。 

ガラ ンティー ヌ 

① ハ ト の ロティ で 取り お いた 腺 肉 、 肝 臓 、 
心臓 と 豚 ( キ ント ア 豚 ) の 肩 内 を スタ ンド ミ 
キサ ー で ミン チ に する 。 

⑱① を ボウ ル に 入れ 、 塩 、 全 卵 を 加え て よ 
く 練 る 。 

(⑧② を ラッ プ 紙 で 包み 、 円 柱状 に 成形 する 。 
准 蔵 庫 で 2 時 間 程 度 冷 や す 。 

(④⑯③ を 専用 の 袋 に 入れ て 、 真 空 に する 。 
⑤④ を 65 で の 湯 の 中 に 入れ 、 芯 温 が 60C 
に な る まで 加熱 する 。 粗 熱 を と る 。 

⑥⑤ の 袋 と ラッ プ 紙 を は ず し 、5 mm 程度 の 
厚 さ に 切る 。 

紫 キ ャ ベツ の ピュ レ 

紫 キ ャ ベツ を 湯通し し 、 ミ ル テ ィ ー ユ ヴィ 
ネガ ー と と も に ミキ サー に 入れ て まわ し 、 
ピュ レ 状 に する 。 


ネ ミ ル テ ィ ー ユ ヴィ ネガ ー プル ー ペ リー で 造ら れ た ヴィ 
ネガ ー 


仕上 げ 

① 忠 の 中 央 に 紫 キ ャ ベツ の ピュ レ を 敷き 、 
その 上 に ガラ ンティー ヌ を 冒 く 。 ま わりに 
プル ー ベ リー と 赤 ミ ズ ナ 、 ミ ニオ ゼイ ユ を 
添え る 。 

⑧ 忠 に 、 取り お いた タイ ム 、 ロ ー ズ マリ ー、 
ニン ニク を 敷く 。 その 上 に ハト の ロティ を 
置く 。 

シガー に 火 を つけ 、 ② に 置い て ガラ ス 製 
の クロ ッシュ を 被せ 、 シ ガー の 香り を 3 分 
間 程 度 、 肉 に ま と わ せ る 。 

④⑬① と ③ を 客席 に 持っ て いき 、 目 の 前 で 蓋 
を 開け て 披露 する 。 ハト の ロティ を ① の が ガ 
ラン ティ ー ヌ の 上 に 思 く 。 

コニャック 風味 の ジュ ・ ド ・ ビ ジョ ン ( 解 
説 省 略 ) を 上 か ら ま わし か ける 。 
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⑧② に サケ 節 で と っ た だ し (解説 省略 ) を 
注ぎ 、 パ ター を 加え て リゾ ッ ト 状 に 炊く 。 
④ 器 に ③ の リゾ ッ ト と ① の ウニ を 盛り 、2 
色 の 矢車 痢 を 添え る 。 

仕上 げ 

① 想 盛り 用 の 器 に パセリ の ソー ス を 表 く 。 
塩水 で 色 鮮 や か に プラ ン シ ー ル し た オカ ワ 
カメ で パラ の 花 を 横 し 、 リ ベー シュ 、 オ カ 
ヒジ キ 、 ビ オラ 、 肝 の エッ セン ス の 泡 な ど 
と と も に 添え る 。 

⑧ 土 弟 燕 し アワ ビ と 昆布 だ し 、 ① の 器 、 明 
爽 パフ ン ウ ニ の リゾ ッ ト 、 ソ ー ス ポッ ト に 
入れ た ボタ ン エ ビ の ジュ を 客 前 に 供する 。 
和 客 前 で 土鍋 の 蓋 を 開け て 昆布 だ し を 注ぎ 、 
再度 状 を し て 30 秒 間 お き 、 香り を アリ ビ に 
移す 。 

③ ト ング で ① の 器 に アワ ビ を 盛り 、 ボ タン 
エビ の ジュ を 上 か ら 注 ぐ 。 

④① の 器 に 、 明 夷 パフ ン ウ ニ の リゾ ッ ト を 
入れ な が ら 食べ る よう すす め る 。 


ネリ ベー シュ モリ 科 の ハー プ で 、 ロ ペー ジ 、 ラ ビッ ジ な 
ど と も 呼ば れる 


仔羊 / 分 離 と 凝固 マキ リ 


(カラ ー13 ペ ー ジ ) 


作り 方 

仔羊 の 新 焼き 

① シ ラ カ バ の 新 を 燃やし 、 火 を こし ら え 
て お く 。 

⑧@ 仔 羊 (北海 道 ・ 白 科 産 。 16 ヵ 月齢 の サフ 
ォ ー ク 種 ) の 鞍 下 肉 を 適宜 の 塊 に 切り 分 け 
る 。 脂身 の 表面 に 格子 状 に 切り 目 を 入れ て 、 
新 穴 の 焼き 台 に 移し た 大 火 で ロゼ に 焼き 上 
ば げ る 。 こ の 時 、 脂 が 落ち て 和 炎 が 立た な いよ 
うに 注意 する 。 提供 前 まで 温か い 場所 で や 
すま せ て お く 。 

フレ ッシュ チー ズ 

① 邊 乳 800cc に 生 ク リー ム ( 乳 脂肪 分 42%) 
200cc、 塩 5g を 混ぜ て か ら 、 中 火 に か ける 。 
90C ま で 温度 を 上 げ 、 表面 に 膜 が 張っ て 吹 
きこ ぼれ そう な 状態 に は っ た ら ハ ー プ ブ ヴィ 
ネガ ー (解説 省略 ) 60cc を まわ し か け て 火 
を 止め 、 か き 混 ぜ ず に 20 分 間 静 置 する 。 

⑧ 分 離し て いる の を 確認 し 、 レ ー ド ル で 藤 
か に すく っ て 、 シ ノワ に キッ チン ペー パー 
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を 敷い た も の に 入れ る 。 半日 冷蔵 庫 に 入れ 
て 水気 を きる 。 

札幌 黄 タ マネ ギ 

タマ ネギ (札幌 黄 ) を アル ミ 箱 で きっ ちり 包 
ん で 空気 を 造 思 し 、 火 に 入れ て 外側 が 炭 
化す る まで 焼く 。 

黒 ニ ン ニ ク の ピュ レ 

黒 ニ ン ニ ク に EY. オ リー プ オ イル を 加え て 
ミキ サー で まわ し 、 ピ ュ レ に する 。 

アイ ヌ ネ ギ の レ ド プ ー ル 

① 春 に 採れ た 行者 ニン ニク (アイ ヌ ネ ギ ) を 
生 の まま EV. オ リー プ オ イル に 資 け て 保存 
し て お く 。 

②① を ハチ ミツ と ハー プ ヴ ィ ネ ガー と と 
も に ミキ サー で まわ し 、 ピ ュ レ に する 。 

シ ケ レベ の 泡 

① 乾 燥 し た キハ ダ の 実 を ウォ ッ カ と と も 
に ミキ サー に か け 、 シ ケレ ベ の 香り を 浸出 
させ る 。 

②① を 機械 に か け て クリ ア に し 、 レ シ チ ン 
を 加え て 、 エ アボ ンプ で 泡 状 に する 。 


* キ ハ ダ の 実 ミカ ン 科 キ ハ ダ 属 の 帝 工 高木 の 実 で 、 サ 
ン シ ョ ウ ヤ 括 類 に 似 た 風味 を 持つ 。 ア イヌ 語 で シ ケ レ 
1 


仕上 げ 

① 木 の プレ ー ト に 仔羊 の 親 焼 き 、 塩 を 盛り 

つけ る 。 

フレ ッシュ チー ズ を 置い て シ ケ レベ の 

泡 を の せ 、 ア イヌ ネギ の レ ド ブ プー ル を た ら 

す 。 黒 ニン ニク の ピュ レ を 添え 、 札 幌 黄 タ 

マネ ギ の 内 側 の と ろり と し た 部 分 を 盛っ て 、 
外側 の 炭化 し た 部 分 を パウ ダー に し て ふる 。 
乾燥 させ た キハ ダ の 実 を 飾る 。 

マキ リ を テー ブル ナイ フ 代 わり に 使っ 

て 食べ て も ら う 。 


キマ キリ アイ ヌ の 人 々 が 生活 必 載 品 と し て 常に 携帯 し 
て いた 小刀 


宮崎 慎太郎 
ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 東京 
アジ ュー ル フォ ー テ ィ ー フ ァ イ ブ 


よもぎ を 練り こん で 
「 セ ルアン クル ー ト 」 に し た 秋 産 "アラ " 
焼き ナス と 金 時 草 、 ソ ー ス マル ブレ 


(カラ ー14 ペ ー ジ ) 


作り 方 

塩 と ヨモギ の 生地 

① ヨ モ ギ を みじん 切り に する 。 

⑧① と 塩 、 薄 力 粉 、 水 を ボウ ル に 入れ 、 ひ 
と まとまり に な る まで 練る 。 

⑧② を の し 台 に の せ 、 均質 で な め ら か に な 
る まで さら に し っ か り と 練り 、 ラ ッ プ 紙 に 
包ん で 冷蔵 庫 で 2 時 間 以 上 や すま せる 。 
アラ の セル アン クル ー ト 

① ア ラ ( 山 口 県 ・ 萩 産 ) の ウロ コ を 引い て 三 
枚 に お ろ す 。 少量 の 塩 を ふり 、 一 眺 お いて 
余計 な 水分 を 抜く 。 水 分 を ふき 取っ て 1 人 
分 の フィ レ に する 。 

② 水 に 浸け て も ど し た 昆布 で ① を 巻き 付け 、 
その 上 か ら 塩 と ヨモギ の 生地 で 包む 。 

③⑧② を 260C の オー プン で 6 分 間 加 熱 する 。 
④ 塩 と ヨモギ の 生地 を 切っ て 開き 、 蒸気 を 
抜く 。 生 地 を 閉じ て 元 の 状態 に 戻す 。 
焼き ナス の ピュ レ 

① ナ ス を 皮 ご と こん が り と する まで 直 火 
で 焼く 。 黒く 焼け た 外側 の 部 分 は 取り お く 。 
⑨① の 中 身 を 塩 、 プ イ ヨ ン ・ ド ・ ヴ ォ ラ イ 
ユ (解説 省 只 ) と 合わ せ て 煮詰め る 。 

③④ に ペド ロ ヒ メ ネ ス ヴィ イネ ガー を 加え て 、 
ミキ サー に か け ピ ュ レ 状 に する 。 


ネ ペ ド ロ ヒ メ ネ ス ヴィ ネガ ー シェ リー (ペド ロ ・ ヒ メ ネ 
ス ) か ら 造 られ た ヴィ ネガ ー。 バ パル サミ コ よ り も コク が ある 


焼き ナス の パウ ダー 

取り お いた ナス の 外側 の 部 分 と パン 粉 を ミ 

キサ ー で まわ し 、 粉 末 状 に する 。 

ソー ス 

① ノ イリ ー・ プ ラッ ト と 白 ワイ ン を 煮詰め 、 
フュ メ ・ ド ・ ポ ワ ソ ン (解説 省略 ) を 加え て 
きら に 煮詰め る 。 

⑧① に パタ ー と 生 ク リー ム 、 塩 を 加え て 調 
味 し ベル モッ ト ソ ー ス と する 。 


0 以 () 


石井 誠 
ル ・ ミ ュ ゼ 


描か れ た も の / 鮎 の モザ イク 


(カラ ー1 1 ペー ジ ) 


作り 方 

人 鮎 の ベニ ェ 

① ア ュ ( 北 海道 ・ 上 ノ 国 町 の 天の川 産 ) に 金 
貼 を 打ち 、 塩 を ふっ て 味 を 決め 、150C の 
オー プン で 20 分 回 乾 燥 焼き する 。 
④① の 金 申 を 抜き 、 ベ ニ ェ 生地 を ま と わ せ 
て 、180C の EV オ リー プ オ イル で 5 分 間 ほ 
ど 揚 げ る 。 


* ネ べ ニ ェ 生 地 薄力粉 (北海 道産 ) に コー ンス ター チ 少 
量 を 加え て 水 で 溶き 、 マ ヨネ ー ズ と サラ ダ 油 を 混ぜ た も 
の 


人 鮎 の ビス ク 

① ア ユ を 丸ごと 5 一 6 尾 ぎく 切り に し 、 み 
じん 切り に し た ニン ニク と エシャロット と 
と も に 水分 を と ば し な が ら 5EV オ リー プ オ 
イル で 炒め る 。 日 本 酒 で デ グ ラ ッ セ する 。 
⑧ 鋼 に コン ソ メ ・ ド ・ ヴ ォ ラ イコ (解説 
略 ) と 昆布 だ し を 入れ 、 アク は 引か ず に 、 漠 
く 寸 前 の 温度 を 保ち 約 5 分 間 加 熱 する 。 
③④② の 中 身 を 丸ごと ミキ サー に か け 、 濾 す 。 


昆布 だ し 北海 道 ・ 羊 路 山 の 伏流 水 16 に 、 同 ・ 能 
石 産 の フル ー ル ・ ド ・ モ ル を 塩分 濃度 0.89%5 に な る よう 加 


え 、 同 ・ 香 深 産 の 熱 成 昆 布 45g を 入れ て 、 2 日間 冷 蔵 
庫 で 水 出し し 、 流 し た も の 。 店 で 使用 する だ し 類 は 基 
本 的 に 塩分 渡 度 0.8% に と と の えて いる 


赤 パ プリ カ の ソー ス 

赤 パ プリ カ の 皮 を バー ナー で 焼き 焦がし て 
むき 、 高 速 の ミキ サー に か ける 。 
トマ ト の シー ト 

① ト マト の 皮 を パー ナー で 焼き 焦がし て 
むき 、 ス ロー ジュ ー サ ー で クー リ 状 に する 。 
⑧① に 凝固 剤 (ベジタ ブル ゼラ チン 。 ス ペ 
イン ・SOSA 社 製 ) を 加え て パット に 厚 さ 2 
mm に 流し 、 シ ー ト 状 に 冷や し 固め る 。 

キュ ウリ の コン カッ セ 

① シ プレ ッ ト と EV オ リー プ オ イル を ミキ 
サー に か け て 潮 す 。 

② キ ュ ウ リ ( 黒 さん ご ) の 皮 を むい て 2.5mm 
角 に 切り 、 ① の オイ ル を か ら め る 。 

ヌイ ユ 

① 強 力 粉 (海道 産 キ クタ ノ カ オリ ) 500g、 全 
卵 4 個 、 卵黄 2 個 、EV オ リー プ オ イル 5& 
塩 2g を 合わ せ て 練る 。 

⑧① を 専用 の 袋 に 入れ て 真空 に か け 、 一 別 
冷蔵 庫 で や すま せる 。 パス タマ シン で の ば 
し 、 麺 状 に カッ ト す る 。 

⑧② を 塩 湯 で ゆで る 。 

仕上 げ 

①25cm 角 の 息 の 右側 に ヌイ ユ を 盛り つけ 、 
昆布 だ し で の ば し た 抹茶 を 添え て 、 鮎 の ペ 
ニ ェ を 置く 。 店 の 庭 で 摘ん だ 木 ノ 非 、 ナ ス 
タチ ウム (北海 道 ・ 稚 内 の ベビ ー リ ー フ 農園 
ル ァ ラル コア 産 ) を 散ら す 。 

⑧ 鮎 の ビス ク を 温め て ヌイ ユ に か ら め る 。 
赤 パ プリ カ の ソー ス を 左上 に 入れ 、 ト マト 
の シー ト を 四角 に 切っ て 皿 の 中 央 に 置く 。 
キュ ウリ の コン カッ セ を その 手前 の くぼみ 
に 入れ 、 キ ュ ウ リ の 上 に オラ ンダ ワレ モコ 
ウ を 飾る 。 オ カ ヒ ジ キ の 素 揚げ (解説 省略 ) 
を の せる 。 


香り ノ 過 夷 アワ ビ ノ 夷 パフ ン ウ 
ニノ 蒼 薇 と ハー ブ 


(カラ ー12 ペ ー ジ ) 


作り 方 

土鍋 蒸し アワ ビ 

① 活 け の エゾ アワ ビ (130~-150g) を 帝 付 き 
の まま 、 歯 プラ シ で 表面 の 黒い 部 分 の ぬ め 
り と 汚れ を 取る 。 

② 殻 を 上 に し た 状態 で パッ ト に 並べ 、 ラ ッ 
プ 紙 を か け て 、80C・ 湿 度 1006 の スチ ー 
ムコ ン ベ ク ショ ン オ ー プ ブン で アワ ビ の 重量 
に 合わ せ て 13 一 15 分 間 加 熱 する 。 

⑧ 土 鍋 に 石 を 敷き 詰め て オイ スタ ー リ ー 
フ の 葉 と 花 を 飾り 、④ の アワ ビ の 遇 と 身 、 
志 布 を 入れ た 鉄器 を の せ て 、 土 鍋 に 蓋 を す 
る 。 ア ワ ビ の 肝 は 取り お く 。 

肝 の エッ セン ス の 泡 

① 取 りお いた アワ ビ の 肝 を 水 、 日 本 酒 、 シ 
ョ ウ ガ と 一 緒 に 炊き 、 火 が 入っ た ら シ ョ ウ 
ガ 以 外 を ミキ サー に か け て 潮 す 。 

⑧① を 鍋 に 入れ て 志 布 だ し と 卵黄 を 加え 、 
沸か さき ない 程度 に 加熱 する 。 コ プ ミ カン の 
葉 と カイ エン ヌ ペ ッ パ ー を 加え 、 ア ン フ ュ 
ゼ し 、 香 り が 移っ た ら コ プ ミ カン の 葉 を 除 
く 。 

⑱ 鍋 の 中 身 の 重量 の 109% の パタ ー を 加え 、 
ハン ドミ キサ ー で 泡 状 に する 。 
ボタ ン エ ビ の ジュ 

① ボ タン エ ビ の 迷 を 炒め 、EV.: オ リー プ オ 
イル 、 適 宜 に 切っ た ニン ニク を 加え て さら 
に 炒め て 、 水 と 白 ワ イン 、 カ イエ ン ヌ ペッ 
パー、 適 宜 に 切っ た トマ ト 少 量 を 加え る 。 
40 分 間 程 度 加熱 し 、 シ ノワ で 注 す 。 

⑧① に 増 粘 剤 (キサ ンタ ン ガ ム ) を 加え て 
ゆる くつ な ぐ 。 

パセリ の ソー ス 

パセリ を 少量 の 重曹 と 塩 を 入れ た 湯 に さっ 
と 通し て 水 で 冷や し 、 色 止め する 。 昆布 だ 
し と と も に ミキ サー に か ける 。 

明 夷 パフ ン ウ ニ の リゾ ッ ト 

塩水 エゾ パフ ン ウ ニ ( 比 海道 ・ 礼 文 産 ) の 
水分 を きる 。 

@ 同 量 の 米 (北海 道産 お ぼろ づき ) と 大 麦 を 
水 で や や 硬め に 炊く 。 
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